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　　　 田 田 、

財団法人 日本情報処 理開発協会



　 この報告 書は,日 本 自転車振興会か ら競輪収入の一部である機械工業

振興資金の補助を受 けて,昭 和59年 度 に実施 した 「日・独 フォーラム に

関す る補助事業」の成果 を とりまとめ たものであ ります。
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'

日独 情報技術 フォーラム
　　 　 　 　(メ ン バ.一'・ リ ス ト),

日　　　　　　　　本 卜　 ・ ・イぽ 邦共和国　 .、

-

.　.　,　　　　F

議　　　　　　　長　　　　　　、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ∀

柳　井　久 義
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、」

ワ ル タ ー ・エ ン グ ル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

東京大学名誉教授'
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

アーヘ ン工科大学教授　　　　　　 　　　1
`

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
芝浦工業大学教授　　　　　　 、 同理論電気工学研究所長

1920 生 　 　'
一 レーゲ ンス プル クに生 まれ る

)

1942 東京大学電気工学科卒 1949 ミュンヘ ン工科大学物理学料率　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も1

_・ 同大学工学部講師 1950 . ジー メンス(カ ー ルス ルーエ)制 御部 ・

1947 伺大学助教授 』(電気工学) 1953 博士(ミ 声 ンヘン工科大学)　 、"

1953 工学博士(同 大学)
一

1961 カ」ルスルー工工科大学教授資格(電 子工学)

1960 東京大学教授(工 学部電子工学) 1963 現　職

(1966以 来 ミュ ンヘ ン工科 大学 、ス トッ トガル}工 科 大 (1967以 来ア リゾナ 大学 、スタ ンフ ォー ド大学 、東京 大,

学 、ブ ラウ ン・シュヴ ァイ ク工 科大 学等客 員教 学等の客員教授 を歴任)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、　「

1981

授歴任)

現　職
(研 究分 野)1統 合 電子理 論 とア プ リケー シ ゴン。電 子
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

磁 気、ネッ トワー 久 電子機 器理 論等
　 　 　 　 `　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L,

一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ノ

ニ ュ ー メ デ イ ア

`

宮　川　　洋　　　　　　　　　　(主査) ク レ メ ン ス ・パ ー ク　　　 　　　　　 (主査)

東京大学工学部教授 ・ハ イ ン リ ッ ヒ・ヘ ル ツ ・テ レ コ ミュ ニ ケー シ ョン 研 究 所

1931 生
科学 部長 、ベ ル リン工 科大学 教授

1953 東京大学工学部卒 1937 メシェ ドに生 まれ る・

1958 工学博士 1959 ライン高 等専 門学校 卒(.電気工学)

東京大学講師 1967 ベルリン工科大学修士課程修了

1959 東京大学助教授 1968 ハ ー ン ・マ イ トナー 研究 所(原 子 力研究)『

1970 現　職 1970 ベルリン工科大学電子工学研究所共同研究員
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ン

(研 究分 野)電 気通信 工学 、テ レ ビジ ョン工学 、情報 博士(伺 大学)

理論、交通および運用応用 1974 フォー シュ ン クス通 信研究 所

大　越 孝 　敬　　　　　　　(レポータ)
1975 ハ イ ン リ ッ ヒ ・ヘ ル ツ ・テ レ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン研究所

東京大学工学部教授 1982 現　職

1932 東京に生 まれる
1

　 カ ー ル ・プ ラ シ ク　 　 　 　 　 　 (スピーカ)一
1955 東京大学工学部卒(電 気工学)

》

1960 工学博士
テレフォンバウ&ノ ルマルツアイト社技術開発担当役員

1961 同大学助教授(電 子工学)

1

　 1929 ギーセ ン/ラ ー ンに生 まれ る　　 　 　　 　 　,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

1963 ベ ル研究 所研 究員(～1964)
　 　 　 　 ,A
、

.アニヘ ン工 科大学 に学ぶ。 博士(同 大学)1

1972 ミュ ンヘ ン工 科大学 客 員教授 1959 テ レフォ ンパ ウ&ノ ルマ ル ツア イ ト社研 究開 発

1977 現　職 部

(研究 分野)光 ファ イバ 通信 、光 フ ァイバ理論 、ヘ テ 1972 同社開 発責 任者 ・ ・

ロダ イン ・コヒー レン ト光 通信 のため の フ リー ド リ ッ ヒ ・テ レ フ ォ ン バ ウ理 事

光デ バ イス テ レー マ開 発協会 会長

1980 アーヘン工科大学名誉教授

び

1



戸 田 厳 　 　　 (スピーカ)

日本電信電話公社研究開発本部副本部長

1934

1956

1958

1964

1979

1983

生

東京大学工学部卒(電 気工学)

同大学修士課程修了

電電公社電気通信研究所

工学博士

カ リフォルニア大学客員講師

電電公社横須賀研究所データ通信研究部長

現　職

(研究分野) コ ン ピ ュ ー タ ・ア ー キ テ クチ ャ 、

コ ン ピ ュ ー タ通 信 技 術

(桜　井　健二郎)

財団法人 光産業振興協会理事

沢　辺　栄　一

日本放送協会総合技術研究所次長

1933

1955

1973

生

東京大学(電 気工学)卒

日本放送協会

(無線放送機器、衛星放送機器研究)

宇宙開発事業団(～1983)

その後現職

(研究分野)　衛星放送方式、新放送方式

塚　本　祐　造'

社団法人 昨 融 セ・タ脇 会醇

㈱ セ ンチュ リ・リサ ーチ ・セ ン タ取 締役社 長

1917

1938

1958

1960

生

海 軍兵学 校卒

東京電 子計算 サー ビス取 締役

伊藤忠 電子計 算サ ー ビス(社 名変 更)常 務 取締

役専務 を経 て取締 役社長 、その 後社名変 更(セ

ンチ ュ リ ・リサー チ ・セ ンタ):1971

立 川　　清兵衛
　　　　　　　　　～

三菱電気株式会社高度情報通信事業推進本部開発推進部長

1928　 兵 庫県 に生 まれ る

1953　 大 阪大学 工学部卒 、三 菱電 機

1962　 工 学博士

(1969年 以来 同社鎌 倉製 作所 、通 信機 製作所 副所長 を

　　 　経 て現職 に至 る(1983)

マ ク ス ・シ ル ベ

フ ラウンホ ファー応 用研 究協 会会長

1966

1968

1971

1973

1980

フラウ ンホ フ ァー 応用研 究協 会 メンバー

(～1973)

制 御工学VDI/VDEグ ループ 会長(～1972)

フラ ウン ホフ ァー 研究協 会 、科学 技術学 会副 会

長(一 一　1973)

連邦 研究 技 術省 コ ンピュー タ・プ ロセ ス・コン ト

ロール ・エ キ スパー ト・グループ 会長(～ 　1980)

諮 問理事 会VDI/VDE(計 測制 御工学)メ ンバ ー

情報 処理 最 高機関 メンバー

エ ッ ケ ル ト・ラ ウ ボ ル ト

数学デー タ処理協会システム研究所長

1938

　～

1974

～

生

(物 理学)博 士(ハ ンブ ル ク大学)

ドイツ電子 シン ク トロン(DESY)デ ー タ処理

部長

その 後 、現職 に至 る

ベ ル ン ト ・シ ェ ー ン バ ル ト

クル ップ社 研究 開 発担 当役員

1973

0891

1891

アーヘ ン工 科大学 通信工 学修士 課 程修 了

フ ラ ウンホ フ ァー 協会 、マ ッ クス ・プ,ラン ク協

会 にて リモ ー ト・セ ン シン グの 研究

博士(ハ ンブ ル ク大学)

現 　職

フ フ ン ツ ・ビ ン ケ ル

インフ ォルマ テ ィー ク社取 締役

1940

1963

1966

1969

1972

イ リン ゲ ン ・ザ ー ルに生 まれ る

(電 信電話 シス テム)研 究 開発技 術者

コ ンピュー タ技術の 研究(交 通制御 システム)

コンピ ュー タ・シス テムお よび プロセ ス・コン ト

ロール ・シ ステムの コンサ ル タン ト

ユ ルゲ ン ・へ ーマー 博士 と同 社 を設立

(研究 分野) LAN、 光 ファ イバ 、産 業用 アプ リケー

シ ョン

2



'

松　下　　　温

沖電気工業株式会社システム本部開発第三部長

1939. 生

1963 慶応義塾大学電気工学科卒、沖電気工業㈱

1968 イ リノイ大学 大学 院修 了(コ ン ピュー タ ・サ イ .

エ ンス)。 工学 博士 。その 後現職 に至 る

(研究 分野)　 トンネ ル ・ダイ オー ド高 速論理 回路 、国
'

際 テ レッ クス交 換 シ ステム 、DCNA共 「

同研 究 、LAN

コ　ン　ピ ュ　一 夕

元　岡　　　達　　　　　　　　(主査) ノルベ ル ト・シペ ル ス キ　 　 　 　 (主査)

東京大学工学部教授 数学データ処理協会理事長 、ケルン大学教授
1

1929 生 1931 ベル リンに 生 まれ る

1952 東京大学電気工学科卒 1957 ベ ル リン自由大学卒

1957 同大学助教授 1961 博士(ベ ル リン)

1958 工学博士 ベ ル リン産業 研究 所科学 ア シス タン ト

1967 現　職 1962 ドイツ・アイゼ ンハ ワー交換 留学(ア メ リカ)

(1961年 以来 、イ リノイ大学 、 ワシ ン トン大学 客 員教 授 1963 フロリダ大学経営学部助教授

歴任) 1968 ケルン大学経営組織化・自動化研究所長

(研究 分野)　 コン ピュー タ ・アー キテ クチ ャ、分 散 コ 1970 ケルン大学経営学部教授

ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム 、 人工 知 脳 等 1981 現　職
、

相　磯　秀　夫　　　　　　　(レポータ)
(研究分野)計 画理論、応用情報学

,

慶応義塾大学理工学部教授 クラ ウ ス ・ブ リ ッチ ュ　 　 　 　 　(スピーカ)

1957 慶応義塾大学修士課程(電 気工学)修 了
トリウム フ・ア ドラー 社研究 開 発部長

1

大阪大学工学部助手 1938 ドイツ国内生 まれ
、

電気試験所(現電子技術総合研究所) 1966 アーヘン工科大学電子学科卒

1960 イリノイ大学計算研究所 1967 AGEテ レフ ンケン社(TR440研 究)

(ト ラ ンジス タ計 算機 の研 究開 発) 1969 ニ クス ドル フ社

1971 工学博士 (CAD、 エ ラー 診断 、分散処 理 、　SBC等)
…

現　職 1982 現　職

木　　　寛　　　　　　　(スピーカ)
(分散OA、 分散 情報処 理 シス テム等)

柏 ,
ウ ォル フ ガ ン グ ・ジ ロ ワ　　'

工業技術院電子技術総合研究所電子計算磯部部長
ベ ル リン工科 大学 教授 、数 学デ ー タ処理協 会 ・高性

1934 生 能 コン ピュー タ ・シ ステム技 術研究 所部長

1960 慶応義塾大学修士課程(工 学科)修 了

,

　 1930 ゾーベ ルハ イムに生 まれる

1963 電気試験所(現 電子技術総合研究所) 1957 ス トッ トガル ト大学 電子 工学 科卒

1967 工学博士 1960 電子工学博士(同 大学)

1973 電子技術総合研究所 レーザ研究室長
1965

AEGテ レフ ンケン社 コンピュー タ部長

ベ ル リン工科 大学電 子工 学教 授

そ の後企 画室 長 を経 て現 職(1981)に 至 る

渕 　 　 　 一 　 博

財団法 人:

新世代 コンピュータ技術開発機構研究所長

1971　 ミネソ タ(ア メ リカ)大 学 コン ピュー タ科 学教授

1977　 ベ ル リン工科 大学 コン ピュー タ科 教授

(1966年 以来 、メキ シコ大学 、MIT、UCLA等 の客

　 　　員教授 を歴 任)

1983　 現　職

3
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1936　 生

1958　 東 京大学 応用物 理学 料率

　 　 　 電 気試験 所(現 電子 技術 総合 研究所)

(1972年 以 来 、同所音 声 認識研究 室 長、推論 機構 研究tt－

　 　 　長、パ ター ン情報 部長 を歴 任)

　 　 　(計 算機 方式 、時 分割共 同利 用 システム 、OS、

　 　 　言語処 理 、人工知 能等)

1982・ 現 　職

川　 合 　 英 　 俊

情報処理振興事業協会技術センター所長

1934

1956

1961

1969

1978

1981

1983

生

北海道大学物理学科挙、札幌管区気象台

電気試験所(現電子技術総合研究所)

通商産業省技官

米国標準局出向

電総研パ ターン情報部数理基礎研究室表

現　職

工学博士

岸 　 田 　 孝 　 一

社団法 人 ソフ トウェア産業 振 興協 会技術委 員 長

㈱ ソフ トウェア ・　'IJサーチ ・ア ソ シェ イ ツ専務 取 締役

1936

～

1967

～

東京に 生 まれ る

東京大 学物 理学 科に て夫文学 を研究

沖 ビジ ネス ・マ シ ン㈱

コン ピュー タ ・システム㈱

㈱ ソフ トウ ェア ・リサ ー チ ・ア ソシェ イツ創立

参加 。現職 に至 る.

(社)ソ フ トウェア産業 振興 協 会技術委 員 長

日本UNIXユ ーザ ー会 会長筆

使　藤　　　繁

株式会社 富士通研究所電子研究部門長代理

1935

1958

1982

生

東京大学電気工学科卒、富士通株式会社

(電子計算機基本技術、システム開発)

現 職 　 　tJ

(新世代電子計算機基本技術の研究・開発)

浦 　 城 　 恒 　 雄

株式会社 日立製作所神奈川工場企画部長

1936

1959

生

東京 大学物 理学 科挙 、株 式会社 日立製 作所

(HITAC8000シ リー ズ、Mシ リー ズ・コ ンピ ュー

タ開 発 および アー キテ クチ ャ開 発)現 職 に至 る

ギ ュ ン タ ー ・メ フ ー

ドイツ機械工 業 会事 務 及び情 報技 術 部長(VDMA)

1971

1979

VDMAブ ラッセル事 務所 長

ESPRITプ ロ グラム準 備検討 会委 員

現職

ヨー ロ ッパ 協 会事 務 局 長(1980)

(そ の他 、国際情 報産 業学 会(IIIG)設 立 メンバー)

ギ ュ ン タ ー ・グ ロ ウ

ブ イリップ ス・デー タシ ステム ズ社部 長

1933

ユ961

1963

1966

1970

1974

ユ980

キールに生 まれ る

キール大学 卒(物 理 、数 学 、化学 、海 洋学)

同大学(物 理 、数 学 、海洋学)博 士 論文

キー ル大学 応用物理 学 研究室

フ ィ リップ ス研究 所(ソ リッ ド ・ステー ト、

レーザ ー ・ビーム 、ホロ グラフ ィ)

ア メ リカ光 学 会 員

フ ィリップ ズ 技 術 シ ステ ム"研 究主 任

ブ イリ・ソプ ス研究所 主任

ブイ リップ ス・デー タシ ステム ズ社 、国際 製造 ・

提 供セ ン ター を経 て現職(1982)に 至 る

エ ル ビ ン ・ケ ー ニ ヒ ス

ニ クス ドル フ杜技 術開 発部 長

1950

1974

1978

生

アーヘ ン工 科大 学物理 学 料亭

(高 エ ネル ギー物理)博 」:

ニ クス ドル フ社

(ソ フ トウ ェア部 門担 当、 プ リン ト回路 レイア

ウ ト用CADツ ー ル、機 械建 築 、VLSI用 デ

ザ イ ン ・ツー ル等 の評価)

現職 に至 る

4



戊

L

半　　 導　　 体

柳　井　久　義　　　　　　　　　(主査) イ ン ゴル フ ・ル ー ゲ 　 　 　 　 　 　 　(主査)

東京大学名誉教授 ・芝浦工業大学教授 フラ ンホフ ァー応用 研究 協会固体物 理研 究所 長

ミュ ンヘ ン工 科大学 教授

菅　野　卓　雄　　　　　　　 (レポータ) 1

1934 シュ ヴ ァイ トニ ッツに生 まれ る

東京大学工学部教授
1959 ミュ ンヘ ン工 科大学 電気工学 科卒

1931 生 1964 博士(同 大学)

1954

1959

東京大学電気工学科卒

工学博士

1967　　 　 同大学 教授(電 子工 学)
　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 1(
1969年 以来 、同大 学電子 技術研 究所長 、IC部 長 等 を

東京大学講師(電 気工学) 経 て現職(1974)に 至 る)

1960 同×学助教授(電 子工学)

1

　(研究分野)　固体素子技術、半導体計測技術、回路技

1971 現　職 術 、デ ィ ジ タ ル ・ア ナ ロ グ ・IC、 医 療 電 子

田　 中　 昭　二　　　　　　　 (スピーカ)

1

　　クル ト・ガ ル ブ ル ヒ ト　 　 　 　 (スピーカ)

東京大学工学部教授 ジー メ ンス杜IC・ 電子部 品研 究開 発部 長

1927 生

1

　 1932 ヴイ ッ トシュ トックに生 まれ る

1950 東京大学工学部卒 1958 ドレスデ ン工科大学卒(電気通信技術)

1955 同大学院(応 用物理)修 了 同大学助教授

同大学工学部講師 1960 SEL、 フ ォ ル ツ ア イ ン　(ラ ジ オ リ レー ・シ ス

1957 同大学工学部助教授 テム開 発)

1959 プ ル ドウ大 学研 究 員(～1961) 1962 ジー メンス社 中央 研究 所(テ レコ ミュニ ケー シ

1968 現　職 ヨ ン)

高　橋　　　清
1965 博士(ミ ュ ンヘ ン工科 大学)

(1967以 来 、中 央 研 究 所 マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ ・シ ス テ ム ・

東京工業大学工学部教授
マ ネ ー ジ ャ 、 そ の 後 、 技 術 部 長 、 長期 コ ミュ ニ

1934 生 ケー シ ョン計 画部 門、半導 体工場 開発 部長 等 を
∨

1957 東京工業 大学電気工学科卒 経 て現職(1979)に 至 る)

1962 同大学博士課程修了
ワ ル ター ・エ ン グ ル

工学博士

同大学工学部助手
アーヘン工科大学教授 、同理論電気工学研究所長

1964 同大学工学部助教授
ミ ヒ ャ エ ル ・シ ェ ー ド リ ヒ

(1973年 以来 、メキ シ コ国立 工 科大学 、サ ンパ ウ ロ大 学

客員教授)
クル ップ・ア トラ ス・エ レ ク トロニ クス社 開 発部 長

1977已 職
電子技術協会開発部長一

ハ ンブ ル ク大学 お よび ドイツ電子 サ イ クロ トロ

片　岡　照　栄
ン(DESY)に て物理 お よび コンピ ュー タ技

工業技術院電子技術総合研究所電子デバ イス部長 術の研究

1929 生 生 1977 クル ップ社 会長(バ ー トル ト ・バ イツ)の 個 人

1953 東京大学電子工学科卒 1 アシ スタ ン ト

電気試験所(現電子技術総合研究所) 1980 現　職

1955 ロン ドン大 学大 学院 留学

1966 工学博士(東 京大学)

1978 科学 博士(ロ ン ドン大学)
`

(;瓢 墾瓢 謬灘 藍:遍、鷲 劉
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石　立　　　喬

日本電気株式会社電子デバイス事業 グループ副技師長

A、

　 :

1932 徳島県に生まれる

1955 東京大学電気学科挙

日本電気(株)

1964 工学博士

(:㌶ 灘'メ モリ脚 繊')
1980 日本電 気ア イ シーマ イコ ンシス テム㈱

1983 現　職

小田川　嘉一郎

株式会社 東芝超LSI開 発推進本部副本部長

1929 生

1952 東京大学電気工学科卒

東芝マツダ研究所

1961 工学博士

1965 半導体事業部

(IC、LSI、VLSI』 開 発事 業 化)

(そ の後 、IC技術 部長 、副技師 長 を経 て現職 に至 る)

(研 究 分 野)VLSI(メ モ リ 、ゲー ト・ア レ イ ・カ ス トム

VLSI)お よび関 連 技術 の開 発

全 　 体 　 会 』議

児　玉 ・幸　治 ウ ー べ ・トー マ ス

通商産業省機械情報産業局次長 連 月;研究技 術 書箱4局 次 長

1

1934 広島県に生まれる 1938 ドレ スデ ンに生 まれ る

1957 通商産業省 1964 ミュ ンヘ ン大学 物理 学 科卒

1974 機械情報産業局情報処理振興課 長
1965 AEGテ レ フ ンケン研究 所(ベ ル リン)

1975 官房企画室長
1967 特 許 庁 、連 月;プ レ ス ・オ フ ィ ス の コ ン ピ ュ ー タ

1980 機械情報産業局総務課長
・プ ロ ジ ェ ク ト ・ リー ダ ー

1969 OECD(パ リ)
1982 経済協力部長

1971 ボン首相 オフ ィス(行 政 改革 プ ロ ジェ ク ト ・グ
1983 現　職　　　　　　　.

ルー プ)

1973 連 邦研究 技 術 省。現 職 に至 る

ジ ー ク フ リー ト ・フ ォ ン ・ク ロ ー ジ ク

数学データ処理協会日本関係事務所長

1932 ポ ツダムに 生 まれ る

1952 カー ル スル ー工工 科大 学土 木工 学干斗卒

1964 博.以 同大 学)、 カー ル スルー 工工 科 大学 流体 力

学研 究所 、ア フガニ スタ ン技 術援助(水 管理 副

プ ロ ジ ェ ク ト長)

1969 OECD(パ リ)

1970 連川環境省(水 管理研究部)

1976 連月1研究技術省、外務省、在 日ドイツ大使館科学参三雛r

ユ982 現　職
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1.開 会

進 行 役　　(財)　 日本情 報 処 理 開 発 協 会

　　　　　　　常 務 理 事 　 中 　 山 　 隆 　 夫

2.開 会 あ い さ つ

主 催 者 代 表 　 　 日 本 貿 易 振 興 会

　　　　　　　 理 事 長　　赤　 澤　 璋　 一

　 ク ラウ ス ・ブ レ ッヒ ドイツ連邦 共 和 国大 使 閣下,ワ ル ター ・エ ングル教授,大 木通 商 産 業 政務 次 官

並 び に柳井 東 京 大学 名 誉教 授,御 列 席 の皆 様,本 日 ここに 日本情 報 処理 開発 協 会,日 本 電 子 工業 振 興

協 会及 び 日本 貿易 振 興 会 の三 者 の共 催 の もとに,第1回 目独 情報 技 術 フォー ラムが 開催 で き る ことを

心 か らうれ し く思 い まするとともに,主 催 者 を代 表 い た しま して,関 係 者 の皆 様 に心 か ら御 礼 を申 し上

げ ます。

　 本 フォ ー ラ,ムは,昨 年8月,西 独 研究 技 術省 リー ゼ ン フー バー大 臣が,当 時 の宇 野通 産 大 臣 を訪 問

し,会 談 を され ま した際 に,情 報 技 術分 野 に おい て 両国 の一 層 の緊 密 な協力 関係 を構築 す る こ とを 目

的 と して,こ れ を設 置 す るこ とが合 意 され た もの で ござい ます。

　 近年,世 界 に お け る情報 処 理技 術 と通 信 技術 の進 歩 は 目覚 ま しい ものが あ り,先 進各 国は 急速 に高

度 情報 化社 会 へ と移 行 しつ つあ るの であ ります。 この分 野 の技術 は,今 後,先 進 各 国 は もと よ り,発

展 途上 国 に おい て も社 会,経 済 の中 核 とな る技 術 で あ る と考 えて お ります。 われ われ は21世 紀 を展

望 しなが ら,こ の分 野 の技 術 開発 に総力 を挙 げて取 り組 まな けれ ばな りませ ん。

　 御列 席 の皆 様,競 争 の な い と ころ に技 術 の進 歩 は ない とい うのが 私 の フ ィロ ソフ ィー で あ ります。

その反 面,技 術 開発 の基礎 的分 野 にお きま して は,各 国 間 で協 力 し得 る面 も,ま た,多 々 あ るの では

な いか と考 えて お ります。

　 最近,西 独 政 府 に おか れ ま しては,1988年 ま で,30億 マル クの予 算 で実 施 を され る きわ め て意

欲 的 な情報 技 術 の研 究 開発 計 画 が決 定 を され た と伺 って お ります。 また,わ が 国 にお きま して も,

1　 一



1982年 か ら10カ 年 の計 画 で第5世 代 コ ン ピュ ータ技術 の研 究 開発 を開 始 い た して お ります。

　　この よ うな状 況 の もとに,両 国 の著 名 な研 究 者,技 術者 が一 堂 に会 し,情 報 の交換,技 術 の交 流 を

'行 い ます こ とは,世 界 の情報 化の 強力 な原動 力 であ る両 国 に と りま して,き わ め て有意 義 であ る と考

えて お ります。 と同時 に,本 日の フ ォー ラ ムは,こ う した 国際的 な技 術 交流 の動 きに一 層 のはず み を

与 え,世 界 経 済 に大 きな 貢献 をす る もの と思 い ます。

　 私 ど ものJETROに お きま して も,近 年,世 界経 済 の再 活性 化 に資 す るため,産 業協 力 の推 進,

技 術 の交 流 の 円滑化 とい っ た事業 に その ウ ェー トを高 めて まい って きてお ります。

　 最後 に,私 は,こ の フ ォー ラムが 実 りの 多 い もの とな り,こ れ に よ って ドイ ツ,日 本 両 国の経 済 及

び技術 の 緊密 化 が一 層 図 られ る こ とを心 か ら祈念 をい た しま して,私 の開 会 の あい さつ とい た します。

　　ど う もあ りが とう ござい ま した。　 (拍 手)

3.来 賓 あ い さ つ

(1)通 商産業政務次官　　大　 木 浩　 先 生

　 ブ レ ッヒ大 使 閣下,赤 沢 理 事長 さん,エ ン グル,柳 井 両議長 さん,御 出席 の 皆様,本 日,こ こに 日

独 情報 技 術 フ ォー ラムが開 催 され るに 当 た りま して,通 商産 業省 を代 表 い た しま して,一 言 歓 迎の あ

い さつ を申 し上 げ ます。

　 私 は,ま ず本 フ ォー ラム の実現 に向 け て多大 の努 力 を され た ブ レ ッヒ大 使閣 下 を初 め とす る ドイ ツ

連 邦共 和 国 の 関係 者 の皆様 方 に対 し,深 い敬意 を表 したい と思 い ます。 また,本 フ ォー ラム に参加 す

るため に遠路 は るば る来 日 され ま した皆様 方 に対 し,心 か ら歓 迎 の意 を表 した い と思 い ます。

　 さて,わ れ われ は,近 年 の飛 躍 的な 技術 革 新 に よ って新 たな変革 の時代 を迎 え よ うと して い る こ と

を感 じて お ります。 この変革 は,単 に産業 構 造 の み な らず,広 く社 会 生活 や文化 活動 を も包摂 して,

全世 界 に大 きな影 響 を もた らす もの とな る こ とで あ りま し ょう。特 に コ ン ピュ ータ,半 導 体等 の情報

技術 の 飛躍 的 進歩 と,そ の 普及 に よ る社 会 の情 報 化の 進展 は,各 国 の産 業,社 会生 活 の あ らゆ る分 野,

さ らに国際 社 会 へ も大 きな 影 響 を与 え つつ あ ります。

　 日独 両 国 は,高 い技 術力 と強 い経 済力 を有 し,国 際 社 会 にお きま して指 導的 な位 置 を占 め てお りま

す。 両 国は,情 報技 術 の分 野 にお きま して,次 の世代 の繁栄 の ための基 盤 を整 備 す る とい う先 駆者 と

して の責 務 を負 って い る と申せ ま し ょう。 従来 か ら両 国 は大 学,政 府 機関,産 業界 等 各 界 に おい て情

報 技術 分 野 の研 究 開発 を積極 的 に進 めて ま い りま した。 しか し,今 後 両 国が この分野 に おけ る研究 開

発 を さ らに飛 躍 させ,世 界 に貢 献 す るた め に は,両 国間 の よ り緊密 な交 流,協 力 が 不可 欠 で ござい ま

す。

　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　 -2一



　 昨年8月 の リーゼ ン フー パ ー大 臣閣 下 と宇 野通 商 産業大 臣 との お話 し合 いの結 果 に基 づ きま して,

両 国 の産 業界,学 会,政 府関 係者 が一堂 に会 して直接 意見 や 情報 を交換 す る場 として,こ の た び本 フ

ォー ラムが開 催 され ま した ことは,ま さに時 宜 を得 た もの と申せ ま し ょう。 通 商 産業 省 といた しま し

て は,本 フ合 一ラ ムの成果 に大 い に期 待 を してお りま して,今 後 と も情 報 技術 の分 野 にお け る両 国 の

交 流,協 力 を深 め るべ く努 力 して ま い る所 存 で ござい ます。

　 最後 に,今 回 の会議 に ご参 加 の皆 様 方 に よる,活 発 な意 見 交換 を通 じま して,本 フ ォー ラムが成功

をお さめ られ ます ことを,心 か らお祈 り申 し上 げま して,私 の あ い さつの 結 び とさせ てい た だ きます。

　 どう もあ りが と うご ざい ま した。　 (拍 手)

(2)　 ドイ ツ 連 邦 共 和 国 大 使 ク ラ ウ ス ・ブ レ ッ'ヒ博 士

　 私 は,本 日,皆 様 方 に,非 常 に小 規模 で はあ りま すけれ ど も,ト ップ レベル の産 業界 及 び学 会 との

間 に行 われ る情 報 フ ォー ラムに お いて,あ い さつ で きる ことを非 常 に うれ し く思 っ てお ります 。

　 本 日は,日 本 と ドイ ツ との情 報 フ ォーラ ムで あ ります。現 在 の と ころは フ レーム ワー クが非 常 に小

さいわ け であ ります けれ ど も,コ ミュニ ケ ー シ ・ン とい うの は非 常 に大 きな分 野 で あ ります。 そ して

今 回の会 議 が非 常 に有意 義 で あ るとい う こ とを確 信 して お ります6そ して,こ の機 会 をか りま して,

よ り友情 を深 め,理 解 を深 め,協 力 関係 を 日独 両 方 で深 めて い きたい と思 ってお ります。

　 43年 前 で あ ります けれ ど も,最 初 に プ ロ グラム され た デ ィジ タル コ ン ピュ ータが で きま した。 当

時,エ レク トロメ カニ ック リレー を使 って行 ったわ け であ ります。 そ して,30年 前 に エ レク トロニ

クスの使 用 が広 範 に,ト ラ ンジス タ とい う形 で応 用 され るよ うにな りま した。 エ レ ク トロニ クス技術

は社 会 及 び経済 に大 きな影 響 を与 え たわ け であ ります。 と くに,日 本 は工 業力 を高 め今 日重 要 な輸 出

国 にな ったの です。 ア メ リカ と同様 に 重要 な輸 出国 で あ ります し,同 じこ とは ドイ ツに も言 え るこ と

で あ ります。

　 ドイ ツ とい た しま して も,こ うい っ た伝 統 的 な強 み,そ して世 界 市場 での工 業力 を維持 して い きた

い と思 ってお ります。 そ して,維 持 して い くため には,革 新 的 な新 しい技 術 を応用 してい かな くて は

い けな い わ けです。 特 に情 報 技術 が重 要 です。

　 私 ど も日独両 国は共 通 の基 盤 に立 って お ります。 と申 します の は,私 ど もは天 然 資源 を持 たな い国

で,工 業 国 と しての力 を維 持 して い くため には,頭 脳 に頼 らな くて はい けな い。 そ して国 民の 心 に頼

らな くて はな らない の です。 イ マジ ネ ー シ ・ンを生 か し,知 的 な力 を活用 す る こと,そ して貴 重 な経

験 を積 み上 げ る こと,こ れ らが 私 ど もの 唯一 の 資産 で す。 そ して,こ の資 産 を活用 す るこ とに よ り,

継 続的 に更 新 してい く ことで工 業力 を維持 して い くの です。

　 情報 技術 の 分野 に戻 って考 え ます と,ぜ ひ申 し上 げたい こ とは,日 本 と ドイ ツ とい うの は い ろい ろ

な 業績 が あ りま す。 そ して 同様 な 問題 に遭 遇 して お ります。 い つ も同 じ問 題 とい うわ けで は ない け れ

ど も,方 向的 に は同 じです。 私 は 日独 で行 われ て い る努 力 とい うの は,お 互 い に補 完 すべ き関 係 に あ
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るべ きだ と思 ってお ります。

　 また,重 要 な ことは,両 国 は 自 由貿易 を擁 護 す る とい う点 で非常 に共通 して お ります。 友 情 とい う

の はや は り相 互 に享 受 で きる もの でな くては いけ ませ ん。

　今 回,日 本 側 は通 産 省,ド イ ツは情報 研究 者 をその主 催者 とい た しま して,科 学界 及 び産 業 界,政

府 の代表 の方 が 集 うフ ォー ラム を開 催 す る こ とが で きた わけ で あ ります 。 この会合 に関 しま して は,

ハ イン ツ フィーバ ー さん が非 常 に大 きな尽 力 をい た だ きま して,今 回 の第1回 の フ ォー ラ ムの開 催 に

こ ぎつけ たわ けで あ りま して,感 謝 申 し上 げ ます。

　 私 がい ま まで 申 し上 げ てい た こ とで あ ります けれ ど も,現 在 の 日本 と ドィ ッ との関 係 は非 常 に よい

もの で あ ります。 そ して,将 来 も開発 を 目指 して,お 互 い に考 え合 い,進 んで い きた い と思 って お り

ます。

　 この技 術的 な 開発 とい うの は,企 業 の努 力 だけ では で きな い もの で あ ります。 したがい ま して,こ

こで重要 にな る こ とは,科 学 の 学術 学 会 とい っ た よ うな もの も,プ ラス産 業界 とが お互い に協 力 を し

合 い ま して両 国間 で交 流 し合 う。 そ して,準 備 万 端整 えて,そ れ ぞれ の興 味 にお い て仕事 をす るこ と。

それ は協 力 を進 め る こ とで あ り,か つ,協 力 的精 神 に基 づ いて その友 情的 な関係 を築 き,お 互 い に幸

福 を もた らす とい うこ とで,こ れ に向 か って働 い てい く必要 が あ ります。

　 日本 の皆 様 方及 び柳 井 先 生 とエ ン グル先生,両 議長 でい らっ しゃい ます けれ ど も,こ の 方 々 に対 し

ま して心 か ら御礼 申 し上 げ ます。 この よ うに完 壁 な フ ォー ラム を御用 惹 くだ さって どう もあ りが と う

ご ざい ま した。

　 終 わ りに,新 しい,そ して有 望 な共 同事 業 の可能 性 が追 求 され る こ とを願 ってや み ませ ん。

そ して,両 国 の科 学技 術 の きず な を一 層深 め る ことに な る こ とを願 って お ります。

　 ど う もあ りが とう ご ざい ま した。　 (拍 手)

4.議 長 あ い さ つ

(1)ド イツ側議 長 　 エ ン グ ル 教 授

初 め に,児 玉氏 が 代 表 として お越 しにな っ てい る 日本 政 府 と,ト ー マ ス氏 が お越 しにな ってい る ド

イツ政府 に御 礼 申 し上 げます。

　皆 様 の御努 力 の お か げで,今 日 こ こに集 ま るこ とが で きま した。 そ う して,こ の輝 か しい席 上 に数

多 くの 両 国の古 きよ き友 の 顔 が見 受 け られ る こ とを とて もうれ し く思 い ます。

　 こ とに半 導体 科 学 の 同僚 で あ る柳井 教 授 に再 会 で きた こ とを非常 に喜 ん でお ります。 ご らんの とお

り,柳 井 先生 は,退 職 な され ま したが,い ま で もとて も忙 しい人 物 で い らっ しゃい ます。 その ため,

残念 な が ら,い まだ に私 た ちは アー ヘ ンの 町 で 日本 料 理 の お店 を開 業 す る こ とが で き ません。(笑 声)
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　 私 は,先 生 の よ うに若 い と きに外 国語 を現 地 で勉 強 す る機 会 が あ りませ ん で した。 この よ うに 聞 き

取 りに くい片 言の 日本 語 であ る こ とをお 許 し くだ さい。 皆様 の 鼓膜 が破 れ て しま う前 に,わ れ わ れ科

学 者 の 国 際的 共通 語 で あ る ブ ロー ク ン ・イ ング リッシ ュに移 りた い と思い ます。　 (拍 手)

(2)　日本側 議 長 　 柳 　井 　久 　義 　教 授

　 た だい ま,紹 介 い た だ きま した柳 井 で ご ざい ます。

　 エ ン グル先生 初 め ドイ ツ側 の 代表 の皆 様及 び大木 政務 次官,児 玉 次長,日 本 側 の代 表 の方 々,お 早

う ご ざい ます。

　 た だい まエ ン グル先生 が 日本 語 で お話 しに な りまして,こ れ は しま った と思 って い るん で ご ざい ま

す が,そ うす る と私 も ドイ ツ語 で あ い さつ せ ざるを得 なか ったん で ご ざい ます。 け れ ど,ま さか ここ

ま で勉 強 して こ られ る とは思 い ませ ん で した もの です か ら,日 本 語 で用 意 をい た しま した関係 上,日

本 語 で ごあい さつ させ て いた だ き ます。

　 いず れ に しま して も,今 日,科 学 技 術 は非 常 に 目覚 ま しい発展 を遂 げて お りま して,特 に本 日問題

に な ります最 近の 半導 体,コ ンピ ュー タ,通 信 の分 野 とい うのは,21世 紀 に向 け ま して い ま非常 に

革新 的 な変 革 を遂 げて る と ころで ご ざい ます 。

　 一 方 に おい て,情 報 とい う もの は,材 料,エ ネル ギー と同 様 に,わ れわ れ の生活 に とって非 常 に基

本 的 な問題 で ご ざい ま して,こ れ の革 新 的 な進 歩,発 達 とい う ものが,今 日では情 報 革 命 あ るい は第

2次 産業 革 命 とさ えい われ て い る よ うな わ け だ と存 じます。

　 こ うい う意 味 で,情 報 技術 とい う もの が,技 術 的 のみ な らず,社 会的 に見 て も本 質 的 な重 要 性 を持

っ てお ります。 した が っ て,こ うい う問題 を進歩,発 達 させ てい くとい うた め には,ひ と りわ が 国の

みな らず 世界 各 国 の技 術 者 あ るい は研究 者 が 積極 的 に協 力 してい くこ とが必 要 では な いか と思 い ます。

　特 に,日 独 両 国 とい うの は,こ の方 面 の技 術分 野 にお い て も非 常 に高 い水 準 に あ る わけ で ご ざい ま

す。 両 国 は世 界 的 に見 ま して も先 進 工業 国 として大変 似 た立 場 に ござい ます 。 一方 に おい て,歴 史 的

な背 景 とか文 化,言 語,あ るい は物 の考 え方 とい うよ うな もの に な ります と,今 度 は非常 に異 ってお

ります。 む しろ コ ンプ リメ ンタ リーな もの では ない か と考 え られ ます。

　 この よ うな両 国 を考 えて み ます と,お 互 いに コン プ リメ ン タ リーで あ る とい う特 徴 を生 か し ま して,

足 らな い ところを補 ない,相 手 の特 徴 を生 か して,両 国 でお 互 い に協 力 し合 うとい うこ とは,あ る意

味 で は非 常 に条 件 が そ ろ って るん じゃな いか と存 じます。

　 この よ うな背 景 の もとで,こ の たび 日独 両 国政 府 の首脳 の 方 々が,情 報 技 術 の分 野 で幅広 い情 報 の

交換 と,そ れか ら両 国の学 会,産 業 界等 を代表 す る指 導 的な 方 々の交 流 を通 じて,研 究面 あ るい は産

業 面 で緊 密 な協 力 を行 い,こ れが 今 後 の世界 的 な発展 に寄 与 す る ため に,今 回,こ の よ うな フ ォー ラ

ム を企画 され た とい うこ とは,ま ことに時 宜 を得 た ことでは な いか と存 じます。

　 この よ うな重 要 な意 義 を持 ちます フ ォー ラム で,本 日私 が 日本 側 の議 長 を務 め させ て い ただ く とい
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う ことにな りま した こ とは,ま ことに光 栄 の至 りで ご ざい ます。 で きる だけの こ とをい た したい と存

じてお ります 。

　 ことに,西 独側 の 議長 を務 め て いた だ きます エ ン グル教 授 とは,非 常 に長 い 間 のお つ きあ い で ご ざ

い ま して,西 独側 の メ ンバ ーの方 々で もその ほか にか な りよ く存 じ上 げ た方 が 数名 お られ ます 。 そん

な よ うな こ とか ら,今 回 の フ ォー ラ ムは非 常 に スム ー スに進 め てい け るの で はな いか とい う期 待 を持

ってお る次第 で ご ざい ます。

　 た だい まエ ン グル先 生 が 日本語 でお話 しい た だ きま したの で,本 当は皆 様 日本語 でや ってい た だ け

　 　 　 　 　 　 も

る とわ れわ れ に と って は非 常 に 好都 合 な ことで は ご ざいます が,残 念 な ことに,ド イツの方 々に 日本

語 で とい うの は無理 か と存 じます し,そ れ は もちろんわ れ わ れ に も言 え るこ とで ご ざい ま して,わ れ

わ れが ドイ ツ語 でや れ ない こ とその もの が非 常 に遺憾 な こ とな んで ござい ます。

　 しか し,い ずれ に しま して も,情 報 とい う問題 を取 り扱 い ます場 合 には,ど う も言葉 の 問題 とい う

の が非 常 に重要 では な か ろ うか と。要 す るに,情 報 の交 換 手段 とい うの は言 葉 が基 本 にな って お りま

して,わ れわ れが 物 を考 え るの は言葉 で考 え てお りますの で,言 葉 とい うものが非 常 に重 要 な要 素 た

な って い るか と存 じ ます。 その 点で,お 互 い に言葉 が話 し合 えない とい うこ とは非常 に残 念 な んで ご

ざいま す。 また,通 訳 をい た します の に英語 を使 わ ざるを得 な か っ た とい うもの も,こ れ また ま こと

に残 念 なん で ご ざい ます が,そ の辺 の事 情 をお察 しい た だ きま して,本 日これ か ら,特 に き ょうの午

後 の分科 会等 での デ ィス カ ッシ ・ンを,言 葉 の足 らない と ころ を十 分 な説 明 で お互 いに補 い 合 っ て,

十分 な理 解 を した上 で協 力 関係 を進 めて い くとい う ことが で きます こと を心 か ら期 待 いた します。

　 今 回 の フ ォー ラム で は,両 国の緊 密 な協 力 を して ま い ります ため に,第 ユ回 の もの で ご ざい ま す の

で,情 報の 交流 とい うのが どの よ うにす れが 効果 的 な もの に な って い くか,そ れか ら,'研 究 開発 上 の

協 力体 制 とい う ような もの は どん な形 で 進 め られ るのが 適 当 な んだ ろ うか,あ るいは,産 業 界 の 協 力

体 制 を とる とす れば,ど の よ うな形 が いい ん だ ろ うか,こ の よ うな 問題 を検 討 してみ て いた だ くとい

うこ とが 目的 で は ない か と思 い ます が,そ れ に対 して,本 日1日 で ご ざいま すの で,大 変 短 い の です

が,あ る程 度 の指 針 が 得 られ れ ば非 常 に幸 い では な いか と思 ってお ります。

　 西独 側 の議 長 の エ ングル先 生 を初 め,西 独側 の参 加 者 の方 々及 び 日本 側 の 参加 者 の方 々の 積極 的 な

御 援 助 に よ りま して,目 的 とす る ことが達 せ られます こ とを祈 りま して,簡 単 で ご ざい ます が,あ い

さつ にか え させ てい た だ きます。

　 ど う もあ りが と うご ざい ま した。　 (拍 手)

5.フ ォ ー ラ ム の 運 営 に つ い て

柳 井 議 長 　 　恐 縮 で ご ざい ます が,こ れ か ら私 が進 行役 を させて い た だ き ます。
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　 一応 お 手元 に ご ざい ます プ ログ ラム に沿 って進 め させ て い ただ きます。

　 先 ほ どエ ングル先生 と も御 相 談 い た し ま した ん ですが,大 体 は私 が進行 役 を務 め させ てい た だ き ま

して,必 要 に応 じま して エ ングル 先生 と御 相 談 させ てい た だ くことに した い と思 い ます。 よろ し くお

願 い い た します。

　 日独 情報 技術 フ ォー ラ ム とい うもの は,ド イツ側 と日本 側 両国 の研 究開 発 の状 況 に つ き ま して,先

ほ ど もお話 がC"ざ い ま した よ うに,情 報 交 換 を年1度 ぐ らいの割 合 で進 め,交 互 に両 国で開 催 して い

く とい うことが一応 基 本 的 に決 ま って お ります。

　 本 日は,第1回 とい うこ とで ご ざい ます の で,午 前 中 は基 調的 な お話,午 後 は,始 めに分 科 会 を開

催 いた し,そ の後 全体 会 議 で御 討 論 い ただ くとい うこ とに してお ります。

　 午 前中 の基 調 講 演 は,通 産 省 の児玉 さん,東 京 大学 の元 岡先生,そ れか ら西独 の研 究技 術 者 の トー

マス さんか らの3人 にお願 い い た します 。

　 午 後 は,1時 か ら3時15分 まで,ニ ュー メデ ィア と半導 体,及 びコ ン ビ。ユ一 夕の3つ の 分科 会 に

分 か れ ま して御討 議 い た だ きま して,そ の後,3時35分 ぐ らい か ら再 度 皆 様 に お集 ま りいた だ いて

全体 会 議 を して,分 科 会 の御 報 告 をい ただ き,総 括 的 な討議 をい た しま して,一 応 の本 日の 結論 を出

したい と思 い ます。

　 これ に つい て,エ ングル先 生,よ ろ し ゅ うご ざい ます か。 一 　 　ど うもあ りが と うござい ま した。

6.出 席 者 紹 介 (　 省　　略　 )

7.基 　 調　 報 　 告

7,1　 日本におけ る情報化 の現状 と将来展望

講 師　 通商産業省機械情報産業局次長 児　玉　幸　治

　 ブ レ ッ ヒ大 使 閣下,エ ングル先 生,柳 井 先生,並 びに御 列 席の皆 様,第1回 の 日独 情 報技 術 フ ォー

ラ ムが開 催 され るに当 た りま して発言 の 機会 を得 ま した こと を大変 光 栄に存 ず る もの であ ります。

　 この会 合 の開 催 につ きま して は,先 ほ どか らお話 が 出 てお ります よ うに,昨 年,リ ーゼ ン フーバ ー

研究 技 術大 臣が訪 日 され,宇 野 通産 大 臣 との会 談が 行 われ ま した際 に合意 を見 た もの で ご ざい ます。

それ か ら今 日 まで,こ の 会合 を開催 す るた めに 日独 両 国の 関係 者が 払 って こ られ ま し た御 努 力 に対 し

ま して,ま ず 心 か ら敬 意 を表 す る次 第 で ござい ます。
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　 さて,皆 様,世 界 は い ま,高 度情 報 化社 会 に向 け て新 た な胎動 を始 め よ う と してお ります。 コ ンピ

ュータ,半 導体 な どの情 報 関連 技術 の 革 新 は,世 界経 済 の再 活 性化 の原 動 力 とな る とと もに,社 会 の

あ らゆ る分野 の情 報 化 を促 し,人 間性 あふれ る豊 か な社 会 の構 築 に貢 献 す る こ とが期 待 されて お りま

す。

　 この よ うな時 期 に本 フ ォー ラムが 開催 され,日 独両 国間 の 情報 技術 分 野 の交流 が行 われ る こ とは き

わ めて意 義 深 い もの で あ ります。

　本 フ ォー ラ ムの 開始 に当 た りま して,ま ず,わ が 国 にお け る情報 化 の現 状 を紹 介す る と と も に,

高度 情 報 化社 会 を実現 してい くための 課題 につ いて検 討 す る ことに よ り,本 日の 議論 の 口火 を切 る こ

とと したい と思 い ます。

　 日本 は,1960年 代 後半 か ら1970年 代 に か けま して,産 業 界 にお け る コ ン ピュー タ導 入 を中心

とす る情 報 化,い わ ゆ る第1次 情 報 化革 命 を経 験 い た しま した。 しか し,そ の 後,超LSI,マ イ ク

ロコ ン ピュ ータな どの 情報 処 理技 術 と,光 フ ァイバ ー,通 信 衛星 な どの通信 技 術 の飛 躍 的発 達 とその

結 合 に よる ネ ッ トワ ー ク化 が進 ん で きて お ります 。

　 その結果,わ が国は,第1次 情報化革命 とは質的に異なる広が りと内容を持つ,第2次 情報化革命

と も呼 ぶべ き新 たな段 階 を迎 えつつ あ ります。 この第2次 情 報化 革 命 に は次 の よ うな特 色 が あ ります。

まず 第1に,情 報 化 は これ まで の拠 点 的 な展 開 か ら面 的 な展 開へ と一層 広 範 に展開 しつ つ あ ります。

す なわ ち,こ れ まで の コ ンピ ュータ利 用 は,産 業界 を中 心 に進 ん で まい りま したが,現 在 で は社会 や

家 庭へ も広 が りつつ あ ります。 今後,情 報化 は,都 市部 の み な らず地 方 も含 め社 会 の あ らゆ る分 野,

あ らゆ る局 面 に おい て一 層 広範 に,か つ 深 く浸透 して い く もの と思 われ ます。

　 第2に,情 報 化 の 内容 も質 的 に高 度 な もの に な りつっ あ ります。 従来 コ ン ピュー タは単 純 な計 算,

単 純 な事 務 処理 に主 として使 わ れ てお りま した。 しか し,コ ン ピ ュー タが 高性 能 化 す る と と もに,ネ

ッ トワー ク化 され る こ とによ って,現 在 では よ り高度 な 利用 が 可能 とな りつ つ あ ります。

　 第3に,こ の よ うな情 報 化 の進展 に際 して双 方向CATV,ビ デオ テ ック ス等 の ニ ュー メデ ィアが

きわ め て重要 な 役割 りを果 た してい く と予想 され ます。 この よ うな ニ ューメ デ ィア は,多 様 な情 報 シ

ス テ ムを構築 してい く際 の重 要 な ツ ール として位 置 づけ る ことが で きます。 もと よ り,高 度 情報 化社

会 の実現 は必 ず し も自明 の もの で は あ りませ ん。 今 後,産 業,社 会 の あ らゆ る分 野 にお け る情 報 化の

円滑 な進展 を図 る ため に は,幾 つ か の課題 に対 し的 確 に対応 して い くこ とが必 要 であ ります。

　 この よ うな観 点 か ら,高 度情 報 化社 会 を実 現 す るた め の課 題 を整理 して み ます と,次 の6点 が 重 要

で あ る と考 え られ ます。 第1は 技 術 開発 の推 進 であ ります。 第2は イ ンフ ラス トラクチ ュアの整 備 で

あ ります。 第3は 制 度的 な基 盤 の整 備 で あ ります。 第4は パ ブ リック ・アクセ プ タ ンスの形 成 で あ り

ます 。 第5は 情報 開 運産 業 の基 盤整 備 であ ります。 第6は 国際 的 な展 開 の推 進 で ございま す。 以 上 の

6点 に つ きま して具 体 的 に説 明 をい た します。

　 まず第1に,情 報化 推 進の 原動 力 とな るの は,何 と申 しま して も技術 開発 で ござい ます。 今 後,情
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報 シ ステ ム,ソ フ トウ ェ アに対 す るニ ー ズは ます ます高 度か つ多 様 な もの とな る ことが予 想 され ます。

この ため 一層 の 技術 開発 に取 り組 む こ とが 必要 であ ります。

　 わ が国 にお い て は民 間部 門 が主 体 とな って技術 開発 を行 ってお ります。 しか し,社 会 的 ニー ズが高

い に もか かわ らず開 発期 間 が長 く,所 要 費用 が莫大 で ある ため,円 滑 な研 究 開発 を期 しが た い場 合 も

あ ります。 この よ うな場 合 に は,市 場 メ カニ ズ ム を補完 す る立場 か ら政府 みず か らが技 術 開発 を行 い,

また は民 間の 技術 開 発 に対 して支 援 を行 って い くこ とが必 要 と考 えて お ります。

　 ま た,特 に 重 点的 に取 り組 むべ き技 術 開発 の テー マ と して は,次 の5つ を挙 げ る こ とが で きるの で

は な いか と思 い ます。 第1は 知 識 情報 処 理 の ため の技術 開 発 であ ります。 音 声,文 字,図 形,画 像 な

どに よ る高 度 な マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ー フ ェース技 術,コ ン ピュ ータの適 用 分野 の 飛躍 的 な拡 大 を可

能 とす る知 識情 報 処 理 コン ピ ュー タ,す な わ ち第5世 代 コ ン ピュー タの開 発 が重 要 で ござい ます。

　 第2に は,イ ンタ ーオ ペ ラ ビ リテ ィ確保 の ため の技術 開発 であ ります。 これ は,近 年 の技 術 革 新の

結 果,従 来 独 立 して用 い られ てお りま した コ ンピ ュータ等 の機器,シ ステ ムが相 互 に接 続 され ネ ッ ト

ワー ク化 して い く傾 向が 強 ま って きてお ります。 この た め,技 術 開 発 の初 期 の段 階 か ら機器,シ ステ

ム の相互 運 用性 ,す な わ ちイ ン タ ーオペ ラ ビ リテ ィの確 保 を図 ってい く必 要 性が 高 ま っ て きてお りま

す。 具体 的 に は機 器,シ ステ ム間 の相 互 接続 の た めの標 準 イ ンター フ ェー ス,標 準 プ ロ トコール の開

発,標 準 化 され てい な い機器 を接続 す るた めの変 換 シス テムの 開発 な どにつ い て重 点的 に取 り組 ん で

い く必要 が あ ると思 われ ます。

　 第3は 高 度化 ・大容 量 化の た め の技術 開 発 で あ ります。 今 後,情 報 に対 す る ニ ーズは 音声 か ら映 像

へ と シフ トして い くとと もに双方 向 化へ の要 請が 高 まって い くと思 わ れ ます。 これ に こた え るた めに

は,光 フ ァイバ ー通 信 を中心 と した一 層 の高速 大 容 量伝 送技 術,高 速 デ ィ ジタル交 換 技術 な どに つい

て,基 礎 技術 を含 め十 分研 究 を行 っ てい く必要 が あ ります。

　 第4は,情 報 ソ フ トウ ェア作 成 の 容易 化 の た めの 技術 開発 であ ります。 高 度情 報 化 社 会 にお け る多

様 な情 報 ニー ズに こた えてい くため に は,良 質 で豊 富な 情報 ソフ トウ ェアを迅速 に作成 す る こ とが必

要 とな ります。 この ため,今 後,情 報 ソフ トウ ェアの作成 の能 力 の拡 大,作 成 の容 易 化 を技術 開 発 面

か ら支 援 す る ため の情報 入 力技 術,画 像 処理 技 術,情 報記 録 技術 な どにつ い て重点 的 に 開発 す る必要

が あ る と考 え.ます。

　 第5点 は セ キ ュ リテ ィ確保 の ため の技 術 開発 で あ ります。 企 業 機密 や プラ イバ シーな どの漏 洩,あ

るい は シス テ ム ダウ ンに よ る企 業活 動,社 会 生 活へ の重大 な支 障 を 防止 す る ため,高 信 頼 化技 術,暗

号化 技術,個 人 識別 技術 の 開発 を推 進 す る必 要 が あ ります。

　 次 に,第2の 課 題 は イ ン フラ ス トラクチ=ア の整 備 で あ ります。 光 フ ァイバ ー網 等 の イ ン フラ ス ト

ラクチ ュア は整 備 に膨大 な投 資 と長 期 間 を要 す る もので あ ります。 この た め,将 来 に 向 けて の技術 の'

進 歩,需 要 の動 向 を見 通 して先 行的 に整備 を図 って い く ことが必要 で あ ります。 また,情 報 網 シス テ

ムが 提供 す るサ ー ビス は イ ンフ ラス トラ クチ ュアに規定 され る こ ととな る ため,そ の整 備 に 当 た って
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は利用 者 の ニ ーズ を的確 に反 映 させ た もの とす る ことが重 要 で あ ります。

　第3の 課題は,制 度的な基盤の整備であります。御承知のように,現 在のわが国の通信制度は公衆

電気通信業務を公社独占とする一方,通 信回線の利用に関 してもさまざまな制約が残存してお ります。

しかしなが ら,高 度情報化社会を実現するためには,民 間事業者の創意 と工夫を最大限に生かすこと

のできる自由な活動基盤を整備する必要があ ります。

　 このような観点か ら,政 府は日本電信電話公社を民営化するとともに,従 来の公社独占分野に競争

原理を導入することとし,政 府部内の調整を得て,日 本電信電話株式会社法案及び電気通信事業法案

を国会に提出したところであります。また,単 に通信関連法制の見直しのみならず,ソ フトウェアの

法的保護の確立等,高 度情報化社会にふさわしい新たなルールづくりに政府を挙げて積極的に取 り組

むことが必要であります。

　 第4の 課 題 は,パ ブ リ ック ・ア クセ プタ ン スの形成 で あ ります。 情 報 化 の進展 に よ る急 激 な変 化 は,

情報 化 社会 に対 す る漠然 と した不 安 を生 ぜ しめ るゆ えん と もな って お り ま す 。 ま た,管 理社 会 の弊

害 を懸 念 す る向 き もあ ります。 さ らに,コ ン ピュー タ ・セ キ ュ リテ ィの問題,あ るい は プ ラ イバ シ ー

の問題 を指 摘 す る声 もあ ります。 これ らは情 報 化 の進 展 に伴 うい わば 影 の部分 であ ります が,高 度 情

報化 社会 へ の道 は国民 的 な コ ンセ ンサ ス に よ って選択 され な けれ ば な りませ ん。 情報 化 に つ いて 正 し

い認 識 を酒 養 す る こ とに よ ってパ ブ リ ック ・ア クセ プタ ンス を形成 す る こ とが きわめ て重 要 で あ りま

す。

　 第5の 課題は,情 報関連産業の基盤整備であります。情報の収集 ・作成から利用までの情報関連産

業 の各 部 門 は相 互 に密 接 な関 係 を持 って お ります。 この た め,情 報 化 が健 全 に進展 して い くため に は,

情報 関連 産業 の各 部 門 と も産 業 全体 の成 長 の 降路 となることな く,い わ ば相 互 に助 長す る形 で バ ラ ンス

の とれ た発展 を遂 げ る こ とが重 要 で あ ります。 この よ うな観 点 か ら現 状 を見 ま した場 合,た とえば デ

ー タベー ス等 の情 報 収集 ・作 成 部 門の 充実 を図 る ことが必 要 で あ ります。

　 最後 の6番 目の課 題 は 国際 的 な展開 の 推進 であ ります。 情 報化 はい まや世 界 的 な広 が りを もって進

み つ つ あ ります。 した が っ て,情 報 化 を進 め る に当 た って は,国 際 機 関 にお け る協力 や 産業 協 力,技

術 交 流等 を推 進 す るこ とに よ り,世 界 の情 報 化 に貢献 して い くこ とが 必要 であ ります。 この よ うな意

味 か ら も,今 回の フ ォー ラ ムは きわ めて意 義 深 い もの であ ります。

　 以 上,高 度 情報 化社 会 を実 現 す るた めの6つ の課題 につ い て述 べ て まい りま した。 いず れ の課 題 も

きわ めて重 要 で あ り,か つ 相互 に関連 す る もの もた くさん あ ります。 ま た,こ れ らの 課題 を解 決 して

い くこ とは必 ず し も容易 で は あ りませ ん。 しか し,日 独 両 国 が 互 いに 連携 して共通 の課題 に取 り組 め

ば,高 度 情報 化 社会 の 実現 に向 けて大 きな1歩 を踏 み出 す こ とは十 分 可能 であ ります。 わ れ われ通 商

産業 省 は,今 後 と もこの ため に全 力 を傾 け て努力 して まい りた い と考 えて お ります。

　 　ど う もあ りが と うご ざい ま した。　 (拍 手)
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7.2　 第5世 代 コン ピュ ータ技 術 の研 究 開発 動 向

講 師 　 東 京 大 学 教 授 　 元 　岡 達

　 第1回 の情 報技 術 フ ォー ラムで 第5世 代 コン ピ ュー タの開発 状 況 をお話 しす る機会 を持 つ こ とが で

きま した こと を非 常 に 光栄 に存 じ ます。 た だ,こ の話 は私 も何 辺 かや りま して,も うす でに何 人 か の

方 はお 聞 きに な っ てい る話 に な るか と思 い ます けれ ど も,ご 存 じない方 もい らっ し ゃる と思 い ま して
,

余 り開 発 研究 の細 部 に わ た りませ んで,こ の プ ロ ジ ェ ク トの考 え方 を 中心 にお話 し したい と思 いま す
。

　 ご存 じの よ うに,第5世 代 の コ ンピ ュー タ と申 します の は,1990年 代 に世 界 で使 わ れ るで あ ろ

う代 表 的 な コ ン ピ ュー タ とい う もの を考 えま して ,そ れ に つい て 日本 の政 府 が ど うい う研 究 開発 をサ

ポ ー トす るか とい うこ とか ら始 ま った プ ロ ジェ ク トであ ります。 その段階 で ど うい う問 題 が現 在の コ

ン ピュー タ技術 に あ るか とい うこ とを ま とめ たのが この プ ロ ジ ェク トです
。 まず第1に,プ ロ グラ ム

をつ くる こ との困 難 性 か ら来 てい る問 題 です。 コ ン ピ ュー タを使 うこ とに お け るい ろ い ろな問 題 点 が

あ ります。2番 目に は,い わゆ る ソ フ トウ ェ アの 危機 と呼 ば れ る問題 です
。 ソ フ トウ ェ アを つ くるの

に非 常 に 多 くの労 力 を要 す る,あ るい は なかな か思 っ た よ うな ソフ トウ ェアが で きな い とい う問題 が

あ ります。

　 3番 目 の問題 と しま して,人 間 に と って 自然 な情 報 の 交換 手段 であ ります手 書 きの文 字 を読 む とか

あ るい は音 声 で あ る とか図形 とい っ た もの を コン ピュー タに理解 させ るとい うこ とを考 え た と きに
,

コ ン ピュ ータの 能力 が非 常 に不足 して い る とい う問題 で あ ります
。4番 目に は,現 在 普通 に使 わ れ て

お ります シーケ ン シ ャル ・コ ンピ ュー タ とい う もの の動 作速 度 とい う ものの 限界 が 見 え て きた とい う

こ とが 挙 げ られ ます。

　 これ らの い ろ い ろな問 題 点 を克服 す るた めに,現 在 わ れわ れが使 うこ とが で きる技 術 と して ど うい

っ た ものが あ るか とい うこ とを考 えて み ます。 ソ フ トウ ェアの方面 では
,ソ フ トウ ェアの生 産 性 を向

上 す る ため に ソ フ トウ ェア ・エ ンジニ ア リン グとい うのが か な り研究 され て
,い ろ い ろい い アイ デ ア

が 出て お ります。 それ か ら,VLSI技 術 を使 うこ とに よっ て,非 常 に 複雑 な コ ンピ ュー タ を安 くつ

くる こ とが で き る可 能 性が あ ります。

　 そ うい っ た コ ン ピュー タをつ くる ため の新 しい ア ーキ テ クチ ャに つい て もい ろい ろな提 案 が あ り,

た く さん のVLSIで つ くられ た コ ン ピ ュ　一ータを並 列 に走 らせ る ことに よ って
,高 い処 理速 度 を実現

で きる可能 性 が ります。

　 それ か ら,プ ロ グラ ミング言 語 を考 えて み ま して も,ロ ジ ックプ ログ ラ ミン グと い うよ うに,従 来

の言語 が プ ロセ デ ュア ーを記述 す るの に対 して,ス ペ シ フ ィケ ー シ ョンを記述 す るの に近 い よ うな プ

ログ ラムの 方式 とい うもの が実 用化 され る可能 性 が 見 え て きて お ります
。 それ か ら,数 値 以 外 の い ろ



いう な デー タ,人 間 が 臨 生 活 で使 ・て お ります文 章 で あ る とか い ろい ろな図形 とい ・た よ うな もの

を解 釈 して 人間 の頭 脳 活動 をサ ポ ー トす る よ うな人 工 知 能,ア ー テ ィ フ ィシ ャル ・イ ンテ リジ ェ ンス

と呼 ばれ てい る頒 で も多 くの 成果 が 出 てお り,・ うい う もの 繰 大 成 す る ・ とに よ ・て第5世 代 の

コ ン ピュー タ として新 しい応 用 面 が開 け ると考 え てい るわけ で あ ります。

　 い ま申 し上 げ ま した よ うな 観 点か ら,1979年 と1980年 に第5世 代 の コ ンピ ュー タ と してどうい

。た こ とを研 究 す れ ばい いか とい うこ とを,こ こに あ ります よ うな組織 をつ く りま して研 究 したわ け

で あ ります。 き ょ う,こ の 中 で アー キテ クチ ャの方 の ワーキ ングル ー プを指導 され た相 磯 教授,そ れ

か ら理 論面 の グル ー プを指 導 され た渕 さんが 見 えてい ます。

　 一 言 で 言 え ば,第5世 代 の コ ンte　a－ 夕 を 使 っ てKIPS－ こ れ は ナ リ ッ ジ ・ イ ン フ ォ メ ー ン ・

ン.プ 。セ 。シ ング.シ ステ ム とい うこ とであ りますが 一 を実 現 しよ う とい うわ け で あ りま すが ・

KIPSを 実 現 す るこ とに よ って何が で き るか。 大 き く分 けて2つ あ りま して,1つ は フ レン ドリー

な コ ン ピュ ータ,だ れ にで も使 い やす い コ ン ピ ュー タ を実現 しよ う とい うのが1つ で あ ります。

第2は 新 しい応鮒 野 を開 拓 して い こ うとい う・ とで励 ます・ その新 しい応用 分 野 とい うの は ・

数値 計 算以 外 の い ろい ろな人 間 の活動 をサ ポ ー トす る よ うな分 野 を考 えて い るわ け であ ります。

まず,使 い やす い ・ ン ピ 一 夕 としま して{よ,一 般 の 専 門 でな い人 た ちに も広 く ・ ン ピ一 夕棚

える よ うにす る。 その た めに必 要 な問 題 として は,そ うい う人 た ちに とって 自然 な マ ン ・マ シ ン ・イ

ン ター フ ェー ス を実 現 す るとい うこ と と,そ れ か ら,自 分 が解 きたい問 題 を与 えれ ば それ に対 す る解

答 を 。ン ピ。一 夕の方 で サ ジ 。ス トす る よ うな サ 紅 ト・・ テ ムを実現 す る とい う こ とであ ります・

　 専 門家 に と って使 い やす い システ ム とい う観 点か らお話 し します と,そ れ は プ ロ グ ラ ミン グの しや

す いee境 趨 偏 す る と・Yうこ と,い ろ・・うな願 の イ ・ ター ・ ・一ス 報 え る よ う}こす る・ それ か ら

既存 の ソ フ トウ ェアを利 用 で きるよ うな シス テ ムを サ ポ ー トす る とい うこ とであ ります 。

　　もう1つ の ね らい と してい る・ ンピ ー タの新 しい応 用 と しま して は・い ろい ろな知 的 働 を コ ン

ピ ュー タに や らせ る とい うこ とが 考 え られ ます。 その 代表 的 な もの と して 自然言 語 の処 理 で あ る とか,

自然 言 語 の ア ンダ ース タ ・デ,ン グ とい う噸 が あ ります・ 日独 両 国 間の語 の翻 訳 が 蹴 に よ ・て

行 わ れ,そ れ が実 時 間 で行 わ れれ ば,こ の ・ ・一 ラ ム もわれ われ に と・て ほ る旅 カ ンフ ・タ プルな

　フ ォー ラ ムに な るだ ろ う とい うわけ で あ ります。

　　 それか ら設計 の よ うな問題.い ろい ろな プ ラン ニ ン グ も入 るわ け であ ります が ・ そ うい う もの に も

専 門 家 が持 。て い る知 的 腰 勲 加 え 聞 しいCAD・ ・テム とい うよ うな もの を実 現 す る・あ るい は

　い ろい ろな システ ムの 信頼 度 を上 げ,修 理 を容 易 に す るた めの ダイ ァ グノ シスの た めの コ ンサ ルテ ー

シ 。ン.シ ステ ム とい った もの をつ くる.あ るし・は,プ ・ グ ラ ミングの ソ ・ トウ ・ アを つ くる とい う

こ とが 太 き媚 題 に な 。て お りますが,そ れ の 下の 方 の ・ベル 鮒 して は 自動 的}・プ ・ グラ ミン グを

行 う とい うこ とが で きる よ うな システ ム を サポ ー トしたい と考 えて い るわけ であ ります・

　　 こ うい う使 い やす さ と新 しい ・プ リケ ー シ ・ンを実現 す るた めに は・知 性 を持 ・ た イ ンテ リジ ・ン

　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 ー12一



トな プ ロ グラ ム とい う もの を実現 す る必 要 が あ ります。 その イ ンテ リジェン トな プ ロ グラム を走 らす

ため に,コ ン ピュー タの 方 として は イ ンフ ェ レンス を行 う機 能,そ れか ら,知 識 を マ ネー ジメ ン トす

る機能 とい っ た ものが 必要 にな って くる とい うわ け であ ります。

　 い ま申 し上 げ ま した こ とをだ い たい の図 で示 す と,判 り良 くな るの では ない か と思 い ます が,こ の3

つ の サー クル の真 ん 中 の サ ークル は大 体 ソ フ トウ ェア ・システ ム をあ らわ す もの で あ ります
。右 側 の

サ ー クル はハ ー ドウ ェア ・システ ム。 左側 は この シ ステ ム を使 うユ ーザー を考 えてい ます
。 この 図 で

言 い たい ことは,ユ ー ザ ー側 が ソ フ トウ ェア ・シ ステ ム との 間で使 うインタ ー フ ェース として
,自 然

言 語 で あ る とか,画 像 とい った よ うな もの を扱 う。 そ うし ます と,自 然 言語 を例 に と ります と,自 然

言 語 につ い ての 知 識 を使 い なが ら解 析 して,コ ン ピ ュー タの中 で取 り扱 い やす い よ うな仕様 に変 換 す

るわ けで あ ります。

　 このサ ークル の上 半分 が知 的 な プ ログ ラ ミング ・シ ステ ム,下 半分 が知 識 ベ ー ス ・シス テ ム をあ ら

わ してい て,そ の中 心 とな る問題 理解 を考 え ます と,こ の内 部 の仕様 を知 識 を使 い なが ら解 析 して,

それ を処 理 す るた めの処 理 の仕 様 に変換 す るわ け であ ります。

　 こち ら側 は マ シ ンの ハ ー ドウェ ア ・シス テ ムをあ らわ して い るわ けで,そ こに イ ンフ ァ レン ス ・マ

シ ンが あ るわ け で,そ の イ ンフ ァ レンス ・マ シンが 理解 で き るよ うな ロジ ック ・プ ロ グラ ミン グ ・ラ

ンゲ ージ に対 す る よ うな プ ログ ラム を シ ンセ シス す る とい うこ とが ここで行 われ るわ けで あ ります
。

その ため に は マ シ ンにつ い ての知 識 とい う ものを使 って プ ログ ラムの シンセ シス と
,そ れ か らオ プ

テ ィマ イゼ ー シ 。ンが行 われ る。 この イ ン フ ァレ ンス ・マシ ンが い ろいろな シン ボル ・マニ ピュレーシ

・ン マ シ ン,あ るい は数 値 計算 用 の マ シ ン,デ ー タ ベー ス ・マシ ン とい った よ うな もの を使 って 計算

を して,そ の結 果 が また この道 を通 って ユ ーザ ーの 方 に わか りや す い レスポ ンス と して戻 され る とい

うよ うな イ メー ジ をあ らわ した図 で あ ります。

　 現 在 の コ ン ピ ュ ー タの ハ ー ドウ ェ ア と い う の は こ の 部 分 を サ ポ ー トして い る。 ソ フ ト ウ ェ ア は,物

に よっ て異 ります け れ ど も,現 在 の マ ン ・マ シンの イン ター フ ェー ス とい うの は
,人 間 との イ ンタ ー

フ ェー ス とい うの は こうい った ところ に あるん だ ろ うと思 い ます。 ハ ー ドウ ェアの サ ポ ー トに よ りま

して この辺 の と ころ まで,人 間 の方 へ 八 一 ドウ ェアが近 づ いて くる。 そ して
,そ の 上 にか ぶ せ た ソ フ

トウェアによって人間 とマシンとの 間 のインターフェースは ,こ ういった人 間 に とって非 常 に 自然 な もの に持

っ てい こ うとい うの が基 本 的な考 え方 で あ ります。

　 KIPSを 実 現 す るため に,わ れ わ れ はVLSIの 技 術,そ のVLSIを 有効 に 使 うため の ハ イ リ

ーパ ラ レル な コ ン ピ ュー タ ・アーキ テ クチ ャ とい う もの を使 い ま して,ロ ジ ッ ク ・プ ログ ラ ミングが

効率 よ く実 現 で きる イ ン フ ァレ ンス ・マ シ ン,そ れ か ら知 識 を効 率 よ くマ ネー ジで きる知 識 ベ ー スの

マ ネ ー ジメ ン トシス テム とい う もの を実現 して
,そ の 上 で知 識情 報処 理 を実行 しよ う とい うわ けで あ

ります。

　 ただい ま説 明 しま した よ うな 構想 を実現 す るため に,現 在通 産省(MITI)の プ ロ ジェ ク トと し
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て実 行 され てい る体 制 を説 明 します と,新 世 代 コ ンピ ュー タ技 術 開発 機構(ICOT)と 呼 ん でお り

ます組 織 を設 立 して お ります。 この研 究所 の所長 が渕 さんで す。

そ こに い ろい ろな リサ ーチ ・イ ンステ ィテ ユー ト,そ れ か らコ ン ピュー タ ・イ ンダ ス トリー,そ れ か

ら大学 とい う もの が協 力 して行 ってい ますpMITIの 中 に ア ドバ イザ リー コ ミッテ ィが あ り,こ れ

が,中 心 にな って全 プロ ジ ェク トの推進 をサ ポー トしてお ります。

　 これ は この説 明 とほ とん ど同 じよ うな もの で あ ります が,MITIが 一 括 してICOTと コン トラ

ク トを結 ん で,そ のICOTが,そ れ 以外 の,こ れ はMITIの 研究 所 で あ ります 電 子技 術総 合 研究

所(ETL),そ れか ら電 電 公社 の電 気 通信 研 究所(ECL)の 研究 所,そ れ か ら産 業界,そ れか ら

いろいろな振興機関,例 えば日本情報処理開発協会(JIPDEC))　 日本電子工業振興協会(JE

IDA)な どの第3セ ク ターか ら人 が集 ま ってICOTを 支 援 して い る とい うわけ で あ ります。

　 大 学 は い まの この 説 明 の中 に 含 まれ て い ない の にお気 づ きかと思 います 。大 学 の研 究 者 は ア ドバイザ

リー ・グル ー プ とい うの に属 して,そ れ を通 してICOTの 研 究 に協 力 してい ます。 この プ ロ ジェ ク

ト ・プ ロモ ーシ ョン ・コ ミッテ ィの もとに パ ラレル ・プ ロセ ッシ ング ・メ カニ ズム を中 心 と したア ド

バ イザ リー ・グル ープ,そ れか らFGKLと 書 いて あ りますの は カ ーネ ル ラ ンゲ ー ジで,ハ ー ドウ ェ

ア とソ フ トウェアの境 界 を決 め る新 しい ラ ンゲ ー ジ を こ こで考 え よ うと してい ます。 それ か ら,こ の

ラ ンゲ ー ジ ・プ ロセ ッシ ング とい うの はナ チ ュラル ・ラ ンゲ ー ジの アン ダー ス タ ンデ ィ ング とヵ・プ ロ

セ ッ シ ングで あ ります。 それ か ら コ ンサル テ ー シ 。ン ・シス テム,そ れ か らコ ン ピ ュー タの 基 本的 な

い ろい ろ なセ オ リーを研究 す る グル ープ,そ れ か ら,こ れ は ロ ジ ック ・プ ロ グラ ミングの よ うな新 し

い ソ フ トウ ェア技 術 とい うもの を普 及 させ る活 動 を ど うや った らいい か とい うこ と を考 え る グル ー プ

と して あ ります。

　 その ほか に,コ ン ビ'一 夕の技術 の も うち ょっ と,第5世 代 に限 らな い広 い範 囲 につ い て調査 研究

す るグ ル ー プ として ニ ュー トレ ン ドを研 究 す る グル ー プ。 これ は相磯 教 授が 担 当 してや って お られ ま

す が,そ れ か らソ ー シ ャル イ ンパ ク トを研 究 す る グル ー プ。 これ は唐津 さんが 担 当 して研究 を してい

ます。

　 この 第5世 代 の プ ロ ジ ェク トは,一 応10年 計画 とい うわ け で,初 期 の ス テー ジと中 間,そ れ か ら

最終 ス テ ー ジ と,3段 階 に分 け て考 え てお ります。 現 在,ま ず この 第1段 階 の初 期 ス テー ジが,1984

年 度 に一 応 終 わ る こ とに な っ てお ります。 その成 果 は この11月 にFGCS,84と い う インターナシ・

ナル ・コ ンフ ェ レン スを開 きま して,そ こで 報告 す る予 定 です。

　 R&Dの 計 画概 要 を説 明 い た しま す。 大 き く分 け ま して イ ンフ ァ レンス ・マ シ ン,そ れ か らナ リ ッ

ジベ ー ス ・マ シ ン,そ れ か ら,ツ ール と書 きま したの は,ソ フ トウ ェアを開 発 す るため の,ソ フ トウ

ェ アのR&Dの ため の ツ ール として 考 え てい る もの です 。 イ ン フ ァ レ ン ス ・マ シ ン として はパ ラ レ

ル.イ ン フ ァ レ ン ス ・マ シ ンとい うの の基 礎的 な研 究 をや って お りまして,そ れ が中 期 に つ なが っ

て い く。
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　 それ か らナ リ ッジベ ー ス ・マ シ ンにつ い て は,現 在 の ところは リレー シ ョナル ・デ ータベ ー ス ・マ

シ ンをつ く りま して,そ れ を中 期 で ナ リ ッジベ ー ス ・マ シ ンに変 えて い く。 それ か ら,ツ ール として

は,シ ー クエ ンシ ャルな イ ンフ ァ レ ンス ・マ シ ン とい うの を つ く りま して,こ れ が一応 ハ ー ドウェア

と して は完 成 した とい う状況 にあ ります。

　 ソ フ トウェア もや は りそれ に対 応 しま して,イ ンフ ァ レンス ・マ シ ン用 で動 くハ イ レベ ルの ユ ーテ

ィ リテ ィ ・シス テ ムや,こ れ は アプ リケ ー シ ョン　 　 　,そ れか ら基本 的 な ソフ トウ ェア ・プ ログ ラ

ミング ・ランゲ ー ジ とい った もの を前 期 の研 究 開発 で進 めて い るわ けで あ ります。

　前 期 で は主 と して 最終 シ ステ ムに使 わ れ ます 基本 モ ジ ュールの 開発 を考 え てい ま す。 それ を組 み 合

わせ て 中期 にサ ブシ ステ ム をつ く り,後 期 ス テー ジでそ れ をま とめ て システ ム につ く り上 げ てい こ う

とい うこ とで ご ざい ますが,現 在 つ く られ て い る シー クエ ン シャル ・イ ンフ ァ レンス ・マ シ ンと リレ

ー シ 。ナ ル ・デ ー タベ ー ス ・マ シ ン とは
,こ の中期,後 期 の システ ムづ く りに役 立 て てい くん だ と。

こ ち ら側 が アー キ テ クチ ュや ハ ー ドウ ェアの研 究 が どう組 み 合わ さって い くか。 こ ち ら側が ソ フ トウ

ェアが ど う関係 してい くか とい うこ とをあ らわ した もの で あ ります。

　余 り具 体 的 な 内容 に つ いて説 明 す る時 間 が ござい ませ んで したけ れ ど も,基 本 的 な考 え方 はい ま説

明 した よ うな考 え方 に沿 って,こ れ か ら中期 に向 か って プロ ジ ェク トを進 め て い こ う として い るわけ

で あ ります 。

　 ど う も御 静 聴 あ りが と うご ざい ま した。　 (拍 手)

7.3　 ドイツ連邦共和 国におけ る情報技術の将来動向

講 師　 研 究 技 術 省

　 議 長,皆 様,私 の 話 は西 ドイ ツに お け る情 報 技術 の将 来 の 見通 し とい うこ とであ ります。

　 最 初 に まず通 訳 に 警告 を与 えて お きます。 とき ど き話 の途 中 で原 稿 を離 れ ま して 話 を します。 ち ょ

とつ け加 え る こ とが あ ります。

　 それ で は,ま ず 最 初 に申 し上 げま すが,一 般 世論 に関す るお話 で あ ります。

　 情 報技 術 が技 術,経 済 開 発 の原動 力 にな っ て きま した。 これは疑 い を持 つ人 はな い と思 い ます。 だ

れ もが 賛成 をす るであ りましょう。 日本 の 輸 出産 業 が非常 に成 功 して お られ ますが,こ れ は この重要 な

技 術 と密 接 な 関係 を持 っ てい ます。 た と えば ア メ リカの産 業界 を見 てい ただ い て,そ の中 か ら情 報 技

術 が つ く り出 してい る部 分 を取 り除 いて しまい ます と,ア メ リカの産 業 の経 済 的 な 力,ど れ だけ が残

る で し ょ うか。 取 って しま えぱ ほか の先進 国 と全然 変 わ らな くな って しまい ます。

　 現 状 を ち ょっ と見 てみ ます と,世 論 の 面 か ら考 え てみ ます と,政 府 及 び政界 に と って は重 要 な こと

なん で す け ど も,絵 を1つ ご らん に入 れ ます 。 これ は中 世 の書 類 に 出て お る絵 であ ります。 ち ょっ と
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見 てい た だ きま し ょう。 これ は中 世の 本 か らと りま した 「幸運 の羽 車 」 で あ ります。 情 報技 術 の女 神

が一 番 上 に座 ってお ります。

　 これ はい い で し ょ うね。 まだ米 国 です。 こち らに 日本 が い ま す。 この2つ の手 に持 ってお る権力 の

シ ンボル を取 ろ うと してお る。 ヨー ロ ッパ 諸国 は廻 って お りて い く方 に座 ってお ります。 ち ょっ とつ

け加 え ます け ど も,こ れ を逆廻 りに廻 した い とい うの が私 ど もの考 え方 であ ります。

　 こ うい うふ うに,世 論 が 情 報技 術 とい うもの を見 てい ます。 これ は驚 くべ きこ とでは ない と思 い ま

す。 現 在,多 くの ヨ ー ロ ッパ 諸 国の 政府 が 政治 的 に非 常 に集 中 した討 議 を始 め ま して,こ の 分 野 にお

け る競 争力 とか,あ るい はR&Dを 取 り上 げて お ります。 ドィ ッ連 邦 共和 国 も例外 で は ご ざいませ ん。

　 ドイツの世 論 は現 在 非常 にわ き立 ってお ります。 つ ま り,わ れ われ の 国の産 業 が特 に マイ ク ロエ レ

ク トロニ クス及 び デ ー タ処 理 の 分野 にお きま して,特 に世 界 市 場 で と りたて て活 発 な役 割 りを果 た し

て いな い,と 見 て い ます。 と ころが 日本 で は,少 な くと もマ イ ク ロエ レク トロニ ク スに関 して はす で

に世界 の市場 でか な りの成 功 をお さめて い ます。

　 私 ど もとして は,日 本 の 皆様 が非 常 に努 力 をな さ って,勇 気 のあ る決 断 を行 って こ うい った成 功 を

お さめて お られ るわ け です か ら,お 祝 い の言 葉 を申 し上 げ たい と思 い ます。 マ イ クロ エ レク トロ ニ ク

スの分 野 で外 国 の市 場,特 に アメ リカの市場 を征服 す る よ うな指 導 力 を発揮 して お られ る。

　 この よ うな状 況 か ら見 ま して,お もしろい ことで あ ります が,日 本 と ドイツの 貿易 構造 は相 当異 っ

てい ます。 それ か らま た,日 本 の情 報技 術 に 関す る貿 易 が ドィ ッの情 報技術 に関 す る貿 易 よ り も早 く

伸 び て い ます。 しか しな が ら,そ れ に もかか わ らず この両 国 は,大 体 の とこ ろは い まま で貿 易 の バ ラ

ンスの伸 び,推 移 に つ きま して は,こ の間 の オ イル シ ・ック以 来 同 じよ うな経過 をた どって い ます。

す なわ ち,両 国 と も1981年 以降 急速 に貿易 の 黒字 を経 験 して お る とい うこ とで す。

　 ドイツ は,オ イル シ ・ックで は余 り影響 は受 け ませ ん で した。 投 資用 資材 の生 産 が強 か った とい う

こ と もあ ります。 産 油 国 に対 してい ろい ろそ うい っ た産業 施設 を売 りま したの で余 り落 ち込 み ませ ん

で した。 ここで ドイ ツの経 済 政策 に つい て 申 し上 げ てお きたい と思 い ます。 ドイ ツの 経済 学 者 は ドイ

ツの経 済状 態 に つい て全 然 心 配 を して お りま せん。 第5世 代 コ ン ピュー タ計 画 が な けれ ば,わ れ われ

として は ドイ ツの政 治 家 に情 報技 術 が重 要 だ とい うこ とを説 得 す る こ とはで きなか っ たん じゃな いか

と思 い ます。 ですか ら大 変 お世 話 にな ってお ります。

　 それか ら忘 れ ては い けな い ことは,貿 易 とい う観 点 で見 ま す と,一 般 に 日独 関係 とい うの は それ ほ

ど重 要 で はな い んで あ ります。 例外 は若干 の産業 に つ い てあ ります けれ ど も。私 ど もは フ ラ ンス に対

す る貿易 黒 字 は 日本 との全 貿易 額 よ り も大 きいの であ ります。 そ うい った ぐあい で,ド イ ツ経済 学 者

は余 り心配 を してい な い とい う理 由 が おわ か りい た だけ る と思 い ます。

　 そ れで は,ド イツ の情報 技 術産 業 の,こ こで現状 を申 し上 げ ま し ょう。 情報 技術 に関 す る貿易 の現

状 で す。私 ど もの定 義 に よ ります と,情 報 技術 の 中 に は次 の よ うな ものが 入 っ てい ます。 まず 電気 通

信 。 それ か ら民 生電 子機 器。 第3に デ ータ処 理。 これ はハ ー ドウ ェア もソフ トウェ ア も入 ります。
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第4に 測 定及 び制 御機 器,技 術。 第5番 目が電 子 部 品。特 に半導 体 部 品で あ ります。

　 この5つ の分 野 に お け る貿 易 の収 支 を見 ます と2つ の分 野 で黒字 にな ってお ります。 まず通 信 技術,

それ か ら設備 機器 と して重 要 な 測定 及 び制御 関 係 の機 器,技 術 で あ ります。 半導 体,特 に集積 回路 は,

貿 易収 支 が赤 字 で 弱 くな ってお ります。 現 在米 国 か ら主 に輸 入 が きてい ます。

　 それ か らデ ー タ処 理 と民 生 電 子機 器 の2つ の 分 野 も赤字 です。 以 前 には われ われ の強 い分野 の1つ

で した。 こ こでは私 は,5つ の分 野 で差 が 出 て きて お る とい う理 由 につい ては,本 日の主 題 で ない の

で申 し上 げ ませ ん。

　 いず れ に し ま して も,疑 い もな く研究 開 発 に対 す る政府 の 影 響力,そ れ か らまた 売 り手,買 い手 の

市場 が独 占的 な形 態 に な ってい た とい うこ と,こ の両 方 が過 去 に お いて非常 に大 きな役 割 りを果 た し

て い ま した し,こ れか らも引 き続 き影響 を及 ぼす で あ りま し ょう。

　 さて,そ れ で は フ ォー ラムの主 題 で あ る情 報 技術 の 分野 にお け る西 ドイツの研 究 の現 状 につ いて説

明 い た します。

　 まず 西 ドイ ツに おい て一 般 的 な観 点 か ら政府 の 資金 で行 わ れ て る研究 を見 る。 それ か らまた,い ろ

い ろな分 野の中 か ら情 報 技 術 だ け を特 に取 り出 して考 え る とい う こ とをや ってみ ます と,非 常 に 目に

つ く特徴 が3つ 浮 か び ます。

　 まず第1に,基 礎研 究 の 分 野 では,定 義 としま して は,人 間 の知 識 を広 げ るため の研 究,こ う定 義

で きるか と思 い ます が,こ の よ うな種 類 の基 礎研 究 は マ ックス プ ラ ンク協 会 にお い て相 当 の予 算 が使

え ます。 それか らまた,そ の ほか に も大 きな研究 機 関,大 学 等 が あ ります 。 しか しなが ら,マ ックス

プ ランク協 会 では,情 報 技術 の研究 は た くさん あ る研 究 所 の中 の1ヵ 所 で しか現在 の と こ ろや って い

ませ ん。 将来 は変 わ るか もしれ ませ んが。 もちろ んす ぐれ た仕 事 を してお ります け れ ど も,シ ュ ツ ッ

トガル トで研 究 を して お ります。 皆 さん御 存 じだ と思 い ます。

　 第2の 特徴 として は,も う少 し応 用 に顔 を向 け た基 礎研 究 は,い ままでは原 子力 関 係 の研 究 が 中心

で した。

　 ち ょつ とま た こ こでつ け加 え ます けれ ど も私 の 世代 のす ぐれ た物理 学者,私 は エ クセ レ ン トで は あ

りません けれ ど も,す ぐれ た方 々は皆原 子 力研 究所 に行 って しま ったの であ りま す。15年,20年,

原 子力 研究 所 に閉 じ こ もっ て お りま した。 この人 た ちを情 報 技 術 の方 に振 り向 け る ことが で きれ ば非

常 に お もしろい経 験 にな る ん じ ゃない か と思 い ます。 したが って,基 礎研究 の中 で も応用 に顔 を向 け

た方,こ れは や は り原 子力 研 究 が中 心 で し た。 ところが,現 在,情 報 技術 が非常 に急 速 に追 い か け て

きて お ります。

　 1つ の例 を申 し上 げ ます と,フ ラウンフォー　フ ァ ゲゼ ル シ ャフ トが マイ クロエ レク トロニ クス関 係

の研 究所 をふ や してお りま して,そ れ も1つ の例 で し ょう。 それ か らマスマ テ ィ ック デ一 夕 ンベ ル ラ

ーバ ィテ ィン グゲ セル シ ャフ ト
,こ れ は数学 及 び デー タ処 理 に 関 す る研究 所 で すが,こ うい った と こ

ろ も非常 に成長 して きて お ります。 それか らハ イ ン リ ッヒハ ー ッ研 究 所 もそ うで あ ります。 ドイツ及
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び ヨー ロ ッパ の産 業 とよ り密 接 な関 係 を持 っ た研究 をす る よ うに な って きて お ります。 こ うい った面

でい ろい ろ変 化 が起 こって くる もの と思 わ れ ます。

　 い ずれ に しま して も,ド イツの研 究 の現 状 を この非 常 に複雑 な分 野 で見直 して み ます と,若 干 の分

野 に つ いて は きの う もや った ん です け ど も,情 報及 び生産 技術 に関 す る きの うの懇 話 会 で も評価 は し

ま した けれ ど も,こ うい った再 評 価 を や る とい う場 合 には,や は り民 間 及 び政 府 の努 力 両 方が必 要 だ

と思 い ます。

　 こ こで もう一 度3つ の要 素 に つい て注 意 を向 けて い ただ きたい と思 い ます。 まず 最初 は,皆 さん御

存 じの とお り,私 ど もの 国 は皆 様 の 国 よ り も強 い マ ーケ ッ トリー ダ ーが デ ー タ処 理 の面 で はあ ります。

この マー ケ ヅ トリー ダーが,絶 対 値 でい きま して も研究 開発 で非常 に強 い位 置 を維 持 して ます。 それ

か ら売 り上 げの割 合 で見 て も相 当量 を研究 開 発 につ ぎ込 んで い ます 。 日本 の会社,ヨ ー ロ ッパ の会社

よ りも割合 でい って もた くさん研究 開 発 に金 をつ ぎ込 ん でお るし,ま た,特 に米 国 を中 心 にす ぐれ た

研究 施 設 を持 ってい ます。

　 第2に,こ れ は非 常 に重 要 で あ ります けれ ど も,ア メ リカ及 び 日本 の通信 サ ー ビス企 業 が非常 に重

要 な研 究 の 潜在 能力 を持 って い ます。 ち ょっ と例 を挙 げて み ます と,日 本電 信 電 話公 社 のECLは マ

ック スプ ラ ン ク研究 所 の全 研究 所 を集 め た よ りも もっ と多額 の予 算 をECLだ け で持 ってい るの で あ

ります。 それ か ら ドイツの郵 政 省,PTT,こ れ は手紙 だ とか 小包 だ とか そ うい っ た もの,赤 字 です

か ら金 をつ ぎ込 ん でい ます。 毎 年40億 ドイ ツ マル クつ ぎ込 んで お るん で あ ります。 と ころが,自 分

の と ころの研 究所 にはECLの 予算 のわ ず か5%し か つ ぎ込 んで い な い。 役 割 りは大 体 同 じよ うな こ

とを考 えてい ます。

　 それか ら国防 関係 の研 究。 米 国 では 国防 関係 の 研究 の40%が この分 野 だ とい わ れて い ます。 国 防

関 係 の研究 予 算 の40%が 情 報 技術 に入 って い る とい うんで あ ります か ら大 変 な 額 で あ ります。 それ

に よ って産業 面 で の応用,基 礎 研 究 に もそれ が相 当量 廻 って きます。 これ は現 在 の と ころは米 国 に限

られ て お ります。 こ うい った分 析 を取 りま とめてみ ます と,情 報 技 術 とい う分野 は ほかの 技術 分 野 と

異 な って お ります。 すな わ ち,研 究 開 発 を ち ょっ と遅 く らせ ます 、と,ま た,商 業 的 な導 入 を ち ょっ と

遅 くれ させ ます と会社 は大 変 損 をす るか も しれな い。 とこ ろが,ち ・よっ と技 術 で進 ん で いれ ば大 変 も

うか るか もしれ ない ん で あ ります。

　 こ うい った ことを念頭 に置 きま して,こ こで ドイツの研 究,す な わ ち情 報技 術 に お け る弱 い 点,強

い 点 を 申 し上 げて み ま し ょ う。

　 まず最 初 に強 い 点 で あ ります。 第1,全 体 と してわ れわ れの 国 の高等 教 育 の機 関,特 に工科 大学,

これ は 非常 に能 率 よ く動 い て お ります。 第2と して は,メ カニ ック とエ レ ク トロニ ク スの結合,す な

わ ちメ カ トロニ ック,こ こで は ドイ ツの 機械 工 業及 び プ ラン ト産業,こ うい っ た と ころは やは り非 常

にす ぐれ た研 究所 が あ ります の で強 くな って お ります 。 その中 の4つ は フ ラ ン フォ ーフ ォア研究 所 の

中 に入 っ てい ます。 第3番 目に,通 信技 術 の 面 では,ド イツの産 業 は非 常 に市 場 で強 い位 置 を保 っ て
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お ります。 た とえ ば交換 技 術等 も数 年 前 に開発 を しま した。 と ころが,非 常 に進 ん だ デ ィジタ ル化技

術 をその 後 も引 き続 き開 発 を して お ります。 これ は伝 統的 に ドイ ツで は ソ フ トの技 術 が強 か っ た とい

うこ とに起 因 してお るか もしれ ませ ん。 こ うい った強 い点 は これ だ け に限 らな い と思 い ます。 しか し,

い わ ゆ るメ カ トロ ニ クス,そ れ か ら複雑 な シス テム的 な解決 策 をつ くる とい うとこ ろ,こ れ は ドイ ツ

のR&Dの 強 い面 だ と思 い ます。

　 一 方,弱 い面 であ ります が,ま ず第1に,R&Dの 成 果 を新 しい製 品に 手 早 く変換 して い くとこ ろ

が ど う も弱 い。 これ はマ ネー ジメ ン トの 問題 で あ ります。 これ も変 わ って くる よ うに思 えます。 第2

の弱 点 は,こ れ は シス テム では な くてIC自 体 の生産 技 術が お くれ て い る とい うこ と。第3に,超 大

型 コ ン ピュー ター の開発 が お くれ てい る とい う こと。 第4番 目に,光 通 信及 び光 通信 部 品の 工 業化 が

お くれて い る とい うこ とで あ ります 。

　 ドイ ツの こ うい っ た弱 点 は,日 本 の強 い点 と ち ょう ど対 応 してお る とい うふ うに お考 え にな るか も

しれ ませ ん。 しか し,そ うだ と結 論 づ け る ために は ま だ詳 しい分 析 が必 要 で あ りま し ょう。

　 さて,簡 単 に分 析 をい た しま したけれ ど も,こ こで,残 ってお る時 間 を使 い ま して,マ イ クロ エ レ

ク トロニ ク ス及 び情 報,及 び通 信技 術 の 促進 を図 る連邦 政府 の計画 につ いて 申 し上 げ ま し ょう。

　 この考 え方 で あ ります け れ ど も,こ れ は政 府 の宣 言 の中 に入 ってい た もの で あ ります。 コール 首相

が申 し上 げた もの で あ りま した。 そ して,こ れ に基 づ きま して3月14日 に決 定 が 下 され た わけ であ

ります。 この中 に は次 の よ うな ものが入 ってお ります。5つ の分 野 が入 って お りま す。 この5つ の分

野 とい うの は それ ぞれ関 係 の省 庁 が あ るわ けです。 この5つ の分 野 を挙 げます 前 に,少 し戦 略 的 な 目

標 に つい て お話 し したい と思 いま す。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・　 　 '

　 この コ ンセ プ トの 目標 とい うのは,投 資 材の 産 業 を強化 す るこ とで あ ります。 そ して,そ の た めに

は新 しい情 報技 術 を使 っ てい くとい う こ と,こ れ が一 番大 きな戦 略上 の 目標 であ ります。5つ の分野

で あ ります け れ ど も,ま ず 最初 が経 済状 況全 般 を 向上 させ る ことで あ ります。 す なわ ち,国 内及 びE

C域 内 での 競争 力 を強 化 す る こ と を願 って お ります。 技 術 的 には競 争 力 を上 げ るこ とが で き ます
。 た

とえば 児玉 先生 が お っし ゃい ま した よ うに,イ ンタ ー フ ェー スの問 題 とか標 準化 の 問題 です とか い ろ

い ろあ るん で す けれ ど も,技 術 的 に はい ろい ろな方 法が あ るわけ です。 しか し,こ の概 念 にお き ま し

て私 ど もが行 い たい ことは もっ と市 場 を開 放 す る こ と。 そ して 革新 指 向の公 共 調達 を重 点 に置 きたい

とい うこ と。 そ して リス ク キ ャ ピタ ルの ス トラクチ ュア を強 化 したい ことで あ ります。 そ して情 報 技

術 の迅速 な製 品 化 を図 っ て い きたい と思 って お ります。

　第2の 概 念 は人 的 資源 の 動機 づ け で あ ります 。 す なわ ち,技 術 へ の挑 戦 に立 ち向 かわ せ る よ うな動

機 づ けを行 うこ とで あ ります。 まず 将来 に つ いて の情 報 を一般 国 民 に対 しま して広 範 に 伝 え る こ と。

そ して,す べ て の教 育機 関及 び研修 機 関 に対 して も情報 の重要 性 に つい て働 きか け る こ とであ りま し

て,特 に専 門教 育 が必 要 で あ ります。 エ キ スパ ー トを育 て る ことで あ りま して
,こ れ が過 去 に行 わ れ

て きたか らこそ私 ど もの工 業 力 が高 ま った わ けで あ ります。 したがい ま して ,情 報 技術 につ きま して
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も同様 な育成 を してい きたい と思 って お ります 。

　 第3番 目の ポ イン トは,革 新 指 向 の市 場 を刺 激す る こ とであ ります。 す な わ ち,未 来 を見 据 え ま し

て通信 の イ ンフ ラス トラクチ ュア を拡 張 す る ことで あ ります。 その手 段 とい た しま して は,端 末 分 野

の革新 を進 めて い きた い と思 っ てお ります。 っ ま り,私 ど も考 え ます に,投 資 を迅 速 に行 って い きた

いわ けで す。 す な わ ちISDNの ネ ッ トワー ク にっい て新 たな投 資 を してい きたい と思 ってお ります。

そ して,こ れ を刺 激 策 といた しま して,す べ てのOA及 び オ フ ィス コ ミュニ ケ ー シ ・ンの分 野 に おい

て進 め てい きた い と思 って お ります。 そ して,長 期的 に は光通 信 の 方 も行 って い きたい と思 って お り

ます。

　 第4番 目は,技 術 ベ ー ス を広 げ る こ と。 そ して,ド イ ツが 長期 的 に 自己 防衛 で きるよ う能 力 を積 み

上 げる こ とが で きる よ う図 る こ とで あ ります。 現在,防 衛 技術 にお い て い ろい ろな議 論 が行 わ れ て お

ります 。 もちろん,こ うい った防 衛技 術 とい うの も戦 路 上の 目的 に合致 しな くて はい けな い わけ で,

ドイツ として は非 常 に よ く定 義 が され て お ります。 す な わ ち,こ の 戦略 上 の 目標 とい うの は,情 報 技

術 の開 発 に よ って支 え られ る もので あ ります。　 これ に つ いて は詳 細 は述 べ ま せん。

　 第5番 目は,情 報 技術 分 野 で の研究 能 力 を強 化 し,集 中 させ る こ とで あ ります。 私 の ペーパ ーを ご

らんい ただ けれ ば,若 干 の コ メ ン トを載せ て お きま した。 い ま5つ 対 策 を述 べ ま したけれ ど も,そ の

う ち特 に2つ に焦 点 を当 て て述べ て あ ります。1つ の分 野 が通 信 関係 の もの で す。 これ は8ペ ー ジに

あ ります。2つ 目がR&D関 係 で あ ります。しか し,議 長 に御 迷 惑 を か けな い ため にあ と1分 ほ どで話

を終 わ らせ な けれ ば い けませ ん の で,も う少 し原 稿 か ら離 れ る こ とにな ります。

　 私 ど もは まだ5世 代 コ ン ピ ュータ ・プ ロジ ェ ク トは持 って お りませ ん。 まだ その 定義 を してい な い

わ けで あ りま して,い わ ゆ る一般 的 な目標,す なわ ち情 報技 術 が これか ら向か って い く方 向 につ い て

は定 義 は して お りませ ん。 そ して,も ちろ ん この ため に はい ろ い ろな関 連技 術 を,VLSIな ど を使

って,ま たハ ー ドウ ェアの開 発 な どを行 ってい かな くて はい け ない わ け です;そ れ か ら もちろん ソ フ

トウ ェ アの アイ デ ィア も必 要 であ ります。 それ か ら応 用 も必 要 であ ります。

　 しか し,す べ ての要 素,す なわ ち現 在 この概 念 の 中 に あ る,元 岡先 生 もお っ し ゃい ま した よ うに,

い ろい ろ概 念 に関 して要素 が あ るわ けな ん です け ど,こ うい っ た要 素 とい うのは ドィ ッの プ ログ ラム

の 申に もちゃん と入 ってい る もの で あ ります。 この よ うに申 し上 げ たい と思 うんで す けれ ど も,最 も

具 体的 な産 業 の 目標 とい うの は3つ 挙 げ られ る と思 い ます 。

　 まず 第1の 目標 。 この10年 が終 わ ります ころまで に は,ICの 分 野 で ドイ ツの企 業 が強 力 な競 合

性 を誇 って い きたい と思 っ てお ります。 具 体的 な分 野 は挙 げ ませ ん。 と申 し ます の は,言 う必要 もな

いん です けれ ど も,全 面的 に本 格 的 に市 場 で頭 角 をあ らわ したい と思 ってい るわ けで,こ れ は非 常 に

野 望 に満 ちた 目標 では あ ります。 しか し,う れ しい こ とに財 政 的 に も,ま た技術 的 に もす ぐれ た能 力

の あ る企 業 が協 力 を行 い ま して,互 い に その研 究成 果 な どを交 換 し,共 同研 究 してお ります。 そ して

その 後 は また個 々の レベ ル に帰 って世界 市 場 で 個 々に競 争 してい くとい った よ うな動 きが見 られ ます
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の で,非 常 に うれ し く思 ってお ります 。

　 第2の 目標 は,こ れ はす ぐ達成 可能 な ものな んで す けれ ど も,情 報 技術 をい わゆ る伝統 的 な メ カニ

ック指 向の 産業 に融合 させ てい くこ とで あ ります。 す なわ ち,現 在 の ところエ キ スパ ー ト ・スタ テ ィ

ステ ィクスに関 す る問題 とい うの は向 こ う5年 間 は それ ほ どな いん です けれ ど も
,も ちろん これ に 関

しま しては 自動 車 の製 造 で す とか化 学 産業 です とか,業 界 には若 干問 題 が あ ります が現 在 の とこ ろは

ドイ ツでは 非常 に うま くい って い ます。

　 また,R&Dプ ロ グラム もご ざい ます けれ ど も,こ の 目標 に とって もよ り重要 な こ とは,ド イ ツの

経 営 陣が 優 秀 な人 材 を見 つ け る とい うこ とであ ります 。 か な り人 材 の方 も豊 富 に そ ろっ てい るよ うで

あ ります。

　 第3番 目の 目標 は,調 和 の とれ た通信 の イ ンフ ラス トラクチ ュア をつ くる こ と,そ して,そ れ に見

合 ったオフィスス トラクチュア をつ くる こ とであ ります。 すなわち,そ れ ぞれ が それ ぞれの 刺 激 とな り合

い ま して,こ の シス テム とい うの は 日増 しに複 雑性 を増 してい る もの ですの で,こ れ につ い て はそ の

2つ が よ く合 致 す る よ うな形 で持 っ てい きたい と思 って お ります。 これ が大 きなチ ャ レン ジの1つ で

あ ります。ISDNも しか りで あ ります。

　 この よ うな新 しいサ ー ビスの可 能性 が た くさん あ るわ けで あ ります 。 こ うい った もの が オ フィス で

実行 で きるわ け な んで す けれ ど も,私 ど もはすべ ての 分野 で競 合性 を誇 りた い とは思 って お りませ ん。

す なわ ち,ス ー パ ー コ ン ピュー タが な い と して も,そ して世 界 一速 い パ フ ォー マ ンス を持 ってい る ス

ー パ ー コン ピュータ が な くて も別 に いい ん です
。 とい うの は,私 ど もとして は よ り知 的 な解 決 策 を見

出 した い こ と。 た とえば アル ゴ リズ ムで す とか,そ れ らを コン ピュ ータ ・ア ー キテ クチ ャーに翻 訳 す

る よ うな もの,そ して それ を広範 に応用 で きるよ うな もの をつ くる こ とさえ で きれ ば,そ れ で私 ど も

は満足 であ ります。

　 それか らま た数 値 で あ ります けれ ど も,ド イ ツの 政府 とい うのは大 体30億 ドイ ツ マル クを1984

～1988年 に割 り当 て てお ります
。 この中 に は研 究 費 も入 ってい るわ けで あ ります 。 それか らま た業

界 の方 も60億 ～70億 マル ク く らいR&Dに 費 やす 予定 にな ってお ります。　 もち ろん,R&D経 費

に何 を含 むか,含 まな いか で この 数値 は大分 変 わ っ て くるん です けれ ど も。

あ と30秒 だ け お時 間 を いた だ きた いん です けれ ど も,こ れ を成 功 させ るた めに は次 の よ うな こ とが

必 要 で す。 す な わ ち,世 界 の 自由 貿易 が擁 護 され てい か な けれ ば,こ うい った 目的 を達成 す る こ とが

で きな い んで す。 す な わ ち,私 ど もとして は努力 を して,世 界最 大 の 国が現 在 あ る わ けな ん です け れ

ど も,そ の 国 に おい て で さえい ろい ろ保 護 主 義 を唱 え ると きさえ あ るわけ です。 したが い ま して,日

本 と ドイ ツ とい うの は お互 い に協 力 い た しま して この保 護主 義 の波 に 闘 ってい く必 要 が あ る と思 い ま

す。 と申 しま すの は,保 護 主義 か ら益 す る者 は だれ もいな いわ け です。 公正 な競 争 こそが重 要 な こ と

で あ りま して,公 正 な競争 の ある 自由貿 易 が必 要 で あ ります。 そ して,自 由市場 を これ か ら も開放 し

て い く必 要 が あ ります。 そ して,私 ど もは個人 の意 志 力 と,こ の コ ンセ プ トの強 さに 重 きを置 きま し
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て近 代的 な社 会 を構 築 してい きたい と思 って お ります。

　 私 ど もの 産業 とい うの は,競 争 回避 の ため に保護 策 に と りませ ん。 なぜ な ら競争 が あ って こそ強力

な輸 出 国に なれ るか らです。 ま た科 学 者 や エ ンジニ アの方 は い つで も国 際協 力 に参 加 す る用意 が で き

て お ります。 ドイツ は古 くか ら日本 と強 い友 情 の きず な に結 ばれ て お りま した。 そ して,情 報 技 術 の

分 野 で もぜ ひ共 同研 究 と新 たな協 力 の精 神 が生 まれ る こ とを願 って お ります 。 そ して,特 に学 術 界 と

産業界 の これ が使命 であ ります。

　 政 府が この点 でで きる こと とい えば,そ れ を支援 す る ことで あ ります し,祝 福 す る こ とで あ ります。

だか らこ そ両 国の大 臣が昨 年 この情報 技 術 フ ォー ラム をつ くろ う と話 し合 い がな され たわ け であ りま

す。 相互 に 有益 な協 力 分野 につ いて検 討 が 進 む こ とを願 ってお ります。 しか し,私 は非常 に楽観 的 に

思 っ てお りま して,本 日,こ の 会議 を組 織 して くだ さった 日本 の友 人 の皆様 方 に 心 か ら御 礼 申 し上 げ

たい と思 い ます。

　 ど うもあ りが と うござい ま した。　 (拍 手)
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8.　 ニ　ュ　ー　メ　デ ィ　ア

8.1　 開 会 あ い さっ 及 び メ ンバ ー紹 介

　 宮 川 主 査 　 　時間 は限 られ て い ますか ら,す ぐに始 め たい と思 い ます。

　 私 は こ こで この セ ッシ ・ンの コーチ ャー マ ンをパ ー ク先生 と一 緒 に させ てい ただ くこ とを大 変 光 栄

に思 っ てお ります。,

　 最初 に私,ど うい うふ うに討論 を してい った らい い のか とい うこ とを打 ち合 わせ したい と思 い ます。

　 会議 の進 め方 を パ ー ク先 生 と昼 食の ときに御 相 談 い た しま した。

　 提案 と して は,ま ず 最初 に 自己招 介 を してい ただ い て,名 前 とど こか ら来 て お られ るか,ま た ど う

い った分 野 に 主 な興 味 が あ るか を 自分 で述 べ てい た だ き ます。

　 次 に,ス ピ ーチ につ きま して は プ ラ ンク先 生 と戸 田 先生 に20分 ず つ お話 をい た だ くこ とに な っ て

い ます。

　 その後,各 メ ンバー の方 に参加 を してい ただ い て,数 分 間ず つ お話 をして いた だ きます。 日本 の方

に はす で にお願 い を して あ ります。4人 の方 に4分 間 ずつ お話 をい ただ くこ とに な っ てい ます。

　 その後,ド ィッ側 の方 々に1人 ずつ,3～4分 ず つ お話 をい た だ くことに した い と思 い ます。

　 そ して その後,来 年 の 仕事 を ど うす るか とい うこ とを相談 した い と思 い ます。

　 柳 井 議 長か ら話 が あ りま して,3つ か4つ トピ ックス を選 ん で,将 来 共 同の研 究 をや っ てい こ う と

い うお話 が あ りま したの で,そ れ を選 ん でい た だ きた い と思 い ます。

　 この 方法 で よ ろ しけれ ば,す ぐに始 め たい と思 い ます。 よ ろ し ゅ うござい ますか。

　 それ で は まず私 が 自己 紹介 をい た し ます。

　 私,宮 川 洋 とい い ま して,東 京 大学 の教授 です。 私 はデ ィジタ ル ・コ ミュニ ケ ー シ ・ン を主 にや っ

て お りま す。 放送 及 び ニ ュ ー メデ ィア,ま た同 時 に運 輸 とか 医学 分野 への応 用 とい う こと をや って お

ります。

　 パ ーク主 査 　 　 パー ク と申 します。

　 ドイツの ベ ル リン工科 大学 教 授 で あ りま して,ハ イ ン リ ッヒ ・ヘ ル ツ ・テ レコ ミュニケ ー シ ・ン研

究 所 の科 学部 長 をや っ てお ります。 光 を使 い ま した広帯 域 の通信,ま た その ほかの 光 シス テ ム,ま た

高解 像 度 テ レ ビ,こ うい った ところ です。

　 プ ラ ン ク　　 プ ラン ク と申 します。

　 　私 は テ レフ ォ ンバ ウ&ノ ルマ ル ッ アイ ト社 でR&D担 当の役 員 を して お ります。 アー ヘ ンの工 科

　大 学 で も交換 装 置 の入 った コ ミュニケ ー シ ・ンに つ いて教 えて お ります。

　 　 ス イ ッチ を した ブ ロ ー ドバ ン ドの通 信 に関 心 を持 って お ります。
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　シ　 ル　 ベ　　 シルベ と申 します。

　フ ラウ ンホ フ ァー応用 研 究協 会 の 会長 であ りま して,同 時 に カ ール スル ー エ大学 の 情報 処 理学 部 で

も教 えて お ります。

私,理 論 的 に コ ン ピュ ータの シス テム ・ネ ッ トワー クを描 写 しよ うと して お ります 。

　ラ ウボ ル ト　 　 ラ ウボル トと申 します。

私 はGMDに 属 して お りま して,英 語 で言 い ます と ドィ ッ国立 数学 及 び デ ー タ処 理研 究 所 とい う こ

とで あ ります 。 これは初 めて正 式 に英 語 に翻 訳 した名 前 で あ ります。

私 は シス テ ム研究 所長 を して お りま す。

私 の関 心分 野 はデ 一 夕 コ ミュニ ケ ー シ 。ンの プ ロ トコル,そ れか らプロ トコルの ベ リフ ィケ ー シ ・

ン及 び デ フ ィニ シ ・ンの 方法,ま た それの 実行,こ うい った と ころで す。

　 シ ェー ンバ ル ト　 　 シ ェー ンパ ル トで あ ります。

　私,ク ル ップ株 式 会社 の研 究 開 発 を本部 で担 当 してお ります 。

　 デー タ プ ロセ シ ング,及 び 産業 の オ ー トメ化,ま た ユ ーザー として コ ミュニケ ー シ ・ンに も関 心 を

持 ってお ります。

　 ピ ン ケ ル　 　　ビ ンケ ル であ ります。

　 私 は イ ンフ ォル マテ ィー ク ・シス テ ム ・テ ク ニ ックの オ ーナ ーで ご ざい ま して,シ ュツ ッ トガル ト

に あ る小 さ'なハ イ テ ック会社 で あ ります。 われ わ れ は小 さなLANを 開 発 して お りま して,光 フ ァ イ.

バ ーを使 って工 業用 途 に これ を用 い て お ります 。

　 私の 専門 分 野 は 国際 的 な規格 化,標 準 化,そ れ か らコ ミュニケ ー シ ョンの イ ン ター フ ェー スを小 さ

な コ ミュニケ ー シ ョン ・シ ス テムの ため につ くろ うと して お ります。 小 さな コン ピ ュー タを用 い た も

の,そ れか らそれ の周 辺機 器 とい うこ とに な ります。

　 エ バ ー ス　　　エパ ース と申 します。

　 ハ イ ン リ ッ ヒ ・ヘル ツ研究 所 の メ ンバ ー で ご ざい ます。 ベ ル リンに あ ります。

　 現 在,ハ イ ン リッ ヒ研 究 所 と ドイ ツの 国立 研 究 セ ンタ ーの 間 の仲介 とい う ことで,日 本 に,JIP

DECを 中心 に2年 間 留学 とい う ことにな って,来 て お ります。

　 情報 処 理 と通 信 をいか に統 合 す るか,そ して将 来 の ネ ッ トワー クをつ くるか とい う こ とが関 心 です 。

　 松 下 松 下 です。 沖 電 気 か ら来 て お ります。

　 6社 で コ ン ピ ュー タをつ くっ てお りますが,そ の 中の一 つ で あ ります。

　 開 発 部 門 の マ ネー ジ ャーを してお りま して,コ ン ピュー タ関係 の仕 事 を してお ります。 高 度 な ワー

ク ステ ー シ ョン,及 びLANの 開 発,こ れ に は光 フ ァ イバー を使 い ます。

　 私 の関 心分 野 と しま して は分 散型 デー タベ ース,LANを 使 う もの に 関心 を持 って お ります。

　 立 川 立川 と申 します 。私 は三菱 電 気株 式 会 社 で開発 推 進部 長 を や って お りま す。

　 私 の仕事 は新 しい メデ ィア全 般 をカ バ ー して お ります が,私 が 特 に関 心 を持 ってお りますの は人 工
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衛 星 に よ る通信,ま た光 フ ァイバ ーに よ る通 信,こ うい った ところ です。

　 塚 本 塚 本祐 造 で ご ざい ま す。 日本 情 報 セ ンタ ー協 会 の理 事 と同時 に セ ンチ ュ リー ・リサ ー

チ ・セ ンターの社 長 を や って お ります。 情 報通 信処 理全 般 に関 して や ってお ります。

　 沢　 　辺 　 　沢 辺 と申 し ます。NHKの 技 術研 究 所 か ら参 ってお ります。

　 私 は人工 衛 星放 送 システ ム及 び 高度 放 送 シス テム,す な わ ちテ レテ クストとか,高 解 像 度 テ レ ビ,こ

うい っ た もの の開 発 を して お ります 。

　 戸　 　田　 　 私 は 戸田厳 で ござい ます。NTT,日 本 電信 電 話公 社 の研 究 開発 本 部 とい う ところ に

お ります。

　 現在 はNTTの 研究 計 画 の全 般 を見 てお りますが,技 術 的 な関心 と して は,コ ン ピ ュー タ ・アー キ

テ クチ ャ とか,コ ン ピ ュー タ ・コ ミュニケ ー シ ョンで ご ざい ます。

　 大 越 大 越 で あ ります。 東京 大 学 の工学 部 で教 えて お りま す。

　 光通 信 システ ムが 関心 で あ ります。

　 Okoshiと い うふ うに つづ りを直 して い ただ きます 。

8.2　 当分野 における研究開発動 向の報告

　 宮 川 主 査 　 　戸 田 さん,ど うぞ。

　 時間 が限 られ て い ます の で,大 変 済 み ませんが,20分 以 内 で ス ピーチ を行 うよ うにお願 い します。

　 戸 田 宮川 先 生,ど う も御 紹 介 あ りが と うござい ま した。

　 き ょうは ニ ューメ デ ィ ア とい う こ とで,日 本 にお きま してサ ー ビス とか技術 の現 状 を中心 にお話 し

申 し上 げ ます。

　 昨年,1983年 は世界 コ ミュニ ケ ー シ ・ン年 に も当 た りま して,ま た日本 で初 めて の実用 通 信衛 星

が本格 サー ビス を始 め た等 の こ とか ら日本 では ニ ュー メデ ィ ア元 年 と呼 ばれ てお ります。 日刊 の新 聞

は ニ ューメ デ ィア特集 とい うもの を掲 載 した り,さ らに は 「New　 Media」 　 とい う名 前 の 月刊 雑

誌 が発 行 され て お りま す し,ニ ューメ デ ィア用 語辞 典 とい う もの も出版 され てお ります。 この過 熱 ぶ

りは ニ ュー メデ ィア ・フ ィパ ー と言 い たい とこ ろで ござい ます。

　 この よ うに ニ ューメ デ ィ ア とい う言 葉 は,日 本 では広 く使 われ て お ります けれ ど も,必 ず し もその

厳 密な定 義 が あ る よ う じゃ ご ざい ませ ん。

　 き ょ うは,こ こに書 きま した よ うに,電 気通信 コ ミュニケ ー シ ・ンに関係 い た しま した新 サ ー ビス,

ま たは 新 シ ステ ム及 び新 テ クノ ロ ジー と定 義 して話 を進 め させ てい た だ きたい と思 い ます。

　 まず 新サ ー ビス,新 シス テ ム とい た し ま して は,こ こに ご ざい ます よ うに ビデ オ テ ック ス,CATV,

テ レテ クス ト,ビ デオ レス ポ ン ス シス テム,ビ デ オ コ ンフ ァ レンス,VAN,　 INSと い うよ うな も
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の に つい てお話 を申 し上 げ た い と思 い ます。

　字 が 細か い の です が,ビ デ オ テ ック スは1979年 英 国 で サー ビス を開始 して以 来,新 しい情 報 メデ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

イ ア として注 目され てお りま して,西 ドィッ にお きま して もBildschirmtext　 と して実 施 さ

れ て い る と伺 ってお ります。

　 わ が国 では 郵政 省 と電 電公 社 が79年 よ り東京 でキ ャプテ ン シス テム(キ ャラ クタ ー ・ア ン ド ・パ

タ ー ン ・テ レフ ォン ・ア クセ ス ・イ ン フ ォメ ー シ ・ン ・ネ ッ トワー ク)と い う名 前 で実 験 サ ー ビス を

行 ってお ります。

　現 在 約20万 の画面 を用 意 してお りま して,約2,000個 の 端末 が 接 続 され て お ります。 本 年 の11

月 に は商用 サ ー ビスに移 行 す る予 定 で あ ります。 当社 は1万 端末 程 度 を予想 して お ります が　 5～6

年 後 に は数十 万端 末 に増 加 す る もの と見込 ん でお ります。

　 一 方,カ ナ ダで開 発 され ま した テ リ ドン方式 も民 間各 社 の構 内用 の シ ステ ム と して,昨 年 よ り一 部

の会 社 で使用 され て お ります 。

　 次 はCATVで ござい ます 。現 在 は主 として難 視聴 地域 へ の サ ー ビス と して400万 人 弱 の利 用 者

が ござい ます。 双方 向通 信 の 形 で利 用 されて お りますの は,約20万 で あ りま して,多 用 化 され たニ

ーズ に こた え る高度 なCATVの 普 及 は これ か らとい うと ころで ご ざい ます。

　 通 産 省 が中 心 とな りま して,実 験 を進 め てお りますHi-O　 VISと い うの が ご ざい ます。 これ は

光 フ ァイバ ーに よ ります 双 方 向型 のCATVで,現 在160端 末 で 実 験 サ ー ビス を行 って お ります。

　 一方,郵 政 省が 進 め て お りますACCSは 同軸 ケ ー ブル で双 方 向CATVを ね らってお ります。 現

在 は3,500端 末 に対 しで サ ー ビス を行 　 てお ります。

　 次 は テ レテ クス トでeざ い ますが,こ れ は文 字多 重放 送 としてNHKが1983年 よ り聴 力 障害 者 向

け に限定 して,東 京,大 阪 で実験 放 送 中 で ご ざい ます。 現在 実 験 中の 方式 はパ ター ン方式 であ ります

が,文 字,図 形 を符 号 で送 っ て,伝 送 効率 を 増大 させ るこ との で き る コー ド方 式 に よ る実験 放 送 は86

年 か ら開 始 され る予 定 で あ ります。

　 ビデ オ レス ポ ンス シ ステ ム は,キ ャプテ ン シス テムが既 存 の電 話 回線 を使 ったサ ー ビスであ るの に

対 しま して,広 帯域 の 伝 送路 を用 い て,自 然 画 や動画 と音 声 を組 み合 わせ た高度 の 映像 サ ー ビス を提

供 す る もの であ りま して,現 在40端 末 で実 験 サ ー ビス中 で あ ります。

　 もう1つ の 画像 サ ー ビスで ご ざい ま すテ レ ビ会議 は電 電公 社 が本 年3月 か らサ ー ビス を開始 い た し

ま して,現 在4つ の 会社 が 利用 してお ります。

　 中継 系 に は6.3MBit/6の デ ィジ タル 伝送 路 を用 い てお りま して,加 入 者 系 につ きま して は4M

H/sの アナ ロ グ伝送 に よ って,カ ラー の動 画 に よるサ ー ビス を提 供 して お ります。

　 VANに っ きま しては,現 在 中小 企 業 者向 け の ものの みが法 律 で 認 め られ て お ります。 現 在 国内 で

約10社 のVANシ ス テムが 稼動 して お ります。 来年 には電 気通 信事 業 に 関 す る法 律 が改 定 され る見

込 み であ りま して,企 業 間 に ま たが る全 国 的規模 のVANサ ー ビス も出現 す る と思 われ ます。
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　 な お電 電公 社 は銀 行 間 の為 替交 換等 を行 う通 信 システ ム,各 種 高度通 信 シス テム のサ ー ビス を,公

衆 電気 通 信 サ ー ビスの 一環 として行 ってお ります。

　 次 にINSに つ いて 説明 いた し ます。 パ ンフ レッ トも配 布 して お ります の で,後 ほ ど ご らん い た だ

きた い と思い ます。

　 INSは 日本 でのISDNの 実現 と通 信 と情報 処 理 の統合 を 目指 して,電 電 公社 が 提案 して推 進 中

の システ ム で ご ざい ます。INSは 安 く便 利 で,豊 富 な電気 通信 サ ー ビス を,距 離 にか か わ りな く,

あ まね く公 平 に提 供 し よ うとす る こ とを 目的 と した もの です。　 　 　 .

　 この よ うなINSを 実 現 す るた め に,次 の よ うな理念 に従 って ネ ッ トワー ク を構 築 しよ うと して お

ります。

　 まず デ ィジ タル ・コ ミュニ ケー シ ・ンで ござい ます が,ア ナ ログ技 術 を主 体 として構 成 され てお り

ます現 在 の電 気 通 信網 をデ ィジ タル化 す る とい うこ とであ ります。 デ ィジタル 化 に よ りま して,電 話

だ けで な く,フ ァ クシ ミリ,デ ー タ,画 像 等 の非 電話 系 の通 信 ま でを含 め て,あ らゆ る メ デ ィアで の

情 報 を効 率的,経 済 的 に 伝達 で きる よ うにす る もの で ご ざい ます。

　 INSで は64KBit/6と1.5MBit/も の2種 類 の 情報 チ ャネル を用 意 して お ります 。

　 次 に ネ ッ トワ ー ク ・イ ンテ グ レー シ ・ン とい うこ とで ござい ますが,現 在 の電 気通 信網 は通 信 メ デ

ィ アの 種別,通 信 の 形態 に対応 い た しま して,信 号 方 式,番 号 体 系,料 金体 系 が異 な って お ります個

別 の ネ ッ トワ ー ク として形成 され て お ります。

　 INSで は デ ィジ タル化 に よ りま して,こ れ らの通信 網 を一元 的 に統 合 しま して,サ ー ビス が共用

で きるよ うに1っ の ネ ッ トワー クを建 設 す る こ とを考 えて お ります。

　 最 後 に ネ ッ トワ ークの 高度 化 で ござい ます。 これ は ネ ッ トワー クの中 に プ ロ トコル変 換 とか,メ デ

ィア変 換,デ ー タベ ー スの所 在検 索 な どの機 能 を有 す る,い わゆ る通 信処 理 の ノー ドを配備 す る こ と

に よ り実 現 い た します。

　 これ に よ りま して,各 種 の 端末 の 接続 の利便 化,デ ータベ ースサ ー ビスへ の支 援の ほか 蓄積,通 信

に よる通 信 コ ス トの低減 等 が 可能 にな る と考 えて お りま す。

　 これ らの機能 は,い ま まで お話 しい た し ま した ニ ュー メデ ィア ・サ ー ビスに今 後必 須 とな る機能 と

考 え てお ります。

　 INSの 技 術 の確 認 と新 しいサ ー ビスが もた ら します社会 的影 響 を調査 す るため に,　 INSの パ イ

ロ ッ トプ ラン ト ー これ を私 ど もは モ デル システ ム と呼 んで お ります が 一 を 現 在 建 設 中 で ご ざ い

ま す 。

　 こ の 絵 は モ デ ル シ ス テ ム の 概 略 の 構 成 を示 し た もの で あ り ま す 。 加 入 者 は メ タ リ ッ クの

回 線 と 光 フ ァ イ バ ー を 伝 送 媒 体 と し て 用 い て お り ます 。 こ れ に よ り ま し て,加 入 者 宅 内 の

デ ィ ジ タ ル 電 話 機 か ら高 速 デ ィ ジ タ ル 端 末 に 至 り ます 多 様 な 機 器 が 加 入 者 線 交 換 機 を 通 し

ま し て,ま た広 帯 域 交 換 機 を 通 し ま して 接 続 さ れ ま す 。
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　 デ ィジタル加 入 者線 交換 機 及 び通 信処 理 の ノー ドの選択 ・接続 機 能 を合 わ せ持 ちます デ ィジタ ルの

中継 線 交換 機 と,各 種 の 通信 処 理装 置 に よ りま して,通 信 路 の 設定,情 報 の蓄 積 ・交 換等 を行 い ます 。

また,各 種 の 情報 処理 セ ン ター と も接 続 し,通 信 の 効率 化,使 い やす さ,多 様 な情報 授 受方 法 を確 認

す る こ とに してお ります。 この シ ステ ムか ら既存 の アナ ロ グ通 信網 へ の 接続 も可 能 で あ ります。

　 この モ デル システ ムを使 い ま して,サ ー ビスや情 報 の提 供 者,イ ン フ ォメー シ ョン ・プ ロバ イザ ー

とい って お ります が,こ うい う方 が 現在340社 程 度 申 し込 み が ござい ます。 約2,000人 の 加入 者が

モ ニ ター としてサ ー ビス を受 け る ことに な って お ります。

　 こ こで実 験 され ます サ ー ビスの例 と して は ホー ム シ ・ッピ ング,フ ァームバ ンキ ン グ,各 種 行 政情

報 を提 供 い た します 行政 情 報 シス テム,そ れか ら学 習 シス テム等 が 予定 され て お ります。 この シス テ

ム は本年9月 か ら運 用 を開始 す る予 定 で ご ざい ます。

　 引 き続 きま して,ニ ュー メデ ィアに 関連 い た しま した新技 術 につ い てお話 しい た します。 主 として

LSI,光 フ ァイ バー通 信,衛 星通 信,そ れか ら画 像 と音 声 の圧 縮,デ ー タベ ース につ いて お話 し申

し上 げ ます。

　 LSIの 進 歩 は,ネ ッ トワー ク,セ ンタ ー設 備,宅 内設 備 な どの 経 済化,高 機能 化 を促 進 す る原 動

力 とな ってお ります。

　 これ は皆 さん御 存 じだ と思 い ます けれ ど も,MOS-LSIメ モ リーの集 積 化 の傾 向 を示 してお り

ます。LSIの 集 積 度 の上 昇 と値 段 の低 減 は いず れ も5年 で約1桁 以上 とい うこ とにな ってお りま し

て,こ の傾 向 は本 世紀 中 ぐ らい は続 くの で はな いか と思 ってお ります。

　 次 は光 フ ァイ バ ー通 信 でeざ い ます。1970年 に コ一 二 ン グ社 が ㎞ 当 た りの損 失 が約20dBの

光 フ ァイバ ー を発 表 して以 来,フ ァ イバ ーの低損 失 化 の進 歩 は 目覚 ま し くて10年 を経 ず して ほぼ 理

論 限界 に達 して お ります。

　 電 電公 社 で は これ らの光 フ ァ イバ ー技 術 を背 景 に長 距離 基 幹 回線,電 話 回線6,000回 線 を収 容で き

ます400メ ガ方式 を適 用 して,現 在 商 用試 験 を実 施 してお ります。 このF400M方 式 を使 い ま して,

来年 には東 京 の,札 幌か ら福岡 間 の 日本 を従 貫 い た します縦 貫 ル ー トを構築 す る予 定 で あ ります。

　 また,短 距 離 の回 線 に使 わ れ ます 中容 量 の100メ ガ ビ ッ ト,32メ ガ ビ ッ トにつ きま して は,現 在

32の 区間 で使用 中 であ りま して,小 容 量 の6メ ガ の方式 につ きま して は7区 間で商用 試験 を進 め て

お ります。 また超大 容 量 の光 伝 送方 式 と して1.6ギ ガ毎 秒 の光 伝送 方 式 につ い て現 在研 究 中 で あ りま

す。

　 次 が衛 星通 信 技術 で ご ざい ます。 昨年 打 ち上 げ ま した国内 の通 信 衛星 であ りますCS-2は,わ が

国 が世界 に先駆 け て 開発 い た しま した30/20ギ ガヘ ル ツ とい う準 ミリ波帯 と,6/4ギ ガヘ ル ツ の

　マ イク ロ波帯 を使 って お りま して,非 常 災害 時 の通 信 の確保,そ れ か ら離 島や辺 地 との通 信 の確 保,

　それ か ら各 種 の通 信 の実 験 に利用 され て お ります。

　 　今 後 は画像 通 信,デ ー タ通 信等 の ニ ュー サー ビスに 向け た利 用 も想 定 され て お りま して,CS-2

一28



の 寿命 が きます1988年 に は さ らに大型 のCS-3を 打 ち上 げる予定 でお ります。

　 　放 送 衛 星 につ きま して は世界 最 初 の実 用 放送 衛星 としてBS-2を こ とし打 ち上 げ てお ります。

NHKテ レ ビジ ョン放 送 の難 視聴 解 消 や非 常災 害時 にお け る放送 の確 保 に本年5月 か ら使用 され る予

定 で ござい ます。

　 　 1989年 に打 ち上 げ を予定 して お りますBS-3で はテ レ ビジ ・ン放 送 の ほか に静止 画 放 送,フ ァ

　ク シ ミリ放 送 な どの ニ ュ ーメ デ ィア ・サ ー ビス に も使 用 され る よ うに な る と考 え られ ます。

　 　放送 衛 星 につ きま して は,後 ほ どNHKの 沢辺 さんか ら直 接 お話 しい ただ け ると思 い ます。

　 　テ レ ビ放送,画 像 会 議等 に使用 い た します広 帯域 の通 信 サ ー ビス を実現 す る上 での最 大 の 問題 点 の

　 1つ は伝 送 コス トの低 減 で あ ります。 情報 量 の大 きい画 像 デ ー タにつ きま しては デ ー タの圧縮 技 術 が

重 要 に な って まい ります。

　 　フ レー ム内の 符号 化,フ レーム 間 の符号 化 は画像 情 報 の フ レー ム内,フ レー ム間 の相 関 関係 に着 目

　 して デ ー タを圧 縮 す る方 法 で あ りま す。

　 　動 画 サ ー ビスの よ うに,動 きの大 きな 画像 に つ き ま しては,フ レーム内 の符 号化 を適 用 い た しま し

　て,32メ ガ ビ ッ トま で帯 域 圧縮 を実 現 して お りま す。

　 　テ レ ビ会 議,静 止 画伝 送 の よ うに動 きの少 な いサ ー ビスに は,フ レーム間符 号化 方 式 も適用 い た し

　ま して,6.3メ ガ ビ ッ ト,1.5メ ガ ビ ッ トまで帯 域圧 縮 を行 って お ります。

　 　音 声通 信 に お きま して も,情 報 の性 質 に着 目 した帯域 圧縮 技 術 が進 ん でお ります。

　 　波形 符 号 化方 式 であ りますAPC-AB方 式 では16キ ロ ビ ッ ト毎秒 ぐらい で も実用 上 は問題 の な

　い品 質 が得 られ てお ります。

　 　それ か ら機械 に よ る音 声 合成 の た めの分 析 合成 方 式 で は毎 秒8～4キ ロ ビ ッ ト程 度 まで圧 縮 が可 能

　で ご ざい ます。 さ らに 日本 語 の母音 一子音 一母音 とい う構成 に着 目い た しま して,一 層 の帯 域圧 縮 が

　可 能 とな って お ります。

　 　先 ほ ど説 明 い た しま したニ ュー メデ ィアの サー ビスの ほ とん どが デ ータベ ー スに 関連 して お ります 。

　デ ー タベ ー スの大容 量化,デ ー タの相 互 関係 の 複雑 化が 進 む と考 え られ ま して,こ れ らを取 り扱 うデ

　一 夕ベ ー スの技 術 が 重要 にな っ て くると考 え てお ります。

　 　デ ータの収 納 の媒 体 と して は従来 の ハ ー ドデ ィス クで,現 在1ス ピン ドル1.2ギ ガ バ イ トの ものが

　実 用 化 され て お ります。

　 　ハ ー ドデ ィス クの 記録 密 度 は大体 平 方 セ ンチ当 た り105な い し106ビ ッ トに と どま って お ります

　が,光 を用 い ま した記録 では原 理 的 に は108ビ ッ ト以 上の 記 録密 度が 可能 で あ りま して,デ ィジ タル

　オ ー デ ィオ デ ィス ク とか,画 像 プ ア イル と して実 用 化 され始 め てお ります。

　 　デ ータ ベ ースの 構 築 の問題 の1つ は デ ー タの初 期 投入 であ ります。 多様 化 す る情報 入 力 の1つ で あ

'る パ ター ン認識 技 術 の果 たす役 割 り も大 き くて
,OCRの 技 術 であ る とか,キ ー ワー ドを自動 付 与す

　 る とい うよ うな技術 の検 討 を進 めて お ります 。
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　 以 上 述 べ て まい りま したが,ニ ュー メデ ィア を社 会 の ニ ー ズに こた えた もの と してい くため には,

社 会 ・経済 活 動 を支 えます情 報 とか通 信 の イ ン フ ラス トラクチ ャーの整 備 が前 提 で あ る と考 えてお り

ます。 この た め,INSも 高度 情報 化社会 の イ ン フラ ス トラ クチ ャー と して構 築 を進 めて い きた い と

考 えて お ります。

　 ドイツに お きま して もBIGFONと か,衛 星 通信 の 開発 を進 め てお られ る と聞 い て お りま して,き

ょ うの よ うな フ ォー ラム を通 じま して,そ の成 果 や評 価 を お互 い に情報 交換 してい きたい と思 ってお

ります。

　 ど うもあ りが と うござい ま した。

　 宮 川 主 査 　 　ど う もあ りが と う ござい ま した。

　 それ で は プ ラ ンク先生 に 次 の ス ピーチ をお願 い い た します。

　 プ ラ ン ク　 　 皆 さん,ニ ュー メデ ィアに おけ る西 ドィッの技 術 の現 状 で あ ります が,4つ の分野

を カバ ー して お ります。

　 まず通 信 ネ ッ トワー クの交 換機 つ きの もの,そ れ か らオー デ ィオ,テ レ ビジ ョン用 の ネ ッ トワー ク,

それ か らプ ラ イベー トの コ ミュニ ケ ー シ ョン,こ うい ったネ ッ トワー クで取 り扱 うサ ー ビス とい うこ

,とにな ります。

　 戸 田 さん,同 じよ うな ス ピーチ に な る と思 い ます 。

　 御 存 じの こと と思 い ます が,ま ず交 換 テ レコ ミネ ッ トワー クで あ ります。 現 在 ドイ ツで はか な り質

の 高 い ネ ッ トワー ク を使 って お りま して,ま た テ レ ビの放 送等 も無 線 で全 部 や って お ります。 電話 の

交換 網 もC"ざ います。2,000万 の電話 が あ ります し,PBXで サ ー ビス して い る部分 もあ ります。 い

ろい ろ商 業用,政 府 用 に使 われ て い る もの もあ ります 。 全部 自動交換 で あ ります 。

　 外へ 出 てい きます コ ール は98%ま で実 用化 して お ります。 それか らテ レ ックスの サ ー ビスはID

Nと い う相 当能 力 の あ る イ ンチ プ レー テ ッ ド・デ ー タ ・ネ ッ トワ ーク に よって 置 きか え られ て お りま

す。 これ は デ ィジ タルの 長距 離 ネ ッ トワー ク であ りま して,完 全 に デ ィジタル 化 した スイ ッチ を使 っ

て お ります。

　 この ネ ッ トワー クは48kbま で デ ー タ レー トを上 げ る こ とが で きます。 さ らに これ が1984年 に

は64キ ロ ビ ッ トまで上 が ります。

　 お客様 に と りま しては ライ ンス イ ッチ,及 び パ ケ ッ トス イ ッチ両 方 提供 して お りま して,HDLC
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

プ ロシー ジ ャー を使 って お ります。 これ はX21,　 X25で あ ります。 さ らに64キ ロ ビッ ト の速 さ

が手 に入 れ ば,郵 政省 は走行 路,モ デル ネ ッ トを つ くろ うとい うこ とを言 い ま して,こ れがISDN

の 先駆 け とい う こ とに な りま して,実 験 が来 年 か ら始 ま ります。

　 したが って,ネ ッ トワー クの開 発 は次 の よ うな こ とにな る と思 い ます。 最初 は電話 及 び テ レックス

の専用 の ネ ッ トワ ーク,そ れ か らラ ジオ及 び テ レ ビの無線 放 送 とい うこ とにな ります。 現在 テ レ ック

ス の ネ ッ トワー クがIDNに 移 って まい りま した。 そ して 付加 価値 を さ らに電話 ネ ッ トワー クにっ け
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加 え ま して フ ァク シ ミリとかPTX,こ れ は皆 さん の方 で言 えば ビデオ テ ックスです がPTXと 申 し

ま す。 ビデオ テ ク ス トと ドイツで 言 い ます と,無 線 で テキ ス トを送 る とい うこ とで,ピ クチ ャー フ レ

ー ム
,黒 の 部分 を利用 す る とい うこ とにな ります 。

　 この 二 つの サ ー ビスが 一緒 に な りま して,ISDNの バ ン ドの狭 い 方,こ こが大 体85年 か ら90年

ぐ らい ま で とい うこ とにな ります。1990年 には全 国的 にISDNベ ース で レ ッチD,レ ッチBの イ

ー ガ ーを使 ってい け る よ うに した い と思
ってお ります。

　 完 全 に デ ィジ タル化 した44キ ロ ビ ッ ト,そ れ か ら16キ ロ ビ ッ ト,両 方 手 に入 る とい う ことに な

りま して,デ ー タ及 び テ レメ ー トリーの情 報送 信 が で きます。

　 それ か ら広帯 域 の2.04ビ ッ トの ラ イ ン も準 備 してお りま して,こ れはPBX,ロ ーカル ・ エ リア

・ネ ッ トワー ク用 です。

　 それか らさ らに進 み ます と,光 フ ァイバ ーの ブ ロー ドバ ン ド,ISDNに な ります が,こ れ は この

次 の1990年 以 降 とい うこ とに な ります。1990年 か ら95年 ぐ らいの間 であ りま して,全 国 ネ ッ ト

ワ ーク をね らって お ります。

　 こ ち らで はい ろ い ろの放 送 ネ ッ トワー ク も入 って まい ります。CATVと か,あ るいは い ま までの

割 り当て られ た周 波数 ベ ー ス,ま たは人 工 衛星 ベ ー ス,こ うい った ものが現 在 計画 され てお ります。

それ で オ プテ ィカ ル式 に なれ ば一 緒 に な って い くとい うこ とで あ りま し ょう。

　 それ で ドイ ツ郵 政省 はISDNを 去年 か ら急速 に導 入 す る ことを決 めて お ります。1985年 に は

実験 が 始 ま るで あ りま し ょう し,ま た地 域的 に標 準 化 され た形 で1987年 に はサ ー ビスが始 ま る と

思 い ます。

　 ドイ ツの電話 ネ ッ トワー クの デ ィ ジタル化 は1983年 の11月 に始 まっ てお ります。EWSD型 の

スイ ッチ ング システ ムが シー メ ンス とDTウ ェ イ『とTNに よ って開 発 され て,こ れ が シス テ ム12と

い うELが つ くった コ ン ピ ュー ター を使 って始 ま りま した。　ISDNは1990年 までに は 全 国
、的 に

サ ー ビス を提 供 す る こ とにな ります。

　 ブ ロー ドバ ン ドのISDNをBIGFONと い う名 前 で,戸 田 さん がお っ しゃい ま したけ れ ど も,

実験 を始 めます。BIGFONの 実験 は去 年 の11月 か ら始 ま って お りま して,こ と しの2月 か ら も

また新 しく試験 が 始 ま ってお ります。 このBIGFONの 機 材 は研 究 用 で あ りま して,こ の よ うな総

合 的 な電話 ネ ッ トワー クが ど うい う ものに な るか とい うこ とを テ ス トす るたみ の もの で あ りま して,

技術 的に完 全 に これ で解 決策 が で きた とい うもの では ござい ませ ん。 若干 の変更 は まだ出 て くる と思

い ます。

　 次 の話 は オー デ ィオ及 び テ レ ビの放 送 技術 であ ります。CATVの ネ ッ トワー クは急速 に広 が る と

思 い ます。 これは ドイ ツ政府 が 後押 しを してい るか らです。 さ らに人 工衛 星 の放 送 が新 しい テ レ ビプ

ロ グラム の一部 と して入 って くる と思 い ます。 新 しい デ ィス トリ ビ.ユーシ ョンの シ'ステム,ま た付加

価 値 とい うこ とで,高 い 資質 の テ レ ビが 送 られ ます。
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　 ブ ロー ドバ ン ドの経 済 性 に つ きま しては,CATVと か,サ テ ライ トの ネ ッ トワー ク,こ うい った

こ とで まだ基 本的 な改 善 は 見 られ て い ませ ん。 同 じ伝送 キ ャパ シテ ィー を基 礎 に して,い ま改 善 を し

てお りま して,た とえ ば イ ンタ ー レー スの線 の 数 とか,そ うい った もの も同 じ もの を使 ってお ります。

さ らに,ラ イン イ ンター レー シ ングモ ー ドもい ま と同 じ もの を使 って お ります 。

　 それ で レシーバ ーの制 御 サ ーキ ッ トが デ ィジタル化 され る こ とに 従 って,だ んだ ん と小 型 に な っ て

きます。 テ レビ受信 機 をほか の 目的 に 使 うとい うこ と も出 て くるで し ょう。 ビデ オテ ックス もその例

で あ りま して,急 速 に広 が っ てい ます 。 それ か ら ピクチ ャーの メモ リーを使 うこ とに よ りま して,さ

らに ピクチ ャー シ ーク エ ンス を ふや して,イ メ ージを改 善 す る とい うこ とが 可能 にな ります。 それ か

らブ ロー ドバ ン ドのISDNが 入 って くれ ば,非 常 に 高品質 の テ レ ビ も可能 にな ります。

　 この分 野 では帯 域 幅 の経済 性 とい う ことは余 り重 要 で な くな って くるか らです。

　 したが って,高 品位 テ レ ビの め どを1300ラ イ ンまで,い ま上 げ よ う として お ります し,イ ン ター

レー ス ピクチ ャーが75枚1秒 とい うことに な ります。 大 体280メ ガ ビッ ト ・パ ー ・セ カ ン ド程度 で

送 る こ とに な ります。 光 フ ァイバ ー を使 い ますが,リ ダ ンダ ン シー,リ ジ ュー シン グメ ソ ッ ドで コー

デ ィ ングを行 い ます。 テ レ ビの レ シー バーが い ろい ろ多 角 的 な ター ミナル にな って きます。

　 それか ら現 在 の と ころ,ま だ具体 的 な スタ ンダー ドは で きて お りませ ん。 しか しなが ら ドイツは3

年 以 内 に新 しい テ レビの ス タ ン ダー ドの放送 方 式 を決 め る こ とにな ります。 ほか の い ろい ろの イ メ ー

ジサ ー ビス等 の 要求 に も合 わせ た もの に な るで あ りま し ょう。 フ ァイバ ーを使 い ま した広帯 域 ネ ッ ト

ワー ク と も合 わせ な けれ ば な りませ ん。 これ に よ って高 品位 テ レ ビを送 るこ とにな ります。

　 それ か らデ ィジ タル オー デ ィオ も現 在 開発 してお ります分 野 で あ りま して,こ の 面 で も光 ファ イバ

ーが使 えます。 コ ンパ ク トデ ィス ク もだん だん と使 って きて お ります 。 そ して マイ クか らス ピー カー

まで全 部 デ ィジタル化 す る こ とに よ って,ゆ が み,ノ イズを減 らす こ とが可 能 に な って まい ります。

　 それか ら衛 星放 送 で あ ります が,こ れ につ きま して は進 ん だ半導 体 技 術 を使 い ま して,送 信 の 経 済

性 を上 げ たい と思 って お ります。 帯 域 幅 を光 ファ イバ ーを使 って上 げ る方 が,そ れ ぞれ の受 信機 ご と

に通 信 の速 度 を上 げ る よ り も楽 で あ ります。 それ で トラ ンス ミッ シ ・ンの レー トを下 げ る とい うこ と

が実 現 で きれ ば,画 像 を伴 った電話 とか,い ろい ろの テ レ ビの送 信 が 行 われ る こ とに な ります が,現

在 は まだ行 ってお りませ ん。

　 CATV及 び無線 の テ レビ放 送 に 関 しま して も,送 信 の能 力 を節 約 す るた めの努 力 は行 わ れて お り

ます。

　 それか ら光 フ ァイ バ ーが先 進 国 で全 国的 に使 われ る よ うに な るまで は,い ろ い ろの ところで ボ トル

ネ ックが出 て くる もの と思 われ ます。

　 さ らに人 工衛 星 の放 送 の場 合 に は リダ ンダ ン シー,リ ダ クシ ョンを相 当高 度 に行 うこ とに な りま し

ょ う。 それか らテ レビ シグ ナルの 維持 コーデ ィン グ も必 要 に な って ま い りま よ う。 ドイツの工 科 大学

の ハ ノーバ ー,及 び アー ヘ ンの大 学 で こ うい った面 で は作 業 を進 めて お ります。
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　 そ れ か ら次 の プ ラ イ ベ ー トの コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。ン ・ネ ッ トワ ー ク で あ りま す が,こ の3つ 目 の ト ピ

　ッ ク に つ い て お 話 を い た し ま し ょ う。 プ ラ イ ベ ー トの コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。 ン ・ネ ッ ト ワ ー ク で す 。 よ く

言 わ れ る こ と で す け れ ど も,ド ィ ッ の 連 邦 法 に よ り ま して ,プ ラ イ ベ ー ト ・ネ ッ ト ワ ー ク が 〔 ラ イ ベ

ー ト ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ほ か の 分 野 と 同 じ よ うに 競 争 し て い く こ と は で き な い ん だ と言 わ れ て い

ま す。

　 パ ブ リ ックの ネ ッ トワー クに つい て は全 国的 な オ ペ レー シ ・ンに関 す る限 り,可 能性 が あ ります。

確 かに その とお りであ ります。 ドィ ッ政府 が独 占 を してお ります。

　 しか しな が ら1900年 以 降,ド イツ皇 帝が ゴー ル デ ン ・アムス トル ブラ ッ ドとい う宣 言 を して お

りま して,だ れ で もコ ミュ,ニケ ー シ 。ン機 材 を 自分 の屋敷 の中,会 社 の中 でオ ペ レ ー トす る ことは構

わ な い と してお りま す。 そ のた め に ドイ ツ ではPBXだ とか
,そ うい うもの もで きて きま した し,ロ

ー カル ・エ リア ・ネ ッ トワー ク も可 能 で あ ります
。 た だ,こ うい った ネ ッ トワーク を公 共 の ネ ッ トワ

ー クに つ な ご うとい た します と
,若 干 の 制約 が か か って まい ります。 これ は公 共の ネ ッ トワー クにい

ろ い ろの悪 影 響 が 出な い よ うにす るた めで す。

　 私 の会 社 はPABXの サ プラ イヤ ーの大 手1社 で あ ります。 電 話 機 でPABXで オペ レー トしてい

る会社 の3分 の1は 私 ど もが出 して お ります。60社 がPABXの 機 材 を入 れ る こ とを許 されて お り

ます。60社 です か ら,非 常 に競 争 が激 しい とい う ことはお わか りい ただけ る と思 い ます
。

　 私 ど もの国 の地 理 的 な状 況 か ら しま して,プ ラ イベ ー ト ・ネ ソ トワークは パ ブ リ ックの ネ ッ トワー

ク とど う して もつ なが な けれ ば な りませ ん。 ドイツ では とに か くサ ー ビスを提供 しよ うとす る こ とに

なれ ば,ド イ ツ一 般,あ るい は西 ヨー ロ ッパ とつ なが な ければ な りません
。 こ こで ネ ッ トワー クの 標

準 化 とい うこ とが 大切 にな って きます。

　 米 国 とか,あ るい は 日本 の よ うな国 で は島 国 です か ら状 況 が違 い ます。 ドイツの シス テ ムは ヨー ロ

ッパ共 同体 と密接 に結 び つ いて い ます 。 す べ ての 電話 の コールの10%は 外 へ 出 て い く もの で あ りま

す。 です か ら,こ うい うことを考 えま す と,御 母 解 い ただけ る と思 い ます け れ ど も
,基 本 的 に はCE

PT,こ れ は 公共 の ネ ッ トワー クの オ ペ レTタ ー とい い ます。 あ るい はECMAが デ ータ サ ー ビス,

あ るい は イ ン ター フ ェー ス等 につ い て規 制 を して お るのは お わか りい ただ け る と思 い ます
。

　 それ でPABXが プ ラ イベ ー ト ・ネ ッ トワー クの重 要 な部 分 で あ る とい うふ うに考 え ます の で,　P

ABX,こ れ は電話 の ネ ッ トワー クに限 られ てい る とい うこ とを忘 れ てはな りませ ん。 一 番成 功 して

い るPABXシ ス テ ムは私 ど もの 会社 で あ ります けれ ど も
,私 ど もの シス テム では電 話 と フ ァク シ ミ

リ,デ ー タ,こ れ を全 部取 り扱 うこ とが で きます。

　 私 ど もの 会 社 の 研 究 所 で は ノ ン ス ピ ー チ ・ネ ッ トワ ー ク に ソ リ ッ ドス テ ー トス イ ッチ を 使 い ま して,

フ ラ ン ク フ ル ト,ミ ュ ンヘ ン,ジ ュ ッセ ル ドル フ に デ ッ ク の2060シ ス テ ム を使 っ て つ な い で お りま

す 。 ジ ー メ ン ス の7838こ う い っ た もの も使 わ れ て お り ま す 。

　 そ れ か らISDNネ ッ ト ワ ー ク は ヨ ー ロ ッパ の 各 郵 政 省 で 入 れ て い た だ け ば,イ ン タ ー フ ェ ー ス の
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問題 が な くな るわ け であ ります。 は っ き りと した イ ンター フ ェー ス ・コ ンデ ィシ ョンが その と きには

打 ち立 て られ る こ とにな ります。

　 それ か らLANも この よ うにPABXの 一部 と して重要 にな って きてお ります。 この 面 で もい ま非

常 に作業 が 進 ん でい ます。

　 それ では こ こで将 来 の テ レコ ミネ ッ トワー クの サ ー ビス につ い て,ち ょっ と申 し上 げて お きま し ょ

う。 まず ドイツ で ど うい うふ うに サ ー ビスが進 展 して きたか とい うこ とを,簡 単 に 申 し上 げ てお きま

す。 国際 的 な ス タ ンダ ー ドとい うこ とを先 ほ ど申 し ま したけれ ど も,パ ブ リ ック及 び プ ラ イベ ー トの

ネ ッ トワー クに とっ て,非 常 に重 要 な ことで あ ります。 それ か らオ フ ィス ・オ ー トメ の サ ー ビスが こ

こ数 年 間の 通信 の発 展 で非 常 に重 要 性 を持 って くるで し ょう。

　 ま た,音 声 以外 の サ ー ビス,こ れ も重要 に な って くる と思 われ ま す。 それ か らISDNは 非音 声 サ

ー ビスが中 心 に な ります
。 さ らに コ ミュニケ ー シ ・ン ・サー ビス,い わ ゆ るベ ア ラサ ー ビス と言 われ

て い る もの が 重要 性 を増 して きます。 ベ アラ サー ビス とい うの を定 義 します と,ネ ッ トワー クの伝送

容 力 と,情 報 を変 形 して使 え る よ うな形 に して送 る。 こ うい うもの で あ りま して,こ れ は郵 政省 その

ほかの 規制 にか か らな い もの で あ ります。

　 それか らデ リケ ー テ ッ ド ・ネ ッ トワー ク,こ れ は デ ータ伝 送 の分 野 で も恐 ら く長 距 離 の伝 送 システ

ム及 び マル チ フ ァ ンク シ ョンの タ ー ミナル に よ って置 きか え られ て くるであ りま し ょ う。

　 普通 の オ フ ィスで い ろい ろの サ ー ビス を1っ の ネ ッ トワー ク を通 じて シ ェ アす る とい う形 にな ると

思 い ます。

　 ヨ ーロ ッパ の この分 野 に おけ る標 準化 の作 業 に お きま して は,各 資料 に示 され て お ります とお り,

い ろん な こ とが 起 こ って お ります。CCITTの 作 業が 一番 下 の桃 色 の とこ ろです。 そ してわ れわれ

の 国のCEPTが や って お る レギ ュレー シ ョン,こ れ は ヨー ロ ッパの監 督 官 庁 で あ ります。 これは黄

色 い と ころで あ ります。 こ こで全 国的 な,各 国の ス タ ンダ ー ドとい うこ とにな ります。

　 そ して その 上 に点線 を引 い て別 に分 け てお ります け れ ど も,非 音声 が 上,そ れか ら音 声 が 下 とい う

こ とで,そ れ ぞ れの 国に お け る別 々の行 き方 を示 して お ります。

　 イギ リスで は非 音 声 と音 声 が 大体 同 じ ぐ らい の量 に な って い ます。 フ ラン スはす で に セ ミデ ィジ タ

ルな形 で,電 話 の交換 ネ ッ トワー クをや ってお ります。 そ して重 点が 非 音声 に置 かれ て い ます。 空色

の と ころです。 真 ん中 の もの で す。 それ か ら ドイツ ではISDNを つ く りた い。 しか し現 在 の 既存 の

ネ ッ トワー ク を利 用 したい とい う考 え であ ります か ら,音 声 の方 に重 点 を置 いて お ります。

　 次 の ところ を ご らんいただければ,も っ とは っ き りす る と思 うの であ ります けれ ど も,公 共の ネ ッ ト

ワ ー クとPABX,そ れ か らプ ライベ ー トの ネ ッ トワー クの分 野 を分 け てお ります。 ドイ ツ連 邦 政府

の スペ シ フ ィケ ー シ ・ンは黄 色 で あ ります。 です か ら,ご らんの とお り,一 般 的 な スペ ックが音 声 の

方 に偏 っ てい ます。

　 ところがPABXの 方 で は商用 の トラ フ ィ ックが多 い わけ で あ りま して,非 音 声 サー ビスが重 要 に
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な って きます。 したが っ て,ス ペ ック は非 音 声 で,音 声 の方 の ス ペ ックは少 ない とい うこ とに な りま

す。 非常 に近代 的 なPABXシ ス テ ム を入 れ て お りま して,普 通 の会 話等 が処 理 で きます。 これ が現

状 で ご ざい ます し,標 準 化の 努力 は こ うい うふ うに な って お ります。

　 将 来 は どうな るか と考 え ます と,3つ の グル ー プ ー テ レコ ミの サ ー ビス が あ る と思 い ます,そ れ

か らオ フ ィス ・テ クノ ロ ジー,そ れ か らコ ンピ ュータ及 び デ ータ処理 の この3つ の分 野 が あ る と思 う

の であ りますが,こ れがISDNで 一緒 にな って くる,統 合 され る。 基礎 と して は テ レコ ミの中 で電

話 が 基礎 にな って お ります。 それ に イメ ー ジ,あ るい は画像 通信 とい うの が入 って くる。 また テ レフ

ァクス,テ レ ックス画 像,そ うい った ものが電 話 に つ け加 わ って くる。 それ か らオ フ ィス ・テ ク ノ ロ

ジ ーが入 って くる。 そ して テ クサ イ リテ ィン グ,フ ァイ リン グだ とか,グ ラフ ィク ス,そ れ が入 って

きて,最 後 に コ ン ピ ュー タと フソ テ ク ノロ ジーが境 が とれ て イン フ ォメー シ ・ンの検 索 か らプ ロセ シ

ン グま でず っ と広 が って い く。

　最 終 的 に はパ ソ コン,デ ス ク トップキ ャ ラク レ一 夕 ー,こ うい った もの も大 型 の コ ン ピュー タ と同

じ よ うに つな が る とい う仕組 みに な っ て くるであ りま し ょ う。

　 したが って,す で に この中 で相 当 部分 が現 在 動作 を してお ります。 電話 で あ る とか,イ メー ジの通

信,電 子 メール,テ レテ ックス,メ ー ル ボ ック ス,こ うい った ものが す で に行 われ て お ります。

　 それ か らオ フ ィス技術 の 方 は まだ進 ん でい ませ ん。書 いて あ りませ ん けれ ど もフ ァ クシ ミリ,イ メ

ー ジ コ ミュニ ケ ー シ ・ンの方 に入 ります。 それ か らテ クス トプ ロセ シ ング,ビ リン グ,イ ンフ ォメ ー

シ ・ン ・リテ ィバ ル,こ うい った もの が まだ入 ってい ませ ん。 それ か らコ ン ピ ュー タ技 術 の方 で は ま

だ ア イデ ィアの段 階 で あ ります。ISDNに は1987年 か ら90年 ぐらい に な って初 めて コン ピ ュー

タ技 術 が入 って く、る と思 い ます。

　 とい う ことで簡 単 に ドイツの実 情 の御 説 明 をい た しま した。 あ りが と うご ざい ま した。　 (拍 手)

　宮 川 主 査 　 　プ ラ ンク教授 あ りが と うご ざい ま した。

　あ と4人,日 本 の メ ンバ ーか ら手短 に ス ピーチ をお願 い したい と思 い ます。 時 間が 大 変限 られ てお

りますの で,短 くお願 い い た します。

　デ ィス カ ッシ ョンの 前 に短 い ス ピーチ を 日本 の メ ンバーか ら,そ れか ら ドイ ツの メ ンバ ーか ら,そ

して その 後 で デ ィス カ ッシ ョンを した い と思 い ます。

　まず 日本 サ イ ドか ら沢 辺 さん,ス ピーチ をお 願 い い た します。

沢 辺 先 ほ ど戸 田 さんか ら御 説 明 い ただ きま した 日本の ニ ュー メデ ィアにつ きま して,戸 田

さんの 説 明の な か っ た放 送 関係 の 高品 位 テ レ ビに つ きま して,簡 単 に御説 明 い た したい と思 い ます。

現 行 の テ レ ビジ ・ンに関 しま して は,御 存 じの よ うに い まか ら40年 前 の技 術 レベ ル を もって開発

した もの で ご ざい ま して,現 在 の技 術 レベ ルか ら見 ます と,改 良 すべ き点 が 非常 に多 くあ るわ けで ご

ざい ます。

　これ か ら簡単 に御 説 明 い たし ます高 品位 テ レ ビは われ われ の研究 所 に お きま して,1970年 ごろ か
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ら次 の テ レ ビジ ・ン とい うこ とで研 究 が 開始 され た もの で ご ざい ま して,高 品位 テ レ ビは迫力 とい い

ます か,臨 場感 とい い ます か,そ うい う もの を テ レ ビジ ・ンの映 像 に求 め る とい う観 点か ら,人 間 の

視 覚,そ れか ら心 理 の性 質 を調査 い た しま して,こ の結 果 を取 り入 れ た もの で ご ざい ます。

　 そ れか ら視覚,心 理 の調 査 の結 果 に よ ります と,高 品 質 の テ レ ビとい うこ とに関 しま して は少 な く

と も走 査線 が1000本 以 上,そ れか ら画 面 の大 き さが1平 方 メー トル 以上,そ れ か らアス ペ ク トレー

シ ・が5対3ま たは6対3と い う ものが よい とい う結果 が 出 て お ります。

　 この結果 を取 り入 れ ま して,NHKで 暫定 的 に決 めま した規格 が,こ の オ ーバ ーヘ ッ ドプ ロ ジ ェク

タ ーで お示 しい た した もの で ご ざい ます が,走 査線 数 は従 来 の ラ インの2倍 以 上 とい うこ とで1125

本,そ れか らアス ペ ク トレー シ ・が5対3と,大 体25%ぐ らいの 横長 とい うこ とにな ってお ります。

　 それ か ら適 視 距離 も現在 の ス ク リー ンの 高 さの7倍 で見 る とい う もの に比較 しま して,3倍 の距 離

で よ ろ しい とい うこ とで,近 づ い て見 る こと もで きま して,視 角,見 る角 も30度 とい う形 で 大 き く

な りますの で,非 常 に心理 効 果 も生 じて きて お ります。

　 情 報量 も現 行 の テ レ ビの5倍 ご ざい ま して,表 にC"ざ い ます よ うに帯 域幅 も20メ ガ ヘル ツ と非 常

に広 くな って お ります。

　 この 辺の こ とを幾 ら口 で説 明 して みて も,御 理 解 が非 常 に むず か しい と思 い ます の で,実 際 に ご ら

ん い ただ くこ とが 一番 い い と思 い ますが,こ こで は ご らんい た だ けま せん の で ス ライ ドで簡単 に比較

を させ て い ただ きたい と思 い ます。

　 右 側 が従 来 の テ レ ビジ ・ンで 映 しま した文 字 で ござい ます。 左 側 が高 品位 テ レビの 絵 で ござい ます。

　 次 に桜 の花 で ござい ま す けれ ど も,右 側が 従 来 の テ レ ビジ ョン,同 じ く左 側 が 高品 位 テ レ ビの絵 で

ござい ます。

　 次 は従 来 の テ レ ビ ジ ・ンで映 しま した静物 で ご ざい ますが,こ れが 高品位 で撮 りま した テ レ ビジ 。

ンで,ス ライ ドで そ の差 が は っ き りとわか らない のが 残念 で ござい ます。

　 次 は一 般家 庭 の リ ビン グル ーム で ご らんい た だい て い る状 況 を ご らん い ただ いて い ます が,こ の ス

ク リー ンは約1.4メ ー トル の大 き さの もので ご ざい ます。

　 現 在 の テ レ ビが 大体16ミ リの フ ィル ムに相 当す るの に 当 た りま して,こ の高 品位 テ レ ビは35ミ リ

フ ィルム以 上 の質 の もの で ご ざい ます。

　 こ うい うこ となの で,放 送 だ けで な く映画 界 とか印刷 界 か ら も注 目 され て お るわ け で ご ざい ます。

　 この よ うに5倍 の情報 量 とい うこ とで ご ざい ます の で,放 送 と して伝 送 す るに は,そ の ま まで は5

倍 の帯 域 幅 を必 要 とい た します の で,最 近衛 星 放送 用 とい た しま して,帯 域圧 縮技 術 を開 発 い た しま

して,1チ ャン ネル で伝 送 で き るシ ステ ムを開 発 い た しま した。 したが って放 送 と して も実 用 化 に一

歩 近 づ い た とい うふ うに考 え てお りま して,5年 後,放 送衛 星3号 で実用 化 で きる よ うに が んば って

お ります。

　 来 年 の3月 か ら半 年 ば か り,筑 波 で科 学 技 術博 覧 会 が ご ざい ます が,そ の 政府 出展 館の 多 目的 ホー
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ル とい うと ころで,横8メ ー トル縦4.8メ ー トル の大 きな画面 で,高 品位 テ レ ビの表 示 をい た します。

また数 ヵ所 に 受信 機 を置 きま して,模 疑 放送 とい う形 で電 波 を出 す予定 に して お ります 。 それか ら光

フ ァイバ ーの 伝送 も考 え てお りま す。

　 高 品位 テ レ ビは世界 的 に も注 目 されて お りま して,現 在 国際電 気 通信 諮 問委 員 会等 で も世 界 の統 一

の規 格 を決 め よ う とい う動 きが ご ざい ます し,日 本 で もこれ に対 応 い た しま して電波 技 術審 議 会等 で

こ と しか ら規格 を決 め てい くため,審 議 が開 始 され てお ります。

　 ま た,現 在 の放 送 衛星 の使 って い ない 時間 を用 い ま して,深 夜 実 験 を や る予 定 で ご ざい ま す。

　 以 上,簡 単 で ご ざい ます が,こ れ で終 わ ります。

　 宮 川 主 査 　 　沢 辺 さん,あ りが と うご ざいま した。

　 それ で は次 の ス ピーカ ーを御 紹介 い た します。 立 川 さん,ど うぞ。

　 立 川 日本 に お きますLAN,ロ ー カル ・エ リア ・ネ ッ トワ ークに つい て御 紹 介 い た し ます。

　 皆 様御 存 じの よ うに オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン,フ ァ ク トリー ・オ ー トメー シ ョン,ラ ボ ラ トリ

ー ・オー トメー シ ョンの進歩 は
,こ れ1に用 い られ るい ろ いろの装 置 の 間の通 信 路 を介 しま して,接 続

して,装 置 の単 体 としての機 能 に加 えて,シ ステ ム と して利 用す るケ ー スが ふ えて お ります。

　 特 に企 業 に お きま しては,特 定 の 構 内 に終 始す る通信 比率 が高 うご ざい ます。 こ こにデ ィジ タルP

BX,あ るい はLANと い った新 しい ネ ッ トワー クに対 す る期待 が 高 ま りつ つ ご ざい ます。

　 と ころ でデ ィジ タルPBXとLANと は一 見 します とお互 い に競合 関係 に あ る よ うに も見 えます。

しか しオ フ ィスの情 報 の 中心 は今 後 と も音 声 に あ りま して,端 末 数 と して最 も多 いの は 電話 機 で あ る

こ とは当 分変 わ らな い とい うふ うに 思 い ます。

　一 方,LANは 高速 でC"ざ い ま して,た とえば 高解 像 度 デ ィス プ レーを備 えた イ ンテ リジ ェ ン ト ・

ワー ク ス テー シ ョン,大 容 量 の デ ー タ伝 送 を必 要 とす る機 器 の接 続 に はLANが 有 利 で は ない か と考

えて お ります。

　 こ うい うふ うに考 え ます と,デ ィ ジタルPBXとLANと の間 は お互 い に対立 す る関係 で はな くて,

相互 に補完 して共 存 す る関 係 に あ るの では な いか と考 えてお ります。

　 こ こで は向 こ う5年 間 を見 た オ フ ィスの 姿 をあ らわ した物 のつ もりで ご ざい ます 。 ご らん の よ うに

当分 の 間,電 話機 とか フ ァクシ ミリはPBXに 接続 され てお ります。 この図 でPBXに 接 続 され て い

るの は 黒 い線 で示 され て お ります。

　一 方,デ ー タ端 末 あ るいは ワ ーク ス テー シ ・ン,デ ータ フ ァイル とい っ た よ うな もの はLANで 結

ばれ て お る。

　 それ か らLANの 種類 につ きま して,ネ ッ トワー ク ・アー キテ クチ ャの種 類 として はジ よ く知 られ

てお ります よ うに,バ ス型,ス ター型,ル ー プ型,り ング型 が ご ざい ます。

　 これ らを ど うい うよ うに使 い分 け るか とい うこ とは,信 頼 度,伝 送容 量,接 続 の容 易 性,保 守 性 に

よ る もの と考 え てお ります。
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　 この うちで リング型 は伝 送 距離,伝 送 速度 に っ いて の制 約 が少 な くて,本 質 的 に分 散処 理 で ご ざい

ます 。今 後 の大 規模 なLANの 主 流 に な るので は ない か と考 え てお ります。

　一 方,バ ス型LANも 分 散 処 理 でC"ざ い ます が,ノ ー ドの 追加,除 去が容 易 で ご ざい ます。 伝 送 距

離や接続可能な端末数には制約はございますが,中 規模以下のLANに は有用なものではないかと考

えてお ります。

　 一方 リン グ型,バ ス型 の お の おの の特 徴 を生 か しま して,リ ン グ型 の ノ ー ドにバ ス型 を接 続 す る と

い うよ うな組 み合 わせ の姿 も今 後 有用 な もの で は ない か と考 え てお ります。

　 これ ら は 外 国製14品 種,日 本 製29品 種 に つ き ま し て ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ.ク チ ャ,ア ク セ ス

方 法,伝 送 媒 体 を比 較 した もの で ご ざい ます 。

　 まず ネ ッ トワー ク'・アー キ テ クチ ャと して 日本 はい わゆ る ルー プ型,リ ング型 が 多 い のが特 徴 的 で

ご ざい ます。 しか し,各 メー カ ー と も リング型,バ ス型 を と もに製 作 してお りま して,た だ リン グ型

の メニ ューが 多 い とい うこ とか と思 い ます 。

　 それか らア クセ ス方法 につ きま して は,日 本 の場 合,リ ン グ型 との親和 性 の 点 よ り,い わ ゆ る トー

ク ン ・パ ッシ ングが よ り多 く採用 され てい るの は 当然 の こ とで ご ざい ます。

　 日本 のLANの 際 立 った特 徴 は伝 送媒 体 に あ る と思 いま す。 伝送 媒体 として光 フ ァイバ ー ・ケ ー ブ

ルの使用 が きわ めて 多 い こ とで はな いか と思 い ます。 これ は伝 送速 度 が速 い とい う点 よ りも,む しろ

日本 では工 場 の 中等 の設 置 を考 えて電 磁干 渉 の点 を重視 して い る結 果 で はな い か と考 えて お ります。

　 以 上 で ご ざい ます 。 ど う もあ りが と うご ざい ま した。　 (拍 手)

　 宮 川 主 査 　 　立 川 先生,あ りが と うご ざい ま した。

　 それ では 次 に松 下先 生,ど うぞ。

　 松 下 原稿 を英語 で用 意 しま したの で,英 語 で し ゃべ ります。 ドイツ語 の通 訳 だ と思 い ま し

たの で,最 初 は 日本 語 を使 う予 定 だ っ たんで す が,英 語 を使 い ます。

　 光学 フ ァイ バ ーを使 い ま し たLANの 開発 に従事 して お ります 。

　 それ では私 の 感触 として マ ン ・マ シ ン ・イ ンター フ ェー スの設 計 に 関 して,ど の よう な こ とが行 わ

れ てい るか を お話 し したい と思 い ます。 ヒュ ーマ ン ・イ ン ター フ ェー スが 必要 であ る。 ま た使 い やす

さ,機 能 性,そ うい った ことは し ょっ ち ゅ う話 に出 て い るわ け です けれ ど も,余 りい ま まで実 験 は行

われ てい ませ ん。 つ ま りマ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ー フェ ースの 最 もい い もの は ど うい う もの で あ るか と

い う実 験 は余 り行 わ れて い ませ ん。

　 イ ンタ ー フ ェー スの設 計 は,具 体 的 な実験 の結 果 だ けに よる もの では な くて,実 際 の市 場 性,つ ま

りコス トや 受 け入 れ サ イ ドが タイ ム リーであ るか ど うか とい う ことに よっ て決 ま って お ります 。 それ

で設計 者 と しては,ユ ーザ ー との イ ンター フェ ースの モデ リン グに時間 をか け ま して,そ の と きに 制

約 が あ ります。 つ ま り個 々 の入 力,出 力 の装 置 に関 してい ろい ろな限界 に制 約 を受 け ます 。 これ は最

適 な イ ンタ ー フ ェー スをつ くる際 に,い ろ い ろな制約 を受 け て設 計 を してお る わけ で す。
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　 一 番下 に書 いて あ ります よ うに,ま ず最 初 に必 要 な こ とは望 まれ て お る ヒューマ ン ・イ ンタ ー フ ェ

ース とは一体 荷 であ るか
。 一 番 望 まれ てお る機能 性,フ ァン クシ ョナ リテ ィー とは一 体何 で あ るか。

使 いや す さ とは何 で あ るか とい う ことを定 義す る必 要 が あ る と思 い ます。

　 そ こで簡単 に マ ン ・マ シン ・イン ター フ ェース に関 して レ ビュー したい と思 い ます。 まず,キ ー イ

ンター フ エー ス と して,原 則 的 に は それ ぞれの トー ク ンの外 見 や意 味 はあ らゆ る コ ンテ クス トに お い

て あい まい であ る。

　 そ こでユ ーザ ーの イメ ー ジは ユ ニー クで あ り,ま た覚 えやす い。 記憶 しやす い必 要 が あ ります。 し

か し通 常使 われ て お ります プ ラ イベ ー トな言 語 とい うのは そ うで は あ りませ ん。 ユ ーザ ー は正確 に ス

ペ リング を覚 えて
,ト ー ク ンを覚 え る必 要 があ ります。 で すか ら,そ れ に関連 す る システ ムは適 切 な

共 通 の モ ー ドで あ る必要 が あ ります。 それ に よって 命令 され た トー ク ンは容 易 に受 け入 れ られ る こ と

が で きます。 そ して読 め る よ うな テ キ ス トにな る こ とが で きます。

　 コ ン トロール ・キ ーイ ン ター フ エー スに関 しま して は,こ の トー ク ンは アル フ ァニ ュメ ロ,つ ま り

数 値 とアル フ ァキ ー ボー ドに よ って決 ま ってお ります。

　 この キ ー イ ンタ フ エー スの機能 は,ト ー ク ンを特 定 の キ ーに指 示 い た します。 そ して この テ ク ニ ッ

クの問題 点 で あ ります けれ ど もそれ は フ ァン クシ ョンキ ーの数 が ,ト ー ク ンの数 が ふ え るに従 って,

連携 して ふえ て しま うとい うこ とが 問題 にな って しまい ます。

　 そ こ で 一 つ の タ イ プ の イ ン タ ー フ ェー ス,つ ま り こ の よ う な ク ラ イ テ リ ア に 満 た す よ うな イ ン タ ー

フ ェー ス とい うの は,こ うい う もの で あ ります。 つ ま りイ ンプ ッ ト ・デ ィバ イスは どん どん ふ えて し

ま うどい うふ うな問 題 は あ ります け れ ど も,こ うい った イ ンタ ー フ ェースが考 え られ ます。 つ ま り,

メ ニ ュー イ ンター フ ェー スが1つ の タ イ プであ ります。 それ に よって キ ー イ ンター フエー スの 問題 を

解 決す る こ とが で きます。 そ して トー ク ンを記憶 す る必要 が あ りませ ん。 メニ ューが ユ ー ザ ーに必 要

な トー ク ンだけ を提供 い た します。 必 要 な ときに。 その 点 にお いて,フ ァンク シ ・ン ・キ ー ボー ドと

は違 い ます。

　 しか しなが らハ イ ラキ アルな メニ ュース トラクチ ャー とい うの は,と きには非 常 に 複雑 であ りま し

て,ユ ー ザ ーは しば しば ヘ ル プ コマ ン ドを使 う必 要が あ ります。

　 キ ーイ ン ター フ エー スに お きま して,ユ ーザ ーは正 しい ス ペ リン グ,正 しい アグ リゲ ー シ ・ンを使

う必要 が あ ります。 つ ま りユー ザ ーは そ うい った トー ク ンを しっか り と覚 えて,タ イプ イ ンす る必 要

が あ ります。

　 ICONの 場合 には,一 方 ユ ーザ ーが必 要 な ことは ス ク リー ンを見 る。 そ して必要 な,適 切 な ポ イ

ン テ ィン グ ・デ ィバ イス を使 っ て,マ ウス タ ブ レ ッ トな どを使 って操 作す るだ けで い いわ けで あ りま

す。

　 しか し幾 つ かの 問題 はあ ります。 つ ま り複 雑な ハ イ ラキ アル ス トラ クチ ャーの場 合 に あ ります。 つ

ま りICONの 数 が ふ え る と,少 々複 雑 にな っ て まい りま して,問 題 が生 じます。
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　 そ こ で マ ン ・マ シ ン ・イ ン タ ー フ ェ ー ス は 徐 々 に 改 良 され て ま い り ま し た 。 しか し,こ れ ま で 一 番

いい イ ンター フ ェース の選択,そ して その フ ァ ンク シ 。ナ リテ ィーの選 択 とい うこ とに 関 し ま して は,

ま だほ んの少 ししか テス トにパ ス して お りませ ん。 そ して,非 常 に よ く定 義 された コンセ プ シ ・ンモ

デ ル とい う もの も,も っと数 少 な く しか で きてお りません。 こ こで マ ン ・マ シ ン ・イ ンター フ ェー ス

の設 計 者 た ちは,概 念 上の モデ ル と イ ンター フ ェー スを実 際 に実行 す る前 に,デ ス クの上 で まず つ く

り上 げ る必 要 が あ る と思 い ます。

　 最後 に提 案 したい ことは,次 の よ うな重 要 な4っ の点,マ ン ・マ シ ン ・イ ンター フ ェースの設 計 に

忘 れ て はな らな い4つ の点 で あ ります 。 ユ ーザ ー は単 純 に ポ イ ン トア ウ トす る。 つ ま り必要 な タ ス ク

を指示 す る。 つ ま り記憶 した り,命 令 した り,タ イ プキ ー,シ ー ク ェ ンスを す る必 要 は な くて,見 て

ポ イ ンテ ィン グだ けで い い。 つ ま りシー イ ング とポ イ ンテ ィ ング,見 る こと とポ イ ンテ ィン グだ け の

方が 記憶 した り,キ ー イ ンす る よ り も単 純 で あ る とい うことで あ ります。

　 それ か ら2番 目です けれ ど も,オ ー ソマル セ ッ ト,こ の命令 の オー ソマル セ ッ トは あ らゆ るユ ーザ

ーに おい て必 要 とされて い るべ きで あ ります。 それ か らた とえば コ ピー フ ォー マ ッ ト,こ れ は同 じよ

うな意 味 論 を持 つ,つ ま り共通 の コマ ン ドセ ッ トを持 つ必要 が あ ります。 ス タテ ィステ ィカル ・コマ

ン ドパ ケ ッ ト,共 通 の もの をあ らゆ るユ ーザ ニが使 え るよ うにす る必 要 が あ る と思 い ます。

　 それ か ら3番 目の点 で あ ります けれ ど も,こ の シス テムの設 計 は プ ログ レ ッシ ブ ・デ ィス ク ロー ジ

ャーに よ って オペ ー トす る必 要 が あ ります。 つ ま りシステ ムが ユ ーザ ー に対 して,共 通 の選 択権,選

択 値 を持 たれ ま した プロ グ レ ッシ ブ ・デ ィス ク ロー ジ ャーで オペ レー トで き るよ うに す る必 要 が あ り

ます。

　 4番 目 はス ク リー ンの画 面 の質 であ ります けれ ど も,こ れ は最終 的 な ドキ ュ メ ン トと同 じ よ うな形

で ス ク リー ンにあ らわれ る必 要が あ ります。4番 目は非常 に重 要 です,今 日では特 に。 とい うの は こ

れ ま で非 常 にOAの 装 置 は ふ えて い るん です。 フ ァク シ ミリとか,プ リン ターな んか,ふ えて お りま

す。CRT。 しか し,密 度 が違 うわ けな ん です。 です か ら密 度 の変換 とい うこ とが必 常 に重 要 に な っ

て くる技 術 で あ ります。

　 最 後 に マル チ フ ァン クシ ・ナル ・ワ ー クス テ ー シ ・ンの外 見 をお見 せ したい と思 い ます。

　 これ で私 の コメ ン トに したい と思 い ます。 あ りが と うござい ま した。　 (拍 手)

　 宮 川 主 査 　 　松 下 先生,ど うもあ りが と うござい ま した。

　 で は最 後 の 日本 側 か ら大越 先 生 に お願 い します。

　 大 　 　越 　時間 が余 りあ りませんので,3分 間使 い ま して,お 話 を させ て いた だ きたい と思 い ます。

　 私 は ニ ューメ デ ィア ・ネ ッ トワー ク と社 会的 イ ンフ ラス トラクチ ャーの 関連 につ いて,一 言 だ けお

話 し申 し上 げた い と思 い ま す。

　 今後30年 間 ぐ らい,ド ィ ッ,日 本 その他 の先 進 国に おい て,ニ ュ ーメ デ ィアの イ ンフ ラス トラ ク

チ ャーをつ くる とい うこ とが,大 きな社 会 的責務 にな る と思 います 。 イ ンフ ラ ス トラク チ ャーの 構築
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が 大変 大 きな問題 にな る と思 い ます。 で あ ります け れ ど も,実 は この点 にお いて は残念 な が ら日本 は

非常 に ウ ィー クな歴 史 を持 って い ます。 た く さん の言葉 を使 うよ りも,1つ の写 真 をお見 せする とよろ

しい と思 うの で あ ります が,こ れ は 日本 の電 力 網 の現状 であ りま す。

　 これ は大 変残 念 な が ら東 京の 都 心 近 くの写 真 で あ りま して,日 本 では しば しば見 られ る風 景 な の で

あ ります。

　 私,し ば らく前 に ドイ ツの ブ ラ ン シュ ワイ クに滞 在 い た しま して,ブ ラ ン シュ ワイ クの写 真 をお見

せ い た します。 これ は ブ ラ ンシ ュ ワ イクの町 であ ります。 残念 な が ら日本 と ドイ ツに は差 が あ ります 。

　 日本 は確 か に製 品 をつ くる ことは うまい の であ ります が,大 きな社 会的 シス テム をつ くる ことにか

け ては,私 は ドイ ツの方 々の方 が は るか に す ぐれ てい る と考 えて お ります。

　 この よ うな こ とは最近 大 変問 題 に な っ てお りま して,こ の よ うな点 で皆 さん とわ れわ れ との協 力が

何 らか の果 実 を将 来結 ぶ こ とを私 は期 待 して お ります し,私 だけ で な く,た くさん の方 々が期 待 を し

てお ります。

　 時 間 が あ りませ ん の で,2分 間 で終 わ らせ てい た だ きます。

　 ど う もあ りが と うご ざい ま した。　 (拍 手)

　 宮 川 主 査 　 　大越 先 生,ど う もあ りが と うご ざいま した。 非常 にお もしろい お話 で した。

　 さて,そ れ で は 日本 側 が終 わ りま した の で,パ ー ク先 生 に お願 い して,ド ィ ッ側 か らの お話 を して

いた だ きたい と思 い ます。

　 パ ー ク主 査　 　宮川 先生,ど う もあ りが と うご ざい ま した。

　 それ で は まず ラ ウボル ト氏 か ら簡 単 にISDNに つ い て説 明 を して も らい ま し:う 。

　 ラウ ボル ト　 　 私,準 備 は して きませ ん で した。 とい うの は,ど うい うふ うに こ うい った会 議 をや

るの か知 りませ ん で した の で。

　 私,コ メ ン トを思 いつ くま まに 申 し上 げ てみ たい と思 い ます。

　 ISDN,　 PABX,ロ ー カル ・エ リ ア ・ネ ッ トワー ク,こ うい った もの に つ い て コ メ ン トい た し

たい と思 い ます。 す でに お聞 きの とお り ドイ ツではISDNの 導 入 が現在 の アナ ログの電 話 網 に とっ

て か わ る とい う形 で入 って まい ります。 しか しPABXは す で に現 在非常 に 重要 な もの と して入 って

お りま して,こ れ を使 って いろ い ろの種 類 の サ ー ビスを,い まイ ンハ ウスの 分野 で あ る もの を取 りま

とめ て,総 合 化 し よ うと してお ります。

　 GMDと して は,こ れ は私 ど もの グル ー プの こ と しか言 えな いの であ ります けれ ど も,　PABXは

ISDNが 出 る前 にす で に デー タサ ー ビス を統 合 した もの,ま たは ス ピーチ テ ク ス ト,そ の ほ かの サ

ー ビス を イ ンハ ウスで提 供 してお ったの で あ ります
。 現在 す で に こ うい っ たサ ー ビスの統 合 化 が始 ま

っ てお ります。

　 問題 は,一 番 われ われが 興 味 を持 ってお ります問 題,す な わ ちス タ ンダ ー ドに関 心 を持 った もの と

しては,い か に して スタ ンダー ドを つ くって,使 って,デ ー タ処理 の スタ ン ダー ド化 を図 るか。 それ
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か らISDNと それ を結 びつ け る。 ま たPABXの 機 能 も一 緒 に ス タ ンダ ー ド化 してい くか とい うこ

とが 問題 なの であ ります。

　私 ど もの考 え ではCCITTの レギ ュ レー トを して い るサ ー ビス,テ レテ ックスが一 番重 要 な もの

で あ ります け れ ど も,そ の後 で テ クス トフ ァ ックス,こ れ は フ ァク シ ミリ とテ クス トが ま ざっ た もの

です,こ うい った もの もイ ンハ ウ スの分 野 で はCCITTの ス タ ン ダー ドに な って きます。 です か ら,

われ われ の観 点 か ら見 た場 合 に は テ レテ ックス型 の ス タ ンダー ド,プ ロ トコルの ス タ ンダ ー ドが イ ン

ハ ウスの 分野 で も使 わ れ る よ うに な らな くて は いけ ない とい うふ うに な ります 。

　 も う少 し具 体 的 に 言 い ま す と,.S70と い う テ レ テ ッ ク ス の リ コ メ ン デ ー シ ・ン が あ りま す が,こ

の 中 に い ろ い ろ違 っ た ネ ッ トワ ー ク技 術 を 使 っ て,コ モ ン ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ ス を 提 供 す る。 そ し

て そ の 上 に ト ラ ン ス ポ ー ト ・プ ロ ト コ ル を ひ っ か け て い く。 こ うい う こ と で あ りま す 。

　 イ ンハ ウスの分 野 で使 われ る プ ロ トコル,そ れ か らISDNの サ ー ビスで使 わな けれ ば な らな い プ

ロ トコル,こ うい った もの をす な わ ちCCS7σ で定 義 した もの,こ うい った もの に よ ってCCITT

の レギ ュレー トして い るサ ー ビスを イ ンハ ウ スの部分 につ い て も提 供 して いか な けれ ばな らな い。 こ

うい うふ うに考 えます 。

　 われ われ が 何 をや ったか といい ま す と,こ の よ うな 形の 開発 を進 め ます た めに,シ ーメ ンス は 日本

で もよ'く知 られ て お る よ うです けれ ど も,シ ー メ ンス と協 力 を しま して,S70の プ ロ トコル をE『S

DNに マ ップす る とい うこ とを実 験 的 に や りま した。

　 も うち ょっ と具体 的 に言 い ます と,S70の プ ロ トコル の コ ネ クシ ・ン,そ れ か らESDNに 使 っ

て お るS70の プ ロ'ト コ ル,こ れ を ネ ッ ト ワー ク コ ネ ク'シ ・'ンの プ ロ ト コ ル と合 わ せ て,64キ ロ ビ

ッ トのESDNに 結 び つ け よ う。 こ う い う実 験 を し た わ け で あ り ま す 。

　 これ をX25型 の ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ ス に も,ま たX21型 の ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス に も応 用

し よ う と思 い ま す 。

　 そ してESDN,　 PBXが で きるわ け で,仮 想 サ ー キ ッ トと実 際 の物理 的 な サ ーキ ッ トの間 に は違

いが な い とい うこ とに な ります。PABXの 方 か ら見 れ ば,常 に64キ ロ ビ ヅ トの 交換 ライ ン とい う

こ とに な ります。↓

　 さて これがESDN足 すCCITTの スタ ンダー;ドとい うこ とで,プ ロ トコル が1つ の面 で あ りま

す 。

　 そ れ か ら今 度 は ロ ー カ ル ・エ リ ア ・ネ ッ トワ ー ク が ど う い うふ うに こ れ に 結 び つ くか と い う こ とが

問 題 で す 。 わ れ わ れ の 観 点 か ら見 ま す と,2つ,LANを 使 う道 が あ りま す 。'1つ は,1つ のEPデ

ィ バ イ ス を 束 に し て,同 じ会 社 で つ く っ た もの を 結 び つ け る とい う こ と で す 。 た と え ば ユ ニ ッ ク ス マ

シ ン で特 定 の ソ フ トウ ェ ア を使 っ て,ゼ ロ ッ ク ス の ワ ー ク ス テ ー シ ・ ン を ク ラ ス タ ー に す る と か,そ

れ か ら フ ァ イ ル サ ー ビ ス,プ リ ン トサ ー ビ ス を く っ つ け る とか,と に か く1つ の 会 社 が つ く っ た もの,

同 じ タ イ プ の もの を そ の プ ロ トコ ル で ま と め て つ な ぐ とい うや り方 で す6
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　 これ は規格 化 を進 め ま して もイ ン ター コネ ク トす べ て標準 化 で あ らわ す とい うこ とはで きな い と思

い ます。 それ ぞれ の ク ラス タ ー ご との製造 業 者 の違 う もの を,ど ち らに も当 て は まる よ うな コ ンパ チ

ブルな ス タ ンダ ー ドはで きない と思 い ます。

　 それ か ら もう1つ の や り方 は ロー カ ルな デ ィバ イ スか ら外 の サ ー ビスに対 して コ ミュニケ ー トす る,

その ときにISOと か,CCITTで つ く ったス タ ン ダー ドを使 うとい うや り方 で あ ります。普 通 の

数字 でい きます と8対2と い うこ とにな って います けれ ども,外 と申の トラ フ ィ ックの 量 の比率 が そ

の ぐ らい だ そ うであ ります。 それ で外 に出 て い く トラ フ ィックの 割合 は その ぐらい に な る とい うこと

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

であ りま す。LANに 結 び つい た デ ィバ イスの使 用 の20%は 出 て い くわ けで あ ります か ら,対 外 的

なサ ー ビス とい うことに な ります。

　 した が って,CCITTが 規 定 した ス タ ンダー ドで,こ の 部 分 だ け行 え ば よろ しい とい う ことに な

ります。

　 この第2の 方 法,す な わ ちLANを 外 向 きの サ ー ビス を提 供 す る もの と して使 うとい うこ と,こ れ

をや るた めに は ローカル ・エ リア ・ネ ッ トワー ク とプ ロ トコル を イ ンプル メ ン トして い くこ とに な り

ます。 そ して それ をCCITTの ス タン ダー ドの プ ロ トコル に マ ップ を してい く。 デー トウ ェイ ・デ

ィバ イス で マ ップ し て い く。　 で き るだけ簡 単 に マ ップす る とい うこ とに な ります。 したが って,で

きる だけ簡 単 に とは ど うい うこ とか とい うこ とに な ります。 ど うや ってや るか とい うこ とを研究 して

い ます が,ま ず 最初 には一 群 の 会社 と協 力 を しま し た。 こ こに公 式 の翻訳 が 出 てい る と思 い ます けれ

ど も,ド イ ツ語 ではVDMAと い い ます。 英 語 は ど うな って い るか,知 りませ んが,オ フ ィス ・イ ン

フ ォメー シ ・ン ・テ ク ニ ック ・グル ー プ と言 わ れ て います。 ドイ ツの機械 及 び プラ ン トメ ーカ ー協 会

の中 に 置か れ て お ります。

　 この グ ル ープが研 究 を しま して,一 連 の プ ロ トコルをLAN用 に つ くりま した。 ミデ ィアム ・アク

セ ス ・コ ン トロ ールの イ.ンタ ー フ ェー スに使 うもの で あ ります。 これ はEAとOZに よって規 定 され

た もの で あ ります。

　 とに か くこの イ ンター フ ェー スに乗 せ るプ ロ トコ ルを決 め る。 そ してゲ ー トウ ェイを つ く ってLA

Nと 公共 の ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス の間 に置 くとい うこ とに な ります。

　 そ して,こ のや り方 を と ります と,一 方 にお い て はESDN,　 PBXにS70型 の プ ロ トコル を入

れ てデ ー タ コ ミュニ ケー シ 。ン をや る。 そ して ロー カル ・1リ ア ・ネ ッ ト『 一 クを使 ってCCITT

の プ ロ トコル に簡単 にマ ップで き るプ ロ トコル を使 う。 こうい うや り方 を とれ ば,LANを ロー カル

なPABXを 通 じて公 共 サ ー ビスに つな ぐこ とが で きます。

　 とい うこ とは長期 的 に見 れば,イ ンハ ウスの代 表 的 な普通 のや り方,デ ザ イ ンが そ の オ フ ィスに ス

ペ シィ フ ィック な もの で あ って も1つ の組 織 に は とにか く1つ ,1つ の 会社 に は1つ とい うこと で,

それ を ロー カルPABXで 全 部 縛 り上 げて,そ してPABXを 通 じて,　LANを 通 じて,公 共のES

DNに 結 びつ け る。 こ うい うこ とに な ります。

　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 -43一



　 です か ら,な ぜ こ うい うふ うに な っ たか とい うこ とは御 説 明 しませ ん で した。 た だ,や って い る こ

とだけ を御説 明 し ま した。 われ わ れが や ってい るこ とは理 由が あ って や って い る こ とだ とい うことだ

け 申 し上 げて お きます 。

　 ど う もあ りが と うご ざい ま した。　 (拍 手)

　 パ ー ク主 査 　 　 ラ ウボ ル ト先 生,あ りが と うご ざい ま した。

　 それ では プ ラ ンク先生 に,今 日 どの よ うな異 な った サ三 ビス があ るか,説 明 してい た だ きた い と思

い ます。

　 プ ラ ン ク　 　 前 に申 し上 げ ま した よ うに,.ド イツ で紹介 した サ ー ビス には テ レフ ォンテ レ ック ス,

ビデ オテ ックス,テ レフ ァ ック スサ ー ビス,グ レー ド ・ッー,ス リー,こ うい った もの が あ ります。

そ して ビデオ テ キ ス'ト,電 子 メ ール,そ うい った もの が あ ります。 ビデオ テ キ ス トは い ます で に決 ま

った規格 が あ りま して,4800の ピクチit　一 モ ジ 三一ル が1画 面 ご とに入 ってお る規格 で あ ります。

　 ISDNを 紹介 い た しま した テ ク ス トファ ックス をつ け加 え ま した。 そ・して それ に よ って高解 像度,

テ リ ドンの解 像度,品 位 を得 る こ とが で きます。 そ して その 中 に は ピ クチ ャー フ リー ムを9分 の1,

ム ー ブエ レメ ン トを使 い ま して 可能 にな ります。

　 それ か らL52秒 フ ァ クシ ミ リ,ス ピーチ メー ルボ ックス,ス ロー スキ ャン トラ ンス ミッシ ョン,

伝送,こ うい った こ と も重要 に な って まい ります。 これ は2つ の チ ャ ンネルが アベ イ ラブル に な りま

して,2つ の サ ー ビスが同 時 に提 供 で きます。1っ の 接続 だ け でい いの です。64キ ロ ビ ッ トを使 い

ま して,2つ を1度 に で き ます。

　 ドイツに お き ま して,こ の よ うな分 野 で非常 に重要 な ことは,異 な ったサ ー ビスをい か に調和 させ

るか とい うことで あ ります。 それ は レシ ーバ ーの方 は ペ ーパ ーに しろ,デ ィス プ レー に しろ,あ らゆ

るサ ー ビスを使 って,こ の一 つ のデ ィス プ レーで,あ るい は グ ラ フィ ックを使 い ま して,そ の サー ビ

スに ア クセ スを持 つ ことが で きる とい う必要 です。 それ に よって 調和 を持 つ必 要 があ ります。 ですか

らフ レーム ワ ーク,規 格 化 が必 要 に な ります。ISDNの 規格 化 を図 る方 向 に入 って お ります。

　 そ して そ の ため に は ピクチ ャー デ ィス プレ ーチ ュー ブの オペ レー シ 。ンを行 う もの は,フ ァ クシ ミ

リサ ー ビス も行 う こ とが で き る,テ レテ クス トサ ー ビス と して。 あ るい は メ ール ボ ックス サ ー ビス,

そ うい っ たサ ー ビス もアベ イ ラ プル に な る とい うこ とが 必要 にな って まい ります。 こ うい った こ とは

これ か ら先 最 も重 要 な課 題 で は ない か と思 い ます。 で すか ら,こ れ は あ らゆ るス タ ン ダー ド,声,ア

ル フ ァニ ュー メデ ィ ック トラ ンス ミッシ ョン,そ うした規格 をす べ て超 えた もの とな るわ けで あ りま

す。

　 あ りが と う ござい ま した。　 (拍 手)

　 パ ーク主査 　 　 プ ラ ンク先 生,あ りが と うご ざい ま した。

　 それ で は ビンケ ル先 生 にLANに 関 して コメ ン トして い ただ きた い と思 い ます。 非常 に長 い マニ ュ

ス ク リプ トが あ りま して,ち らっ と見 えるん です けれ ど も,恐 ら く時 間が な いの で その ア ブス トラ ク
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トだけ を してい た だ け る と思 い ます。

　 ビ ン ケ ル　 　 それ ではLANに 関 して お話 し したい と思 い ます。 手短 にLANの 西独 にお け る状

況 をお話 ししま す。

　 西独 でLANが 提供 され て,次 の よ うな分類 が され てお ります。 い ま出回 ってお ります ほ とん どの

タ イプは コ ン ピ ュータ ー製 造 志向 型 の シス テム であ ります。 それ は非 常 に急速 に フ ァー ス トネ ー ム ・

イ ン フ ォメー シ ・ン ・シス テム を変 え ま した。 つ ま りLANに 変 更 して きた とい う こ とで あ ります。

これが1つ の タ イ プです。 急速 にLANへ の移 行 が行 わ れ た とい うこ と。

　 それ か ら2番 目は西 ドイ ツの光 フ ァイバ ー リン ク システ ムの 父,LANの 父 は フ ラウ ンホ フ ァー応

用 研 究 所 の シ ル ベ 先 生 で あ り ま す 。1979年 に 初 め て ド イ ツの 光 フ ァ イ バ ー が 産 業 用 の 応 用 と し て

提 供 され ま し た 。RCDシ ス テ ム とい う名 前 で 呼 ば れ て お りま す 。 こ の シ ス テ ム は1979年 に ス タ

ー トし た シ ス テ ム で あ り ま して
,そ れ 以 来,非 常 に 大 規 模 な 産 業 用 ア プ リ ケ ー シ ・ ン を 西 ドィッ に お

い て 持 っ て い るRCDシ ス テ ム で す 。

　 さ て,い ま で は2番 目 の シ ス テ ム が で き て お り ま し て,こ れ の 基 礎 と な る の は や は り フ ラ ウ ン ホ フ

ァ ー 研 究 所 か らで す け れ ど も,デ ィプ シ ー べ ー ス で あ り ます 。 デ ィ プ シ ー べ ー ス ,こ れ も光 フ ァ イ バ

ー
,そ し て トー ク ン ・パ ッ シ ン グ を使 っ て お り ま し て,こ の 開 発 は イ ン フ ォ マ テ ィ7ク シ ス テ ム ,シ

ュ トッ ク カ ウ ン シ テ ィ ー か ら開 発 され ま し た。

　 そ して 典 型 的 な 応 用 は 小 規 模 な 産 業 用 プ ロ セ ス コ ン ト ロー ル,そ れ か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン ・シ ス

テ ム,プ リ ン タ ー,パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ,ト ー ル マ シ ン,こ うい っ た もの で あ り ま す 。

　 これ は コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。ン ・プ ロ ト コ ル に 関 し ま し て,ISOレ ヤ ー,2,3ヘ 一 八 ーDSCと 言

わ れ て お りま す 。 そ れ か らISOレ ヤ ー,4,7 ,Xポ イ ン ト25で あ りま す 。 そ し てXポ イ ン ト28

これ は 端 末 対 端 末 の 通 信 に使 わ れ て お り ま し て ,Xポ イ ン ト29を コ ン ピ ュ ー タ ・ コ ン ピ ュ ー タ 通 信

に 使 っ て お りま す。

　 わ れ わ れ は12の シ ス テ ム を 設 置 し ま し た。 これ は 光 フ ァ イ バ ー に 基 づ い て お り ます 。 昨 年12の

シ ス テ ム を設 置 い た し ま し た。 シ ュ ト ッ カ ー地 域 に 設 置 い た し ま し た
。

　 そ して ク ラ シ フ ィ ケ ー シ ョ ン と し て は,あ と バ ス シ ス テ ム が あ りま す 。 こ れ は,イ ー ザ ネ ッ トに ベ

ー ス を 置 い て お りま す
。CSMACDXで す 。

　 このLANの 応 用 は メ ー ン フ レ ー ム を メ ー ン フ レ ー ム を メ ー ン フ レ ー ム ・ コ ン ピ ュ ー タ ー に 接 続 す

る と い う応 用 が あ り ます 。 ま た 接 続 は 高 速 キ ャパ シ テ ィ ー の イ ン ス トレ ー シ ・ン に 使 わ れ て お り ま す 。

こ れ は 古 い テ ク ニ ッ ク で,新 し い 衣 を着 た 古 い 技 術 だ と言 え る と思 い ま す
。

　 西独 にお きま して,ほ とん どの人 た ちは イー ザ ネ ッ ト,エ サネ ッ トを好 んで お ります。 といい ます

の は西 ドイ ツにお きま して,民 間 で それ ほ どポ ピ ュ ラー ではあ りません の で。

　 あ りが と うご ざい ま した。　 (拍 手)

　パ ー ク主 査 　 　 ビンケ ル先生,ど う もあ りが と う ござい ま した。
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　 それ で は私,最 後le　2つ,ド ィ ッの研究 にっ い て重 要 な点 を 申 し上 げて お きたい と思 い ます。 す な

わ ちイ ンチ プ レーテ ッ ド ・オ プテ ィクス と高 解 像度 テ レ ビであ ります。 集積 光 回路 及 び高 解像 度 テ レ

ビ両方 と も政 府 か らの 研究 費 も相 当出 てお ります。

　 まず集 積 光 回路 で あ りま す けれ ど も,こ れ は私 の定 義 で は光 及 び電 子 の デ ィバ イス を アル ミニ ウム

ボスヘ ー トの サ ブ ス トレー トに集積 す る とい う ことで あ りま して,こ れ の応用 分野 が幾 つ か将 来 は 出

て くる と思 い ます 。

　 最 も重 量 な 分野 は公 共 シ ステ ムの加 入 者線 だ と思 い ます。 そ れか ら も う1つ は イ ンハ ウス ・コ ミュ

ニケ ー シ ョン。 これは ミテ ィが や ってお られ るオ プ トプ ロジ ェ ク ト,光 通 信 プ ロ ジ ェク トと同 じだ と

思 い ます。 それ か らさ らに その後,高 速 の信 号処 理,そ の後 は さ らに フ ァイバ ーの セ ンサ ー テ クニ ッ

ク,こ うい った と ころ に応 用 してい け る と思 い ます。

　 ところが,現 在 の とこ ろ集 積 光 に関 す る部門 を新 し くつ く りま して40人 ぐ らい がい ま仕 事 を して

お りますが,さ らに これ を80人 ぐ らい に,こ こ2年 ぐ らい で拡 張 す る予定 で あ ります。

　 それ か ら もう一 つ 別 の分 野 で重 要 なの は高解 像 度 テ レ ビで あ ります。 沢辺 さんが 先 ほ どお 話 しにな

りま したけれ ど も,わ れ われ と して もNHKと ソニ ーの や って お られ る ことを大体 追 い か けて や って

お ります。 すな わ ち,走 査 線 も倍,縦 横 比 も3対5,そ れか ら1対2ぐ らい の率,こ うい った こ とに

な ります。

　 こ うい っ た こ とで テ レ ビ受像 機 と見 る人 の距 離 を,そ ら らでは 絵 の高 さの3倍 とお っし ゃい ま した

が,私 ど もの シス テ ムで は2倍 とい うこ とに してい ます。 これ は臨場 感 を得 るた めに は その ぐ らい近

づ く ことが 必 要 じゃな いか 。 この よ うに考 えて い ます。

　 それ か ら　 う1つ 重要 な違 うとこ ろは,汐 一 ミナ ルな の で あ ります けれ ど も,将 来 の大 量 生 産 の タ

ー ミナ ル を考 えて お りま して,CRTVの テ レ ビで3つ ブ ラウン管 をつ け る とい うこ とを考 えて お ら

れ る よ うで あ ります けれ ど も,私 ど もは一 つ の ビーム の プ ロ ジェ クタ ー,高 品位 の幅 の 広 い ス ク リー

ンで プ ロ ジ ェク トす る とい うこ とを考 え てお ります。

　 それ で ここ1年 の 間 に プ ロ トタ イプ をプ ロ ジ ェク ター につ い てつ くって い きた い と思 っ てお ります。

そ して プ ロ トタイ プが で きれ ば,産 業 界 の方 で引 き継 い で大 量生 産 を して い くとい うこ とにな ります。

　 このような高品位テレビの研究活動 と並びまして,伝 送の問題 も現在研究 しています。高品位テレ

ビの信 号 を送 ります の には,現 在 は光 フ ァイバ ー を使 うよ り しよ うが あ りませ ん。 とい うの は,人 工

衛星 の放 送 をす る能 力が あ りませ ん。 ち ょっ と 日本 とは事情 が違 い ます。 日本 で は高 品位 テ レ ビを小

さな 人工 衛 星 の チ ャンネ ルで送 る とい う,お もしろい 方法 を開発 して お られ ます けれ ど も,こ れ は ヨ

ー ロ ッパ に とって も重 要 な問題 です。 われ われ と しま して も,人 工 衛 星の容 量 が非 常 に限 られ て お り

ます。

　 集積 回 路 とHDテ レ ビに つ いて簡 単 に 申 し上 げ ま した。 ど う もあ りが と うご ざい ま した。

　 　 (拍 手)
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宮川主査 さて御発 表 は全 部終 わ りま した。

8.3　 討 議 及 び ま と め

　 宮 川 主 査 　 　い かが で し ょ うか,私 自身 もい ろい ろ伺 い たい 質 問が あ る ぐ らい で して,ど の1つ

の トピ ックを と りま して も,1時 間以 上時 間 をか けな けれ ば,討 論 はで きな いで し ょ う。

　 したが っそ.私,柳 井 議長 か らのお 申 しつ け もあ ります の で,こ れ が第1回 の会議 で もあ ります し,

き ょうの 目標 は とにか くお 互い に お話 を し合 って,お 互い の 国の 実情 を理解 す る とい うと ころが 重点

だ と思 い ます。

　 第2に や らなけ れ ばい け な い こ とは,幾 つ か の問 題 点 を選 ん で,そ れ を次 の年,あ るい は将来 の 会

議で取 り上 げ て討 論 をす る とい うことに したい と思 い ます 。

　 柳 井先 生 か ら も3っ か4つ,将 来 め 討 論の トピ ックを 出 して くれ と言わ れ てお ります 。

　 将来 一 体 ど うい う問題 を取 り上 げ て討議 を した らい いん で し ょ うか 。

　 パ ー ク主査 　 　 ドィ ッ側 と しま し ては 若干 の御 提 案が あ ります 。将 来の 会 議 に対 し て何 を取 り上 げ

るか とい うこ とです 。

　 1っ の 提案 は将来 の意 思疎 通 の ため に,ヨ ー ロ ッパ あ るい は アメ リカの ネ ッ トワー ク と 日本の ネ ッ

トワー ク との 間 の コ ミュニケ ー トとい うこ とに な ります ね 。 しか し,ス タ ンダ ー ドが それ ぞれの ネ ッ

トワー クで違 い ます ので,な か な か ネ ッ トワー ク を結 び つけ るこ とが むず か しい状態 です 。

　 で すか ら,わ れ われ と しては 討 議の 議題1としてい ろ い ろ違 った規格,'標 準 が あ るけれ ど も,そ れ を

いか に し て乗 り越 え てい くか 。 そ れか らい ろい ろの 国 で輸 出,輸 入 につい て,い ろい ろの 障壁が あ り

ます が,こ れ の 問題 も必 要 で し ょ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ　コ

　 宮川 さん にお 昼御 飯 の ときに も申 し上 げた ので あ ります け れ ど も,宮 川 さんの 方か らは 日本側 の提

案 と してい ろい ろ違 った サ ー ビスが 日本,ド イツで ど うい うふ うに受 け入 れ られ てい るか とい うこ と。

こ うい っ た議 題 が提 示 され ま した。

　 で きれ ば こうい う両方 の提案 を一 緒 に ま とめ てお話 をす る ことが可 能 じ ゃな いで し ょ うか 。 で きれ

ば スタ ン ダー ドの問 題 も含め て。

　宮 川 主 査 　 　いか が で し ょ うか 。 い まの提 案 に対 す る御 質 問 が ござい ま すか 。

　 松 下 多 くの方 が イ ンハ ウ ス ・ネ ッ トワー ク,ロ ー カル ・エ リア ・ネ ッ トワー ク,PBXと

い うことを よ く言 ってお られ ます 。

　 そ れで2つ の シ ス テム,ロ ー カル ・エ リア ・ネ ッ トワー クとPABX,ど ち らが将来 性 が あ るの か。

これ を討 議 して み たい と思 い ます 。 イ ンハ ウ スの ネ ッ トワー キ ング に どち らが よ り力 があ るのか とい

うこ とで す。意 見 を 交換 して み たい と思 い ます。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 -47一



　 1つ の トピ ック として いい ん じ ゃな いで し ょ うか 。2国 間 で討 議す るの に。

　 宮 川 主 査 　 　追 加 です ね 。パ ー ク先 生 に追 加 しての提案 です 。

　 シ ル ベ　 　私 も1つ,思 いつ い た まま お話 しい た しま す。

　 松 下 さん,そ れ か ら立 川 さんか ら伺 い た いん です け れ ど も,い ろ い ろな種 類 のLANが あ る と思 う

んで すが,そ うい った もの に対 す る スタ ンダ ー ドの 問 題,マ シ ン ・イ ンター フ ェー ス とか,そ の ほか,

標 準 化,規 格 化を ど うし てお られ るの か 。 そ うい った面 で 問題 は ない の か,伺 い たい と思 うん で す。

　 ヨー ロ ッパ共 同体 では理 論 的 な モデ ル を何 かつ くって,シ ステ ム を描写 して,そ の 中か らどの デ ー

タ は標 準 化 しな くちゃい か んか,ど の デ ー タは ス タ ンダー ド化 しな くて もい いか とい うこ とを見 きわ

めな けれ ば な りませ ん。

　 です か ら討論 の テ ー マ と しては,こ うい った理 論 的 なモ デル を取 り上 げ てはい かが で し ょうか。 わ

れわ れ ヨ ー ロ ッパ共 同体 で は若干 そ うい っ た面で 経験 はあ ります 。

　 宮 川 主 査 　 　松 下 さんの いまの 御提 案 に対 す る コメ ン トで す か。

　 シ ル ペ　 　 私 の提 案 は理 論 的 なモ デル を討論 した らど うが とい うこ とです。LANと か,あ るい

は マ ン ・マ シ ン ・イン ター フ ェー ス とか,そ うい う もの を描 写 す る理 論 モデ ル を討 論 したち ど うだ ろ

うか とい う提案 で す。

　 宮 川 主 査 　 　 LAN全 体 です か 。

　 シ ル ペ 　 　 LAN全 体 と,そ れ か らマ ン ・マ シ ン ・イ ンター フ ェー スの 両方 の モ デル とい うこと

です 。

　 宮 川 主 査 　 　そ うす る とLANに 関 係 の あ る提案 ですね 。 で すか ら松 下 さん の提 案 と関係 が あ る

という こ とに な ります 。

　 パ ー ク主査 　 　 ここで 提案 を出 して,討 論 を して煮 詰 め て向 こ うへ 出す とい うこ と も可 能 で し ょ う

し,こ こで全 部 出 してみ て,そ れ を その ま ま挙 げ る とい うこと も考 え られ る と思 い ます。

　 大 越 第2の 方法 の 方が いい ん じ ゃな いで し ょ うか。

　 パ ー ク主査 　 　そ れで は も うち ょっ と,私 ど もの方 か ら提 案 をつ け加 え たい と思 い ます 。

　 きの う大越 先 生 と もす で に話 を した もの も若干 あ ります 。 ま た宮川 さん とお昼 の と きお話 しした も

の もあ ります。

　 高解 像 度 テ レ ビが1つ で す。 それか ら信号 の伝 送方 式,ア ナ ロ グにす るか,デ ジ タルに す るか 。

それ か らター ミナル は ど うい うふ うな形 にす るか。 人工 衛 星 の送信 にす るか,光 フ ァ イバ ーの伝送 に

す るか。

　 それ か ら もう1つ 別の 分 野 として は,光 フ ァ イバ ーを加 入者 線 に使 うとい うこ とです。 それ ぞれ の

国が現 在 まだ光 フ ァイ バ ーを 加入者 線 に 導入 す る とい うところ まで い って い ませ ん。 こ うい うふ うな

と ころへ 入 れ るにつ い ては い ろい ろ ア イデ ア もあ るよ うであ ります 。私 ど もと して も,こ れ が いい と

い うよ うな ものが ない よ うで す。
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J　　 それ か ら も う1つ の トピ ック はシ ルベ 先生 の 提案 にな った理 論モ デル で あ ります 。

　 　 　 それ か ら も う少 し将来 にわ た る問題 と しては 集積 光 回 路で す。 これは 日本 では川 崎 でNTTと 共 同 で

　 　 研究 を して お られ る よ うです けれ ど も,わ が 国で もそ うい った方 向に 向 けて研 究 が始 ま りそ うで あ り

　 　 ます。 そ うい った と ころが 興 味が あ る と思 い ます。

　 　 　 それか ら最 後に,私 の書 い て あ る この リス トに よ ります と,コ ヒー レ ン トな 光伝 送 で す。 双方 の伝

　 　 送 です 。 コ ヒー レ ン トな 光伝送 とい うの は2つ の 利 点が あ ります 。1つ は光 マ ル チ キ ャ リア システ ム

　 　 が で きます 。す なわ ちキ ャ リアが た く さん入 れ られ る とい う ことで非 常 に魅 力が あ りま す。 広帯 域,

　 　 分 散 ネ ッ トワー クに非 常 に よ ろ しい 。

　 　 　 それ か ら もう1つ は非 常 に感 度 が よ ろ しい。 です か ら長 距離 の伝送 に向い てい るの じゃな いか。 こ

　 　 う言 わ れ てお ります の で,こ うい った こ とが私 ど もの 方か らの提 案 です 。

　 　 　 宮 川 主 査　 　 い まま で出 ま した もの を書 き並べ てみ ま し ょ う。(以 下① ～ ⑩ は 黒板 書 き)

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

　 　 standard

①

　 　 Imp・rt/Export

　 　 acceptance　 and　 u8e　 of

　 　 PABX　 vs　 LAN

HD-TV

New　 Media

sub8criber　 Loop　 u8ing　 Optical　 Fibre

Integrated　 optics

Coherent　 optical　 Tran8mission

Theoret輌cal　 Modelling　 of　 Man-Machine　 LAN　 before　 8td.

securty,　 integrity,　 authenticity,　 privacy・

Infrastructure

　 standard　 と　 Import/Exportは 同 じ分 野 で す 。 ア ク セ プ タ ン ス と ニ ュ ー メ デ ィ ア の

受 け入 れ,利 用 で す か ら,こ れ は1つ の 項 目 に な り ま す 。

　 こ れ と これ も非 常 に 似 て い ま す ね 。 サ ブ ス ク ラ イ バ ー ル ー プ,こ れ は オ プ テ ィ カ ル ・フ ァ イ バ ー,

光 フ ァ イ バ ー を使 っ て の 加 入 者 ル ー プ。 こ れ は 公 共 ネ ッ トワ ー ク で,こ っ ち は イ ン ハ ウ ス の 方 で し ょ

う。 し か し,こ れ は プ ラ イ ベ ー トで,非 常 に 似 て い ま す ね 。 全 く同 じで は な い け れ ど も,非 常 に 似 て

い る と 思 い ま す 。

　 違 い ま す か 。
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　パ ー ク 主 査 　 　こ ち らはLANで す。 それ か ら も う一 つ は公 共網 で して,こ の公 共網 の中 の加 入

者の エ ア リア です。

　宮 川 主 査 　　 違 い ま すね。 それ では分 け て書 きま し ょう。

　 これ は イ ンチ プ レー テ ッ ド ・オ プテ ィク ス,こ れ は③ と④,⑤ に関 係 あ ります。

　 これ じゃな い です よ。 これ とこれ です よ。 これ は これ に関係 して ませ んか。

　 パ ー ク 主 査 　 集 積 光 学,こ れが 重要 なの はLANに 関 して重 要 です。 光学 を使 ったLANに 必

要 です。 それ か らあ とサ プス ク ライバ ール ー プ,公 共 ネ ッ トワー ク,そ れ か らコ ヒー レ ン ト ・オ プ テ

ィカル ・トラ ンス ミッシ ョン も重要 に な って きます。

　 シ　 ル　 ベ　 　 ⑧ 番 は私 が言 ったLANの 理 論 モ デル です。 そ れか らマ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ー フ

ェース を申 し上 げた の で入 れ て くだ さい。

　 全 く違 う トピ ックに な ります 。

　 それ か ら規格 の エ ァ リア,3つ あ ります。 理 論的 モデ リン グ,ス タ ンダー ドが あ りま して,規 格 の

プ リエ ア リア。

　 宮 川 主 査 　 といい ま す と 一 。

　 シ　 ル　 ベ　 規格 化 の 前の エ ァ リアで あ ります。 それ を プ リエ ア リア ・スタ ンダー ダ イゼ ー シ ・

ン と呼 ん でお ります。

　 ラ ウ ボ ル ト　 黒 板 が い っぱ いに な って,こ れ以 上 書 け ませ んが,私,も っ と提案 した い んで す け

れ ど も,よ ろ しい です か。

　 この セ ッシ ョンで は まだ どな た もお っ しゃ ってい ませ ん。 しか し,少 な くど も一般 的 な話 で児 玉先

生か らけ さお話 が あ った内 容 です。

　 これ は技 術開 発,機 密 保 守 に 関す る もの で あ ります。 これ は ニ ュー メデ ィア と非 常 に 関係 が深 い。

ニ ュー メデ ィアは いか に受 け入 れ られ るか,浸 透 で きるか とい うこ とに 関係が 深 い と思 い ます よ,機

密保 守 は。

　 ですか ら,私 の 見解 では次 の3年 間 の うちに この トピ ックは非 常 に重 要 な もの として注 目を浴 び る

分野 だ と思 い ます。

　 それ か ら初期 的 段 階 の話 で は ドイツで は リ ンチ 。ンテ キ ス トを紹介 した ときに は,こ れ をパ ブ リ ッ

クサ ー ビスに す る とい うこ とに 関 しま して,話 され た内容 で あ ウ、ます。.

　 私 の提 案 は一般 的 な トピ ック,セ キ ュ リテ ィ,イ ンテ グ リテ ィー,そ れか らエ レ ク トロニ ク ・.トラ

ンザ クシ ・ンの プ ライ バ シ ーの分 野 を入れ るべ きだ と思 い ます。

　 これ は4つ の異 な った側 面 に な るんで す けれ ど も,別 個 に話 され るべ きだ と思 い ます。 機密 保 守,

それか らインテ グ リテ ィー,尊 厳,.そ れか ら純 粋性 です か,正 当正,オ ーサ ンテ ィ シテ ィ,そ れ か ら

プ ライ バ シー。 これ は電 気通 信 に関 して,こ の分 野 に関 して4つ の分 野 に話す べ き 一 。　 エ レク ト

ロニ クス ・セ グ ネチ ャー とか,エ レク トリ ック ・マ 二 一とか,い ろん な分 野 で こ うい った話 を すべ き
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だ と思い ます。

　 送 金の 分 野 で もこ うい った問 題が 重 要で す よ。

　 宮 川 主 査 　 　 そ れ では私 も一 言,⑩ 番 イ ンフ ラ ス トラ クチ ャーを入 れ ま し ょ う。

　 大 越17分 した ら,私 は ま とめ て報 告 しな き ゃい け ない ん です。

　 結 論 に達 す る こ とが で き ると思 い ますか 。時 間 が ち ょっ と しか,あ りませ ん け ど。 もしで きな か っ

た ら,す べ て並 行 して提 案 した ら ど うです か。 これ全 部 。

　 そ して8月 にエ ンゴ イ先生 が い らっ しゃ る と きに細 か く話 し てい った らど うで し ょうか 。

　 宮 川 主 査 　 　優 先 順 位 をつ け るべ きだ と思 いま す。

　 ラ ウボル ト　 それ か ら合 わ せ て もい い よ うな もの もあ るん じゃな いです か,似 て い る もの は1つ

に した りして。

　 バ ー・ク主 査 　 　た とえば 一番 目の プ ロポ ーザ ルは⑥ と⑦ を合 わせ て1つ の 項 目に す る。 イ ンチプ レ

ー テ ッ ド ・オ プテ ィク ス と
,コ ヒー レ ン ト・オ プテ ィカル ・ トラン ス ミ ッシ ョンを合 わ せ て しま った

らいか が で し ょ うか。

　 宮 川 主 査 　 　これ と これです か 。

　 パ ー ク主 査 　 　それ か ら① と② を 合 わせ て もい いん じ ゃない か と思 います 。

　 ラ ウボ ル ト先 生,PABXとLANと 先生 がおっしゃった 機 密保 守 の点 と一 緒 に して もい い ですか 。

　 ラ ウボ ル ト　 　 だ めで す。

　松 下 セ キ ュ リテ ィとい うの は非常 に広 い ネ ッ トワー クの分 野 に必 要 とされ る問 題 です。 プ

ラ イベー トだけ じゃ な くて。

割1主 査
tt重 複 してい ま間 ど② 番 と⑨ 番 を一 縦 し ・ もい いん じ・な いで すb・・　'

　② 番 と⑨ 番 は 同 じか もしれ ませ ん 。 つ ま りア クセ プタ ンス とい うの は,金 融の方 の シ ステ ムに も関

係 して きます か ら。 ニ ュー メデ ィアの金 融 関係 で使 う。 それ か らテ レシ ・ッピ ング とか,銀 行業 務 に

使 う。

　 シ ル ペ　 　 これ は技 術 的 な分 野 です ね 。 とにか く優先 順位 の決 定 をす る必 要 が あ る と思 います 。

これか ら2,3週 間 の うちに,優 先順 位 を おの おの決 め るべ きでは ない で し ょ うか。

　パ ー ク主 査 　 　私,ち よ っ と一般 的 な質 問が あ りま す。 日本 の メンバ ーの皆 様方 に。

① 番 を討 議 して,い ろん な問 題 点,つ ま り規 格 化 の 問題 とい う もの を話 し合 うこ とを1番 にで きる

と思 い ます 。

　政治 的 な 問題,つ ま り規格 化 に伴 う政治 的 な問 題 を話 す こ とは問 題 が あ ります か。 日本 の 皆様 方 に

とって。 それ と もそ うい うこ とは 自由 に話 して もい い ん で し ょ うか 。

　大 越 個人 的 には 問題が あ る と思 い ます 。私 は個人 的 に は そ う思 い ます 。

　宮 川 主 査 　 　とい うの は,い ろ いろの 国際 機 関 が規 格 に絡 まっ て きてお ります の で,こ ち らの ほ

とん どの 皆様 方 はISOと か,　CCITTと か,　CCIRと か い ろん な 機 関に属 して い らっ しゃい ます か
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ら,規 格 の 問題 は ここの会 議 で もって話 をす る ため に は,異 な った角 度 か ら見 る必 要 が あ る と思 い ま

す。

　 つ ま り1つ の分 野 だ けで,1つ の 見解 で見 るの では ない の です。CCIRと か,　 ISOと か,そ うい

った こ とで あ った ら,全 く進 歩 しない で すか ら,い ろん な角 度 で見 る必要 が あ る と思 い ます。 おの お

の の組 織 の見 解 だ けに よって しま って は い け ない。

　 です か らISOもCCIRもCCITTも みん な 同 じよ うに話 をす る必 要 が あ る。 です か ら.こ こで規

格 の話 をす る として も,規 格 をそ うい った組 織 か ら離 れ た,異 な った 見 解か ら見詰 め る必要 が あ る と

思 い ます 。

　 パ ー ク主 査 　 　 そ うします と重 要 な成 果 を得 る よ うな話が で きます か。 つ ま り電 気通 信 の開発 に関

して重要 な成 果 を得 るよ うな話 が で きます で し ょ うか 。

　 戸 田 電 気通 信 の 規格 は 別の場 で 議 論 され る方 が いい の で は ないか と思 い ます。

　 ラ ウボ ル ト　 　 その かわ りに応 用範 囲.つ ま り国際 的 な実験 として ど うい う範 囲の ア プ リケ ー シ ・

ンが考 え られ るか とい う話 が で きる と思 い ます 。 そ うな ります と,ど の既存 の 規格 とい うもの を選 ん

で,そ うい った アプ リケ ー シ ・ン を進 め るか とい う話 が 必要 に な っ て きます 。 そ うな ります と,規 格

をつ く る とい うん じ ゃな くて,既 存 の規 格 の中 で どれ を選 ぶか,選 択 す るか とい う話 に な るで し ょ う。

　 この 話 で した ら,規 格 とい う① 番の トピ ックは理 解 で きる と思 い ます。 この意 味 で は。 で すか らI

SOと か,　CCITTの 作 業 と重 複 す る よ うな こ とで あ って はい けな い と思 いま す。

　 宮 川 主 査 　 　同 じ意見 で す。

　 パ ー ク主 査 　 　 とにか く時 間 が限 られ てお ります。5分 しか ない 。 です か ら,シ ルベ 先生 の プ ロポ

ー ザル を取 り上 げて,こ れ か ら数 週 間 の うちに それ ぞれ 各 ポ イ ン トに 関 して 吟味 して,優 先順 位 を そ

れ ぞれ 決 め て く るとい う提 案が い い と思 い ます 。

　 そ し てそ の結 果,い ま見 えない 問題 も後か ら見 え て きて,こ の 中 の幾 つか は落 とされ るか もしれ ま

せ ん。 た とえ ば規格 化 の 問題 。 しか し両 サ イ ドが 新 しい アイデ ア を持 って くる こ とは 自由 に許可 され

るべ きだ と思 い ます。 で すか ら,私 の提 案 は リス トア ップす る こ と。 つ ま り具 体 的 な優 先順 位 を 設 け

て,リ ス トア ップす る宿 題 を設 け る。 その リス トを ま とめて副 議長 に渡 して,そ れ を数 週間 の うちに

集約 す る必 要 が あ る と思 い ま す。

　 宮 川 主 査 　 　手 紙 でい い ん じ ゃない です か 。手 紙 で お送 りすれ ばい い とい うこ とで す。

　 このセ ッシ ・ンで は大越 先 生 が ま とめの報 告 を しな くては いけ ない ん です。 そ うす ると この10の

項 目を本 会 議 で報 告 すれ ば い いです か 。 そ こで次 の 数 週間 の うちに細 か くや る。

　 大 　 　越 　 　私,す で に⑥ と⑦ を合 わ せ ま した よ,い いで すか 。

　 ① と② も合 わ せ るべ きで し ょう。

　 や っぱ り別 に しま し ょう。

　 それ で は9つ に な りま した。
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　 プ ラ ン ク　　 も う1つ 合 わせ られ る こ とが あ りま す。 ス タ ンダー ド,イ ンポー ト,エ ク スポ ー ト

の ①番,そ れ か らア クセ プ タ ンス タ ン ス ・エ ン ド ・ユ ー ス ・オブ ・ニ ュー メデ ィアを コマ ー シ ャル ・

コ ミュニケ ー シ ョンとい うふ うに 制 約 して,PABX.1、AN。 コ マー シ ャル ・コ ミュニ ケ ーシ ョン用

の 商業 用 の通 信 とい うふ うに分 け て考 え て もい い と思 い ます。

　 その方 が リス クが少 な くな るん じ ゃない ですか 。 商業 用 の通 信 とい うふ うに制約 を設 け る。

　 宮 川 主 査 　 　と い う ことは ど うい うこ とで すか 。 ニ ュー メ デ ィア を コマー シャル… … 。

　 ラウ ボル ト　 ② と③ を合 わせ るん です 。

　 とい うの は1)ABXとLANは コ マー シャル=一 ス,商 業 用 の利用 とい うこ とで 典型 的 な もの です か

ら,合 わせ て しま って もいい ん じ ゃな いです か。

　 宮 川 主 査 　 　 そ うす る と,問 題 が 複雑 にな るの で① と② を分 け て.こ の まま に してお い た方 が 無

難iでほ ない で し よ うか 。

　 それか ら残 りは ど うや つ て 一 。

　 シ ル ペ 　 　 　私 が言 ったの は 各 グルー プ,と い うこ とは 日本 の グ ルー プ と ドイツの グル ープが そ

れ ぞ れ優先 順 位 を決 め て意 見 の交 換 をす る。優 先順 位 を決 め た ときに どん な話 をすべ きだ とい う こと

を コメ ン トして 提 出す る とい う ことです 。

　 松 下2人 議長 が お ります 。 です か ら,こ の作 業 は2人 の 議長 の仕事 に な るん じ ゃない です

か 。2人 の議 長 が や るべ き じゃない です か。

　 宮 川 主 査 　 　柳 井先 生 と ビンケ ル先生 とに相 談 す れ ばい い と思 います 。

　 それ で はす べ て や るべ きこ とはや りま した。 これ 以 上 コメ ン トが なけ れば,こ こで この セ ッシ ョン

を閉会 した い と思 います 。

　 よろ しい で し ょ うか。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

　御 協 力,ど う もあ りが と うござい ま した。

閉　　会
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9.コ ン ピ ュ ー タ

開 会

元 岡 主 査 　 それで は,時 間 にな りま した ので始 め させ て い ただ きたい と思 い ます 。

私 は元 岡 で ご ざい ます 。 このセ ッシ ョンの チ ェアマ ンを ドク ター ・シペ ル ス キ と2人 で や らせ てい

ただ きます。

　 メンバ ーの 紹介 は先 ほ ど済 ん だの でや る必 要 はな いか と思 い ます 。

短 い 時 間 で議論 を しなけ れ ばい け ませ んの で,予 定 どお りそれ ぞれ の国 か らR&Dの トレン ドの レ

ff　一 トを20分 ず つや って い ただ いて,そ の 後 の フ リー デ ィス カ ッシ ョンに つ きま して は,日 本側 で

は1人 の 人 が大 体5分 ずつ ぐ らい,そ れ ぞ れの 関係 してい る分 野 の紹 介 と意 見 を述べ るよ うに予定 し

てい ます の で,そ れ をや らせ て い ただ きた い と思 い ます。 多分 その後 で今 度 は ドイ ツ側か ら御 発 言 を

い ただ い て,そ れ が終 わ った後 で この セ ッシ ・ン と しての意 見 を レポ ー ターの 相磯 教 授 に お ま とめい

た だ くのが い いん で はな い か と思 って お ります 。

　 シペ ル ス キ先生,そ れで よろ しい で し ょ うか 。

　 シペ ルス キ主 査 　 　結 構 で ござい ます 。

　 皆 様 とお 会 い で きる こ とを大変 うれ し く思 い ます。 私 ども,皆 様 方 と現 在 の,ま た将来 の コ ンピ ュ

ー タ ・ア ー キテ クチ ャーに つい て論 じ るこ と,ま た,コ ン ピ ュー タの利 用 な どに つ いて も言 及 され る

だ ろ うとい うこ とを非 常 に期 待 してお ります。

　 わが 国 に お きま して は,コ ン ピュータ産 業 に とって は新 しい機械 が登 場 して くる,こ れ は世 界 的 に

そ うで あ る と考 えて い ます 。 ま た,コ ン ピ ュー タにお け ますR&Dに と って も1つ の オ ポチ ュニ テ ィ

が 出 て きて い る とい うふ うに思 うわけで す 。 マ イ クロ コ ンピ ュー タ,マ イク ロプ ロセス の世 界 の中 で

は,新 しい 自由 とい う もの,ハ ー ドウ ェアの 設計 の 自由 とい うもの が 出て きて い る。 また,シ ス テ ム

の設 計 の 自由 とい うよ うな ものが 出 て きて い る とい うふ うに思 い ます 。1つ に は,こ れ は刺 激 に な り

ます し,一 方 では,わ れ わ れ は環 境 でい ろ い ろな将 来 を形 づ くって い く,ま た将 来 の リク ワ ィア メ ン

ト,ニ ー ズを形 づ くって い る こ とに関 して論 じて いか な けれ ば な らな い とい うふ うに 思 うわ け です 。

そ うい う意 味 で将来 を見通 して いか な けれ ば な らな い。 お っし ゃった手 続 に は同意 い た します 。

　 ま た,私 ど もは ブ リ ッチ ュ博 士 に メー ン ステ ー トメ ン トを して い ただ きま して,そ れ か ら日本側 の

ステ ー トメン トに関 して コ メ ン トさせて い ただ きたい とい うふ うに思 い ます 。 それ に 関 して つ け足 し

た り共 通 の理 解 を深 めて い きたい とい うふ うに思 うわ け です 。

　 それ で は,マ イ クをお返 し した い と思 い ます。

　 元 岡 主 査 　そ れ では,最 初 に 日本側 か ら,電 総 研ETLの 柏 木 さんに お話 しい ただ きたい と思
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い ます 。 柏木 さん は,日 本 の5世 代 の プ ロ ジ ェク トと並 ん で あ ります スーパ ー コ ン ピ ュー タの プ ロジ

ュク トを中心 に話 して くだ さる予定 に な って います 。

　 柏 木 時 間が ご ざい ませ ん の で早速 説 明 を始 め させ てい た だ きます 。

　 日本 の 国内 で現 在 進行 申 の プ ロ ジ ェク トの概 要 を まず御 紹介 申 し上 げます 。

　 先 ほ ど元岡先 生か ら御 紹 介 が ご ざい ま した ナ シ ・ナルR&Dプ ログ ラム,こ れ は大 型 プ ロジ ェ ク ト

と称 して い る もの で ご ざいま して,正 式 名称 を科 学 技術 用 高速 計算 シ ステ ム と称 します 。 単純 に 申 し

上 げ ます とスー パ ー ス ピー ドコン ピュ一 夕 プ ロジ ェク ト。 これは1981年 か ら1989年 まで230億

円で,ド ル にす る とこ うな るん です が,マ ル クに す る と幾 つ に な るか は換 算 して いた だ きたい と思 い

ます 。

　 この スーパ ー コ ン ピ ュー タの開 発 に 関連 した デ ィバ イス開 発 とい た しま して,次 世代 産 業基 盤 技術

とい われ る もの が ござい ます 。 この 中 で特 に 新機能 素 子 と呼 ばれ る3つ の素 子 が ござい ます 。最 初 が

スパ ー ラテ ィスデ ィバ イス で,2番 目が3次 元素 子,3番 目が対 環境 素 子 と呼 ば れて い る もの で ご ざ

い ます。 これ はス ー パ ー コン ピ ュー タプ ロ ジ ェク ト・と同 じよ うに1981年 か らスター トして お りま し

て,私 の手元 に あ る資料 で,84年 までの リサーチバ ジェッ トを トー タル します と この 金額 にな ります。

　 その ほか に,け さほ ど元 岡先 生 が お話 しに な りま した第5世 代 コンピュータ プ ロジェク ト,こ れ は電

子 計 算機 基礎 技 術 に 関す る研究 開 発 とい うの が通 産省 の 正式 名称 に な って お りま して,後 ほ ど渕 さん

が御紹 介 に な る と思 い ますが,1982年 か ら1991年 まで。先 ほ ど元 岡先生 が御 紹 介 の基 礎 フ ェーズ

といわれ る フ ァー ス トフ ェー ズが1982～1984年 。84年 までの リサーチ バ ジ ェ ッ トの トー タル が

82億6,000万 円 。10年 間 の トー タル として は1,000億 円 とい うお話 を伺 って お ります。

　 その ほか の コ ン ピ ュー タ関係 の プ ロ ジ ェク トとい た しま して は,こ こに書 いて ござい ます 通産 省 －

IPA,JSDで や って お ります ソ フ'トウ ェアデベ ロ ップ メ ン トが ご ざい ます 。25億2,000万 が こ

と し計上 され てい る。 それか ら文 部 省 関連 で,や は り大 学 を中心 と した アク テ ィビテ ィが ござい ます 。

これ につ い て は相 磯先 生 か ら後 ほ ど御紹 介 が あ る と思 い ます 。 それ か らNTTが 持 って い るINSコ

ン ピュー タ とい うプロ ジ ェク トが ござい ます 。 それ か ら,け さほ どの 話に もござい ま したが,通 産 省

の政 策 として ニ ュー メ デ ィア とい う新 政策 が ご ざい ます 。 これ は現 在 まで の とこ ろ1億2,000万 程度

の調 査費 が つ いて る段階 で ござい ます け れ ど も,こ と しか らスタ ー トして お ります。

　 この ほか に ス〔 シ ャル リサ ーチ プ ロ ジ ェク トといた しま して,国 立研 究所 関 連 で情 報 関連 の研 究 を

や ってお ります 。　 　 　 　 　 　 　 　 ,

　 それか ら,参 考 まで に現 在 まで に終 了 してい る大型 プ ロジ ェク ト,い わ ゆ る 国 と しての プ ロ ジ ェク

トの例 を2つ 挙 げて ござい ます。1つ は超 高 性能 電 子計 算機 開発 で したか,と い うプ ロ ジ ェク ト。 そ

れか ら,そ の後 に1971年 か ら1980年 ま で,パ ター ン ・イン フ ォメー シ ョン ・プ ロセ ッシン グ ・シ

ス テ ム とい うプ ロ ジ ェク トが走 ってお ります 。 ここで は スーパ ー コ ン ピュー タの プ ロ ジ ェク トに 関 し

てデ ィテ ール をお 話 し したい と思 い ます 。
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　 まず,よ く皆 さんか ら質 問 の 出 るオ ー が二 七 ー シ ・ンで ご ざい ます 。通 産 省 は工業 技 術 審議 会 とい

うの を持 って お りま して,そ こに大型 開発部 会 といわ れ る ものが あ るわ け です 。 こ こに は プロ フ ェ ッ

サ ー ・元 岡 もメ ンバ ー と して加 わ って お られ る わけで す。 それ か らMITIの も とに工業 技術 院 が あ

って,私 ど ものETLと い うの は工 業 技術 院 に所 属 し てい るわ け です が,リ サ ー チ コ ン トラク トを工

業技 術 院 は…… 。研 究 組 合 と リサ ー チ コン トラク トを結 び ます 。 この組 合 は ここに書 い て あ る6社 か

ら組 織 されて お ります 。

　 さて,ス ーパ ー コ ン ビr－ 夕の 目標 値 で ござい ます 。 目標値 の 設定 を ど うい うふ うに したか とい う

ことで ご ざい ますが,現 在 日本 の 国内 で航空,気 象,原 子 力 とい う3つ の大 きな大 型計 算 を抱 えて い

る分 野 を考 え てみ ます と,現 在 の コ ン ビ=一 夕,3～7メ ガ フ ロプス の マ シン を使 って大 体1ケ ー ス

当 た り1時 間,0,5』 時 間,10時 間 とい うよ うな 時間 を費 や して るわ けで ござい ます 。 したがい ま し

て,2,3年 後 に は大 体100ん1,000メ ガ フロプ スの マ シ ンの ニ ーズ とい う ものが あ るだ ろ うとい

うこ とは 当然 見込 め るわけ で ござい ま して,現 に,後 ほ ど富 士 通 の佐 藤 さん の方 か ら御 紹 介が あ る と

思 い ます が,富 士通 のVP-200と か,日 立 のS、-810と い うよ うな マシ ンがす で に コマ ー シ ャル

ベ ース で出 て るわ けでC/一ざ いま す。 それ に加 えて 日本 電気 のSX-2と い う1,3ギ ガ フロ プス とい う

マ シ ン もす で に アナ ウ ンス され て い るわけ で ござい ます 。近 い うちに市 場 に 出 る予 定 に な って お りま

す 。 したが い ま して,5～10年 後 とい うの を予 測い た しま して1～10ギ ガ7ロ プス の マシンが 要求

され るで あ ろ う とい うこ とをタ ーゲ ッ トとして考 えた わ けで ござい ます 。

　 それ では,そ うい った マ シ ンをつ くるの に一 体 ど うし ようか とい う ことにな るわ け です が,ま ず 素

子 とアー キテ クチ ャー と トー タル シス テ ム とい うふ うに分 け て考 えてみ ます 。 高速 論 理記 憶 素子 とし

ての ターゲ ッ トを,こ こに書 い て あ る よ うに チ ップ当 た り3キ ロゲ ー ト以 上 とい う集 積 度 で それ ぞれ

の値 を書 いて ござい ます が,JJ,　 HEMTと い う低温 素子 に関 しては よ り高 速 性 を要 求 して い る と

い うの が特 徴 で ござい ます 。'それ か らメモ リーデ ィバ イスに はチ ップ当 た り10キ ロ ビ ッ ト以 上 の 集

積 度 を要求 して お ります 。 アー キ テク チ ャー的 に は並 列性 を要求 す るの と,そ れ か らソ フ トウエ アの

改 良 とい うのが 必要 に な って くる だ ろ う とい うζ.とが 言 え ます 。 トー タル シ ステ ム としては,ス ピー

ドとして10メ ガ フ ロ プス。 それか ら大 容 量記 憶 素子 が あ るわ けで すが,そ の 使用 を4キ ロバ イ ト以

上 で,伝 送 速度 が2ギ ガバ イ ト・パ ーr秒 以 上 とい う もの を要 求 す る よ うに。 最 大 は これ の4倍 ぐ ら

い を必 要 として い るわけ で す 。 それ か ら,後 ほ ど トータ ルの システ ムが 出て きます が,そ こに ご ざい

ます分 散並 列 処 理装 置 とい うの は,別 途100メ ガ フ ロプ ス程 度 の もの を設 け た方 が いい とい うこ とに

な りま して,一 応 こ うい った ゴー ルを 設定 して現 在研 究 開発 を進 めて ると ころで ご ざい ます 。

　 現 在 の デ ィバ イス 関連 の研 究 開発 に つ いて 申 し上 げ ます と,材 料 と加 工 とい うフ ァブ リケ ー シ ・ン

の プ ロ セ ス とい うの と,そ れ か らデ ィバ イ スの 構 造 と 回 路 設 計,そ れ か らパ ッケ ー ジ ン グ,ク ー リ ン

グ の こ の 辺 の ベ ー シ ック ス タ デ ィ とい うの を 進 め て お りま す 。 現 在,LSIレ ベ ル の デ ィバ イ ス を 試

作 して い る段 階で す。
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　 それ で は,そ れ ぞれ の新 しい デ ィバ イ ス,ジ ェセ ブ ソ ン とHEMTと ガ リウム 砒 素 を私 ど もは取 り

上 げ るわ け です が,そ れ ぞれ の リサ ー チ アイ テムが ど うな ってい るか と申 します と,ま ずJJに 関 し

ては トン ネル バ リヤー膜 の形成 とい う問 題,そ れ か ら熱 サ イ クル に対す る信 頼 性 の問題 ,そ れ か ら電

気的 特性 の 改善 とい うよ うな こと。HEMTに 関 しま しては,　HEMTの ク リス タル の形 成 とい うこ

と,そ れか らス レッシ・一ル ドボル テージを いか に制御 す るか とい うような問題 。 ガ リウム砒 素 に 関 しま し

て は,プ ロセ スイー ル ドを改 良 す る とい うこ とと,表 面 の状 態 の制 御 とい うのが 重 要 な問 題 に な って

きて るわ け で ご ざい ます。

　 ア ーキ テク チ ャー の観 点 か らは,ユ ー ザー コー ドの解 析 を行 い ま して,気 象,航 空,原 子力,分 子

科 学,こ の それ ぞれ の分 野 で使 われ てい るアプ リケ ー シ ・ンコー ドの並列 性 の解 析 を や って,そ れ か

らアル ゴ リズ ムの 改良 とい うの を や って,ア ーキ テ クチ ャーが ど うあ るべ きか とい うこと を考 えて ま

い ります と,1つ は,気 象 コ ー ドに関連 して はマ ル チパ イプ ライ ンが適 当 であ る とい う結果 が出 てま

い ります。 それ か ら流 体力 学 コー ドを解 析 い た します とS'IMDラ イクの アー キ テ クチ ャー が適 当 だ

とい う結論 にな ります 。 それ か ら原 子力 関係,特 に安 全 コー ド解析 に関 して はMIMDラ イクの もの

が い い とい うこ とに な ります 。分 子 化学 関係 で は ハ イ ァ ラキ カル メ モ リー とい うよ うな方式 が 大変 有

効 で ある とい うこ とが わか って まい ります。

　 さて,こ れす べ て を満 足 す るよ うな解 が あ るか とい う と,全 く頭 を悩 ます わけ で ご ざい ま して,ど

こに フ ォー カ ス して アー キ'テク チ ャー を決 め るか とい うの が今 後の 課題 で ござい ます 。要 は,す でに

あ る アー キ テクチ ャー とわ れ われ が対 象 とす る物 理現 象 との 間で数 値 アル ゴ リズ ムの改 善 を行 って,

す でに大 きな ア プ リケ ー シ ・ン コー ドを抱 えて るわ け です が,そ れ をいか に右側 の サ イ ドに トラン ス

フ ァー す るか とい うのが 研究 の ポ イン トにな るわ け で ご ざい ます 。

　 最終 的 に つ く ります シ ステ ムの概 略 を ここに書 い て ご ざい ます 。 先 ほ ど分 散並 列 処理 と申 し上 げた

のが この プ リポ ス トプ ロセ ッシ ング シ ステム と書 い て あ る もの で ご ざいま して,特 に 図形,画 像 の 処

理 を専 用 とす る もの を考 え てお ります。

　 これ が開 発 スケ ジ ュー ル で ござい ま して,ア ー キ テ クチ ャー,ソ フ トウ ェアに関 して は,こ としか

ら本格 的 な研究 が始 ま って い るわけ で ござい ます。 これか ら,フ ァ イナ ル シ'ステム の検 討 は今 年 度 の

半 ばか ら始 ま ります 。 ニ ューデ ィバ イスの方 の フ ァイナ ル ・デ ィバ イ ス ・エ バ リエ ー シ ・ンを85年

末 に行 お うと してい るわ けで ござい ます 。85年 度末 とい うことは86年3月 とい うこ とで ご ざい ま

す 。

　 以上,こ の プ ロ ジ ェク トに関 連 してサ マ ラ イズい た します と,わ れ われ が必 要 とす る アイ テム とい

うのは こ うい うふ うに書 くこ とが で きます 。 まず 新 しい デ ィバ イスの安 定供 給 とい うこ と,そ れ か ら

ロジ ックデザ イ ンや パ ッケ ー ジ クー リン グの 新 しい 方法 ,い ろん な問題 に対 して最 適 の アー キテ クチ

ャーが何 で あ るか とい うこ と,並 列 処 理 に向 い た効 率の い い ソ フ トウ ェアの開発,並 列 アーキ テ ク チ

ャーに最適 の アル ゴ リズ ムは何 か とい う ことに しぼ られ る と思 い ます。
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　 これ は,富 士通 が委 託 研究 開 発 で開 発 して お りますHEMTの 例 で ご ざい ます 。

　 これ は東 芝 が 開発 して お ります1キ ロ ビ ッ トのSRAMの 例 で ござい ます 。

　 これが ジ ョセ ブソ ン接 合 素子 の1キ ロ ビ'ットRAMの 例。

　 これが フル アー ダーの 例 で ござい ます 。

　 とい うふ うな3種 の素 子 開発 に加 えて3次 元 素子 と超格 子素 子 とい う2つ の素 子 が,現 在,次 世代

産業 基 盤技 術 の 中 で開発 が 行 われ て るわ け です が,そ の うち スーパ ー ラー テ ィスに関 しては,こ うい

った もの を考 えて い る とい うの を ご らんい た だ きた い と思い ます 。 それ か ら3次 元 に関 しては こん な

イメ ー ジの もの を現 在 開発 し よ うと して進 め てい るわ けで ご ざいま す。

　 将来 の デ ィバ イ ス屋 さん の夢 で ご ざい ます3次 元 デ ィバ イ スが 最 後 に ど うい うふ うにな るか とい う

こ と を例示 して私 め お話 を終 わ らせ て い ただ きたい と思 い ますが,INSユ ン ピ ュー タに 関 して最 後

に簡 単 に触 れ て お きたい と思 い ます 。INSコ ン ピュー タのベ ー スに な るの はDIPSl/Vと い う

こ とで ござい ま して,こ れ はCPUが2万 ゲ ー ト ・チ ップのMOSLSIか ら成 って い る とい うふ うに

聞 い てお りま す。 それ をベ ー ス とい た しま して,従 来 の方式 にマ ッチ した,現 在 の サ ー ビス網 と整 合

性 と連続 性 を持 つ こ とを特 徴 とい た し ま した コ ン ピ ュー タ開発 を考 えて い る とい うの が実 態 で ご ざい

ます 。(拍 手)

　 元 岡 主 査 　 ど う もあ りが と う ござい ま した。

　 何 か御質 問 が あ った ら ど うぞ。

　 ジ　 ロ　 ワ　 私 の理 解 が 正 しけれ ば,ア ー キ テ クチ ャーの最 終決 定 は ま だな され て な い とい うこ

とな ん です か。 それ か ら,そ れ に続 け て言 うな らば,い つ その決 定 が な され る んで し ょ うか。

　 柏 木 デ ィバ イ スの フ ァイ ナル エ バ リエ ー シ ・ンをや る と きで ご ざい ます 。 同時 ぐらいに決

め たい と考 えてお ります 。 この 辺 は,元 岡先 生 もこの プ ロ ジ ェク トに深 くコ ミッ トしてお られ て,先

生 も悩 み を抱 えてい る わけ で ござい ま.すが,ベ ンダ ーは従 来技 術 の延 長 で い きた い と言 い ます。 それ

か ら私 ど もの研究 所 サ イ ドは全 く新 しい アー キ テ クチ ャー をプ ロポ ー ズ したい と考 えて お りま す。 そ

の 間 で ど う調 整 を とるか とい う ことが ポ イ ン トに な る と思 いま すが 。

　 元 岡先 生,い か がで ござい ます か 。

　 元 岡 主 査 　大 変 むず か しいで す ね。

　 ケ 一 二 ヒ ス　 2つ 御 質 問 が あ ります。1つ は ソ フ トウ ェアに 関 して 。 も う1つ は ハ ー ドウ ェアに

対 して で あ ります 。 ソ フ トウ ェアの質 問 を先 に させ て い ただ きます 。 も し この機 械 を在来 アプ リケ ー

シ ョンに使 う場合 に は,現 在 の シ ステ ム とコ ンバ ー チ ブルで な けれ ば な らない と思 い ます 。 た とえ ば

IBMの 機 種 です とか 。私 の 質問 ですが,す でに コ ンセ プ トが お あ りで し ょ うか 。 どの よ うにマ イ グ

レ ー トす るか,あ るい は現 在 の シ ステ ム とオ ペ レー テ ィング シ ステ ムを見 る限 りどの よ うに一 貫性 を

持 たせ るか とい うこ とに つ いて コンセ プ トをお持 ちで し ょうか 。

　 柏 木 これ は重 要 な ところ で ござ い ますが,い まの段 階 で は明確 なお答 え はで きませ ん。 し
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か し,先 ほ ど資料 に書 い て あ った よ うに,フ ォー トランの大 量 の コー ドは抱 え て るわけ で,そ れが ス

ム ー ズに トラン ス フ ァーで きる よ うな シ ステム でな きゃい けな い だ ろ う とい うこ とだけ は言 えるだ ろ

うと思 い ます。

　 ケ 一 二 ヒ ス　 　2番 目の質 問 は ハー ドウェアデザイン に 関す る もの です が,も しこの非 常 に複雑 で大

型 の ゲ ー トデ ィバ イ ス を考 え るな らば,新 しい デザ イ ンメ ソ ドロジ ーをお 持 ちでな けれ ば な らない と

思 います 。す な わ ちデザ インエ ー ドツー ル です とか シ ミュ レー テ ィング テ ステ ィングの 方法 もこの ロ

ジ ックのた めに必 要 だ と思 うん です が ,こ の よ うな ア イデ アや コ ンセ プ トは どこ まで進 ん でい らっ し

やるで しょ うか 。

　 柏 木 ジ ョセ フソ ン,HEMT,ガ リウム砒 素,そ の どれ に つい て … …。

　 ケ ー ニ ヒ ス　 ロジックデ ィバ イスとメ モ リーに つい て です 。 もしJJを 取 り上 げ る とすれ ば,非 常

にデ ン スで コ ンプ レ ック スでハ ィゲ ー トデ ィバ イ スをお考 えに な って らっ し ゃるな らば ,デ ザ イ ンあ

るい は コ ンベ ン シ ・ナル メ ソ ッ ドでは,あ るいは テ ステ ィン グでは 非常 にむず か しい と思 うわ けで す

が 。 新 しい ツー ル,新 しい方法 を用 い な けれ ばな らない と思 うわけ です 。 そ れ は ど うい う もの に な る

ん で し ょうか 。

　 柏 木 それ ぞれ研 究所 ベ ー スで新 しい方法 は使 って るわけ で ござい ます けれ ど も,特 に ジ ・

セ フソ ンだか ら他 の 素子 よ りも高 集 積 化す るとい うこ とは考 え てお りませ ん。 む しろ ジ ・セ フソ ンの

メ リ ッ トとい うの は,同 じ集積 度 で もス ピー ドが上 げ られ る とい うこ とに 見 出 そ う としてお ります の

で。

　 ケ ー ニ ヒス　 　3次 元 デ ィバ イ スに つい て も同 じで すか 。

　 柏 木 現 在,そ うい う方 法 論 に関 しては研究 を ス ター トした ばか りで ご ざい ます 。現 在,10

層 ぐ らいの デ ィバ イ スは実 際 に フ ァブ リケー シ ・ン上 可能 で あ る とい うデ ー タは 出て お ります けれ ど

も,特 に縦 方 向の 接続 とい うのが 問 題 に な って きてい るわ け で ござい ます 。

　元 岡 主 査 　 まだ い ろい ろ議 論が あ るか と思 い ます けれ ど も,ほ か に も議 論 を した い こ とが た く

さんあ るの で,次 に進 ませ て い ただ い て,後 で ま た時 間が あ った らお願 いす る こ とに したい と思 い ま

す 。

　 それ で は,次 に ドイツ側 か らお 話 を いた だ きたい と思 い ます 。

　 シペ ルス キ主 査 　 　以 前,御 存 知 の方 だ と思 い ます けれ ど も,ブ リ ッチ ュ博 士 はAGEテ レフ ンケ

ンにお られ ま した。 コン ピ ュー タ設計 の ご く初期 の 時代 に かか わ ってお られ ま した。 ま た,ニ ク ス ド

ル フで の開発 に も長 く携 わ って お られ ま したが,現 在,ト リウ ム フ ・ア ドラー にお られ ます。 ニ ュー

システ ムの 開発 担 当 でお られ ます 。

　 プ リ ッ チ ュ　 皆様,ま ず ドイ ツの研 究開発 状 況 に つい て簡 単 に御 説 明 申 し上 げた い と思 い ます 。

　始 め ます 前 に,ご く簡 単 な御 説 明 を ドィッの研 究 開発 及 び コ ン ピ ュー タ部 門 での研 究状 況 につ い て

申 し上 げた い と思 い ます 。
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　 今 回 は ス ラ イ ドを 使 わ せ て い た だ くわ け で す が,こ れ は イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

・プ ロ セ ッ シ ン グ の 世 界 の 実 例 を お 見 せ し た い と思 い ま す 。 す な わ ち あ す の 世 界 に お け る オ フ ィス の

イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・イ ン フ ォ ー メ ー シ ョン ・プ ロ セ ッ シ ン グ で ご ざ い ま す 。　 　 　 '

　 まず デ リケ ー テ ッ ド ・ワ ー ク ス テ ー シ ・ ン。 分 散 デ ー タ処 理 シ ス テ ム 及 び メ ー ン フ レ ー ム は ご く限

られ た 数 で ご ざ い ま す が,こ れ が 新 し い イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の 方 に っ な が れ ま

す 。 そ れ か らサ ー バ ス トラ ク チ ュ ア及 び 外 部 の 世 界 と の ゲ ー ト ウ ェー に つ な が っ て お りま す 。 こ れ は

マ ル チ ネ ッ トワ ー ク を 通 じ て つ な が っ て お りま す 。 マ ル チ ネ ッ トワ ー ク と い う の は イ ンテ リ ジ ェ ン ト

カ'ッ プ リ ン グ,す な わ ち1)ABX,ロ ー カ ル エ リ ア ・ネ ッ ト ワ ー ク 及 び プ ロ セ ッサ ー ・カ ッ プ リ ン グ

ネ ッ トか ら成 る もの で あ り ま す 。

　 現 在,ド ィッに お き ま しては,こ ち らの赤 い部 分 です が,こ れが 特 に 重視 されて お ります。私 は皆

様方 に これ らの もの を2つ の方 向 図形 を もって御 説 明 したい と思 い ます 。 まず アー キテ クチ ャー指 向

の もの,そ れ か らソフ トウ ェア技術 指 向の もの,そ の 両面 か ら御 説 明 したい と思 い ます 。

　 まず アー キテ クチ ャーで すが,ア ー キ テ クチ ャー に関す るア プ ロー チ です が∴ ドイ ツにお きま して

は2つ の方 向 へ 向 けて努 力 が な され て お りま す。現 在 のVLSI技 術 を もってす れ ば,わ れ われ は ま

す ます ユー ザ ーに対 し完 全 なCPU並 び に完 全 なオ ペ レー テ ィング シ ステ ム,並 び に完 全 な アプ リケ

ー シ ョン ・ソフ トウ ェア ・パ ッケ ー ジ を提 供 す るこ とが で きる よ うに な ってお ります 。

　 です か ら,従 来 の シ ェア ドロジカ ル ・アーキテクチャー とい う ものか ら離 れ てい くこ とがで きるわ け

です 。従来 は ダムタ ー ミナ ルが1つ の イ ンテ リジ ェン トCPUを 分か ち合 ってお りま した。 で,シ ェ

ア ドリソー セズ ・アー キ テ クチ ャー とい うものが あ った わけ で す。 単 に組織 的 な理 由か らコ モンデ ー

タベ ー ス とかゲ ー トウ ェーで あ る とか,サ ー ビス ス トラクチ ュア とい う もの を シ ェア し な くて はな ら

なか ったわ け であ りま す。 これ が ス ラ イ ドで お示 し した とお りで す。

　 2番 目の 問題 は マル チ プ ロセ ス ・アー キテ クチ ャー の問題 であ ります 。私 ど もが試 み てい るの は フ

ォル トトレラ ン トシステ ム で あ ります 。 単 に追加 のCPUボ ー ドをプ ラ グ イ ンす る こ とに よ って性 能

を高 め よ うとす る もので あ ります 。 ニ ク ス ドル フ ・シ ステム88-32と い うの は この構 造 の典型 的

な もの であ りま す。

　 大学 にお きま して は,デ ー タ フロ ー アーキ テ クチ ャーに重 点が 置 か れ てお ります 。GMDの イ ノバ

テ ィブ コ ンピ ュ一夕 シ ステ ム とテ ク ノ ロ ジーの ラ ボラ トリーに お きま して は,今 回御 出席 してお られ

ます ジ ロ ワ先生 が フ ォン ノイ マ ン ボ トル ネ ックを避 け るため のデ ザ イ ンに 専心 して研 究 を行 って お ら

れ ま す.こ の ‥ キ テ クチ ・一 とい うの はデ ー タ ・ トラクチ ・ア.オブ ジ ・ク トを表現 し・ プ ロセ スす

る こ との で きる もの で あ ります 。 マ シ ンレベ ルで ア ーキ テ クチ ャーの デ ー タを プ ロセ スす るとい うこ

とであ ります 。 マ シ ン ・デ ー タス トラ クチ ュアタ イプ とい う形 で これ を行 い ま す。

　 まず スター レ ッ トシ ステ ムが あ ります 。 それ か らア ッパ ー とい う シ ステ ムが あ ります 。 これに よ り

ま して ネ ッ トとの コ ミ ュニ ケ ー シ ョンが1セ カ ン ド当 た り280メ ガ ビ ッ トにな ります 。ま た,ジ ロ ワ
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先 生 と フ ェ ラ ン テ ィと い う イ ギ リ スの 会 社 との 共 同 研 究 が あ り ま して,こ れ は ア ー グ ス1,000FT

プ ロ ジ ェ ク ト と 申 し ます 。 これ は マ ル チ プ ロ セ ッ サ ー の 研 究 努 力 を し て お られ ま す 。

　 ネ ッ ト ワー ク 面 で は,ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク,LANの 研 究 が な さ れ て お り ま す 。 ま た,外

界 へ 容 易 に 適 用 す る もの,民 間 のPABXと か そ の 他 のLANと の 適 応 の た め の 研 究 を し て お ら れ ま

す 。 そ れ か らハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェ ア面 で の ス タ ン ダ ー ドに フ ォ ロ ー ア ッ プ で き る もの,た と え

ば キ ャ リ ア ・セ ン シ テ ィ ブ ・マ ル チ プ ル ・ア ク セ ス エ サ ネ ッ トの 方 法,あ る い は オ ム ニ ネ ッ ト,あ る

い は トー ク ン ア プ ロ ー チ,そ れ か ら ソ フ ト ウ ェア ス タ ン ダ ー ドで 言 うな らば ア イ ソ セ ブ ン レ ベ ル レ フ

ァ レ ン ス モ デ ル な どが あ り ま す 。1

　 3番 目 に,容 易 に 加 入 者 との 接 続 が 行 え る もの,お 互 い に 非 常 に 異 な っ た サ ブ スケ ア リア 同 士 の コ

ネ ク シ ョ ン を 可 能 に す る もの,た と え ば 電 動 タ イ プ ラ イ タ ー と ゲ ー トウ ェ ー を通 じ ま し て メ ー ン ウ ェ

ー に つ な ぐ
,あ る い は メ ー ン フ レ ー ム が ワ ー ク プ ロ セ ス シ ス テ ム に つ な が れ る,そ し て 最 後 に フ ァ イ

ル サ ー ビ スへ 接 続 す る。 異 な っ た 加 入 者 同 士 を 接 続 す る と い う こ とが 可 能 に な りま す 。

　 こ れ らの ネ ッ トワ ー ク は さ らに,こ れ は シ ェ ア ド リソ ー セ ズ ァ ー キ テ ク チ ャ ー に 非 常 に 類 似 し た エ

ミュ レ ー トを す る こ とが 可 能 で あ る もの 。

　 ま た,PABXの 世 界 に お き ま して は,ド ィ ッ で は パ ル スア ン プ リテ ユ ー ドモ ジ ュ レ ー シ ョン か

らパ ル ス コ ー ドモ ジ ュ レー シ ・ ン の デ ィジ タ ル な もの に 変 わ っ て お りま す 。 こ れ で す と ス ピー チ,デ

ー タ な ど を
,ま た 画 像 な ど を ス イ ッ チ ・イ ン テ グ レ ー シ ョ ンす る とい う こ とが 容 易 に な りま す 。 ま た,

イ ン チ プ レー テ ッ ド ・』サ ー ビ ス ・デ ィ ジ タ ル ネ ッ ト ワ ー ク ・ス タ ン ダ ー ドに 備 え てISDMは64キ

ロ ビ ッ ト ・パ ー ・セ カ ン ドチ ャ ン ネ ル,2つ を 使 っ て 作 業 い た し ます 。 ま た8キ ロ ビ ッ ト ・パ ー ・セ

カ ン ドチ ャ ン ネ ル も2つ 使 い ま す 。 こ れ は デ ー タ と コ ン ト ロ ー ル イ ン フ ォ メ ー シ ・ン 用 で ご ざ い ま す 。

こ こ で は ジ ー メ ン ス,SEL,そ れ か ら ドイ チ ャ ブ ン デ ス ポ ス ト,郵 便 局 で ご ざ い ま す が,こ こ で は

先 端 を行 って お り ま す 。

　 ソ フ ト ウ ェ ア技 術 で す が,ま す ま す ス タ ン ダ ー ドの プ レ ー テ ィン グ シ ス テ ム,ま た 分 散 処 理 シ ス テ

ム に 変 わ りつ つ あ る と い う こ と。 特 にUNIXが 使 わ れ る とい う こ との ほ か に,ま た,ツ ー ル の エ

リ ア,特 に ソ フ ト ウ ェ アの ツ ー ル の 分 野 で は カ ン フ ァ タ ブ ル な デ ザ イ ニ ン グ ッ ー ル か ら非 常 に カ ン フ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼㎡

アタ ブル な デザ イ ンツー ルに変 わ りつ つ あ る とい うこ と。 また,エ キ スパ ー トシ ステ ムに 関 して は全

く新 しい世 代 の プ ログ ラ ミング シ ステ ムが あ らわ れ つつ あ る とい うこ と。 ま た,エ キ スパ ー トシ ステ

ム の知 識 ベ ー スの もの を見 て み ます と,こ こでお見 せ してお りますの は2つ の特 別 な例 でeざ い ま す。

特 に い ま開 発 中 の もの で あ り,研 究開 発 省 の支援 を受 け て る もの で あ りま す。 これは シペル1キ 氏のG

MD,ま た シ ュツ ッ トガル ト大 学 フィッシャ先 生 の大 学 で あ りますが,そ こで行 わ れ て る もの で あ りま

す 。特 に,1つ は ニ ク ス ドル フコ ン ピ ュ一 夕社 に よって行 わ れて るの が これ で あ ります 。 これ はエ キ

スパ ー トシス テ ムであ りま して,ニ ク ス ドル フの リモ ー トポル トダイ グノー シ ス.を,シ ス テム をサ ー

ポー トす る もの で あ りま す。 これ は フ ィー ル ドメ ンテ ナ ンスのた め であ りま す。 も う一 つ の もの は ト
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リ ンフ ァ ドラ ー社 に よ って実 施 されて い る もの ですが,こ れ は マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ー ア クシ ョンを

オ フ ィスオ ー トメ ー シ ョン ・シ ステム にお い てサ ポ ー トす る もの であ ります。 これ は ダ イア ロ グエキ

スパ ー ト ・シ ステ ムを用 い て お ります。

　 この ダ イ ア ログ エキ スパ ー ト ・システ ムに っい て もう少 し詳 細 に御 説明 したい と思 い ます。 未来 の

オ フ ィス にお きま して は,知 識労 働 者 とい うの は,す なわ ちオ フ ィスの ス タ ッフは エ キ スパ ー トシス

テムに よ って アシ ス トされ る ことにな ります 。 これ は大 変効 率 の よい もの で あ ります 。 シ ンデ ィオ テ

ィックオペ レー シ ョン,す な わ ち スタ ッフ と コ ンピ ュー タの間 の シンデ ィオテ ィック コ オペ ー レー シ

ョンに よ って 効率 よ く行 わ れ ます 。 オ フ ィスの環 境 に おい て余 知 で きな い よ うな 環境 の中 に お きま し

て は,非 常 に効率 よ く知 識 ベ ー スの シ ステ ムに おい て サ ポー トされ る こ とに な ります。 皆 さん も御承

知 の とお り,こ の よ うな シ ステ ムは オ フ ィスで の仕 事 の構造 も変 わ って ま い ります 。 です か ら,こ れ

らの シ ステ ムの ア クセ プ タ ン スス ピー ドは限定 され る こ とに な ります 。

　今 日の最 新 の マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ーア ク シ ョンの シス テム ですが,こ れ は ソ フ トウ ェアエ コ ノ ミ

ックス を見 ます と,こ の例,皆 様 よ く御 承 知 の よ うに,エ ピ リーザ,エ ックス ゼ ロ クス タ,　 御 存 じ

と思 い ますが,オ フ ィスの環境 にお きま して はゼ ロ ック スス ター及 び ア ップルVSAを 見 ます と,非

常 に完壁 な形 の オ フ ィス シス テムが つ くら'れて お ります 。　 これ はエ クスプ リシ ッ トな コ ミ ュニ ケー

シ ョンチ ャ ンネル を つ くり上 げる ため に マ ンと マ シ ンの 間の コ ミュニ ケ ー シ ョンチ ャンネ ル を確 立 す

る ために,オ フ ィスの 問 題分 野 に つい ての知 識 を完 全 に持 つ こ と,ま た,マ ン,マ シ ンの 間の コ ミュ

ニ ケー シ ョンの プ ロセ スの知 識 を持…つ とい うこ と。現 在 ドイツにお きましてはインテグレーテ ッ ドコ ミュ

ニケ ー シ ョンチ ャンネ ルを マ ン とマ シ ンの 間 に設 け る ことが 可能 にな りつ つ あ ります 。

　 最 後 に 申 し 上げ る点 とい た し ま して は,新 しい プ ログ ラ ミン グ シス テムで あ ります 。 わ れ われ は よ

くい って い る様 に,25年 前に ゴボルが つ く られ ま した。 コ ボル シ ステ ム とい うの は,オ フ ィスの作

業 を説明 す るには,あ るい は オ フ ィスの作業 に おい て表現 す るに は全 く不十 分 で あ ります 。1960年

代 よ りパ ドワル ット に お きま して は一部 の 人 が スモ トーの 開発 を始 めて お ります 。 ゼ ロ ック ス ・スモ

ール ・トー クの開 発 を始 め て お ります 。 これ を い ま ドイツで オ ブ ジ ェク ト ・オ リエ ン ト ・プ ログ ラ ミ

ン グシ ステ ム とい う もの,そ れか らリレー シ ョナル ・デ ー タベ ー ス と組 み合 わせ て,こ れ はフ ォーマ

テ ッ ド並 び に ア ンフ ォー マテ ッ ドの もの を ス トアす る こ とが で きるデ ータ シ ステム で あ ります。 これ

らの シ ステ ム を用 い ま して,エ キ スパ ー トシステ ムの アプ リケ ー シ ・ンの ほか に,さ らに容易 にユ ー

ザ ーが 使 え る よ うな コ ン ピ ュー タ を開 発 す る こ とが 可能 にな ってお ります。

　 御静 聴 あ りが と うご ざい ま した。(拍 手)

　 シペル ス キ主 査 　 　幾 つ か プ ロジ ェク トに関 して,こ と し開 始 され る プ ロジ ェク ト,あ るい は来年

の初 め にな るか もしれ ませ んが,少 し申 し1二げ たい と思 い ます 。

　 け さ も少 し トー マ ス博 士 が言 及 なす ったわ け です が,こ れ らの プ ロ グラ ムの中 か ら6つ の例 を差 し

上げた い と思 い ます 。特 に 大 きな もの 。大 きな もの と申 し ます と500万 ～1億 ドイ ツ マル クぐらいの
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もの で3年 ほ どか か って行 うプ ロ ジ ェク トで ござい ます 。 その う ち2つ が コ ンピ ュー タ ・ア ーキ テ ク

チ ャーに関連 す る もの です。1つ は人工 知 能 の ア ーキ テ クチ ャーの 分野 で して
,プ ロロ ーグの機 械 で

あ る とか,こ れ は持 に知 識 ワ ーカ ーが 自分 の卓 上 で作 業 を行 える よ うに持 に考 え た もの であ ります
。

それ か らアー キテ ク チ ャーの2番 目の プ ロ ジ ェク トは,高 性能 の数値 科学 コ ンピ ュー タで ご ざい ます 。

新 しい テ クノ ロ ジー を理解 す る とい うよ りは,ア ル ゴ リズ ム と最適 な アー キテ クチ ャー との関 係
,あ

るい は幾 つか の アー キテ クチ ャーの セ ッ トの組 み合 わ せが どの関係 を調整 しよ う とい うふ うに思 って

お ります。

　 現 在,数 値 アル ゴ リズ ムの開発 は順 調 に進 ん でお ります 。 それ に よ って1000の 単位 で 解 決 の ス

ピー ドを高 め てお ります 。 それ か らマル チ グ リッ ドアプ ロー チ を と ってお りま して
,そ れ をパ ラ レル

あ るい は マル テ ィレァ キ ュー ブ ・ア ーキ テ クチ ャー と組 み合 わせ る こ とに よ って2つ の特 性 をあ わせ

た もの をつ くれ るの では な いか と研 究 して お ります 。『非 常 に イ ンテ リジ ェン トなア ル ゴ リズ ム と
,そ

れ か ら非 常 に迅速 な,ま た適切 な コ ン ピ ュータ ・ア ーキ テ クチ ャー との組 み合 わせ を実現 す るとい う

こ とです 。

　 3番 目の プ ロジ ェク トは,エ キ スパ ー トシステ ムあ デ ザ イ ンの方 法 論 に関連 した もの であ りま して,

また,エ キ スパ ー トシス テム開発 に関 連 した調査 であ ります。 エ キ スパ ー トシ ステム を開発 す る'だけ

で はな くて,そ の エ キ スパ ー トシス テ ムを使 って エキ スパ ー トシス テム を開発 す る とい うこ とを して

るわ け です 。

　 4番 目の プ ロ ジ ェク トグル ー プ とい た し ま して は,ソ フ トウ ェアテ ク ノ ロジ ーの研 究 を して お りま

す 。特 にUNIX指 向 の もの。UNIXコ ー ドを再設 計 す るこ とを行 う
。 これ はUNIX生 産 シス テ

　 　 ムの ツ ール を使 って行 うとい うこ とです。

　 それ か ら,パ タ ー ン とイメ ー ジの理 解 とい うのが5番 目の プ ロ ジ ェク トです。 特 に製 造 の産 業 に お

きま して の応 用 とい うこ とを指 向 した もの であ ります。

　 最 後 に,VLSIのCID,CAD/CAMの シ ミ ュレー シ ・ンテ ステ ィングの 素子 が 開発 中 でC・ざ

い ます。

　 これ らの プ ロ ジ ェク トに関 して,研 究 機 関,た とえばGMDあ るい は ワ ラ ウン ホー ファ ゲ ゼル シ

ャフ ト ・フ ァー ス ト,そ して幾 つ か の企 業,1社 のみ で な くて幾 つか の企 業 の参 加 を得 る。 それ か ら

大学 の参 加。 これ らすべ ての分 野 が協 力 す る とい うこ とをす るわ け です。 ですか ら次 回 には これ らの

プ ロジ ェ ク トの計 画,そ して構成 を も う少 し詳 し く申 し上 げ られ るか もしれ ませ ん
。 これ か ら3年 先

の こ とです か らち ょっと まだ考 え る時 間が あ ります 。 まだ考 案中 とい うこ とで ご ざい ます。

　 元 岡 主 査 　 ど う もあ りが と うご ざい ま した。

　 何 か 日本側 か ら質 問 が あ りま し た ら。

　 ジ　 ロ　 ワ　 ち ょつ とつ け加 え たい ん です け ど,御 関 心 が あ る もの で はな い か と思 い ます。 とい

うの は,そ ち らの御 計画 との関 連性 が あ る もの で,特 に 自然言 語 の研 究開発 に関 して で ご ざい ます 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -63一
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これ は第5世 代 の コ ン ピ ュー タの 方 向 だ と思 い ます。

　元 岡 主 査 　何 か質 問 は。

　 岸 田 ブ リ ッチ ュ さん の お 話 の 中 で オ ブ ジ ェク ト ・オ リエ ンテ ッ ド ・プ ロ グ ラ ミン グの 導 入

の話 が あ って,日 本 で もそ うい うもの に対 す る関心 は高 ま って る と思 い ます が,お 考 え を伺 い たい ん

で す け ど,新 しい オ ブ ジ ・ク ト ・オ リエ ンテ ・ ドな プ ・グ ラ ミングの ・ タイ ル と・'うの は・ 旧来 の プ

ロ グラ ミング ス タイル に置 きか わ る ものな のか 。 それ と も新 しい ア プ リケ ー シ ョンエ リアに対 して オ

ブ ジ ェク ト ・オ リエ ンテ ッ ドな プロ グ ラ ミン グ スタ イルが あ って,旧 来 の コー ルや フ ォー トランは そ

の まま生 き残 るとお考 えに な るか。 ど うい うふ うに お考 えに な るで し ょうか 。

　 ジ ロ ワ　 対 象 指 向 プ ログ ラ ミング で す が,こ れ は新 しい アプ リケ ー シ ョン専用 とい うわけ で

は あ りませ ん。 これ は1つ の プ ログ ラ ミン グ スタ イルの選 択肢 にす ぎませ ん。 私 自身 は非常 に フ ァン

ク シ 。ナル ・プ ・グ ラ ミング ・アブ ・一 チの 非常}・興味 深い1つ の選 択脚 な るとい うふ 『に思 って

お ります。 つ ま り,同 じ問題 を解 決 す るに当 た って,フ ァンク シ ・ナ ルあ るい は ア プ リカ ーデ ィフ ・

プロ グ ラム ・アプ ロ ーチが 解決 し よ うとい う問 題 と同 じ問題 を解 決 しよ うと努 力 す る こ とで あ ります 。

　 た と え ば,過 去 に は ス モ ー ル トー クが あ りま し た が,ADAな ど もそ の オ ブ ジ ェ ク ト ・オ リエ ン テ

ッ ド ・ラ ン ゲ ー ジ と考 え られ ま し ょ う。 ア ブ ス トラ ク ト ・フ ィ ロ ソ フ ィに 基 づ く もの で あ りま す 。

　 そ れ か ら,ブ リ ッチ.ユ 先 生 が 言 っ て お られ ま し た マ シ ン は,ハ イ レ ベ ル ・オ ブ ジ ェ ク ト ・オ リ エ ン

テ ッド ・ランゲ ー ジの マ シ ンで あ りま して,こ れ はMITのCLUの 言 語 に似 て お ります。

　 岸 田 私 の 質 問 は,そ うい うこ とは わか って るんで す が,い ままで コ ンベ ン シ ョナル な プ ロ

グ ラ ミン グ ・ランゲ ー ジは これ だ け世 の中 に 使 われ て る と,そ うい う もの を使 って きた人 た ちの ライ

フス タ イルを変 え るの は なか なか むず か しい と思 うん です け ど も,そ の辺 につ い て ど うお考 えか と。

　 ジ ロ ワ　 　 コ メ ン トさ せ て い た だ く な らば,こ れ らの言 語 の利 用 を強 制 して い くた めに は,ア

メ リカの 国防 省の よ うな存 在 が要 るわ けな ん です 。(笑 声)

　 岸 田MITI.も それ ほ ど強 くは あ りませ ん。

　 ジ ロ ワ　 　 た だ,市 場 が あ ります か ら。

　 シ ペル ス キ主査 　 ま た,将 来 につ いて考 え る場 合 に,だ れ が何 をプ ロ グ ラムす るか とい うこ と も考

えね ば な りませ ん。 た とえ ば,朝 元 岡先 生 が お っ し ゃった よ うに,エ キ スパ ー トと素 人 の違 い は,ソ

フ トウ ェアを生 産 す る際 の違 い は,異 な った アプ ロー チ,異 な った ラ ンゲ ー ジを使 うわ けです けれ ど

　も,一 方,非 常 に強力 なパ ーソ ナル コン ピ ュータの 開発 に当 た って は,数 値 ば か りでは な くテ キ ス ト

な ど も処理 す るパ ー ソ ナル コ ン ピ ュー タ を開発 す る場 合 に は,い まあ る言語 で は どん な タイ プの プ ロ

グ ラ ミング も処理 が非 常 に むず か しゅ う ござい ます 。で すか ら新 しい オ ブジ ェク ト・オ リエ ンテ ッ ド

　 .ラ ンゲ ー ジを開 発 い た し ます と新 しい分 野 が開 発 され る と,い まま で容易 に 解決 で きなか った問 題

　 も処 理 で きる。 た とえば ウ ィン ドテ クニ ックを組 み合 わせ るな らば,イ ン ター フ ェー スの取 り扱 いの

　 スタイ ル とい う ものが 劇 的 に変 わ って くるわ け です 。
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　 柏 木 先 ほ どの ブ リ ッチ ュさんの お話 の中 で イン プ リセ ッ ト ・コ ミュニケ ー シ ・ン ・マ ン ・

マ シ ン ・イ ンタ ーフ ェー スの お話 が あ ったん ですが,こ れ は具 体的 な形 で もうす で に実現 で き る よ う

な雰 囲気 が あ る とい うお話 だ ったん です が,も うち ょっ と詳 し くお話 を伺 え ない で し ょうか 。

　 プ リッチ ュ　 エ ク ス プ リシ ッ ト ・コ ミュニケ ー シ ョン ・チ ャン ネル,ウ ィン ドテ クニ ック ですが,

それ か らオ フ ィス環 境 を スク リー ンに シ ミュ レー シ ョンす る とい うのは,ま だ遠 い話 で あ ります。 イ

ン プ リセ ッ トの もの は来 年 中 ごろに 実現 す るの では な いか と思 って お ります 。 エ クスプ リシ ッ トもま

だ遠 い先 の ことです が 。

　 川 　 　合 　 　エ レク トロニ ック デ スクの話 が あ りま したが,遠 い将 来 に素人 の人 が コ ン ピ ュー タ を

使 うよ うな場 合 に,シ ステ ム側 で非 常 にハ イ レベル の エ キ スパ ー トシステム を提供 で きた と きに は ど

うい う形 で使 うのが 最 もいい と考 え るべ きなん で し ょうか 。 つ ま り,人 と話 をす る とき と同 じよ うに

コ ン ピ ュータ と話 さなけ れば い け ない のか ,そ れ と も新 しい機 械 に対 す る コ ミュニ ケ ー シ ・ンの 方法

とい うの を これ か ら新 し く人 間 は身 に つけ な き ゃい け な いの か とい う点 につ いて お伺 い したい と思 い

ます 。

　 ブ リッチ ュ　 　 目標 と して は マ シ ンが 人間 に極応 して い く。 逆 で はな い とい う こ と。今 日 は逆 な ん

です けれ ど も,ど こ までや れ るか とい うの は現 在 わ か らない実 態 で ござい ます 。

　元 岡 主 査 　 　まだ た くさん御質 問が あ る と思 い ます けれ ど も,皆 さん も一 言ず つ話 して い た だ く

準 備 もされて い る と思 い ます の で次 に進 み たい と思 い ます が,シ ペ ル スキ先 生,そ れ で よ ろ しい で

す か。

　 シ ペル スキ主 査 　 (通 訳 な し)

　 元 岡 主 査 　 　それ で は,渕 先生 。

　質 問 は全 部済 んで か らま とめて や って い ただ きた い と思 い ます。

　渕 　 　第5世 代 の プ ロジ ェク トに っい て は元 岡 先生 が け さ御 講演 され ま した し,多 くの人 が御 存 じ

な の で,ご く簡 単 な サ プ リメ ン トを した い と思 いま す。

　 1つ は資料 と して お渡 し した もの につ いて御 説 明 したい と思 い ます 。 これ は皆様 す で にお 持 ちか と

思 い ますが,プ ロ ジ ェク トの計 画 の概 要 を書 い た もの で す。 それか ら「 リサ ーチ ・レポ ー ト ・オ ン 」

とい うのが あ りま して,サ マ リー と書 い'tの が2冊 あ ります 。 これ は83年 度版 と84年 度 版 で す 。

これ は この2年 間 の活 動 の状 況 を要約 した もの です 。84年 度 版 は来 週 で き る予定 で表紙 が で きて な

い んです が,こ の ミー テ ィングの ため に特 に持参 しま した。 それか らrlCOTジ ャー ナ ル 」とい うの

は,ICOTの 広 報 誌 を出 して い るわ けで すが,茄1か らyfa　3ま で の ダイ ジ ェス ト版 をつ く りま して,

これ は きの うで きた もの です 。

　 それか ら,ち ょっと現 状 の こ とで。 これ は全体 の研 究 テ ー マの分 類 なん ですが,こ この逐 次 型 シ ー

ク エ ンシ ャル ・イ ンフ ァ レン ス ・マ シ ンとい う もの は,ハ ー ドウ ェアの部 分 は昨年 の暮 れ に試 作 が で

きて い ます。現 在,こ の た めの オペ レー テ ィン グシ ステ ム をっ くってい る と ころです 。 こ と しの9月
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か10月 ぐ らいに大VANが で きるつ も りで,秋 の国際 会 議 では デ モ ン ス トレー シ ョンで きるん じ ゃ

な いか と思 い ます 。

　 これ に つ いて ち ょっとつ け加 え ます と,こ こにあ ります 核 言 語,カ ー ネル ランゲ ー ジ とい うの は

プ ロ ロ ーグの拡 張 なんで すが,そ れ を現 在 の レベル ではKLOと 呼 ん でい ます 。 この上 に シ ステム プ

ログ ラ マーが 使 うた めのESPと い う言語 をっ くってい ます 。 これ は プ ロロ ー グの よ うな言語 の 上 で

の一 種 の マ ク ロプ ロセ ッサ ーで す。 この マ ク ロ機能 を使 うこ とに よ って い ろん な こ とが で きます が,

フ ァン クシ ・ナルな書 き方 ノ ー テー シ ・ン も使 え ま す 。 だか ら表 面上 は フ ァンク シ ・ナル ・ラ ンゲ

ー ジ と同 じよ うな こ とが で きる
。 それ か らマ ク ロを定 義 す る こ とに よ って さ っきの オ ブ ジ ェク ト ・オ

リエ ン テ ッ ド ・ランゲ ー ジ と同 じよ うな もの も容 易 に実現 で きます 。 これ は テ クニ カル レポー トが 出

て ます の で,後 で御参 考 に して い た だ きた い と思い ます 。

　 も う一 つ これ につ い て言 い たい こ とは,ESPと い う言語 を使 ってSIMのOSを 全 部 い ま書 いて

い ます 。 で すか ら,こ れ が 一応 書 き上 が れ ば,ロ ジ ック ・ランゲ ー ジあ るい は オ ブ ジ ェク ト ・オ リエ

ンテ ッド ・ラ ンゲ ー ジその組 み合 わせ で書 い た大 きな プ ロ グラ ムの最 初 の例 に な るん じ ゃな いか と思

い ます 。

　 これ は前 回の 国際 会 議の と きか らの私 の 主張 なんです け ど も,フ ァン クシ ・ナル ・プ ロ グ ラ ミング

の ス タイ ル とか オ ブジ ェク リ ・オ リエ ン テ ッ ド ・ランゲ ー ジの ス タイル とい うの は,ロ ジ ック ・プ ロ

グ ラ ミングの枠 組 みの 中 に うま く自然 に融 合 で き る とい うこ とを実証 し よ うと して る と言 うこ と もで

きる と思 い ます。

　 それ か ら,さ っき 日本側 か らの質 問が あ りま したけれ ど も,新 しい ラ ンゲ ー ジでの プ ログ ラマ ー と

い うの は,若 い人 は非 常 に早 くで きる よ うに な るん で,年 を と った プ ログラ マ ーの コ ンバ ー ジ ・ンを

ど う考 え るか とい うことが 大 事 だ,そ うい うふ うに言 わ な き ゃい けな い と思 い ます 。(笑 声)

　 あ とい ろ い ろっけ加 え るべ き こ とはあ ります が,関 係 デ ー タベ ー スマ シ ンのモ デ ル とい うの も,ハ

ー ドウ ェア部 分 は試作 が一 応 で きて きて い ます 。 これ は先 々週 にICOTに 納 入 され た とい うこ とが

あ ります 。今 週 で した っけ 。 まあ,す べ て は進 行形 で あ りま して 日に 日に変 わ って い ます の で,こ と

しの秋 の 国際 会 議の と きとか,あ るいは来 年 の 日独 フ ォーラ ムの ときに は もっ と違 った御報 告 が で き

るか と思 って お ります。(拍 手)

　 元 岡 主 査 　 　それ で は,次 に川合 さん お願 い します。

　 川 　 　合 　 　私 は特 に ソ フ トウ ェアの 技術 的 な レベ ルが 日本 は なか なか ハ イ レベル に な らない とい

うこ とにっ い て2っ の 点 を指 摘 したい と思 い ます 。

　 1っ は,こ れ は プ ログ ラムセ ー ル スでe"ざ い ます が,ト ー タルの売 上 高 でC"ざ い ます 。 この数 字 は,

ソ フ トハ ウスは 日本 に大体4,000ご ざい ます が,そ の うちの100社 だけ取 り上 げ た もの で ご ざ い ま

す。 ところが,売 り上 げの80%は 上位20%の 社 に独 占 され る らしい の で,実 際 の売 上 高 は この 図の

倍 ま では な い だろ うと思 い ます 。 この白 い マ ー クは,そ の うちパ ッケ ージ を売 って売 り上 げ を上 げ た

一66一



もの のパ ーセ ンテ ー ジで ご ざい ます 。1つ の 問題 は,パ ッケ ー ジを た くさん つ くって売 るこ とに よ つ

て,新 し くつ くらな き ゃな らない ソ フ トウ ェアの分 量 を減 らして ,そ の分 の 開発 力 とい うか,労 働力

をハ イ レベ ルの ソ フ トウ ェアの開発 に向 け な きゃい け ない ん じ ゃない か とい うこ とが1つ ご ざい ます。

　 もう1つ の 問題 は い い ソ フ トウ ェア をいか に して っ くるか とい うこ とな ん です が,そ の ため には基

本的 な技 術 を開 発 す る ア カデ ミ ックな フ ィー ル ドの リサー チ と,実 際 に イ ンダ ス トリーが ソ フ トをつ

くった りユー ザ ーが使 った りす る と きの 問題 をい ろい ろ コンバ イ ン して,う ま く ミックス して扱 わ な

い といけ ない 。 だか らそ うい う人 た ちが 開発 に一緒 に参 加す る とい う仕掛 けが 必要 じゃない か とい う

ふ うに思 います 。

　 1つ の例 と して,私 の い ますIPAの ソ フ トウ ェア テク ノ ロジ ー ・セ ンタ ー といい ます が,そ こで

ど うい う試み を して るか につ い て ら よっ とお 話 しいた します 。

　 従来,資 金 の援 助 をず いぶ ん や って お りま して,そ れ に加 えて3年 前か ら実際 に ソ フ トウ ェアの 開

発 を実施 す る とい うこ とを始 め ま した 。 そ こでは アカデ ミックフ ィール ド,イ ンダ ス トリー,ユ ーザ

ーの人 た らが集 ま って きて
,こ こに 数年 滞 在 して実 際 に開発 を行 う。 その成 果 は またパ ブ リ ックにデ

ィス トリビュー トしま して皆 さんに使 って もら うとい う仕 掛 け をい ま考 え てお りますの で,技 術 を デ ィ

ス トリ ビ ュー トす る1つ の道 として の例 をお話 ししま した。

　 以 上 で ござい ます。(拍 手)

　 元 岡 主 査 　 　あ りが と うご ざい ま した。

　 それ で は,岸 田 さんお願 い します 。

　 岸 田(通 訳 な し)

　 元 岡 主 査 　 　では,佐 藤 さんお 願 い します。

　 佐 藤 資料 の コ ピーが あ りますの で,し ゃべ る方 は少 な くし ゃべ ります。

　 私 は こ こで汎用 コ ン ピ ュー タの 関係,特 に ハ イエ ン、ドに つ いて 若干 飾 れ たい と思 い ます。 これ は汎

用機 の 日本 にお け る設置 金額 の 表 で して,年 々大体 十数 パ ー セ ン トの 伸 びで,83年 度末 として大 体

5ト リリオン円強 になってお ります。これ は 日本 の各 コン ピ ュー タメー カ ーの売 上 高の 表 で あ りま して
,こ

の表 は汎用 機 だ け じ ゃな くて,パ ー ソナル コン ピ ュータ も含 めた形 の表 には な って お ります が ,こ れ

で お わか りの よ うに,私 ど もの 富士 通 が 数年 前 にIBMに トップ に立 って以来 位 置 を堅 持 して お りま

すが,主 として富士 通,日 本 電 気,日 立,こ の3社 がIBMと と もにお互 い に張 り合 って る とい う状

況 で ご ざいます 。

　 特 に コ メ ン トは あ りませ ん が,先 ほ どの富士 通,日 立,日 電 は主 と して超 大 型機 か ら小型 機 まで,

む し ろ東 芝,三 菱 さん,沖 電気 は中 ・小型 あ るい は周辺 端 末 ,あ るい はOA機 器,そ うい った ところ

を中心 に製造 が され て お ります。

　 こ こで一言汎 用 機 の う ちの ハ イエ ン ドにつ いて若 二F触れ た い と思 い ますが,こ こに あ ります よ うに,

主 と して先 ほ どの 上位3社 が中 心 に な って,そ れ ぞれ速 い パ フ ォー マ ン スあ るいは パ ッチシ ステ ム と
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い う ことにつ い て覇 を競 って る状況 で ご ざいま す。 そ こで,基 本 的 には それ を実現 す るため に ハ イ デ

ンシテ ィのLSIま た はパ ッケ ー ジ ング,あ るいは それ に 関連 した マ フ トウ ェア,そ うい っ た もの に

っい て鋭意 開発 を進 め てお ります 。 と同 時 に高 い信頼 度 を得 る とい うこ と。 い わゆ るラ スで ご ざい ま

す が,そ こに非 常 に注 意 を 払 って お ります。

　 その ほか,大 型 機 に つい て はい わ ゆ る国際協 調 とい うこ とにつ い て も力 を注 いで お ります が,こ れ

にっ い ては次 に また触 れた い と思 い ます 。

　 これ はい まの3社 の一 番 大型 の コ ン ピ ュー タの性能 を一応 総 括 して ま とめ た もの で,特 に個 々に は

御 説 明 いた しません が,言 うなれ ば,こ うい うと ころで複数 の社 が とにか くお互 いに覇 を競 うとい う

こ とが あ る意 味 では 日本 の コ ン ピ ュータ産 業の技 術 レベル を,あ るい は製造 レベ ル を上 げ る とい う こ

とに大 き く寄 与 して る と思 って お ります 。

　 特 に大 型 機 につ いて は,い わ ゆ る国 際協 力 とい う形 で,現 在 この3社 にっ きま しては,た とえば 富

士通 はお国 の シー メ ン ス社,あ るい は イギ リ スのICL社,あ る いは ア ム ダール社,こ れは アメ リカ

で ご ざい ますが,各 国の企 業 と,た とえばOEM供 給,あ るい は ソ フ トウ ェア,技 術,製 造協 力,そ

うい った ことをや ってお ります 。

　 同 じよ うに,日 立社 に お かれ ま して も,お 国 のBASF,あ るい は オ リベ ッテ ィ,あ るい はNAS,

こ うい った会 社 に対 してOEM契 約 で供給 して お ります し,同 じよ うにNECも フラ ンスのBULL

あ るい はUSAのHISに 対 して大型 機 の供 給 あ るい は ク ロス ラ イセ ン ス とい うよ うな こ とを実際 に

行 ってお ります 。

　 富 士通 の この表 に本 当 は ニ ク ス ドルフ さん をつ け加 え な き ゃい けな いの か も しれ ない んで すが,つ

い数 日前 にそ うい った記 事 が 新 聞 に出 て お ります の で,今 後 は入 れ な き ゃい け ない ん じゃない か と思

って ます 。

　 次 に,ス ー パ ーコ ンte　=一 夕に つ いて も一 言触 れ たい と思 い ます 。 先 ほ どETLの 柏 木 さん が御 説

明 に な ったの は,こ れ また先 の ナ シ ・ナル ・プ ロジ ェ ク トで あ ります が,こ れ は む し ろき ょ うの プ ロ

ダ ク トで あ りま して,過 去,ス ーパ ー コン ピ ュー タの領 域 につ い て は アメ リカ軍 がず っと その地位 を

ちゃん と築い て いた わ け です けれ ど も,日 本 グル ー プ として は7,8年 前 に私 ど ものFACOMが,

性能 は低 い です が,初 め てIAプ ロセ スユ ニ ッ トをつ くった とい うこ とを機 に その後 開発 が な され て,

今 回,ア メ リカ と同 等 レベル の コ ンピ ュー タを,富 士通'はFACOM-VPを,日 立 さんは810を

あ るい は 日電 さん はSXを 開 発 す るに 至 って お ります 。

　 これ は最 後 のチ ャ・一 トです が,い ま の3社 の スーパ ー コ ン ピ ュータ です が,先 ほ ど話 が あ りま した

よ うに,富 士通 と日立 につ い て はす で に1号 機 を出荷 して お ります し,NECのSXに つ きま して は

85年 の サスクオ一夕ー にデ リバ リー が予定 され て お ります 。 いず れ に して も非 常 に速 い ス ピー ドの タ

ーゲ ッ トをね らって ま して,一 番 速 い 性能 と して は1.3ギ ガ フ ロプ ス とい う性 能 を ね らって お ります

し,こ こでは,ア ーキ テク チ ャー的 に は現 在 の延 長の パ イプ ラ インの アー キテ クチ ャーに よ ってお り
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ます 。特 に それ を使 う素子 につ いて はや は りハ イ スピ ー ドのLSIテ クノ ロ ジー とい うの が ベ ー スで,

その た め に汎用 機 で使 わ れ て る先 端技 術 を極 力使 お う。 そ うは いい なが ら,必 要 な と ころに は,た と

えば ラー ジキ ャパ シ テ ィメ モ リー の よ うな と ころに は スタ テ ィックの64キ ロビ ッ トのMOSメ モ リー

を使 うとい うよ うな こ と もや られ て お ります。

　 あ と,こ こで は や は りい ま世の 中 に あ る ソフ トウ ェアを有 効 に その まま この機 械 に乗 せ られ る とい

うと ころか ら,強 力 な フ ォー トラ ン コンパ イル を持 って い る とい うの が特 徴 で ご ざい ます 。

　 非 常 に 簡単 で ご ざい ます が,ジ ェネ ラル パー パ スコ ン ピ ュー タの分 野 での,特 に ハ イ エ ン ドにつ い

て簡 単 に御 説 明 い た しま した。(拍 手)

　 元 岡 主 査 　 　あ りが とうご ざい ま した。

　 で は,浦 城 さん お 願 い します 。

　 浦 城OAと い うテ ーマ で シ ・一 トス ピーチ とい うの はなか なか むず か しい テー マ で ご ざい

ま して,簡 単 に や らせ てい た だ きます 。

　 日本 は世 界 の大 体0.3%弱 の 面積 なん です が,そ こに3%弱 の人 間 が住 ん でい て,10%前 後 のG

NPを や って る とい う国 で ご ざい ます が,一 方,土 地 も非 常 に狭 い ため に多 くの 食糧 とか 自然 資 源 と

い うの は輸 入 して るわ けで あ ります 。 したが って生産 性 の 向上 とい うことが非 常 に重 要 な課 題 とい う

こ とに な ってお るわ け です。

　 御 存知 の よ うに,第2次 産 業 の分 野 で は,日 本 で は製 品 の品質 とか,あ るい は生 産 性 の向 上 とい う

ことに関 して非 常 に グ ッ ド ク オ リ テ ィー を得 るに至 って お ります が,オ フ ィスの 方 の状 況 と しま し

ては,決 して進 ん で る状 況 では ご ざい ませ ん。 しか し,い ま 日本 には約2,500万 人 を超 え る ホワイ ト

カ ラーが お りま して,そ め60%以 上 は大 体 オ フ ィスで仕 事 を して い る とい う状 況 にあるわ け で ご ざい

ま して,オ フ ィスの生産 性 を向上 す る とい う ことは,き ょう現在 は工場 との 生産 性 の 差 が非 常 に ア ン

バ ラ ンスな状 態 に な って い るわけ で あ りま して,今 後 の経 済成 長 を続け る上 に は,オ フ ィスの生 産 性

を上 げ る とい うこ とが非 常 に重 要 な 課題 にな って い る と思 い ます 。

　 しか し,OAと い う言 葉 は非 常 に バ ッ トワー ドで ござい ま して,定 義 や概念 も余 りは っ き りしない

わ け であ ります が,・大体 デー タ ・プ ロセ ッシン グ ・プ ロ ダク トあ るい は ビジ ネ ス ・プ ロダ ク ト,コ ミ

ュニケ ー シ ・ン ・プ ロダ ク トとい った もの を3つ の 土 台 とい た しま して,新 しい 技 術 を どん どん取 り

入 れ なが らオ フ ィスの生 産 性 向上 とい う広 い 目的 に 向 か って発 展 し,次 第 に統 合 化 され,シ ステ ム化

され るプ ロセ ス全 体 を指 して い るか と思 い ます 。

　 OAプ ロダ ク トとい う言 葉 も生 ま れま して,日 本 で はパ ー ソナル コ ンピ ュー タ,ワ ー ドプ ロセ ッサ

ー
,フ ァク シ ミリとい っ た もの をOA御 三家 な どとい ってお りま して,そ の需 要 の伸 び は こ こに示 し

ます よ うに こ こ数 年来 非 常 に急 激 な伸 び を いた して お ります。

　現 在 のOAプ ロダ ク トは,主 体 は シ ン グル フ ァン クシ ・ン,ス タ ン ドア ロー ンの もの が多 いわ け で

す け ど も,こ れ も先 ほ どお話 が あ りま した よ うに どん どん マ ルチ ファ ンク シ ・ン化 し,イ ンチ グ レー
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ト化 して い く。 あ る いはLANを 介 してネ ッ トワー ク化 してい く とい う方向 に向か って い るわ け であ

ります 。

　 しか し,こ こで き ょう ち ょっ とお 話 し申 し上 げ た いの は,OAの 目標 とい うの が オ フ ィスにお け る

人 間 のい ろん な活動 の 生産 性 を上 げ る とい うことか ら,そ こに働 く人間 の言 葉 とか,あ るい は組 織 と

個 人 のか か わ り合 い とか,オ フ ィスが狭 い とか広 い とい った よ うな環境,そ うい った よ うな もの に強

く影響 を与 え る もの と思 い ます 。

　 そ こで,本 日は,日 本語 とい う言 語 の特 徴 とい うのが 日本 のOA環 境 に ど うい った影 響 を与 えて い

るか とい うこ とに つ いて 簡単 に お話 し したい と思 い ます 。

　 日本語 は,リ ト ゥンラ ンゲ ー ジ として の特 徴 は漢字 か なま じ り文 とい うこ とで ご ざい ます 。 漢字 と

い うの はチ ャイ ニー ズ キ ャ ラク ター を土台 とした イデ オ グ ラ フ ィ ックな文 字 で あ りま して,通 常 私 ど

もは2,　OOO～3,000,実 際 人名 とか地 名 を入 れます と1万 種以 上 の字 がCざ い ます。 か な 文字 とい う

の は ホネ テ ィックな文 字 でeざ い ま して,2つ の ク ラ スが あ って,お の おの 数十 種類 あ りま す。 それ

か ら漢字 の字 体 とい うの は非 常 に コン プ リケ ーテ ッ ドな もの が多 ご ざい ま して,中 に は30エ レメン ト

を超 え る よ うな もの が ござい ます 。

　 3番 目の特 徴 として は,音 声学 的 といい ます か,ホ ネテ ィッ クに は比 較的 シ ンプル とい われて お り

ま して,音 節 の 種類 とい うの は112種 程 度 で,ヨ ー ロ ッパ言 語 が数 千 か ら数万 の ホネテ ィックシ ラ ブ

ルが あ るの に比 べ ます と非 常 に シン プル とい うこ とで,こ の点,音 声 認識 とい っ たよ うな立 場 か らは

やや や さ しい んで は ない か とい われ て お ります。

　 一 番の 問 題 はキ ャラ ク ター セ ッ トが非 常 に 大 きい とい うこ とで ござい ま して,こ れ が アル フ ァベ ッ

トに比べ ま して入 力 問題 とい うの を大 変 むず か し くしてお ります 。 その ため に,日 本 では 従来 よ りタ

イプ ラ イ ターの普 及 とい うの が欧米 に比べ て 非常 に低 いの が特 徴 です 。

　 日本語 の コー ドの 入力 方 法 として は,1つ は タ ブ レ ッ トイ ンプ ッ トと申 しま して,1,000～3,　 OOO

の字 を タ ブ レ ッ ト上 に配 置 して,そ れ をペ ンタ ッチで 入力 す る方 法 とか,あ るい は マル チ ス トロー ク

ダイ ビン グ と申 しま して,漢 字 を2つ ない し3つ の ス トロー クの組 み合 わ せ に1対1に 対 応 させ ま し

て,そ れ でタ ッチ タ イ ピ ング を可 能 にす る方法 とい った よ うな ものが ござい ます が,こ こに書 いて ご

ざい ます 漢字 か な トラ ン ス レー シ ョン とい う,キ ーボ ー ドか らは ホ ネテ ィ ック レタ ーで ご ざいます か

な文 字 を用 い て ワー ドとか クロー ズ単位 に入 力 して,そ れ を リー ドオ ン リー メ モ リー とか フ ロ ッピー

デ ィス クに含 まれ て い るデ ィク シ ョナ リー を使 って 自動 的 に変 換 をす る とい う方 法 が数 年 前 よ り開 発

され ま して,現 在 非常 に広 く普 及 し始 めま した 。 しか し,日 本 語 に は ホモ ニム スが非 常 に 多 い ため に,

その適 切 な選 択法 に関 してい ろん な工 夫 や研 究 が行 わ れ て お ります 。

　 もう一 つ の特徴 は,タ イ プの普 及 が 非常 に低 い とい う こ とで,日 本 の オ フ ィスで は手書 きの ドキ ュ

メ ン トが 大変 多 い とい うこ とで す。 それ を その ま ま伝 送 で きる フ ァクシ ミリの普 及 とい うのが 欧米 に

比 べ て非 常 に高 い とい うの も1っ の 特 徴か と思 います 。
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　 あ と,字 形 が複 雑 とい うこ とは 欧米 に比 べ ま してや やハ イ リゾ リ ュー シ ・ンの デ ィバ イ スを必 要 と

す る とい うわ けで ご ざい ま して,デ ィスプ レー や プ リンタ ー もや や ハ イリ ゾ リ ュー シ ョンの もの が必

要 にな ってお ります。 漢 字 を表現 す るに は,一 部 省略 した とし ま して も16×16ド ッ ト,通常 の 品質

で は24×24ド ッ ト程度 が必 要 で,ハ イク オ リテ ィの ものに は さ らに高い ドッ トマ トリ ック スが必 要

といわ れ てお りま す。

　 そ こで,1つ の 日本 の特 徴 か と思 い ます け れ ど も,情 報 化 社会 を迎 えて,日 本 の 非 常 に狭 い オフ ィ

スには,印 刷物 のみ な らず手 書 きの文 書 な どが山 盛 りとあふ れて お るわけ で ご ざい ますが
,こ れ を何

とか 減 らす,AO　・一パ ー レ スオ フ ィスとい った もの が 日本のOAで の非 常 に重 要 な ゴ ールに な って お り

ます 。

　 それ を実行 す る ため に は,イ メー ジの情報 と コー ドの情 報 をハ イ ブ リッ ドな形 で記録 して,そ れ を

非 常 に効 率的 な検 索が で きる イメー ジフ ァ イ リン グシ ステ ムとい うのが ニ ーズ として非 常 に強 くな っ

て お るわ け であ りますが,そ れ を実現 す る た めに オ プテ ィカルデ ィス クの 開 発が 数 社 に よ って され て

お りま して,こ こに 書い てeざ い ます よ うに,1枚 の デ ィスクで,A4サ イズで 数万 枚 ,ラ イブ ラ リ

ーを つけ ます と100万 枚 を超 え る ドキ ュメ ン トの蓄 積 が可能 に な る,そ うい った フ ァイ リングシ ステ

ム もで きか か ってお ります。

　 これ は私 ど もの会 社 で開 発 い た しま した ヒッ トフ ァイル とい う もの で ご ざいます け ど も,こ の1枚

の光 デ ィス クには 数万枚 の ドキ ュメ ン トが貯 蔵 され るわ けで ござい ます 。 これ は これ の簡 単 な構成 図

で ご ざい ます 。 この フ ァ イ リン グシ ステ ム を,い まは こ うい った状 態 で ご ざい ます け れ ど も,さ らに

マル チ フ ァ ンク シ ョン,あ るい は ワー ドプ ロセ ッシン グの 機能 とか,LANへ の接 続 とい った よ うな

機 能,そ うい った も.のを つけ なが らどん どん発展 して い くと思 い ますが,こ うい っ た製 品 は,ユ ニー

クな もの とは申 し上 げ ませ ん けれ ど も,日 本 のOAに おい て は非 常 に受 け入 れ られ て い くで あろ う製

品 とい うふ うに思 って お ります 。

　 以 上,簡 単 で ご ざい ますが 。(拍 手)

　 元 岡 主 査 　 　あ りが と うご ざい ま した。

　 それ で は,相 磯 さん。

　 相 　　 磯 　　 私 は,日 本の 情報 技 術 と大 学 の教 育研 究 との 関係 につ いて簡 単 に お話 しを 申 し上 げ ま

す。

　 こ こに幾 つか の数 字 を 出 しま すが,こ れ は昨 年文 部 省 か ら発 表 され た統 計 資料 で ご ざい ます。'簡単

にお話 しします が,ま ず,日 本 の ア ンダ ーグ ラデ ュエー トの大 学 が幾 つあ るか とい うのが 書 いてφ り

ます が,ナ シ ョナル とい うの が国 立大 学,ロ ー カル ガバ メ ン トとい うの は 日本 で は公立 大学,そ れ か

らプ ライベ ー トユ ニバ ー シテ ィ,私 立 大学 。 全 部 で455校 あ ります 。その うち国 立 大学 は21%。 多

くは私 立大 学 で あ ります 。 この ほか に テ クノ ロ ジーに関 す る2年 制 の カ レ ッジが 日本 に は20ぐ らい

あ ります 。 こ こに は入 って お りま せ ん。 それ か ら,こ の うち大学 院 を持つ大 学 が こ こに書 いて あ りま

71



す 。 これ は後 ほ どご らんい た だけ れ ば結構 か と思 い ます 。

　 大学 の学 生 で あ ります が,ア ンダ ー グ ラデ ュエー トの学 生 は全部 で約180万 人 ぐらい。 これ は文

科 系,理 科 系 全部 の学 部 を含 んだ もの です。 その うち女 性 は22%。 残念 なが らコ ンピ ュー タサ イエ

ンス を専 攻す る学 生 は どの くらいか とい う詳細 な デ ータ は示 され てお りませ ん 。恐 らく数%の オー ダ

ー だ と思 い ます 。 日本 の社 会の 要 求 に こた えていな い とい うの が 日本 の大 学 の実 情 です 。 日本 の大学

は ダ イナ ミックに変 わ らない とい う欠 点が ご ざい ます 。エ ン ジニア リン グデパ ー トメン トに関 して は

一番 ニー ズの多 い学 部 は機 械 工学 。 その次 が 化学 です 。 その次 が 電 気 ・電 子 だ と思 います 。 コン ピ ュ

ータ サ イエ ンスは 数か らい えば ず っ と小 さい学 部 です 。 しか し,コ ン ピ ュー タの 勉強 は,コ ンピ ュー

タサ イ エ ンスデパ ー トメ ン トの ほか に電 気 あ るいは数 理 工学 科,そ の ほか の とこ ろでや ってお ります

の で,数 か らい えば か な りの数 に な るか と思 い ます 。 こ こに は大学 院 の学 生 の数 が書 か れ てお ります 。

これ も後 ほ どご らん い ただ きたい と思 い ます 。

　 これ は理 学,サ イエ ンス,あ るい は テ クノ ロ ジー,エ ン ジニ ア リ ングを専 攻 してい る学生 の数 で あ

ります 。理学 は全体 の3.2%。 エ ン ジニ ア リ ングは19%。 大 学 院の 学 生 は マ ス ターの サ イエ ン スは

全体 の10%,エ ンジニ ア リン グに 関 しては41%。 です か ら日本 の大 学 院 の41%は,マ スター に

関 しては エ ン ジニ ア リン グを勉 強 して い る学生 とい うこ とにな ります 。

　 これは スタ ッ フの 数 であ ります 。 まず 教育 研究 関係 の スタ ッフは,こ こに書 い てあ ります よ うに大

体 日本 の大 学 に は10万 人 ぐ らい お ります 。下 の 方 は事 務系 統`1)人で す。 約15万 人 トー タル でお りま

す 。

　 以 上が 非 常 に大 まか に見 た大学 の 横 顔 です が,こ れ は サ イエ ンス とテ ク ノ ロジー に関す る研究 全体

をなが め た数値 で す。 これ は国 立 の研究 所 の リサ ー チ ャーの 数。 大 学 に おけ る研 究者 の 数,イ ンダ ス

トリーに おけ る数 。 それ か ら,こ れ は予 算の 額 であ ります。

　 日本 の大 学 は全 部文 部 省 が管 轄 してお ります。 したが い ま して,通 産 省の 大型 プ ロジ ェク ト,先 ほ

どの 第5世 代 あ る いは スーパ ー コ ン ピ ュータの研 究 の予 算 は大 学 に直 接 付与 され るこ とは あ りませ ん 。

原 則 と して で きな い こ とに な ってお ります 。

　相 磯 は い,ICOTで もな か なか 許 され な い とい うg)が 実 情 です 。普 通,元 岡先 生 初 め私

ど ももた くさんICOTか ら も らって るん で はない か と思 って る人 が 多 い んです が,そ れ は事 実 に反

す る こ とです 。

　 しか し,文 部 省 は科学 研 究 を助 成 す る助成 金 を持 って お ります 。 これ を グラ ンッ ィンエ イ ドとい い

ます 。 これ は1982年 の数 です が,大 学か ら出 た アプ リケ ー シ ・ンの数 は約4万3,000テ ー マ。これ

に対 して約3分 の1ぐ らい の1万3,000ぐ らい に対 して約380億 円 の予 算 が与 え られ てお ります 。

1年 間 に大 体 この く らいの 数 。 しか し,こ れ は 全体 で あ ります か ら,イ ン フ ォメー シ ・ンテ ク ノ ロジ

ー に関 して は これ また数%と い うこ とに な ります。
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　 しか し,イ ン フ ォメー シ ョンテ ク ノロ ジー に関 しては,最 近 重要 研 究課題 にな ってお りま して,特

別 な 補助金 が準備 され てお ります 。 これ は こ としか ら3年 間特 別 な予 算が計 上 され ま した。 その研 究

の テー マは,こ こに書 い て あ ります よ うに イ ンテ リジ ェン トプ ロセ ッシン グ。 大変 長 い ん ですが,日

本 語 では多 元知 識情 報の 知 的処 理 と統 合 化 に関 す る研 究 。 これ は 日本 の通産 省 の第5世 代 の コ ン ピュ

ー タの研究 な どの重 要性 を反 映 して文 部 省 で もナ リ ッジ イン フ ォメ ー シ ・ンの 研究 を し ま し ょうとい

うこ とに な ったわ けで す。

　 これが4つ の 大 きなテ ー マで あ ります 。 りサ ーチ の期 間は3年 間 ですが,こ の研 究 に 参 加 を してい

る リサ ーチ ャー は32グ ル ープで す。この中 に は元 岡先 生 も入 って お ります し,私 も入 って るわけ です 。

その ほか公 募 を します 。 オー プ ンに して魅 力 的 な研 究 をす る人 を この グルー プに入 れ る予定 です 。 大

体10～20グ ル ープ です 。予 算 は,こ と しは約2億1,000万 円,来 年2億 円,3年 目が1億6,000

万 円,合 計5億7,000万 円 とい う大変 ささや か な予算 であ ります 。

　 以 上お 話 し申 し上 げ ま した よ うに,日 本 の大 学 と して は余 り予 算 が ござい ま甘 ん の で,最 先 端の 研

究 に は文 部 省側 か らは余 り積極 的 に 参加 で きない とい うのが実 情 です 。

　 そ こで,最 後 に私 が 申 し上 げ たい の は,イ ン フ ォメ ー シ ・ンテ クノ ロジー の よ うに技 術 進歩 が激 し

い分 野 で は,大 学 の研 究,教 育 だけ で は十分 であ りませ ん。最 も重 要 なの は,や は り私 は企 業教 育 だ

ろ うと思 い ます 。企 業教 育に は い ろい ろあ りま して,各 企 業が 積極 的 にや る ケ ー ス,そ れ か ら,大 学

では ござい ませ ん が,専 門 の トレー ニ ングをす る学 校 が かな りの数 存在 す る とい う こ とであ ります 。

　 以上 が 日本 の 大学 を取 り巻 く状 況 です 。(拍 手)

　 シ ペル ス キ主 査 　 　 5分 ず つ発 表 させ て い ただ きます 。

　 ジ ロ ワ　 　 これ また非 常 に広 範 な複 雑 な もの を5分 でお話 し申 し上 げます が,パ ラ レル ・プ ロセ

ッシ ング ・ア ーキ テ クチ ャー の分 野 に関 して言 及 したい と思 い ます。 幾つ か の デザ イ ン決定 を して初

めて 建設 が で きるわ けです け れ ど も,ま た,そ の決 定 はパ ラ レリズ ムを陰 にす るか 陽 にす るか とい う

問 題 が あ り ます 。　 エ ク ス プ リセ ッ トに し ま す と ア プ リ オ リ ・ノウ ン ・パ ラ レ リズ ムを ス トラ

クチ ュア デ 一 夕 タ イプに使 うことに な ります が,こ の 決定 と関連す る決 定 として は,デ ー タ フロー ト

コ ン トロー ル を使 うか,あ るい はデ 一 夕 ス トラ クチ ュアの アーキ テ クチ ャーの ア プロ ー チ を とるか と

い う問 題が あ ります。 デ ー タ フロー が よ り一 般 化 され たや り方 です が,同 時 に オー バ ー ヘ ッ ドも非 常

に高 くな ります 。 とい うの は,こ の デ ー タ ・デ ィペ ン ダ ンス ・アナ リシス とい うの はか な りの オーバ

ーヘ ッ ドが かか ります。 トー ク ン タギ ン グが い ま一 般 化 して お ります が,こ れ は メ モ リーな どに関 す

る要求 も非 常 に高 い もの であ ります 。 それ に加 え ま して,デ ー タフ ロー マ シンは効 率 的 にデ 一 夕 ス ト

ラ クチ ュ アを扱 う とい う ことが で きませ ん。

　 それ か らほか の決 定 が ござい ます。 た とえば ス トロ ン グリー ・カ ップル ドの もの を使 うか。 あ るい

はル ー ス カ ップル ドの もの を使 うか とい う問 題 が あ ります 。 その答 えはい ろ い ろな ニ ー ズに よって変

わ って き ますが,将 来 の シ ステ ムの リク ワイ ヤ メ ン トとい う もの を少 し挙 げ てみ ま した。 一部 は少 な
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く と も こ こ に あ る は ず で す 。

　 ま ず,ハ イパ フ ォ ー マ ン スの もの,パ ラ レ ル オ ペ レ ー シ ョ ン を 通 じ て これ を行 う と,非 常 に 高 価 な

ス ー パ ー コ ン ピ ュー タ テ ク ノ ロ ジ ー で は な くて,パ ラ レ ル オ ペ レ ー シ ・ン を通 じて 行 う と,非 常 に ハ

イ ス ピ ー ドな コ ン ピ ュ ー タ は 高 度 な 技 術 に よ っ て ギ ガ フ ロ プ ス を実 現 し な くて は な らな い わ け で す が,

も う少 し中 庸 な パ フ ォ ー マ ン ス の こ と を こ こ で は い っ て お り ま す 。

　 そ れ か ら,よ りマ ル チ エ ク ス テ ン シ ブ な もの,こ れ は ソ フ トウ エ ア トラ ン ス ペ ア レ ン トで な け れ ば

な りま せ ん 。 コ ン ピ ュ ー タ が ダ ウ ン して し ま う よ う な もの は 受 け 入 れ られ な く な って く る で し ょ う。

そ れ か ら オ ペ レ ー シ ョナ ル シ ス テ ム フ ァ ン ク シ ョン も必 要 と さ れ ま す 。 ま た,ク ル ー シ ャ ル シ ステ ム

フ ァ ン ク 治 ・ ン も よ り よ く保 護 す る 。 これ は ハ ー ド ウ ェ ア あ る い は フ ァ ー ム ウ ェア に よ っ て 保 護 す る 。

あ るい は コ ン ピ ュ ー タ ・オrパ ー ホ ー ル ・ーハ ィ ア ラ キ ー の 管 理 下 に 置 く。 そ れ か ら ソ フ トウ ェ ア ク

ラ イ シ ス も何 らか の 方 法 に よ っ て 解 決 し な け れ ば な りま せ ん 。 こ れ は 以 前 に も言 及 され ま し た 。

　 これ は パ フ ォー マ ン ス を コ ス トで 割 った もの 。 コ ス ト比 較 対 パ フ ォ ー マ ン ス で あ りま す 。 こ こ で は

ハ ー ドウ ェ ア コ ス トが あ り ま す 。 こ ち らは 在 来 型 の メ ー ン フ レ ー ム 。 こ れ は 高 い 方 に あ りま す 。 こ

ち らの 方 が1単 位 高 い わ け で す が,よ り よ い と言 うべ きで し ょ うか 。 マ ル チ マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ シ

ス テ ム は大 体 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と同 じ レ ン ジ。 コ ス ト も大 体 同 じ で あ りま す 。 パ フ ォ ー マ ン ス

が よ くな る わ け で す 。 そ れ か ら,非 常 に 興 味 深 い こ と に,ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ も大 体 同 じ単 位 コ ス

トに な りま す 。 そ れ か ら マ イ ク ロ コ ン ピ ュ 「 タ ・テ ク ノ ロ ジ ー は安 い テ ク ノ ロ ジ ー の リ ク ワ イ ヤ メ ン

ト全 部 を満 た し ま す 。 か な り大 量 に 生 産 で き る 。 ま た,集 積 度 も非 常 に 高 い 。 で す か ら大 き な パ ッケ

ー ジ ン グ を 必 要 と し な い 。 何 千 ものICを 必 要 とす る こ とは な い わ け で す 。

　 それ か ら ク ー リ ン グ の 問 題 が あ りま す け れ ど も,ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ テ ク ノ ロ ジ ー は 全 く逆 に な

りま す 。 集 積 度 が 低 く,ハ イ パ ワ ー で 非 常 に ク ー リ ン グが 高 くつ き ま す 。 ボ リ ュ ー ム も低 い 。 な ぜ 同

じ レ ン ジ の と こ ろ に 属 す るか と い うの は,SIMDマ シン あ る い は パ イプ ライ ンマ シ ン の ア ー キ テ ク チ

ャ ー の 利 点 が あ る か らで す 。 で す か ら,非 常 に 高 い 技 術 が あ っ て も単 位 コ ス トは 同 じ に な り ます 。 ま

た,パ フ ォー マ ン ス は 相 変 わ らず 非 常 に い い と い う こ と に な りま す 。

　 私 ど もの 努 力 の 主 な もの は,こ の3つ を 組 み 合 わ せ る と い う こ と です 。 そ う し ま す と 単 位 コ ス トが

低 くな る 。 も ち ろ ん,そ ち らで 話 し て お られ る よ うに ス ー パ ー コ ン ピ ュー タ の 性 能 は 得 ら れ ませ ん け

れ ど も,こ こ で の サ ウ ン ドバ リ ヤ ー は100メ ガ ホ ン 当 た りの レ ンヂ で す 。 メ モ リ ー バ ン ド ウ イ ッズス

も限 られ て お り ま す 。 マ キ シ マ ム パ ン ド ウ イ ッズ ス達 成 で き る マ キ シ マ ム メ モ リ ー バ ン ド ウ ィ ッ ス ス

で す 。

　 可 能 な マ シ ン デ ー タ タ イ プ で す 。 何 らか の 形 で 私 ど も実 験 シ ス テ ム で 実 施 し て お りま す 。 あ る い は

実 施 の 努 力 を し て お り ま す 。 タ イ プ メ ト リ ック ス,こ れ は典 型 的 な マ ト リ ッ ク ス オ ペ レ ー シ ・ ン,そ

れ か ら グ レ イ ス ケ ー ル イ メ ー ジ,表 現,こ れ もメ ト リ ッ ク ス で す 。 イ メ ー ジ プ リプ ロ セ ッ シ ン グ セ グ

メ ン テ ー シ ョ ン な ど で す 。 ス タ ン ダ ー ド オペ レ ー シ ョ ン で,ア イ コ ニ ック の 分 野 で す 。 タ イ プFFT,
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そ れ か ら フ リ ー エ ン ト ラ ン ス フ ォー ム,リ ス ペ ッッ。

そ れ と そ れ の オ ペ レ ー シ ョ ン。 た だ,こ れ は す べ て マ ト リ ック スで す 。 こ れ を よ り一 般 化 して ダ イ ナ

ミ ック ス トラ ク チ ュ ア を 設 け よ う とす る とい うこ と を して る。 メ ー ト リ ック ス か ら脱 出 し よ う とい う

こ と を し て お り ま す 。 そ の 結 果 リ ス トオ ペ レー シ ・ン とい う もの が 出 て き ま す 。 そ れ か らユ ニ フ ィケ

ー シ ョ ン オ ブ ジ ェ ク ト
,属 性 の,ま た タ ー ム の セ ッ ト,そ れ か らユ ニ フ ィケ ー シ ョ ン な どが あ りま す 。

　 次 の 問 題 は ス トロ ン グ リ ー ・カ ッ プ ル に す る か,そ れ と ブル ー ス リ ー カ ッ プ ル 。 これ は 一 般 的 な 答

え は な い6こ れ は リク ワ イ ヤ メ ン トに よ って く る と 申 し ま した わ け で す が,こ れ は 非 常 に ス ト ロ ン グ

な カ ッ プ ル ド シ ス テ ム で す 。 これ は イ メ ー ジ ア ナ リ シ ス シ ステ ム,画 像解 析 シ ス テ ム で して,も うす

で に 開 発 さ れ た もの で す 。 こ れ は 個 々 の グ レ ィ ス ケ ー ル メ トリ ッ ク ス デ 一 夕 は デ リケ ー トメ モ リー,

フ レー ム バ ッ フ ァ ー メ モ リ ー,専 用 メ モ リ ー に 入 って お り ま す 。 デ ー タ フ ロ ー は チ ャ ン ネ ル シ ステ ム

を通 じ る もの で は な くて,特 別 なDMAチ ャン ネ ル に よ って 行 わ れ ま す 。4プ ロ セ ス ほ ど プ ラ グで き

ます 。1億 ほ どの6ポ イ ン トオ ペ レ ー シ ョン ・パ ー ・セ カ ン ド,あ る い は2.5億 フ ロ ー テ ィ ン グ オ ペ

レ ー シ ・ン,FFTの 場 合 に は そ れ が 可 能 に な りま す 。 これ らの プ ロセ ス は マ ル チ フ ァ ン ク シ ョン で

す 。 い ろ い ろ な 画 像 解 析 の オ ペ レ ー シ ・ン の リ ス トで ご ざ い ま す 。

　 こ れ が100メ ガ フ ロ ッ プ,ワ ー ク ス テ ー シ ・ ン の 概 念 で す 。 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で 計 画 中 の も

の で す 。 卓 上 に 乗 せ て そ の 科 学 的 な応 用 が で き ま す 。 シ ミ ュ レ ー シ ョン な どが 可 能 に な り ま す 。 非 常

に ス ト ロ ン グ リー カ ッ プ ル ドシ ス テ ム で す 。 も ち ろ ん これ が デ 一 夕 フ ロ ニ と同 じ コ ス トで 同 じパ フ ォ

ー マ ン ス を や る と い う こ とは で き ませ ん が
,こ れ は ル ー ス リー カ ッ プ ル ドシ ス テ ム で す 。 多 くの ノ ー

ト,メ モ リー ペ アが イ ン タ ー コ ネ ク シ ョン ネ ッ ト ワー ク で 接 続 さ れ て お り ま す 。　 エ ン キ ュ ー バ イ

パ ー キ ュな どが ご ざい ま す 。 これ らの ネ ッ トワ ー ク の 実 現 性,フ ィー ジ ビ リテ ィを 見 ま す と,ピ ン に

よ る 制 限 な ど を考 え な け れ ば な りま せ ん 。1.24の ノ ー ドを 接 続 す る な らば ピ ッッ エ リエ ン ネ ッ トワ

ー ク ぐ らい しか で き ませ ん
。 ピ ッ ッ エ リエ ン ネ ッ トワ ー ク は こ れ らの メ ガ バ イ トの イ ン タ ー コ ネ ク シ

ョ、ン パ ン ドウ ィヅ ス で す と この く らい し か 期 待 で きま せ ん 。 ル ー ス リ ー カ ップ ル ド シ ス テ ム の 私 ど も

の 解 決 法 は ち ょ っ と異 な っ て お り ます 。 これ は280メ ガ ビ ッ トバ ス に 基 づ い た もの で あ りま す 。ス ロ

ー テ ッ ドリ ン グ バ ス レ ス コ ミ ッ シ ョ ン フ リ ー プ ロ トコ ー ル で24メ ガ バ イ ト ・パ ー ・セ カ ン ドで 幾 つ

か の ノ ー ドを 接 続 し て,'各 プ ロセ スの ク ラ ス タ ー が あ り ま し て,]6ほ ど,64を 非 常 に ハ イ ス ピ ー ・

ドの パ ラ レル バ ス に 接 続 い た し ま す 。

　 そ れ か ら ト ラ ン ス ミ ッ シ ・ン パ ン ドの パ ラ レ ル ・ウ ィ ズ ス を長 い もの で は な くて 短 い もの で 行 う。

そ れ で イ ン タ ー ノ ー ドコ ネ ク シ ョン ス ピ ー ドは25メ ガ バ イ トを達 成 す る とい う こ とで,こ れ は い ま

ま で 提 供 さ れ る もの よ り もよ い もの で あ り ま す 。 向 こ う1年 半 か ら2年 に 実 現 近 い もの を 御 説 明 い た

し ま し た。 以 前 の プ ロ ジ ェ ク ト との 関 連 に お い て 開 発 す る もの で ご ざ い ます 。

　 (拍 手)

　 グ ロ ウ　 　 も う何 日 も何 日 も話 は 続 け られ る と思 い ま す け れ ど も,議 長,皆 様 方,も う少 し一 般
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的 な コ メ ン トを させ て い ただ きます 。

　 非常 に興 味深 い話 し合 い を見 てみ ま して,2っ の極 端 な意 見 が あ る と思 い ます 。 す なわ ち全 く違 っ

た 目的 を持 って い る と。1つ は技 術指 向 の もの 。 これ は皆様 方 か ら御 発表 もあ りま したが,非 常 に感

銘 を受 け ま した 。 です け ど も,私 ど もの発 表 に も見 られ ます 。 た とえば ジ ロ ワ先 生 の コ メン トに もあ

りま したがR&Dの 研究 開 発 を この 面 で行 って お ります 。 それ か らまた,私 自身何 年 も研 究 を行 って

お りま して,日 本 の これ ま での実 績 に大変 印象 深 い ものが あ る と感 銘 を受 けて お ります 。

　 しか しなが ら一 方 では,現 在 では もっと現 実 的 な テク ニ カル オペ レー シ ・ン,あ るい は開発,コ ン

ピ ュー タの生 産 を今 日の オフ ィスオ ー トメー シ ョンに合 わせ た形 で の生産,開 発 が 必要 であ るとい う

ことで す。、幾 つか の コ ン ピ ュー タが もうす で に実用 化 され て お りますが,も っ と も っと現 実 的 な もの

で あ ります 。 もちろ んい ろ い ろな欠 点 もご ざい ます。 皆様 御存 じの よ うに 。 しか しなが ら,い ろい ろ

な 目標 を達成 す るた め に改 善 が な され る と思 い ますが,幾 つ か の業 界 で もこの デー タ プ ロセ ッシン グ

とい う大 きな問題 を克 服 す るであ りま し ょ う。 すな わ ち,わ れ われ の経 験 に お きま して はチ ャレ ンジ

が ござい ます。 特 に ドイ ツに お きま して は,現 在 の とこ ろハ ー ドウ ェアの 面 での チ ャレ ンジが あ りま

す 。 しか しなが ら もっ と もっ と大 きな形 で,ソ フ トウ ェアでの チ ャ レンジ,課 題 が ご ざい ます 。

　 ソ フ トウ ェアにつ い て お話 し申 し上 げ る と きに は,現 実的 な分 野 としては オ フ ィスオ ー トメ ー シ ・

ンの分 野 での ソ フ トウ ェアの 問題 が ござい ます 。問 題 とい うの は解 決 され なけ れば な りませ ん。 コン

ピ ュー タ を使 って,ま た人 々に よって,す な わ ち技 術屋 では な い人 に よ って コ ン ピ ュー タを使 用 す る

とい うこ とが必 要 な わけ です 。 コン ピ ュー タに つい ての教 育 を受 け て ない人 た ちで あ ります。 た とえ

ば弁護 士 です とか ビ ジネ スマ ンで あ ります 。 この人 々の中 に は技 術 とい った もの を全 く嫌 い な人 もい

るわ け です 。 しか しなが ら,オ フ ィスコ ン ピ ュー タ,OAを 使 って いか なけれ ば な らな いわ け です 。

こ うい った皆様 方 か ら発表 され た よ うな プ ロ ジ ェク トの 中でOAを 使 って いか なけ れば な らな いわ け

です 。 です か ら研究 側 の 課題 として は ど うす るか とい うこ とで すが,こ の 限定 され た キ ャパ シテ ィ,

特 に ソ フ トウ ェアの キ ャパ シテ ィに つい て は限定 されて お りますが,し か しなが ら多額 の投 資 が必 要

だ とい うわ けです 。 た とえば弁 護 士 に適 切 な アプ リケ ー シ ョン プ ログ ラム とい うの は違 うわ けで す し,

あ るいは プ ロモ ー タ ーカ ー を修 理 す るよ うな商 売 を して る人 には 全 く別 の ソ フ トウェ アパ ッケ ー ジが

必 要 なわ け です 。 です か ら投 資額 とい う もの はほ かの ハ ー ドウ ェアへ の投 資 額 に比 べ ます と大 規 模 な

もの に な って るわ け です 。 です か ら,わ れ わ れ と しま しては,遠 い将 来 に向 けて発 明 してい か な き ゃ

な りませ ん。す なわ ち既存 の もの を将来 の 目的 に 合 わせ て改 善 を して いか な けれ ば な りませ ん。 です

か ら現 状 とい た し ま しては,現 在利 用可 能 な ソ フ トウ ェアの パ ッケ ー ジを利 用 して いて,　 た と え ば

COBOL,皆 様COBOLに は欠 点が 多 い とお っしゃる方 も多 いと思 いますがCOBOLを 使 って,ま た,

コ ン ピ ュータの分 野 で は,い い に しろ悪 い に しろ市 場が 科学 者 に よって決 め られ るの では な く,市 場

が決 めて い くわ け です 。CBXタ イプの ベ ー スの もの,こ れ も余 りよい 言語 で は あ りませ ん け ど,す

でに使 われ て るわ け です 。　 UNIXも 市場 に出 よ うと して お ります し,で す か らこ うい った方 向 に
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向か って るわ けです 。 す なわ ちUNIXが スタ ンダ ー ドに な ろ うと して い るわ けです 。 われ われ は

こ うい った現 状 を受 け入 れ な け れ ば な りませ ん。

　 皆様 も っと未 来指 向 の方 もい ら っし ゃるか と思 い ますが,現 実 に 直面 した場合,現 実 に生 きて いか

なけ れ ば な らない わけ です か ら,未 来 に向 け て現実 を受 け入 れつ っ方 向修 正 を してい か なけれ ば な ら

ない わけ です 。 です か ら,未 来 指 向 ばか りで はな く,現 状 を も考 慮 に入 れ て行動 しな けれ ば な らない

とい うこ とだけ を述べ たい と思 いま す。(拍 手)

　 ケ ー ニ ヒス　 　時 間が 余 りあ りませ んの で私 も簡 単 に した い と思 い ます。

　 ご く簡 単 に コ メン トしたい と思 い ます 。ブリッチュ,ま た ジ ロワ先生 の 方 か ら述 べ られ た点 につ いて

コ メ ン トさせ て い ただ きます。

　 フ ォー トレラ ンス ・ア ーキ テ クチ ャーは ドィッ で は大 変重 要 視 されて お ります。 こ こ10年 ほ どで

は 重視 され る と思 い ます 。1995年 まで にはすべ ての コン ピ ュー タ アプ リケ ー シ ョンの90%は フ ォ

ー トレラ ンスに な る と思 い ます
。 これ らの ア プ リケ ー シ ョンが テ クニ カル な もの にな るか,テ クニカ

ル エ ン ジニ ア リン グの もの か,あ るいは 商業用 の もの にな るか とい うの はわ か りませ んが,ア ー キテ

ク トとい うの は フ ォー トレ ラン ス プ リン シプル に依 存 しな けれ ば な らな い と思 い ます。 ドイ ツに お き

ま しては幾 つかの 活動 が行 われ て お りますが,ブ リ ッチ ュ さん の方 か ら先 ほ ど言 及 され ま したが,1

つ は ニ クス ドル フで行 わ れ てお ります 。

　 ち ょっ と補足 させ てい た だ き ます と,こ の プロ ジ ェク トの アー キ テ クチ ャーに 関 して です が,皆 様

御 存 じの よ うに,フ ォー トレラ ン スシ ステ ムは,も と もとは フ ェール セ ー フの もの として発 明 され ま

した。 た とえば エ ア トラ フ ィック,航 空管 制用,あ るい は軍 事用 の もの と して,フ ェー ル セ ーフの も

の と して開発 され ま した。　 しか し な が ら問 題 と し て は,ハ ー ドウ ェ ア リ ダ ン ダ ン シ ー 性 が あ

る とい うこ と,非 常 に 高価 につ く とい う こと,そ して保 守 も高価 であ るとい うこ と,そ れ か らい ろい

ろ な先 端 技 術が 使 われ て い る とい うこ と。 ですか ら アクテ ィブ リダ ンダ ンシ ー　 とい う,あ るい は ソ

フ トウ ェ ア リダ ンダ ン シー とい う新 しい コ ンセ プ トが で きて きて 実用 化 され,ハ ー ドウ ェアに追 い

つ くよ うに なれ ば,わ れ われ が 目的 と してい る コ ンセ プ トとい うの は ク ラ スター タ イプの コ ンピ ュー

タ,た と えば2つ の 完 全 な形 の,コ ンプ リー トな形 の コン ピ ュー タ システ ムが ル ー ズな形 で周 辺機 器

に よ って カ ップル され て る とい うこ と。 です か ら原 則的 に は お互 い に独立 した形 の もの であ る とい う

こ と。周辺 機 器,た とえば デ ィス ク,あ るい は フ ァイルサ ー ビング,ス トア リン グデ ィバ イス等 々 は

少 な くと もデ ュアル ポ ー トアクセ ス シス テムが 附属 して る とい うこ と。 この処 理 は常 に1つ の マ シ ン

の み で行 われ る とい うこ と。 これ は非 常 に経 済 性が 高 くな ります。 それ か らい ろい ろな メカ ニズ ム に

よ って シ ンク ロナ イズす る こ とが で きる とい うこ と。 た とえ ば タ ワー プロセ スを と き どき シン クロ ナ

イズす る とい うこと。 それ か らまた1つ 重要 な点 は,将 来 にお きま して は,こ の よ うな システ ム を使

うユ ーザ ー は,今 日の ア プ リケ ー シ ョンを変 える こ とな くその まま応用 す る こ とが で き る とい うこ と

で す。 た とえば スタ ンダー ドオペ レー シ ・ンシ ステ ム,こ の場合 はUNIXで す が,岸 田 さんが お
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っ しゃい ま した よ うに,現 在 のUNIXと 同 じよ うな もの を応用 す る こ とが で きる とい らこ とで す 。

　 われ われ は こ うい ったア ーキ テ ク チ ャー,ま た将来 の アプ リケ ー シ ・ンをい ろい ろ考 え てみ ま して,

エ ンジニ ア リングの部 門 で,た とえ ば プ ラン トコン トロー ル とか プ ロセ スコ ン トロール,ま た,業 界,

た とえば商 業部 門 で も使 え る とい う こと。 た とえば 銀行 。24時 間就 業 体 制 です とか,そ うい うこ と

に も使 える とい う もの であ ります 。 です か ら,こ うい うコ ンセ プ トが 将来 の アプ リケ ー シ ・ンに は必

要 で あ る とい うこと を申 し上 げ たい と思 い ます 。(拍 手)

　 シペ ルス キ主査 　 　私 ど もの方 か ら最 後 の コ メ ン トを。

　 メ ラ ー　 　 皆 様 方 に書 類 を準 備 い た しま したの で,簡 単 に 申 し上 げ たい と思 い ます 。

　 現 実 の今 日の ビジ ネ スの ニ ーズ と,そ れ か ら将来 の リクワ イヤ メ ン トをい か に合 致 させ てい くか と

い うこ とに 関 して言 及 が あ りま したが,こ れ らの 目標 はわれ わ れの ア ソ シエ ーシ ・ンの 作業 に関 した

もの であ りま して,非 常 に実 用 的 な リサ ーチ プ ロ ジ ェク トを企 業 の共 同 の リサ ーチ の テ ーマ として掲

げま した。GMDそ の他 の 機関,そ の幾 つか は 企業 自身 が 資金 を拠 出 して い る もの が あ りま す。 それ

か ら開 発研 究 省か ら資金 が50%ほ ど拠 出 され て る もの もC"ざ い ます 。 ゲ ー トウ ェー をい ろい ろなL

ANの た め に開発 す る,　PTTの ため にLANを つ くって,そ の た めの ゲ ー トウ ェー を開 発 してい く。

この プロ ジ ェク トの もの で あ ります 。

　 も う一 つ の プ ロ ジ ェク トは,4月1日 に開始 され た もの で あ りま して,こ れ も共 同 リサ ー チ プ ロジ

ェク トで あ りま して,ポ ータ ブル な ソ フ トウ ェア ツール の もの で あ ります。 これ を差 し上 げ たい と思

い ます 。

　 あ りが と うござい ま した。(拍 手)

　 シペル ス キ主 査 　 　最 後 に私 ど もの情 勢 に関 して1つ 申 し上 げ るな らば,大 学 での すべ て の プ ロ ジ

ェク トを御 説 明 す る とい うこ とはい た しませ んで した。 コ ン ピ ュー ター科学 を提供 して い る大学 に お

きま して は,多 くの 研究 が 行 わ れ てお ります。20ほ どの大学 が これ を行 ってお ります が;ほ とん ど

が ドイツの リサー チ ア ソ シエ ー シ ョンが 資金 を拠 出 して お りま して,こ れ らの ア ソ シエー シ ョンの メ

ンバ ーは大学 であ りま して,資 金 は連 邦 政府 の方 か ら拠 出 され て お ります。

　 L方,政 府 は1億 ドイ ッーi'ルクを コン ピ ュータ科学 研 究 の ため に,向 こ う3年 間 の ため に拠 出い た

しました。 これ ぽ組 織 化 され た研 究 の ため の額 で あ ります 。 です か ら非 常 に広 範 な テー マで,・い ろい

ろ な大 学 で研 究 が進 め られて お ります 。次 回 に御 報 告 で きるか と も思 い ます。 御 質問 の お答 え とい う

形 で これ を差 し上 げ たい と思 い ます 。

　 元 岡 主 査 　 　い ま,い ろ い ろな立 場か らい ろい ろ なお話 を伺 って,わ れ わ れが情 報 交換 を もっ と

や らなけれ ば い け ない と。 もっと十分 な時間 を かけ て お互 い に話 し合 えば よ り多 くの もの が得 られ る

とい うこ とは,恐 ら く今 日,午 後,こ こで お話 を お聞 きにな った方 々 の共通 の 印象 だ ろ うと思 い ます。

　 そ うい う意 味 で,こ の フ ォー ラムが来 年 以降 も続 け られ て,ま ず 必要 な こ とは情 報 交換 をや って お

互 いが よ く理 解 す る。 それ をや って る う ちに恐 ら く共 同 で研 究 しよ うとい うテ ーマ が見 つ か って くる
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ん だ ろ う と思い ます 。今 後 や って い く上 に,テ ー マを しぼ って やれ ば よ り深 い話 し合 い がで きる こ と

に な ると思 い ます けれ ど も,私 の 印 象で は,ま だ しぼ る前 に もうち ょっ とテ ー マを選 ぶ に して も,わ

りあ い い ろん な種 類 の もの を含 め る こ とが で きるよ うに,わ りあい ブ ロー ドな テー マ を選ん で,次 回

や る とい うこ とがい い ん じ ゃない か と思 い ます が,い か が で し ょ うか 。

　 シペ ルス キ主査 　 　コ メ ン トして くだ さい。

　 グ ロ ウ　 　 い まお っし ゃ った よ うに,い ままで 議論 され た こ とは非 常 に広 範 な もの であ りま して,

い か に メ ニ ューが 豊富 であ るか とい う印 象が あ ります。 メ ニ ュー をすべ て 食べ る とい うことは適 切 で

ない わ けで,選 択 が必 要 に な ります 。 消化 す るため には幾 つ か に焦点 を しぼ る とい うこ とで,コ ン ピ

ュー タの 中 で も幾 つ かの サ ブカテ ゴ リー が で き るわ けで あ ります が ,た だ,ど れ を よ り深 く掘 り下 げ

て研 究 して い くか,議 論 してい くか,あ るい は どれ を よ り強 調す るか とい う問 題 が出 て きます。 あ る

い は将 来の テ クノ ロジ ーに焦点 を合 わ せ るべ きか ,幾 つか の コン ピ ュー タア プ リケ ー シ ョン,た とえ

ば ビジ ネ スの応 用,産 業応 用 に しぼ るべ きか,あ るいは大学 用 を研 究 す るの か,現 状 を踏 まえ た もの

で現 実 的 な,実 用 な ネ ッ トワー クの 研究,ソ フ トウ ェアの 開発 な どをすべ きか 。 これ1まわれ われが 非

常 に悩 ん でい る問題 であ るわ け です が,あ るい は,将 来 の まだ競争 の 余 りない分 野 に焦 点 を合 わ せ る

べ きか 。 い ろい ろな点 が考 え られ ま し ょ う。

　 シペ ルス キ主 査　 　 これ らの フ ォー ラ ムで何 が達 成 で き るか とい うこ とを考 え るべ きだ と思 い ます 。

幾 つ が非 常 に多 くの国際 的 な ワー ク シ ・ップが あ りますか ら,1つ の 問題 に しぼ る とい うよ りは,問

題 は,一 般 国民 が関 心 を抱 くよ うな問 題 を選 択 す る こ とが ふ さわ しい ので は な いか と思 い ます 。

　 た とえば マ ン ・マ シ ン ・イン ター ア ク シ ョン。 これ はだれ で も関 心 を持 つ よ うな 問題 な んで す。 そ

れ か らフ ォー トレラ ン スで あ る とか,ト ラ ンスペ ア レン シー,組 織 の 中の コン ピュー タの利 用 の透 明

性 の問 題,そ れ か ら,ど ん な ア ーキ テ クチ ャーで もその トラ ンスペ ア レン シー を保 障 す る とい うこ と。

こ うい う よ うな フ ォー'ラム にす べ きだ と思 い ます 。 後 で一 般大 衆 に 向 けて説 明 で きる よ うな,メ デ ィ

アを通 じて説 明 され る よ うなテ ー マ を選 ぶべ きだ と思 い ます。 よ り専 門 化 され た もの や,国 民 にあ る

関心 を抱 くよ うな もの。

　 それ か ら隠 れた 問題 と して,ス タ ンダ ーデ ィゼー シ ョンの裏 に い ろ いろ な問題 が あ ります。 コ ミュ

ニ ケ ー シ ・ンばか りでな くて ソ フ トウエ ア オペ レー シ ・ンの側 面 な どがあ りま す。 これは まだ未解 決

で,ま だ ス タン ダデ ィゼ ー シ ・ンの委 員 会 で取 り上 げ られ てい な い問 題 であ ります 。 です か ら,国 際

レベル で その標 準化 の 問題 が取 り上 げ られ ない な らば,少 な くと も2国 商 レベ ルで これ を取 り上 げ ら

れ ないか とい う問題 が あ ります。

　 メ ラ ー　 　 こ こに参 ります前 に,元 岡先 生 に 申 し上 げ たい ん です が,ド イ ツの 産業 との関 心 の あ

る有志 の 者 と会 議 をい た しま して,非 常 に 彼 らが この'フォー ラム に積 極的 で あ った,期 待 を して い た

とい うこ とで ご ざい ます。 トー マ ス氏 が 申 しま した よ うに,こ れ らの フ ォー ラムで取 り上 げ られ た問

題 は,そ の業 界 あ るい は リサ ーチ ラボ ラ トリーに持 って帰 るべ きだ と思 い ます 。 この会 議は 初 め て全
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体的 な外 観 を双方 が 得 る とい う意 味 で 開催 され た もの で あ ります 。 ここか ら1年 とい うの は ち ょっ と

長過 ぎ ると思 い ます 。 です か ら1年 過 ぎる前に2番 目の ミー テ ィン グを開催 しま して,1つ か2つ の

サ ブジ ェク トに焦 点 を しぼ るべ きだ と思い ます 。 よ り専 門 的 な デ ィスカ ッシ ・ンを この1つ ない し2

つ のサ ブジ ェク トに つい てす べ きだ と思 い ます 。

　 1つ の主要 なサ ブ ジ ェク トで私 ど もの関 心事 と して指 摘 され たの は,パ ワフル フ ォル トトレラ ン と

マル チ コン ピ ュー タ システ ム であ ります。 メー ン フ レー ム コ ン ピ ュータ で ソ フ トウ ェア プ ログ ラム コ

ンパ チ ビ リテ ィCii>問題 その他 で ご ざい ます 。 これ が 日本 の方 に と って も関 心 の ある話 題 であ るな らば,

1日 かiナて次 回の ミー テ ィングで 議論 で きるの では ない か と思 い ます 。 もちろ んこれ の た めに は周 到

な準備 が な され るべ きだ と思 い ます。 準備 委員 会 な どを編 成 して,た とえ ば3ヵ 月 前に会 議 を開催 し

て,1日 の エキ スパ ー トの 会議 を,あ るい は2日 で もいい ん です けれ ど も,そ の後 で具体 的 な この 問

題 に つい て開 く とい うこ と。 た だ,日 本側 か らの御 提 案 もぜ ひ伺 い たい と思 い ます 。 もちろん 日本 側

で もこれ につ い て考 え られ る と思 い ます の で。

　 元 岡 主 査 　 　フ ォー トトレラ ン トシステ ムの問題 は非 常 に大 事 な問 題 であ るとい うこ とはわ れ わ

れ も理解 してお ります し,わ れ われ の方 に もそれの 分野 の 専 門家 の グル ープ とい うのが あ ります 。 き

ょうは そち らの 専 門の 人 は余 り出 てい ませ ん けれ ど も。

　 た だ,フ ォー トレ ラン トシス テム とい って も考 え てい る対 象 だ とか な ん とか に よ ってか な り変 わ っ

て くるの で,ド イツ側 で考 えて い ら っし ゃるフ ォー トレ'ラン トの シ ステ ム とい うの が もうち ょっと具

体 的 に どんな もの で あ るか とい う,ど の辺 の フ ォー トレ ラン トシス テム を重 点的 に取 り上 げ よ う とし

てい るか とい うこ とを書 い たペ ーパ ーで もあ りま した ら,そ れ を お送 りい ただ け る と,わ れ わ れの 方

として検討 す るの に 都合 が い い と思 い ます。

　 柏 木 き ょ うの印 象 か らい きます と,ド イ ツ側 は マ ーケ ッ トプ ッシ ュ型,日 本 側の 話 とい う

のは マ ーケ ッ トプル 型 の話 だ った とい うふ うに総 括 で きる と思 うん です 。 い ま ドイ ツ側 か ら御 提 案 の

大 変現 実 に近 い 話 に な ります と,こ れ は プ ライベ ー トイ ンダ ス トリーの 競合 とい い ます か,競 争 とい

い ます か,そ うい う問 題 が絡 ん で きて,デ ィテ ール デ ィスカ ッシ ョン とい うのは なか なか や りに くい

課題 に な る と私 は考 え るわ けで す。 む しろ もうち ょっとマ ーケ ッ トプル型 の方 に共 通 の課題 が 出 て く

る方が,こ うい う2国 間 で協 議 す るには ふ さわ しい課題 に な るん じゃな いか とい う印象 を受 け るわけ

で ご ざい ます が。

　 シペル ス キ主 査 　 　例 を挙 げ てい ただ け ます か。

　 元 岡 主 査 　 　マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ー フ ェー スみ たい な もの は そ うで し ょうね 。

　 柏 木 そ うです ね。 マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ー フ ェー スで もよ り現 実的 な話 に な ります とプ ラ

イベ ー トフ ァー ムの ノ ウハ ウに 触れ る部 分 もか な り出て くるん で,デ ィテ ール デ ィス カ ッシ ・ン とい

うの は大 変 むず か しい話 にな って くる と思 い ます が。

　 元 岡 主 査 　 　しか し,イ ンテ リジ ェン ト・マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ー フ ェース とい うよ うな,少 し
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ア ドバ ン ス した テク ノ ロ ジーを 含め れ ば ……。

　川 合 マ ン ・マ シ ン ・イン ター フ ェー ス といい ます と,心 理学的 な効 果 を ど うい うふ うに定

量 化 で き るのか とい うよ うな側 面か らの アプ ロ ーチ も取 り上 げ る とい うふ うにす る とか な り前 向 きの

話 に な るん じ ゃな いか と思 うん です 。

　 元 岡 主 査 　 　い ま フ ォー ト トラ ン トの シス テムの話 で あ る とか,そ れ か らマ ン ・マ シ ン ・イ ン タ

ー フ ェー スの話 が 出 ま した
。 これ は,や は りい まの段 階 で は,わ れ われは そ うい うもの をイ グザ ンプ

ル と して取 り上 げ て議 論 を した とい うこ とで,次 回,そ れ を テー マに してや る こ とを決 め た とい うと

こ ろま では 時間 の関 係 で い か なか った と。今 後 文通 を通 して,本 会 議 で どう決 ま るかわ か りませ んが,

われ われ の とこ ろ と して は,私 とシペ ル スキ先 生 との 間 が中 心 に な って,そ れ ぞれ 日本側,ド イツ側

の意見 を ま とめて もら うち ょ っと話 を詰 めて い くとい うこ とで き ょ うの結 論 に し たい と思 い ますが,

いか が で し ょ うか 。

　 　 　 　　 〔「異議 な し 」の声 あ り 〕　 (拍 手)

　 シペ ルス キ主 査 　 　最 後 に,非 常 に興 味 深 い議論 を して くだ さ ったこ とに関 して お礼 申 し上 げ た い

と思 い ます 。皆 様方 に プ レゼ ン トが ご ざい ます の で差 し上 げ たい と思い ます。

　 毎 日新 しい ア イデ アが私 ど もの分 野 で出 て まい ります。 ですか ら,知 識 で これ を取 り扱 うな らば,

ど うや って 世界 で起 きて い るい ろい ろな こ とが ナ リ ッジ ・イ ンフ ォーメー シ ・ン ・プ ロセ ッシ ン グに

どうい う影 響 を与 え るか とい うこと を常 に私 ど もは考 え てい な くて はな らな い とい うふ うに思 い ます 。

　 さ さやか な プ レゼ ン トを皆 様 に差 し上 げた い と思 います 。　 (拍 手)

、

閉　　会
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10.半 導 体

10.1　 開 会 あ い さつ及 び メ ンバ ー紹 介

　ル ーゲ主 査 　 　 これ は半導 体 の ワ ー クシ ・ップ です 。

　 で は,メ ンバ ー を紹介 します 。

　駐 日 ドイツ大使 館 の シ ュンク さん です 。 この 方 は物 理学 者 でい ら っし ゃい ます の で,ぜ ひ この グル

ープ に入 りたい と要 請 が あ りま した。 半導 体 分 野 につ い て研究 をな さって い る方 で す。 将来 にっ い て

の 問題 を扱 い ます 。 そ して,将 来 の相 互協 力 な どに つい て討 論 した い と思 い ます。

　 この プ ロ グラ ムに よ ります と,2名 の方 が まず 導入 部分 として,半 導体 の状 況 に つい てお 話 しい た

だ き ます。 す な わ ち,日 本 側 は 田中 先 生か ら,そ して ドィッ側 の ス ピー カー は ガル ブル ヒ ト博 士 で ジ

ー メ ン ス社 の方 であ ります 。

　 これ が い わゆ るウ ォー ム ア ップ とな りま して,皆 様方 の関心 を喚起 し これ を たた き台 と して,討 議

を進 めて い きたい と思 い ます。 この ス ピ「 カ ーの方 か らお話 を いた だい た後,境 界 線 な りを定 義 して

い きた い と思 い ます。 す なわ ち,お 互 いに 関心 を持 って い る分野 は どこで あ るか,そ して相 互協 力 が

で き る よ うな ところ が どこにあ るの か,こ れ を見 定 め てい きたい と思 って お ります 。、つ ま り,現 在,

何 が 製 品 に され,製 造 化 されて い るか とい うこ とに 関 しては お話が で きない わ けで,た とえ ば来年,

製品 化 を 目指 して現 在,研 究 が 行 われ て い る こ と,も し くは 向 こ う2年 間で製 品 化 が計 画 されて い る

こ とに関 しては協 力 が で きな いわ け です の で,こ うい った こ とは除 き ま して,ど こか ら始 め た らよろ

しい か,考 えて い きたい と思 い ます 。 す なわ ち,協 力 で きる とこ ろ と協 力 で きない と ころ,こ れ を考

えて い きた い と思 い ます。 そ して,こ れ を開放 型 に した方が よろ しいの か,そ れ と もた とえば10年

とい う期 限 を 区切 りま して考 え た方 が よ ろ しいの か,い ろい ろ考 えて い きた い と思 い ます。

　 この方 法 で よろ しい で し ょ うか … …。　 もしよ ろ しけれ ば,こ の 方法 で進 め させ てい た だ きます 。

　 そ して,今 回 の ワ ーク シ ・ップ の 目標 は,少 な くと も'2つ か3つ の トピ ックを見 つ け ま して,お 互

い に興 味 のあ る分 野 と して2つ か3つ,選 ん でい きたい と思 って お ります。 そ して,そ の分 野 につ い

て協 力 を始 めて い きたい と思 って お ります 。 そ して次 回,い ろい ろこ うい った似 通 った ミーテ ィング

が 開 かれ る と思 い ますの で,そ の ミー テ ィン グに向 けて 努力 してい きたい と思 い ます 。

10.2　 当分 野 に おけ る研 究 開 発動 向 の報 告

ルーゲ主査　　では,田 中先生にお話をお願いいたします。

10.2.1　 概況報告 一 日本の半導体産業 と研究開発動 向
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　 田　 　 中　 　最 初 に私 の 話 はセ ミコン ダク ター イ ンダ ス トリー,半 導 体産 業 の特 徴 の よ うな もの を

ら よっとお話 を して,そ の 次 に 日本 で半 導体 産業 が どん な状 態 に あ るだ ろ うか。3番 目に,日 本 に お

け る研 究開 発動 向 に つい て お話 をい た し たい と思 い ます 。

　 半導 体産 業 の特 徴 は,簡 単 に言 え ば技 術開 発 が非 常 に早 い とい うこ と と,そ れ か らマ ーケ ッ トとい

い ます か,市 場 の拡 大 も同 時 に非 常 に早 い,こ れが 世界 の半 導 体産 業 の特徴 で あ る と私 は思 ってお り

ます。

　 その 幾 つか の例 を ここで ち ょっ とお話 を したい と思 い ます が,こ れ は皆 さん よ く知 ってお られ ます

LSIの ワンチ ップに トラ ンジ ス タが幾 つ載 るか とい うこ とは,年 と と もに ど うい うふ うに変 わ って

い くか とい うこ とを示 した絵 で あ ります 。現 在,256キ ロ ビ ッ トの は製品 化 され て お りま して,こ と

し初 めに]メ ガ ビ ッ トの発 表 が ご ざい ま した。恐 らく生 産 に入 るの は まだ先 だ と思 い ますが,そ れ で

現在 は,日 ・米 ・独 と もに1988年 ごろの4メ ガ ビ ッ トの メ モ リー を 目指 して進 ん でい る とい うの が

現状 であ ると思 い ます。

　 一 方 で,市 場 の拡 大 が どの よ うに な ってい るか とい うこ とを示す の は,こ の絵 で あ ります 。

　 それ で,こ れ はデ ー タ クエ ス ト社 の デ ータで あ ります 需要 予 測 です ね。 それ に よ ります と,こ れ は

非常 に市場 の拡 大 は急 速 で あ りま して,1989年 には256キ ロ ビ ッ トの チ ップを実 に20億 個,　 2

ビリオ ンの チ ップを生 産 しな けれ ば いけ ませ ん 。

そ れ か ら も っ と驚 くべ き こ と に,そ れか ら91年 に は1メ ガ ビ ッ トの チ ップを4ビ リオ ン,そ れ

か ら93年 に は実 に6ビ リオ ンの チ ップ をつ く らね ばい け ませ ん。 それ で あ ります か ら,恐 ら く91

年 あ るいは92年 には半 導 体 の世 界 の マ ーケ ッ トとい うの は恐 ら く10兆 円,10兆 円 とい います と,

ち ょっ と計算 した ん ですが,何 マル クに な るか とい い ます と,ハ ン ドレッ ドビリオン ・ドィ ッ　 マ ル ク

の マ ーケ ッ トが 世界 に広 が るこ とに な ります。 い ま世界 で生産 して い る64キ ロ ビ ッ トのDRAM, ,

これ の 生 産 が こ の 辺 で あ りま す 。 で あ りま す か ら,ほ ぼ こ の 予 測 は 正 し い の で は な い か と

思 い ま す 。

　 それ で,私 は これ の チ ップで な くて,世 界 で生産 され る総 ビ ッ ト数 ですね,ダ イ ナ ミックRAM,

これ を プ ロ ッ トして み ま した。 そ うします と,驚 くこ とに世界 で生 産 され る総 ビ シ ト数 とい うの が,

非 常 に きれ い な指 数 関 数で す ね。 イ ク スポー ネ ン シ ャル関 数 に の ってい る とい うこ とが わか りま した。

もし この点 線 を真 っす ぐ延 長す る と2000年 には とてっ もな い市場 が開 け ます 。　 それ は,こ の辺 で

新 しい シ ステム の技術 開 発 が行 われ る とい うこ とを期待 して の話 で あ ります 。 そ うします と,恐 らく

100メ ガ ビ ッ ト,100億 個 っ く らね ば な らない,そ うい う計 算 に な ります 。 これ は夢 と考 えて よろ

しい と思 い ます。

　 これが い まの世 界 の半 導体 産 業 の進 んで い る現 状 を非 常 に よ くあ らわ して い るの で は ないか と思 い

ます。

　 それ で,日 本 の現 状 は ど うな って い るか と申 します と,こ れ は こ こが ユ ナ イテ ッ ドス テイ ツ,こ れ
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は全部 が世界 のICの 生 産額 です 。 この 白い 部分 が ユ ナ イテ ッ ドステ イ ツ,こ の部 分 が 日本,そ れ で

この上 の 白い 部分 が ヨー ロ ッパ で あ ります。 この よ うに世界 で生 産 が伸 び て い るん です けれ ど も.大

体,現 在1982年 には ア メ リカが 全世 界 の59%,日 本 が33%,そ れ で ヨー ロ ッパ が大 体8%と い

う比率 に な って お りま す。 この比率 が これ か らど う変 わ るかわ か りませ ん けれ ど も,と に か く非 常 に

急 激 な売 り上 げの増 加 が わか ります 。

　 これ の将来 を見 るための 一 つ の資料 として 日本 に おけ る売 り上 げ と.そ れか らセ ル ス オ プイ ンタ レ

スサ ーキ ッ ト,そ れか らR&D,そ れ か ら工場 へ の投 資,こ れが どの よ うに変 化 して い るか を,グ ラ

フでお 見せ します 。 そ うします とこの 白い部分 が,こ れ が セ ール スです 。 それ か ら,左 側 の この 白い

部分 が 工場へ の投 資,イ ンベ ス トメ ン トです 。 それ か ら,こ の黒 い 部分 がR&Dで あ ります 。 これ で

見 ます と大 体 わ か ります よ うに,83年 に は売 り上 げ の大体30%を 次 の 設備 投 資 に向 けて お ります。

それ か ら約10%,あ る いは15%をR&Dに 使 って い る とい うのが,日 本 の実 情 で あ ります 。 これ

は かな りの量 であ りま して,84年 度 に は実 に この設 備投 資 が倍 の7000億 円,で す か ら7ビ リオ ン

マル ク スを記録 す るの であ ろ うとい うふ うに言 われ てお ります。 ですか ら,こ ん な ところ まで来 るわ

けであ ります 。 そ うい うこ とが,日 本 の半 導 体産 業 が急 激 に発達 す る理 由で あ りま す。

　 で あ ります か ら,わ れわ れが 心配 して い る こ とは,売 り上 げの10%をR&pに 使 って い くとす れ

ば,恐 らく研究 人 口が足 らな くな るで あ ろ う とい うこ とが,い まの 日本 の現 状 で あ ります 。

　 それ か ら,こ うい う ものが ど うい うふ うな トレ ン ドで動 い て い るか とい うこ とを ち ょっとお見 せ し

ます 。

　 これ は3年 後 の,こ れ は生 産 高 の推移 です け れ ど も,こ れ を見 ます と1986年 に は イ ンダ ス トリー

用 のICが どん どん ふ えて い きま して,コ ンシ ュー マエ レク トロニ ク ス用 のICが む し ろ比 率 と して

は減 る傾 向に あ る。 この こ とは電 子産 業 全体 に 対 して も言 え る ζ とであ りま して,イ ンダ ス トリー エ

レク トロニ ク ス とい う もの が,コ ン シ ュマー エ レ ク トロニ ク スを どん どん しの い で発達 して い る,そ

うい うこ とを,こ の半 導体 の 産業 の 推移 もよ く示 してい るわ け で あ ります 。

　 それ か ら,も う一 つの 興 味の あ る話 とい うの は,ICの セ ーーール スが ご ざい ます 。横 軸 にICの セ ー

ル スが書 いて あ ります。 それ で,縦 軸 にそ のセ ー ル スの中 でMOSLSIの 占 め る比 率 を ここに書 い

た もの で あ ります。 御承 知 の よ うに,MOδ のLSIと い うのは メモ リー を初 め と して,比 較 的集 積

度 の 高い,比 較 的高 級 な もの を意 味 して お りま して,,そ うい う意 味 で半 導体 の 企業 として望 む こ とは,

そ のセ ール スが 多 くて,そ れ か らMQS化 レ シオが高 い とい う もの が,恐 らくその技 術並 びに販 売 力

の程 度 を あ らわす もの であ ります 。

　 それで,こ こにUと 書 いて あ りますの は アメ リカの,ユ ナ イテ ッ ドステ イ ツの会 社 であ ります 。 そ

れ か ら,赤 いの は ジ ャパ ニ ーズ カ ンパ ニ ーで あ ります 。大 変 失礼 です が,こ の 縁が ヨ ーロ ッパ の カ ン

パ ニー で あ ります 。

　 これ で見 ます と,こ のUはMOSテ ック100で あ りますか ら,100%MOSと い うこ とは それ以 外 ・
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つ くってい な いわ け です か ら当然 であ りますが ,そ れ を除 きます と大 体,日 本 の 企業 のMOS化 比率

とい う もの は,か な り上 に来 てい ます 。 アメ リカの企 業 は セ ール スは多 いん です がMOS化 比率 が 低

い。 つ ま り,比 較 的 や さ しいICを た くさん つ くって い る とい うこ とを意 味 して い るわけ で あ ります 。

恐 らく今 後,数 年 後 に また この模 様 は大 幅 に変 わ る と思 い ます けれ ど も,こ れが 日本 の 半 導体 産業 の

技 術 的内 容 とい う もの を,あ る程 度 あ らわ してい る と思 い ます。

　 あ と数 分 しか あ りませ んが,大 急 ぎで や ります 。

　 次 に,日 本 にお け る半 導体 技術 の トレン ドとい うもの を ち ょっとお見せ し ます 。

　 これ もよ く知 られ てい るこ とです け れ ど も,こ れが トラン ジス タの フ ューチ ャーサ イズ です 。 それ

か ら これ が イ ヤー で あ ります が,こ れ が過去 の で あ ります。現 在,1メ ガ ビ ッ トの チ ップが 日本 に よ

って試作 され た の で あ ります け れ ども,そ れ を します と,ま さに この真上 に参 りま して ,い まの進 歩

とい う ものが 比 較的 順 調 にい ってい る であ ろ う。88年Cう に な ります と,恐 ら くO.　7マ イ ク ロ メ ー

ター ぐ らいが 試作 され る こ とに な るで あ ろ う。 それ は恐 ら くこの トレン ドどお りに進 ん で い る とい う

こ とを意 味 して お ります。

　 その ワ ンメガ ビ ッ トの チ ップが ど うい うふ うに な って い るか とい うことを ち ょっとお見 せ し ます。

　 これ が チ ップサ イ ズで あ りま して,こ れが セ ルの サ イズで あ ります 。 この256K,こ の値 が ここ

に,す で に これ はで きてお ります 。 それ か ら,ス ケ ー リン グロー に よ って見 積 も った値 が これ であ り

ます 。75ス ケ ア ミリナ 一夕 ー,そ れ か ら36ス ケ ア マ イク ロメ ータ ー。　 と ころが 実際 に で きた もの

は ど うな るか といい ます と,50平 方 ミリ,チ ップ の大 き さ。 っ ま り,265Kに おけ る チ ップサイズ

とほ とん ど変 わ らな い,そ うい うこ とが 言 われ て い ます 。 それか ら,そ れ ぞれ のサ イズ もスケ ー リン

グロー よ りは るか に 小 さ くな って お ります 。 これ は一 つ の デバ イ スの進歩 と,そ れ か らキ ャパ シ ター

を極 力,い ろい ろな新 しい タ イプの キ ャパ シタ ーを つ くった とい うことが,;つ の特 徴 で あ ります。

　 これか ら類 推 いた します と,チ ップサイズがスケー リングローによ ります と64メ ガビットで,約3000ス ケ ア

ミリメーターであ りますが,恐 らくその半分近 くにな るのであろう。そ うしますと,大 体12ミ リメータースケア と

い うぐらいにまでなるん じゃないか 。そ うす ると,非 常 に使 いやす い ものが出 て くる よ うに 思 い ます。

　次 に,こ れ はVLSIの メ モ リーの 話 であ ります けれ ど も,日 本 におけ るい まの 開発 の動 向 とい う

のは,VLSI,大 規模 集積 回 路 の メモ リー と,そ れか ら超 高速 の ロ ジ ックで あ ります 。 この二 つが

象徴的 で あ りま して,い ま ど うい うふ うにい って い るか といい ます と,こ れ は ま だ ラボ ラ トリーベ ー

スの値 であ ります。 シ リコ ンの パ イ ポー ラデ パ ィ ス,こ れ はNTTのECLが 発 表 した ん であ ります

けれ ど も,こ れ は非 常 に早 くな って きて お りま して,50ピ コセ カ ン ドパ ーゲ イ トとい う値 を 出 し て

お ります 。 それ か ら,ガ リウム ァセ ナ イ ドの イ ンテ ルサ ー キ ッ ト,こ れ も大体 い ま ラボ ラ トリーベ ー

スで は4キ ロ ビ ッ トが で きてお ります けれ ど も,大 体 ,50ピ コセ カ ン ドか ら100ピ コセ カ ン ドの 間

この辺 に な って お ります 。

　それ か ら も う一 つ,HEMTが ご ざい ます。　 これ は 日本 で開発 され たデ ィバ イ スであ ります けれ ど
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　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　■i

も,リ キ ドナ イ トロ テ ンペ レチ ャー で10ピ コセカ ン ドパ ーゲ イ トぐ らい まで い くで あ ろ うと,こ

うい うふ うに言 われ て い ます 。 もちろん これ らは まだ いず れ もラボ ラ トリーので あ りま して,生 産 に

はな って お りませ ん 。 このHEMTの1キ ロ ビッ トの メモ リーセ ルが今 度,発 表 され ま レた 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

　 それ か ら最 後 に もう1つ,こ れ は片 岡 さん が お話 に な る と思 い ます が,い ま ナ シ ・ナル プ ロジ ェク

トでや ってお ります ス リーダ イ メ ンシ ョナ ル デバ イ ス,こ れ は非常 なハ イ ス ピー ドロジ ックにな るパ

ラ レス プ ロセ ッシ ングを行 う新 しい タ イ プの デ ィバ イ スに な る可能 性 が あ ります の で,片 岡 さんが こ

れ は お話 しい ただ け る と思 い ます 。

　 それ か ら,こ の辺 の こ とに つ きま しては菅 野 先生 も高橋 先 生 もシ ョー トコメ ン トが い ただ け る と思

い ます 。

　 それか ら,こ の よ うな トレン ドを ま とめ て し ま したの は この絵 で ご ざい ます 。 これ は ハ イ ス ピー ド

の,も う皆 さん御 存 知 と思い ます が,先 ほ どお話 を したシ リコンのバイポーラ,ち ょ っとその 前 に,こ

の点 線 は]980年 の,そ れか ら黒 いの は1990年 の 予想 値 で あ ります 。 ところが 最近,先 ほ どお話

を した シ リコ ンの バ イポー ラ は も うこの辺 に来 てお りま して,ラ ボ ラ トリーベ ー スで は この90年 の

予測 を超 えて しま った よ うであ ります6そ れ か ら,HEMTは 恐 ら くも うこの辺 に来 てお るで あろ う。

　 そ う言 い ます と,も うこれ でお わか りと思 い ます が,こ うい う一つ 一つ の素 子 の 高速 性 とい うもの

が ほぼ 限界 に来 た とい うこ とを私 は考 えて お ります。 これ を超 える もの は,あ るい は この ス リー ダイ

メ ンシ ョナ ル デ』パ ィスか もしれな い とい うこ と を,私 は大 変期 待 してお ります。

　 それか ら,先 ほ どお話 を した よ うに こ うい う もの をや って,イ ン フ ォメ ー シ ョン リボ リ ュー シ ・ン

が,い ろい ろ な こ とが で きるで あ ろ う。 カメ ラ テ クノ ロ ジー も,フ ォ トグ ラフテ ク ノ ロ ジー も恐 らく

ドラ ステ ィッ クな 変革 を受 け る で あろ うとい うこ とは,す でに われ わ れ,予 想 してお ります 。 フ ィル

ムの時 代 は終 わ るで あ ろ う。

　 そち い うこ とで あ りま して,こ の よ うな応用 につき ま しでは 小田 川 さん並 び に石 立 さん が お話 しい

ただけ る と思 い ます。

　 ち ょっ と時 間 を超 しま レたが,ど う もあ りが と うご ざい ま した。,　 (拍 手)

　 ル ーゲ主 査 　 　'田中先 生1ど う もあ りが と うご ざい ま した。

　 少 し個人 的 な コメ ン トを 申 し上 げ た い と思 い ます 。

　 っ い1年 半 前 だ ったん です け れ ど も,日 本 の牧 本先 生,日 立 の方 なん で す けれ ど も,こ れ は半導体

の物理 学 者 で い らっ しゃる んで す けれ ど も,こ の方 が 国際 エ レク トロ ンデ ィバ イ スの ミーテ ィツ グ,

これ は サ ン フ ラ ンシ スコで 開か れ た んです けれ ど も,そ の中 で導入 の ス ピーチ を して くだ さい ま した。

そ して,IBMの マ イク ロ ビー さん と,そ れ か ら第2番 目に牧 本 さんが しゃべ った ん で す けれ ども,

その会 議 で。 そ して,こ の 国際 会 議 にお きま して,ス ピー カー はい つ も終 わ りの言 葉 は冗 談 で締 め く

くるこ とが多 い わ けで す。 そ して牧本 さん がお っ し ゃった には,自 動化 工場 に つ いて お 話に な って い

たん です け れ ど も,締 め く くりは,多 額 の お金 を 自動 化 工場 にかけ るべ きであ ろ う とい うふ うにお っ
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しゃい ま した。 そ して,そ うい た します と4メ ガ ビ ッ ト,16メ ガ ビ ッ トの メ モ リーが で きる。4と

16の メ ガ ビッ トの メ モ リーが で き る とい うふ うに言 ったん です 。 そ して4と16と い う数字 を出 した

ときに,そ の数 字 を 聞 いて2,000人 の人 が大 笑 い して しま ったん で す。 とい うの は,こ れ はつ い1年

半 前 だ ったん です け れ ど も,人 々は 笑 って し まい ま した。 とい うの は,4と か16と い った よ うなのは,

本 当 にそん なこ とは絶 対 に な る こ とは ない とい うふ うに言 って,実 現 す る可能 性 が ない じゃな いか と

言 って失 笑 を 買 って しま った ん です けれ ど も,こ れ は つ い]年 半 前の こ とで した。

　 ただ,こ れか ら も進 展 は進 む と思 い ます。2～3年 前,人 々 はア メ リカに おい て,ま た ヨー ロ ッパ

にお い て もこ う言 って い ま した。1メ ガ ビッ トが も う最 終 目標 だ とい うふ うに言 って い た と き もあ り

ま した。

　 次 の ス ピーチ に入 ってい ただ け ます か。

　 ガル ブル ヒ トさん 。

　 ガ ル ブル ヒ ト　 　 皆 様,ま ず 導入 部 分 とい た し ま して,R&Dは いわゆ る市場 と,そ れ か ら工場 生

産 及 び その人 材 の 関係 で あ りま す けれ ど も,こ れ は すべ て相 互 に関 連 の深 い分 野 であ ります。 そ して

R&Dで 強 い立場 を誇 る とい うこ とであ ります け れ ど も,製 造 に裏 づ けが され てい な くて もい け ませ

ん し,そ れか ら結 局人 材が そろ ってい ない と」 結 局R&Dで 優位 に 立 てな いわ け であ ります。

　 私の 個人 的 な見 解 なん で す が,や は り優 秀 な人材 こ そR&Dを 裏 づ け る もの であ る。 それ か ら市場

の ペ ネ トレー シ ョンです とか参 入 で す とか,製 造 化 に も大 きな影 響 を与 え る と思 ってお ります 。 した

が い ま して,日 本 と ドイ ツの人 々 と,そ れ か ら時間 的 な変 化 とに考 慮 したい と思 ってお ります。

　 そ して,も ちろん両 国の 人 々 とい うのは伝 統 に裏 づ け され てい るわ けであ ります。 そ して勤勉 を誇

って初 めて 働 け るわ け であ り'ます 。 そ して 日本 の特 徴 と ドイツの特 徴 はよ く似 て い る と思 い ます。 日

本の 方 は非 常 に勤 勉で す け れ ど も,ド イ ツ人 もしか りであ り,友 情 で結 ばれ てお ります。

　 ドイツは ここ数年,非 常 に国 家経 済 が繁 栄 してお ります 。 しか し,そ の 天然 資 源 につ い ては限界 が

あ るわ けで あ ります し,そ れ か らま たい ろい ろ なベ ー ス労 働 に関 しま して も限 度 が あ るわ けです。 し

か し,そ れ に もか かわ らず,い ろい ろ考 え方 を ドイ ツ人 が変 え ま して,省 エ ネ タイ プの エ ネル ギー に

変 えま した り,そ の エ ネル ギー 消費 を 抑 え るため に,産 業的 に エ レク トロニ ク スな どに移 って きたわ

けであ ります 。 そ して,現 在 この 方 向 が進 ん でい る わ けで あ りま して ,大 幅 に改善 され てお ります 。

　 そして,マ イ ク ロエ レク トロニ ク ス とい う分 野 が あ るんで す けれ ど も,こ れ が非 常 に重 要 な分野 で

あ ります。 数 年 前 はほ んの ち ょ っと しか優先 順位 が与 え られ て い なか ったん で す けれ ど も,現 在 は ド

イ ツの 新 聞を に ぎわ す ほ ど大 きな優 先順 位が マ イク ロ エ レク トロニ ク スに与 え られ て お ります 。 それ

か らまた産 業 も大 きな投 資 をマ イ ク ロエ レク トロニ ク スに してお ります。資本 投 資 及 びR&Dに 大 き

な予 算 を割 い てお ります 。 そ れか らま た大 学 の方 も非 常に 研究 を マ イク ロエ レク トロニ ク スに 向け て

お ります し,マ イ ク ロエ レク トロニ ク スを専 攻す る学生 の 数 もふ え て お ります。 多大 な成 長 を遂 げ て

い るわ け であ ります。 マ イク ロエ レク トロニク スの 学科 とい うの は非 常 に競争 率 の高 い とこ ろで もあ
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ります 。

　 この よ うに非常 にす ば らしい迅 速 な変 化 が起 こ ってい るわ けで あ ります 。過 去1年 半 ぐ らい の間 に

ドィッ で起 こ って お ります 。 この 時 点 で私,R&Dと それか ら企 業 の コ ンセ プ トに つい て述 べ てみ た

い と思い ます 。私 の企業 と,そ れ か らマ イ ク ロエ レ ク トロニ ク スに 関 して 述べ て み たい と思 い ます。

　 と申 し ます の は,ジ ー メ ン ス とい うの は規 模 にお い て,生 産 にお い て も,ま たR&Dに おい て も ド

ィ ッのICの 先 頭 を切 る会 社 で あ りますの で,ま ず わが 社 の コ ンセ プ トにつ い て述べ てみ たい と思 い

ます 。 これ らはほ かの 企業 に も当 て は まる こ とか もしれ ません 。

　 まず最 初 に 申 し上 げた いの が 次 の こ とです 。 これは似 通 った表 を 日本側 の で見 せ て い ただ きました

けれ ど も,こ れ は現 時 点 に お き ま して,こ れ は 世界 のIC需 要 の8%し か ドイ ツは出 産 して い ないわ

け で,そ の中 で フ ィリ ップ スが 最 大,そ して その次 が フ ィリ ップ スに関 連 した会 社 です 。 フ ィリップ

ス とい うのは 西欧 ベ ー スの企 業 で,フ ィ リップ ス とい うのは世 界 で も有 数 のICメ ー カー です。 そ し

て ジー メン スが ヨ ー ロ ッパ で第2位,そ して ドイツで は第1位 です 。

　 ここで お見 せ したい んで す けれ ど も,現 在何 をや って い るか,そ して将 来,何 を や って い こ うと思

って い るか を お話 を します 。

　 私 ど もの考 え方 はNEC,日 立,東 芝,富 士通 とい った よ うな企 業 と非 常 に似 通 って お ります。 ま

ず第1に,私 ど もは シ ステ ム ビジネ ス とい った もの を強化 したい と思 って お ります 。す なわ ち,ア プ

リケ ー シ ョン指向 のICを つ くって い きたい と思 って お ります 。 それ か ら第2に メ モ リー を使 いま し

て,こ の メ モ リー とい うの はパ イ ロ ッ トプ ロダ ク トとして使 い ま して,プ ロセ スデ ィベ ロ ップメ ン ト

及 び,そ の製 品 化 して い きた い と思 ってお ります 。 そ して歩 どま りを上 げま して,品 質 を上 げま して,

いわ ゆ るカ ス トマ デ ィベ ロ ップ メ ン トと して 市場 に導 入 してい きた い と思 ってお ります 。 それ か らま

た,世 界 的 に標 準 化 とな った マ イク ロコ ン ピ ュー タな どに もつ くって い きたい と思 って お ります。

　 イ ンター フ ェーマ リー とい うのが あ るん です けれ ど も,そ れ で は メモ リーに つ いて まず 申 し上 げ ま

す。 これが ドィ ッの場 合 で あ ります。 私 ど もの予 想 とい た しま して は,1メ ガ ビ ッ トが量 産 化 され る

で あ ろ う,そ して1キ ロ当 た り毎 ヵ 月,数 十 万 個 つ く られ るで あろ う。 これが1987年 か らです 。そ

れか ら,こ こに は書 いて あ りませ ん けれ ど も,同 じよ うな こ とが4メ ガ ビッ トで も起 こ る と思 われ ま

す 。大 体,時 期的 に89年 です 。

　 これ が256KRAMで す。 大体,数 値 的 には先 ほ どお見 せい た だい た もの と同 じで,大 体45平 方

ミリぐ らい の もの なん です けれ ど も,こ れが 量産 化 されつつ あ ります 。 これ が2,000万 以 上 の デ ィバ

イスに 関 しての もの なん です け れ ど も,こ れ が 長期 的 な信頼 性 です 。20ビ ッ ト,イ ン フ ロ ン トモ ビ

リテ ィー,最 初 が,002%で す。 これ は最 初 の不良 率 なんです けれ ど も,こ れ は非 常 に大 きな数 字

で あ りま して,ほ か の メ ーカ ー よ りもま さ ってお ります 。この信頼 性 の デー タ とい うの は高 い歩 どま

りが ない と とって もし ょ うが な いわ け で,量 産 化 な どい ろい ろ して お ります けれ ど も,大 体 その歩 ど

ま りは 日本 の メ ーカ ー と匹 敵 で きる もの だ とい うふ うに結果 が 出 てお ります 。
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　 こ ち らの数 字 で す けれ ど も,こ れ は通 産 省 と,そ れ か ら私 ど もの情 報源 か ら得 た もの なん です けれ

ど も,こ れ が設備 投 資 で あ ります 。73年 か ら75年 を基 準年度 と して]00と い た し ます と,日 本 め

設備 投 資 は大 体13企 業 の 平均 なん です けれ ど も,78年Cう か ら設備 投 資 を始 め ま した。か な り急速

に伸 びて お ります 。 そ して,こ の 動 向 とい うの は,や は り ドイツの 方 も2年 お くれ ぐ らい で同 じよ う

な動 向 で 進ん で お ります。 私 ど もの投 資 状況 が こ うであ ります。83年 ,84年 ぐ らいでこ うい った レ

ー トで投 資 を続 け てい るわ け で
,大 体 この ぐ らい の投 資 にな る と思 い ます。 私 ど も とい た しま して は,

日本 の企 業 が行 った よ うな同率 で 投資 を して い きたい と思 ってお ります 。

　 しか し,ド ィッで は 日本 よ りは数年 の お くれが あ るわけ です。 その理 由 とい うのは,日 本 の メー カ

ー とい うのは メモ リー生 産 で78年 度 で もう歩 どま りが 高か った わ けです
。これ が初 め て4kメ モ リー

が で きた こ ろです け れ ど も,そ して ドイツ は同 じ歩 どま りに立つ の に]6キ ロメモ リー で82年 ,初 め

て 日本 と同 じ よ うな歩 どま りを得 るこ とがで きたわ け です。

　 したが って,ド イツの 設備 投 資 の 目標 とい た し ま しては,次 の よ うな もの です 。つま り,64KRAM

を オ ッ フ ァ ー した のが 日本 よ り2年 遅 か ったわ け で,256に 関 して も2年 ぐ らい の お くれ が ある と

思 い ます 。 とい うの は,な か なか その生 産能 力 を 伸 ばせ ませ んで したの で。 しか し,何 とか この お く

れ とい つた もの を,4メ ガ ビ ッ トメモ リーに関 しま して はお くれ を取 り戻 して,日 本 と同 調 して進 んで

いきたいと思 ってお ります。現 在,そ の製 造施 設 をつ くってお ります。か な りの投 資 を してお ります。 そ

して,関 連 の 開発 も現 在,進 行 させ てお ります の で,お くれ を取 り戻 した い と思 ってお ります。

　 これ も日本 の状 況 と似 てい るん です けれ ど も,こ れが プ ロセ ッサ ーの ジ ェネ レー シ ョンです。現 在,

256kが パ イ ロ ッ トプ ロダ クシ ョンで,1メ ガ ビ ッ トが開発 中,4メ ガ ビ ッ トの 方が 研 究中 で あ りま

す。

　 これが 写 真 なん です け れ ど も,1メ ガ ビ ッ トメ モ リー のセ ルエ リアの写 真 で あ りま す。

　 これが リソグ ラ フ ィー の結果 で あ ります 。3か ら1ミ ク ロ ンに移 行 しつつ あ ります。 これ がX線 を

使 って行 った もの で,フ ァノー バ ー イ ンステ ィチ ュー トと協力 して行 ってい る研 究 で す。 そ して,O.　3

マ イク ロ ン ス トラク チ ャーが で きつ つ あ ります 。

　 ジー メ ンス社 は こ うい った投 資 を行 い ま して,向 こう3年 間 にお きましてMOS生 産能 力 を倍 増 させ

たい と思 ってお ります。 そ して この プ ロ グ ラム とい うの は,ド イ ツの研 究省 の サ ポ ー トを受 けてお り

ます 。 そ して部分 的 に は,こ の研 究 とい うの は フ ィリップ ス も加わ ってお ります。

　私 ど もは この メ モ リー の分 野 で協 力 が で き た ら と思 ってお ります 。 オー プ ンな態 度 を と って お りま

すの で,た とえ ば フ レンチ キ ャパ シター です とかCDス トラ クチ ャー です とかX線 の 技 術 です とか
,

4メ ガ ビ ッ ト,16メ ガ ビ ッ ト,そ れ以 上 とい っ た よ うな こ とな ん です けれ ど も,い わゆ る任 意 の セ

ルの アー キ テク チ ャーに お きま して考 え たい と思 ってお ります 。1メ ガ ビ ッ トに な るん で し ょうか
,

4メ ガ ビ ッ トに もな るか もしれ ませ ん。 しか し,一 番 オプ テ ィマム なセ ル アー キテ クチ ャーは どうい

う もの であ るの か,こ れか ら見 つ けて いか な くては いけ ない わ けで,こ れ に追 随 した装 置 で す とか,
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自動 化 も必要 で あ ります 。 です か ら,こ うい った分 野 で協 力 がで きた らよろ しいの で は ないか と考 え

てお ります。

　 マ イク ロコ ン ピ ュー タに関 してで す けれ ど も,私 ど もは世 界 の標 準 に見合 った マ イ クロ コ ン ピュー

タをっ くってい きた い と思 って お ります 。要 す るにIBMと その互 換 性の あ る もの をつ く りた い と思

ってい るわけ で,日 ・本 の メー カー も同 じよ うな こ とを な さ ってい ると思い ます 。 それ か らま たケ ー ス

.パ イ ・ケー スでい ろい ろ な協 力 な ど も,い ろ い ろな企 業 と行 ってお ります 。

　現 時点 にお きま して は,16ビ ッ トまで,も し くは,緑 が 製造 部分 で あ ります けれ ど も,そ して こち

らの方 は80,83,こ れ は16ビ ッ トマ イク ロ コン ピ ュー タで,こ れが 現在,開 発 中 で あ ります 。そ

して,こ と し末 ま で に出 て くる予 定 で あ ります 。

　 これ は ワ ンチ ップマ イ クロ コ ン ピュー タの拡 張 部 で あ りま して,32ビ ットにつ い て 交渉 を現在 して

お ります 。 イ ンテ ル との 交流,も し くは協 力 の もの です 。 それ か らま た,日 本 の企 業 との動 向 と比 べ

て み ま して も,大 体 同 じ方 向 に進 ん でい る と思 い ます 。 日本 とぜ ひ協 力 したい と思 って い るわ けです 。

　 最近,日 本 の大 手 の企 業 と一 緒 に な りま して,製 品 に関 して交 流 をす る とい う ことを決 め て お りま

す。 そ して,将 来 も世界 的 な標 準 化 が で き るの で は ない か と思 って お ります。 とい うの は,す べ て い

ままで の と ころ標 準 とい うの は,ア メ リカの企 業 が標 準 とな って きたわ けです 。 そ してNECが 初 め

て 自分 の標 準 をつ くろ うとな さ ってい るよ うであ りま す けれ ど も,私 ど もも共 同戦線 を張 りま して,

世 界標 準 をつ く ってい きたい と思 って お ります。 そ して,フ ィリップ ス と手 を組 む こ とが で きれ ば,

必ず や ヨ.一ロ ッパ型 の標 準 に な るの で は ない で しざ うか 。 そ して 日本 型 を標 準 化す る こ と もで きるで

あ りま し ょう.。そ ういた します と,日 本 とヨー ロ ッパ が 一緒 に なれ ば,世 界 の2分 の1以 上 は カベ ー

す る こ とが で きるわ けです 。 それ か らま た,製 品 の交 流 もあ ります 。 それ か らまた共 同 で 著作権 で す

とか,こ うい った問題 に も対 処 で きる と思 います 。 これ も一つ の可 能 性 だ と思 い ます。

　 また,ア プ リケ ー シ ・.ン指 向 のICで あ ります けれ 、ど も,こ れ につ い て は手短 に申 し上 げ ます。 通

信 につい て ち ょっ と述べ たい と思 い ます 。 そ して,少 し娯 楽 関係 に つ いて も申 し上 げた.いと思 います 。

　 通 信 の分 野 で あ ります けれ ど も,私 ど もは世 界規 模 にお きま して,プ ロダ ク トフ ァ ミリー,ICフ

ァ ミリー,ア ナ ロ グデ ィジタル テ レホ ンサ'T・キ ッ トを開 発 したい と思 ってお ります 。 これ はISDN

用 の もの であ ります 。 まず は,小 さな規模 の もの を64キ ロ ビ ッ トでつ く ります 。 そ して これ を拡 張

させ て い きま して,い わゆ るボ ル ツベ ン ドISDNプ アソバ ー オ プテ ィ ック な シス テム に変 えてい き

たい と思 ってお ります 。 これ は1.6ギ ガ ビ ッ トの もので す。

　 それ か ら,第1世 代 の 製 品は アナ ログデ ィジタル回 路 であ ります 。 た とえば これ が その例 なん です

け れ ど も,こ れ は 回 路 の もの で,サ ブ ス ク ラ イ バ ー ラ イ ンボ ー ドの もの で あ り.ま して,こ れ が 最 も一

番 関 心 の 高 い分 野 で あ り ま す 。 この チ ッ プ セ ッ トを 開 発 い た し ま し た 。 そ し て イ ン テ ル 及 び フ ィリ ッ

プ と も提 携 し て お りま し て,ベ ン タ ー ク ラ ップ を つ く ろ う と し て お りま す 。 そ し て,テ レ コ ム カ ン パ

ニ ー と の 主 な 部 分 を と ろ う と思 っ て い る わ け で あ りま し て,10社 の う ち6社 は ヨー ロ ッパ の テ レコム

一90一



の会 社 で あ ります。 そ して ジ ーメ ンスは特 に強 い わけ で,特 に ヨー ロ ッパ ではICに おい て は強 い わ

け で,通 信 にっ い て も強 いわ けです 。

　 そ して,企 業 とい うの は非 常 に重 要 な役 割 りを果 た してい るわ けで あ りま して,こ の ニ ュー メデ ィ

ア とニ ューサ ー ビ スに関 しま して も企 業が イニ シ アチ ブを と って お ります。 バ スです とか プ ロ トコ ル

イ ンタ ー フ ェー ス,こ うい った もの の標 準 化 に関 して も,企 業 が主 導権 を とって お ります 。 そ して,

標 準 化 い た しま して ス タ ンダ ー ドな バ ス,そ の バ スの 標準 化 な ど も会 議を開 きま して,ジ ー メ ン スか

らは この バ スコ ンセ プ トを導 入 し,フ ィリ ップ ス,イ ンテ ル,AMDで す とか,い ろ い ろな と ころか.

ら支援 を いた だ く形 で世 界 に紹介 す る こ とが で き る と思 い ます 。 これ に関 しま しては,日 本 とは全 く

コ ンタク トが いま ま で なか ったわ けで すの で,ぜ ひ この点 で も交 流 を も う少 し進 めて い きた い と思 っ

てお ります 。

　 また,フ ィリ ップ スはい ろい ろな貢 献 を して くれ て います 。特 に娯 楽の分 野 な んで す けれ ど も,エ

ンター テ ーメ ン トの分 野 な ん です けれ ど も,こ れ は ビジ ュア リ ーテ キ ス トとい うもの です 。,これ は 昨

年 ドイツ で導 入 され ま した。 フ ィリ ップ スが この 大 きなデ ィス プ レーICを 開 発 しま した。 ア イロ ン

と呼ぶ もの な んで す けれ ど も,こ れ はICだ け で な く,す べ て の ア ーキテ クチ ャー及 び プ ロ トコル の

コ ンセ プ トに関係 してい ます。 これが非 常 に大 きな関 連 したチ ップで す。 、

　 問題 は こ うい った種 類 の チ ップ,ICコ ンセ プ ト及 び アーキ テ ク チ ャーが標 準 化で き るか ど うか と

い う問題 です。 ヨー ロ ッパ だ けで な く,日 本 で も標 準 化 がで き るか ど うか とい うのが 一 つの 問題 で す。

　 この エ ンタ ー テー メ ン トの分 野 なん です け れ ど も,こ れ は まだ よ く知 られて は お りませ ん け れ ど も,

エ ンタ ー テー メ ン トの 分 野 に おけ るICの 革 新 とい うの は ヨー ロ ッパ 中心 です 。多 くの製 品 とい うの

が 日本 で もつ く られ てお ります し,ヨ ー ロ ッパ で もつ く られて お りますけ れ ど も,由 来 は ヨー ロ ッパ

が多 い わ けです 。 これ は スタ ン ダー ドの比 較 なん です けれ ど も,こ れ が ロ ジ ックの標 準 です 。TTL,

CMOS-Aが マ イク ロ コ ン ピュー タに あ ります し,こ れ は最 初 の イニ シ ャル メモ リーは,最 初に は

メモ リー は アメ リカが 導 入 した もの です。 しか し,西 欧 の方 もフ ィリップ ス とジ=メ ン スが 主 力 とな

りま して,こ うい った もの を導 入 してお ります。 これ らは エ ン ター テー メ ン ト用 の チ ップ です 。

　 日本 の強 味 とい うの は この量 産 化 に ある わけ で あ ります。 しか し,こ れ に基 づ きま して い ろい ろな

チ ップ セ ッ トとい った もの が,い ろい ろな分 野 で出現 してお ります。

　 この スラ イ ドな ん です け れ ど も,こ れ は ジー メ ンスの チ ップセ ッ トであ ります 。 これ は テ レ ビ用 の

もの です 。 フ ィリ ップ スは もっ と もっ と これ 以上 の チ ップ もオ ッフ ァーで きます 。 それ か ら,こ の エ

ンター テ ー メ ン トの分 野 な ん です けれ ど も,な か なか この協 力 は むず か しい と思 い ますの で,た だ こ

の点 で は わが社 が非 常 に強 力 であ る とい う ことだ け強 調 してお きた い と思 い ます 。

　 こち らは ど ち らか とい うとその装 置 な どが 問題 に な って きます し,ど の よ うに その 結果 が な るか は

わか らない ん です けれ ど も,こ の装 置 の分 野 に お きま して は,少 し話 し合 いが で きるの で は ない で し

ようか。 とい うの は,ア メ リカ とい うの は ほ とん どエ ン ター テー メ ン トの分 野 で は余 り大 きな役割 り
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を果 た してお りません。

　次,セ ミカス タムの こ となん で す けれ ど も,こ れ は チ ップ デザ イ ンの ことで す。 セ ミカス タ ム,つ

ま りカ ス トマー用 の デザ イ ンであ りま して,セ ミカ スタ ム とい うのが 重要 性 を増 して お ります 。一 つ

の例 は ツー ル及 び イ ンタ ー フ ェース を標 準化 す る ことです。 日本 は この標 準 化 の問 題 を どの よ うに対

処 な さろ うとして い るのか,ぜ ひ知 りたい と思 い ます。 そ して,お 互 い に話 し合 い をす れば標 準 化 で

きるか もしれ ませ ん。 それ か らまた,標 準 化 す る とい うことに話 が ま とまれ ば,共 同で標 準 を決 めて

い きた い と思 って お ります 。 もし くは 規格 を決 めて い きた い と思 って お ります 。 そ うでな い と間違 い

を起 こ して しま うか もしれ ませ ん。

　 そ れか ら,パ イポ ー ラ ーに関 して最 後 に申 し上 げ たい のは,こ れ はECLゲ ー トア レーで あ ります 。

私 ど もが 製造 し,か つ開 発 した もの です 。 これはパ イ ロ ッ ト製造 してお ります350ピ コセカン ドゲ ー

トア レー,2,500の ゲ ー トア レーが あ ります 。200ピ コセ カ ン ド,そ れか ら8,000ゲ ー トア レー,360

ピン を開 発 しま した。 これ を50ピ コセ カ ン ドと比較 い た します と,大 体 こ うい ったゲ ー トア レー とい

う もの は,大 体 全般 的 ゲ ー トア レー に言 え る こ とで あ ります 。 す なわ ち,単 一の ア ン ローデ ッ ドゲ ー

トだ けに言 う もの で もあ りませ ん。 全 般的 に当 て は ま る もので す 。

　 こち らは 日本 の企業 が 製 造 して い る もの に匹 敵 し ます。 ど ち らか とい う と,こ ち らの方 が,私 ど も

の 方が 進 ん でい るの で はな い で し ょうか 。

　 ドイツの大 学 と,そ れか ら研 究 機 関 に つい て申 し上 げませ ん で したの で,と い うの はエ ン グル先 生

が きの う,も うす で に ドイ ツの大 学 につ いて御 説 明 しま したの で,私 は 申 し上 げ ませ んで した。

　 ち ょっ とま とめ ます 。

　 ドイ ツの人 々の考 え方 とい うの は変 わ ってお ります。 す な わ ち,昔 は マ イ クロ エ レク トロニ クスに

関 して大 きな抵抗 感 を持 って いた ん です け れ ど も,こ の ごろ は非常 に関心 が 増 してお ります。 ドィッ

は非 常 に重要 な役 割 りを果 た して い るわ けで,マ イ ク ロエ レク トロニ ク スの 製 造 と,そ れ か ら研究 に

大 きな役 割 りを果 た して お ります 。 そ して,フ ィリ ップス とジ ー メン スが マ イ ク ロエ レ ク トロニ クス

の ヨー ロ ッパに おけ る製 造 と,R&Dの 主 力 で あ ります 。 そ して,ジ ー メ ン ス とい うの は多 額 のR&

Dを 行 ってい るわ け で,1メ ガ ビ ッ トを4メ ガ ビ ッ トの メ モ リー セ グメ ン トに大 き く投 資 して まい り

ま した。 それ か らま た同様 に,フ ィリ ップ ス も同 じ よ うな研 究 を行 ってお ります 。 ま た,投 資 を行 っ

て お ります。 歩 ど ま り も高 く,品 質 も高 い もの で あ ります 。現 世代 の ものの 方 が 前の よ りず っ と高 く

な ってお ります。 マイ ク ロ コ ンピ ュー タの スタ ンダ ー ドフ ァ ミリーで あ ります け れ ど も,こ れ とそれ

か らテ レコム,そ れ か ら半 導体 製 品 とい っ たよ.うな ことが 主 な関 心 品 目で あ ります。 そ して,そ れ ぞ

れ別 の技 術 的 な ターゲ ッ トが あ り,か つ別 の 市場 を対 象 と して お ります 。

　 現 在,日 本 と ドィッ とい うの は世 界経 済 にお いて第2位,第3位 を占 め る国 で あ ります 。 したが い

ま して,お 互 いに協 力 し合 い ま して,一 致 協 力 して技 術 及 び人 間 の頭 脳 を使 って い きたい と思 って お

ります 。 そ して,人 類 の 技 術 的 な発展 に貢 献 して い きたい と思 って お ります 。 で すか ら,ぜ ひ トラ イ

して み よ うで はあ りませ ん か 。

一92一



ど うもあ りが とうご ざい ま し た。　 (拍 手)

ルー ゲ主 査　 　ガ ル ブル ヒ ト先生,ど う もあ りが と うご ざい ま した。

10.3 .討 議

　 ル ーゲ主 査 　 　スケ ジ ュール に従 い ま して,こ れ か ら自由討 議の 時 間に移 ってい きたい と思 い ます。

　 柳 井 主 査 　 　こ こで フ リー デ ィスカ ッシ ・ンに 入 りますけ れ ど も,日 本側 としま して,た だい ま

田中先 生 か らお話 が あ りま した よ うに 日本 側 の参 加者 の方 か ら少 しず つ コ メ ン トを して い ただ こう と

思 い ます。

　 まず菅 野 先生,簡 単 なお 話 を ち ょっとお願 い します。

　 菅 　 　野 　 　先 ほ ど田中先 生 が 示 され た いろ い ろな集積 回路 に関 す る リレー タ イムが将 来,ど の よ

うに改 善 され てい くか とい う問 題 で あ りますが,あ あい うその将 来 の 問題 を議 論す る場 合 には,デ ィ

バ イスの大 きさ並 び に
,そ れに伴 って電圧 が,特 に 回路電 圧 が どの よ うに変 わ ってい くか とい うこ と

を前提 として,議 論す る必 要 が あ ります。

　 以 下 にお見 せ し ます の は,最 近,私 ど もの研 究 室 で行 ったCMOSの スケー りン グダ ウ ンに関す る

問題 で あ りま して,こ れ は決 してIBMが か って提 案 い た しま した 単純 な スケ ー リング ダ ウンの法 則

を使 ったわ け では あ りませ ん 。考 え方 としま して は,デ ィバ イ スの中 の電 界 の強 さを一定 に保 つ とい

う前提 の もとで スケ ー リン グダ ウ ン,縮 小 を して お ります か ら,そ うい う意味 ではIBMが 前 に行 っ

た縮小 化 の法 則 に近 い もの で あ ります けれ ど も,縮 小化 に 伴 って基 板 の不 純物 濃 度が 増大 し,そ れ に

よ って電子 の移 動 度 が減 少 す る問 題,そ れか らソ ー スにお け る寄生 抵 抗,パ ラセ テ ィック レジ スタ ン

スです が,そ れが 増大 す る影響 も考 慮 してお ります 。

　 これ の結果 を見 ます と,こ ち ら側が,こ れ が ゲ ー トの長 さで あ りま して,こ れ が1ミ ク ロンを意 味

い た します。 これ が0、1ミ クロ ンの場 合 で あ りま して,nMOSイ ンバー タ ー,そ れ か らnMOSゲ

ー ト
,つ ま りフ ァンナ ウ トが1の 場 合 を考 えてい るわ けです が,nMOSと それ か らCMOSに つ き

ま して,一 応 室 温 と77度Kの 場 合 につ いて検 討 してみ たわ けで あ ります。

　 そ うします と,お お よそ1ミ ク ロンに至 るまで は ほ とん ど比例 的 な スケ ー リ ングの法 則 が成 立 す る

こ とが わか ります けれ ど も,ゲ ー トの長 さが1ミ ク ロ ンを割 りま して,01ミ クロ ンに近 づ くに従 っ

て,た とえば ス イ ッチ ング デ ィレー とい う もの は,ゲ ー トの 長 さ を短 くしてい くに従 って ,期 待 した

ほ どは短 くな らな い とい うこ とが わか りま す。

　 これ は ソー スの寄 生抵 抗 が大 き くな るか らの わ けで あ ります が,同 時に 注 意 しなけ れば い けな い こ

とは,こ の ときに は回 路電 圧 も同 じよ うに スケー リン グダ ウン され てい る とい うこ とであ ります。

　 この理 論計 算 で は こ こで2.5ボ ル トの 回路 電圧 を仮定 い た しま したか ら,こ こではO.　25ボ ル トな
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るわ け であ りまして。 ゲ ー トの長 さが 小 さ くな る従 って,CMOSも か な り早 い,50ピ コセ カ ン ド

ぐらいの ゲ ー トデ ィレー が実 現 で きる とい うこ とで,こ れ は先 ほ どの 田中先 生 の示 され た グ ラフ と大

体一 致 す る もので あ ります 。

　 と ころが一 つ気 をつ け るべ き こ とは,回 路電 圧 が減 少す るに従 いま して,サ ブス レ ッ シ ・一 ドカ レ

ン トの 影響 が大 き くな ります 。 こ こが やは りO.　1ミ ク ロ ンゲ ー トで あ ります。 で すか ら,0、1ミ ク ロ

ンゲ ー トぐ らい を考 え ます と,CMOSと い え ど もスタン ドバ イパ ワーが 大 き くな ります か ら,果 た

してO.　1ミ ク ロ・ンゲ ー トの ときにCMOSの テ クノ ロジーがnMOSテ ク ノ ロジ ーに比べ て,本 当 に

意 味 を持 って くるか ど うか とい うこ とは,大 変疑 問 に な ります。

　 この縦 軸 は スタ ン ドバ イパ ワ ー,静 止時 の 消費 電力 であ ります けれ ど も,CMOSで の 電力 消費 は

御 承知 の よ うに クu'ッ ク ブ リケ ン シー に よ ります か ら,た とえば100メ ガヘル ツ での動 作 を考 えます

と,CMOSで も0,1ミ ク ロ ンゲ ー トで もって,　 O.　05マ イ ク ロ ワ ッ トパ ーゲ ー トぐ らい の電力 消 費

に な ります。 それ を先 ほ どのnMOSの パ ワー と比 較 して み ます と,.ほ とん ど同 じに な りま して,0.1

ミク ロ ンゲ ー トとい うこと を考 え た場 合 に,CMOSが どの く らい意 味 を持 って くるか とい う ことは

疑 問 に思わ れ ます 。

　 しか し,い ずれ に し ま して もこの レベ ル,O.　 1ミ ク ロ ン とか0.2～0、3ミ ク ロ ン,こ の辺 の レベ ル

まで くればCMOS,　 nMOSと もに相 当に早 く動作 す るわ け であ ります し,昨 日の エ ングル先 生 の

お話 に もあ りま した し,本 日の ガル ブル ヒ トさんの お話 に もあ りま した よ うに,エ ック ス レー りソ グ

ラフ ィー とい うのが ドイ ツに おい て大 変大 規 模 な,イ ク ステ ン シ ブな研究 が行 われ て い る とい う こと

を伺 い ます と,そ うい う リソ グ ラフ ィーを使 って,こ うい うO.　2ミ ク ロ ン とか0.3ミ ク ロ ン ぐ らい の

MOSFETの 動 作 を相 互 に協 力 して研 究 を進 め る とい うこと は,十 分 に意 味 が あ るん では ないか と

私 は思 って お ります 。

　 それ か ら特 に重要 な こ とは,先 ほ ど申 し上 げ ま した よ うに,こ うい うスケ ー リング ダ ウンに従 って

回路 電 圧が減 少 しな けれ ば な りませ ん 。現 在 の ところで は,こ れ は よ く御 承知 の よ うに5ボ ル トス タ

ンダ ー ドとい うのがTTLと の 両立 性 といい ます か,コ ンパ テ ィビ リテ ィー を考 え る と,動 か す こと

が非 常 に むず か しくて,現 在,3ボ ル トスタ ンSi-一 ドとい う話 が あ る よ うで あ ります けれ ど も,　M　O

Sの 電 界 効果 トラ ン ジス タを非 常 に高 速 で動 か そ うとい う場 合 に は,も う少 し電 源 電圧 を下 げ る必 要

が あ るわけ で,こ れ は一 つ の企 業 だ けが 電 源電 圧 を下 げ る とい って も,・それ は ほ とん ど不可 能 に近 い

わ けで,国 際 的 な協 力が ない と,実 際 には5ボ ル トスタ ンダ ー ドを3ボ ル トな り1ボ ル トな りに して

い くとい うこ とは不 可能 だ ろ うと思 い ます 。

　 で す か ら,こ うい ったLSIの デ ザ インを す る上 での電 源電 圧 の 問題 に関 して も,私 は国際 的 な協

力 をす る十 分 な可能 性 が あ るん では ないか とい う.ふうに考 えて お ります 。

　 以 上 です 。

　 柳 井 主 査 　 　ど う もあ りが と うござい ま した。
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　 では,引 き続 きま して,そ れ ぞ れ簡 単 にお願 い したい んで すが,高 橋 さん か ら。

　 高 橋 高橋 で ご ざい ます が,こ こで ち ょっ と紹介 させて い た だ きたい の は スニノぐ一 ラテ ィス,

あ るい は ス ー パ ー ス トラ ク チ ャ ー デ ィバ イ ス とい う こ と に つ い て,少 し御 紹 介 させ て い た だ き た い と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

思 います 。

　 御 存知 の よ うに,1981年 か ら 日本 の ナ シ ョナル プ ロジ ェク トと して フ ュー チ ャーエ レク トロンデ

ィバ イス とい うプ ロ ジ ェク トが発 足 い た しま して,10年 の期 間 でやろ うとい うこ とで ご ざい ます 。

　 その中 には 幾 つか あ りますが,代 表 的 な もの とい た しま して,ス ーパ ー ラテ ィスデ ィバ イス,ス リ

ー デ ィメー シ ョナ ルIC
,対 環 境,こ れ に つ きま して は ドクター ・片 岡が 後 ほ ど御説 明い た だけ ると

思 い ます の で,私 は こ ち らの方 に つ い て若干,御 紹 介 したい と思 ってお ります。

　 先 ほ ど来,デ ィバ イスの 寸法 とい う話 が 出 てお ります が,デ ィバ イ スの 寸法 を横 と縦 とを分 け て示

したのが この 図 でCざ い ます 。 こ ち らは横 型 の寸 法 で,い ま まで話 の 出 ま したMOSや 何 か の寸法 で

ご ざい ます。 こち らは深 さ方 向 とい い ますか,厚 み 方 向の寸 法 で ご ざい ます。 い ま ま での横 方 向の 寸

法 を見 て み ます と,大 体1ミ ク ロ ン,あ るいは1ミ ク ロンを切 る とか い うこ とが い ろ い ろ言 われ てお

りま して,し か し厚 さ方 向 の寸 法 を見 ます とか な り厚 い と ころでや ってい る。 実際 の バ イポ ー ラ トラ

ン ジス ターあ た りは,い わ ゆ る拡 散技 術 とかCVDを 使 ってお りま して,そ の コ ン トロー ル は大 体

1,　OOOオ ング ス トロー ム以上 だ ろ う。 さ らに これ を もうち ょっ と精度 を上 げ ま して,イ オ ンイ ンプ ラ

ンテ ー シ ・ンに な ります と,も う一 けた深 さ方向 の精 度 が上 が って,数 百 オ ン グ ス トロー ム まで来 て

い る。 この あ た りが い まMOSト ラン ジ スターや 何 かい ろい ろ使 わ れ てい るわ け です が
,さ らに この

縦 方 向 の寸 法 を もう ち ょっ と精度 を上 げ よ うとし ます と,こ うい う技 術 で は な くて,MBE,あ るい

はMOCVDと い う技術 でい ろい ろや られて お りま して,そ の よ うに深 さ方 向 の寸 法 が小 さ くな りま

す と,い ろい ろい ま まで に ない 新 しい デ ィバ イスが 出て くるで あ ろ う。一 応,便 宜 上 こ こか ら下 をク

ラシ カル なデ ィバ イス とい た します と,こ こか らは量 子論 的 な効果 を持 ったデ ィバ イ スがい ろい ろ出

て くるであ ろ う。 この あ た りを こ こ10年 か けて模 索 して,新 しい現 象 に基 づ く新 しい デ ィバ イ スを

つ くろ うとい うのが,ナ シ ョナ ル プ ロジ ェク トの一 つで ご ざい ます。

　 そ う します と,新 しい デ ィバ イ ス とい うの は ど うい うの が あ るだ ろ うか とい うこ とを見 て み ます と,

スー パ ー ラテ ィス を例 に と ります と,大 体4つ ぐ らい あ るの では なか ろ うか。1つ は,ド ク ター ・江

崎 が1970年 に提 唱 い た し ま した例 の プ ロ ッホ オ シ レー シ.ン に よ るデ ィバ イ スで ござい ます 。 も

う1っ が モ ジ ュ レー シ ョン ドー ピ ン グ に よ る,い わ ゆ るツ ーデ ィメ ンシ ョナ ル ガ スの エ レ ク トロン

ガ スの もの で,こ れはい まHEMTや 何 か で実 際 に デ ィバ イ ス としてつ くられ始 め て お ります。3番 目

は サ プエ ナ ジー バ ン ドを使 ったい わ ゆ る カ ンタム ウェル レー ザー ダ イオ ー ド,こ れ あ た り もデ ィバ イ

ス としてか な り積 極的 に取 り組 まれ てお ります。4番 目 とい た しま しては,そ れ 以外 の もの とい た し

ま して,た とえ ば,金 属 と半 導体 でBCSセ オ リーに従 わ ない 超伝 導 の材料 が で きるの で は ない だ ろ

うか 。 この よ うな もの が い ろい ろ考 え られて お ります。
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　 ち ょっ と時間 が な いの で次 に移 らせ て いた だ きます が,次 は ス ーパ ー ス トラクチ ャー デ ィバ イ スに

っ いて考 えて み ます と,い まの よ うにた とえ ば縦 方 向の コン トロールが で きる よ うに な りま す と,い

わ ゆ る縦方 向 を使 ったデ ィバ イ ス とい うもの が,か な りつ く られ て くるので はな い だ ろ うか 。 これが
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

横 方 向 で ご ざ い ま し て,い ま のMOSト ラ ン ジ ス タ ー,あ る い は バ イ ポ ー ラ トラ ン ジ ス タ ー は ち ょ っ

と こ こか ら抜 け て お りま す 。 もち ろ んMOSト ラ ン ジ ス タ ー が こ こ に入 り ま し て,バ イ ポ ー ラが こ こ

に あ り ま す が,こ れ か らの デ ィバ イ ス と し て は い ろ い ろ こ う い う もの が 考 え る も ん で は な い だ ろ うか 。

　 た と え ばMESFET,こ れ は も うす で に コマ ーシ ャルベ ース に な っ て お りま す が,ス テ ー マ,　 これ

は横 方向 で すが,そ れ でFEMT,　 い ま まで わ りに話 題 に出 てお りま し たHEMTあ たbも いま は開

発中 とい うこ とで,間 もな く もの に な るの で は ない だ ろ うか 。

　 そ れ に 対 し ま し て,縦 方 向 の デ ィバ イ ス と して い ま 開 発 が 行 わ れ て お り ま す が,御 存 知 のSITが

や られ て お りま し て,そ れ 以 外 に も,た と え ば ヘ テ ロ ジ ャ ン ク シ ョン を使 っ た トラ ン ジ ス タ ー ・ ヘ テ

ロ バ イ ポ ー ラ トラ ン ジ ス タ ー,あ る い は メ タ ル ベ ー ス トラ ン ジ ス タ ー,ト ン ネ ル ベ ー ス ダ イ オ ー ド ト

ラ ン ジ ス タ ー,こ うい う もの が い ろ い ろ あ りま す が,こ れ あ た り は す で に ア イ デ ア と して は も う20

年 あ る い は30年 前 に 出 て い る もの で ご ざ い ま す 。 と こ ろ が,い ま ま で は こ れ を つ く る テ ク ノ ロ ジ ー が

な か っ た 。 と ころ が,最 近 そ うい うテ ク ノ ロ ジ ー も開 発 さ れ ま し た の で,こ うい うの も これ か らい ろ

い ろ開 発 され て く る の で は な い だ ろ うか 。

　 あ る い は も う一 つ 別 の もの で,SITの 範 籍 に 入 りま す け れ ど も,い わ ゆ る タ ー ミナ ル ベ ー ス トラ

ン ジ ス タ ー,あ る い は バ リス テ ィック トラ ン ジスタ ー,そ うい う トラ ン ジ ス タ ー とい うの が,こ れ か らか

な りハ イ ス ピー ド トラ ンジ ス ター と して注 目され て くる と思 い ます 。 こち らの縦 型 の デ ィバ イ スが な

ぜ いいか とい うこ とで す が,一 つ は光IC,OEICで しょうか,そ れ との ドッキ ン グ とい うこ とを考

えます と,縦 型 の デ ィバ イス とい うの はわ りに使 い やす い とい う こ とで,こ れ か らは こ うい うデ ィバ

イ ス とい う もの もか な り出 て くるの で はな いだ ろ うか と思 って お ります。

　 そ こで最 後 で ご ざい ます が,こ れか らは ど うな るで あ ろ うか とい うこ とを スーパ ー ラテ ィスを例 に

ち ょっと考 えて み ます と,い ま行 わ れ てい るスーパ ー ラテ ィスの もの を考 えま す と,い わ ゆ る実空 間

に おけ るエ ネル ギ ー レベル の コ ン トロー ル をや って お ります。 例 の サ ブ バ ン ドを使 い ま して,カ ンタ

ム ウエ ル とか レー ザ ー ダ イオ ー ドとか何 か い ろ いろつ くられて お りま すが,こ れ か らは こち らの方 向

で はな か ろ うか。 た だ し,い ま こ こで これ を紹介 す る と,先 ほ どル ーゲ さ んが お っ しゃ った よ うに多

分 一笑 に付 され るの では ないか とい うよ うな気が い た しま すが,こ れ は実 現 す るこ とを期 待 した い と

思 い ます 。

　 さ らに厚 さ方 向 の精 度 を数 オ ング ス トロ ームでや る よ うにな ります と,い わ ゆ るk空 間 に お け るエ

ネ ル ギ ー レ ベ ル が コ ン ト ロ ー ル で き る だ ろ う 。 そ う し ま す と,キ ャ リア の イ フ ェ ク テ ィ ブ マ ス も コ

ン トロ ー ル で き る の で は な い だ ろ うか 。 こ れ が で き ま す と,半 導 体 の モ ビ リテ ィ ー 自体 もコ ン ト ロ ー

ル で き る の で は な い だ ろ うか と い う よ うに 考 え て お りま す 。
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　 ただ,そ うい うテ ク ノ ロジー は ど うい うテ ク ノ ロジーが あ るか とい うこ とで,こ れ は本 当に漫 画 で,

こに で御 紹介 す るの は ち ょ っと申 しわ け ないん で すが,ち ょっと漫 画 を出 させ てい ただ きます と,い

ま厚 さ方 向 の コ ン トロ ールの 精度 の い い とい うの はMBE,あ るい はMOCVDと い う もので すが,

それ ぞ れ一長 一 短 が あ りま して,こ れ か らは この いい とこ ろ,あ るい は この いい とこ ろの両 方 を と っ

て,MOMBEと い う手法 が 一 つ考 え られ ると思 い ます。 さ らに これ が成 長 い た しま して,こ ん な漫

画 を ち ょっとか い てみ たん ですが,MOMBEが 無 事 に成長 した暁 を考 え ます と,今 度 はPHOTOC

VDとMOMBEと の ドッキ ングで,い わ ゆ る光 を使 ったPHOTO　 MOMBEと い うテ ク ノロジーと

い うのが,こ れ か らか な り重要 に な って く る。 このあ た りの テ クノ ロ ジー とい うのが,い まの数 オ ン

グ ス トロー ム,あ るい は10オ ン グ ス トロー ム以 下の コン トロール とい うこ とに,数 年 後 に は メ インに

な って くるの では ない だ ろ うか と考 え てお りま して,日 本 の ナ シ ョナル プ ロジ ェク トでは,い ま その

あ た りの と ころを研 究 を行 ってお ります 。

　 簡 単 でご ざい ま すが,以 上 です ご

　 柳 井 主 査 　 　どう もあ りが とう ご ざい ま した。

　 で は,時 間 の関 係 もござい ます の で,引 き続 い て片 岡 さんか らひ とつお話 しい た だ きた い と思 い ま

す 。 お願 いい た します。

　 片 　 　岡 　 　先 ほ ど田 中先 生 か らお 話 が あ りま した将来 の可能 性 とい う ことで,3次 元 のICの 研

究 開発 に つい て,少 し御 紹介 して み たい と思 い ます 。

　 1981年 に,い ま高橋 先生 が お っ しゃ られ た フ ューチ ャー エ レク トンデ ィバ イス とい う,基 礎 研究

的 な意 味合 い の プ ロ ジ ェク トとい う こ とで,多 くの 方 々の 御協 力 を得 なが ら,現 在 新 しい技術 を生み

出 そ うとい う努力 が 日本 で続 け られ てお りま して,そ の一 つ に ス リー デ ィメ ン シ ・ナルICと い うの

が ご ざい ま して,御 承 知 の よ うに,現 在の 産業 ベ ー スでのICと い うの は,半 導 体 の表 面 にい ろん な

素子 を インチ グレニ トす る とい う技 術 で ご ざい ます けれ ど も,さ らにい ろい ろ な エ レ ク トロニ ックな

可能 性 を引 き出す の に,深 さの 方 向に もイ ンテ グ レー シ ・ン した ら ど うか とい う考 え方 が この 発 端 で

ご ざい ます 。

　 深 さの 方 向 に イ ンテ グ レー シ ・ンす るこ とに よ って,わ れ われ が イ クスペ ク トで き るイ ンプル ー ブ

メ ン トとい うか,性 能 の 向上 と しては ど うい う ものが あ るか と考 えて み ます と,大 体,3つ わ れ われ

は 目的意 識 を持 ってお ります。最初 はパ ッキングデ ンシティー を非常 に高 め る こ とが で き るの で は ないか 。

これ は大 体4年 前 の計 画 で ご ざい ます が,4年 前 の段 階 で ワ ンチ'ップで16メ ガの メモ リーが こ うい う

こ とで で きな いか,そ れ が一 つ の 目的 で ご ざい ます 。 それ か ら2番 目は,立 体 的 な配 置 を とる ことに

よ って,素 子 間 の コネ クシ ョンの最 短距 離 を と る可能 性が 出 て きます ので,そ うい う ことで全 体 とし

ての ロジ ックの ス ピー ドを非常 に上 げ られ な いか 。大体,平 均 と して100ピ コセ カ ン ド以 下 ぐらいを

考 え ま した 。 それ か ら3番 目 と して,い ろい ろな機 能 を集 積 化す る こ とに よ って,全 体 と して非 常 に

イ ンテ リジ ェン トな機能 を持 たせ られ るの で はな いか。 特 に セ ンサ ー と組 み合 わ せ て,イ ンテ リジ ェ
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ン トセ ン サ ー の 実 現 を 図 っ て み よ う。

　 た とえば,こ れ は皆 さん も御 承 知 だ と思い ます が,左 側 が人 間 の網膜,レ テ ィナーの 構造 で して♂

この 辺 にい わ ゆ るフ ォ トセ ンサ ー,リ セプ タ ーセ ルが ござい ます けれ ど も,そ の 下に この りセ プター

セ ルか らの信 号 を処 理 す る あ る程 度 の信 号処 理 シ ステムが つ い てお ります。 か な り処 理 され た もの が

視神 経 として脳 に行 くわ けで す けれ ど も,若F,こ れ と似 た よ うな構 造 を3次 元 の集積 化 とい うこ と

に よ って実現 で きや しな いか 。 た とえば,表 面 がCCD的 な,あ るい は フ ォ トセ ンサ ーの ア レイ,次

に トラ ンス フ ァー ・ゲ ー トとか,あ るい は メモ リーとか ロジ ッ クとか,い ろ いろ な機 能 を積み 重 ね て

い くことに よ って,ま さに これは信 号 の完 全 なパ ラ レル処 理 に な りま す けれ ど も,そ うい うこ とに よ

って新 しい種 類の イ ンテ リジ ェン トな,イ ン テ グレー トされ たチ ップ とい うか,デ パ ィ スを実現 で き

るの では な いか,そ うい う よ うな 考 え方 を持 って お ります 。

　 こうい う もの に対 す る非 テ クノ ロ ジー とい うの は,何 とい って も次 々 と積 み 重ね ますか ら,絶 縁 物

の上 に強 い半 導体 をつ く ってい く,シ リコンオ ンィンシュレ一夕ーの 技術 が中心 に な ります 。 そ して,そ

れ もその 下の デ ィバ イ スを破 壊 しない で,次 々に よい結 晶 をつ くって い くため に低温 で,局 部的 に だ

けデ ポ ジ ッ トしたポリシリコンを リク リスタ ラ イズ して 単結 晶 にす る。 その ため には,レ ー ザ ー ビー ム

な りエ レク トロ ン ビー ム を使 い ます けれ ど も,そ うい う技 術が 中 心 にな ってい こ うか と思 い ます。

　 最近,こ うい う目的 に向 か って 日本 で行 われ て い る仕 事 を若 干 紹介 いた します と,こ れ は た とえ ば

1例 で す けれ ど も,大 体,現 在,2層 ～3層 か らな るデ ィバ イ スが試 作 しつ つ ご ざいます け れ ど も,

た とえば断 面 図が この よ うに,ア ク テ ィブなデ ィバ イ スが2層,大 体 日本 で は2層 まで は で きる よ う

にな りま して,材 料的 には3層 ぐ らいま で で き るよ うに な って きてお ります 。 こ うい うこ とでコ ネ ク

シ ョンを し,次 々 とデ ィバ イ スをつ く り込 んで い く。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 この と きに,こ れ は ち ょっ と汚 い写 真 です が,Eビ ー ムの スキ ャニ ングに よ って局 部的 に リク リス

タ ラ イズ して い く。 た とえば1例 を ご らん に入 れ ます と,こ ん な感 じでデ ポ ジ ッ トし たポ リシ リコ ン

の膜 が リク リス タラ イ ズ され て,シ ン グル ク リスタル に な ります。

　 こ うい うと ころに い ろい ろ なデ ィバ イ スをつ く り込 む わ け で ござ います が,こ れ は2重 に つ く りま

したCMOSの シ フ トレ ジ スタ ーの例 で ござい ま して,こ れ を だん だん と拡 大 してい きます と,こ ん

な感 じで す。 図 が ち ょっ と汚 くて申 しわ け ない ん です カ1,こ ん な感 じで,実 は こ この と ころに下 の デ

ィバ イスが 透 けて見 えます 。 これ は 上 の デ ィバ イス です が,下 の デ ィバ イ スが 透 け て見 え る。層 状 に

つ く り込 ん で い く。

　 こ うい う こ と に 関 連 し ま し て,ド イ ツ で は エ ッ ク ス レ ーの リ ソ グ ラ フ ィー が 進 ん で い る よ うで ご ざ

い ま す が,一 つ の 基 礎 技 術 と し て これ は 電 総 研 で ス トレ ッ ジ リ ン グ,こ れ は ス ト レ ッ ジ リ ン グ で す が,

こ こ に 直 径10メ ー タ ー の ス トレ ッジ リ ン グ が ご ざ い ま し て,こ れ か らの ・ この シ ンクロ トロン レデ ィエ

ー シ ・ ン を使 った り ソ グ ラ フ ィー の 研 究 を し て お りま す 。 こん な 感 じ で す が,リ ン グ が ご ざ い ま し て,

そ こか ら光 が 出 て ま い り ます 。 こ の 光 の 中 の ソ フ トエ ッ ク ス レ イ の 成 分 を 使 い ま す 。
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　 これ は炉 口の とこ ろの写 真 です が,パ ター ンの転 写 を いた します が,い まの と ころ こん な感 じで い

ろい ろ な もの が で き てお りま して,こ の 場合 は これ が大 体 コ ンマ数 ミク ロン,コ ンマ3～5ミ ク ロ ン

ぐ らい。 アスペ ク ト比 が10以 上 ぐ らい の もの で,い ろ い ろな形 状 の もの が行 わ れ てお ります。 ドイ

ツで は き っ とデ イ ジー で こ うい うお仕 事 をや ってお られ る と思 いま すが,こ うい う基礎 研 究 な どに も

将来 の研究 課題 の 一 つ に な るの では ない か と思 われ ます 。

　 いず れ にい た しま して も,先 ほ どの超格 子 も,そ れか ら人 間の組 織 に非 常 に近 い よ うな深 さ方 向 の

イ ンテ グ レー シ ・ン とい うよ うな意 味 で も,こ れは現 在 の 技術 を進 めて い く とい うの とは違 い ま して,

1990年 代 の 新 しい 技術 の種 に な る よ うな創 造的 な技 術 の開 発 とい うことを 目標 に し てお りま して,

ア ウ トバ ー ンを超 高速 で突 っ走 る とい うこ とで は な くて,ロ マ ン テ ィッユ ・ス トラーセ を右 を見 た り

左 を見 た りしなが ら,楽 しみ なが ら新 しい技 術 を開発 してい きたい,そ うい うふ うに考 え てお ります。

　 以上 で ご ざい ます 。

　 柳 井 主 査 　 　ど う もあ りが と うご ざい ま した。　 (拍 手)

　 そ れで は引 き続 きま して,東 芝 の 小田 川 さん か らち ょ っとお願 い します 。時 間 もあれ で ご ざい ます

か らで きるだ け は し ょったか っこ うでお願 い します。

　 小 田 川 　 は い,簡 単 にや りま す。

　 い まま で同 じよ うな お話 が何 回 も出 てい ますが,1メ ガか ら4メ ガ,4メ ガが0.8ミ ク ロ ン ぐ らい,

あ るい はO.　7ミ ク ロ ン ぐ らい,こ こ ら辺 ま では光 の ステ ップ ・ア ン ド ・リピー トで い く と思 い ます 。

それで16メ ガが光 でい くか ど うか は ちょっとクエ ス シ ョンだ と思 い ます。 それか らその先 は64メ ガ,

あ るい は256メ ガ,こ の 辺 は光 で はで きない と思 い ます 。 この 場所 はXレ イ,あ るい はエ レク トロ

ン ビーム,あ るい は エ レ ク トロ ン フ ラ ッ ド,あ るい は エ ク スマ レー ザ ー等 々,何 か 新 しい もの を探 さ

な くち ゃい かん 。 それ で,そ うい うフ ァ ンダメ ンタ ル な と ころが一 つ の お互 いに協 力 して開発 す る場

で はな いか な。 ドイツ は非 常 に基 礎 技 術が 強い ん で,そ うい うと ころで一 つ,一 緒 に協 力 す る場所 が

あ るん じゃない か と思 い ま す。

　 それか ら2番 目の話,こ れ で お しまい なん です が,こ れ は産 業部 門,あ るい は もっ とは っ き り言 う

とエ レク トロニ ク スの イ ンダ ス トリーの部 門 での協 力 の一 つの 提案 です。 ロジ ックICの 将来 の コ ン

サ ンプ シ ・ンの動 向 が 書 い てあ ります が,TTLの よ うな ス タ ンダ ー ドロジ ックは,そ れ ほ ど伸 び な

い。 フ ルカ ス タム,あ るい はセ ミカ スタ ム,そ の中 で も特 にゲ ー トア レイ,そ の伸 びが 非 常 に足 い と

い うふ うに思 い ま す。

　 ゲ ー トア レイの 中 で 日本,特 に東 芝 はCMOSに 非 常 に力 を入 れ てお りま して,現 在 で ほ ぼ1万 ゲ

ー トパ ーチ ップ
,将 来 は数 万,あ るい は10万 とか い うふ うに イ ンテ グ レーシ ョン,上 が りま す。 そ れ

か ら,い ま までCMOSが 一番 弱 か った ス ピー ドなん です が ,　VLSIテ ク ノ ロジー で,ス ピー ドも

先 ほ どお話 が あ りま した よ うに1ナ ノセ カ ン ドを切 りま して,現 時 点 ですで に サ ブ ナノに 入 ってい ま

す 。で すか ら,た とえ ばO.1ナ ノセ カ ン ドぐ らい非常 に スピー ドが早 くな って きてい る。 先 ほ どガ ル
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プル ヒ トさんが 言 われ た よ うに,ECLは 非 常 に シー メ ンス さん,強 いん です が,　CMOSの エ リ ア

で は東 芝 も御協 力 で き るん じゃな いか と思 います 。

　 シ ス テム エ ンジニ アの デ ザ イ ンエ ンジニ アは,住 まい コン ダ クター の フ ィール ドのデ ザ イ ンエ ンジ

ニ アの100倍 あ るい は1,000倍 の数 の エ ン ジニ アが世界 中 にい る と思 い ます 。そ うい う,た とえば ド

イツの シ ステム エ ンジ ニア の方 がゲ ー トアレ ーのデ ザ イ ン,こ れ は1週 間 ぐ らいで楽 に マス ターで き

るん で す が,そ うい うの を マ ズタ ー し て,ど ん どん ゲ ー トア レー で シ ステ ムをLSI化 して い きま す

と,シ ステ ムが 非 常 に大 幅 に小 さ くな りま して,た とえば この ゲ ー トア レーを使 い ます と普 通 の フル

カス タ マー よ りも一 け た ぐらい少 ない 期 間,そ れか ら開 発 費,そ れか らデザ イ ンの マ ンパ ワーで済 み

ますの で,た とえば2～3ヵ 月で 新 しいLSIを どん どん つ くれ ます の で,そ うい う こ とで つ くりま

す と,エ レク トロニ クスの エキ ュー スメ ン トは非常 に コス トコ ンペ デ ィテ ィブで小 型 な ものが で きる。

これ は エ レ ク トロニ ックの イ ンダ ス トリーを活 性 化す るの に,や っぱ り一 つの 武 器 にな るの で はない

か な と思 ってお ります 。

　 以上 です 。

　柳 井 主 査 　 　ど うもあ りが と うござ いま した。

　 引 き続 きま して石 立 さんか ら。

　 石 立(英 訳 が入 っ て きて聞 き とれ ず)

　 日本 は比 較的 早 くか らマイ ク ロコ ン ピ ュー タの開 発 を始 め てお ります。 これが 御承 知 の イ ンテル の

製品 です 。 この イ ンテル の製 品 は,実 は 日本 の あ る電卓 メー カーが 注文 を し てつ くった もの であ る と

い うこ とは,皆 さん よ く御 存 知 だ と思 い ます 。 とい うことで,日 本 で もほ とん どア メ リカ と同 じよ う

な時 期 に こ うい うよ うな マ イク ロプ ロセ ッサー が開 発 され ま した 。 それ が始 ま りの 過 去 のお 話 です 。

　 それ か ら,こ れは現 在 で す。]982年 の 第4・ 四半 期か ら83年 の 第3・ 四半 期 まで の,こ れは数

量 一 数 で あ らわ した シ ェアで す。大 体,全 体 で 日本 は世 界の3分 の]ぐ らいの生 産 を い た してお り

ます。

　 シン グル チ ップの 分野 では,日 本 は特 に4ビ ッ トでは非 常 に大 きく シェ アを持 ってお ります 。 この

後 の は全 部 日本 の オ リジナ リテ ィー,日 本 が最 初 に開 発 したチ ップで あ ります 。 これ はなぜ か とい い

ます と,日 本 で はVCR,ビ デオ カセ ットレ コー ダー,そ れ か ら家 庭の いろ い ろ電 気製 品 に多 く使 わ れ

れ てい る。 そ うい う ことで 日本 が この シ ングル チ ップの4ビ ッ トでは非 常 に シ ェアが高 い理 由 であ り

ます 。

　 つ ま り,日 本 はマ イク ロプ ロセ ッサー を まず は家 庭 で使 うよ うに努 力 を したわ けで あ ります。

　 と ころが,残 念 な が らこの8ビ ッ ト,16ビ ッ トの分 野 にお いて はま だ十分 とは言 え ませ ん。 これ

でわ か ります よ うに,い わゆ るアメ リカ オ リジ ナルの 製 品が ま だ まだ多 ござ いま す。

　 これ は未来,こ れ か らで ご ざい ます が,こ こに 書 い てあ る とお りで ござい ます け れ ど も,従 来 あ る

ソ フ トウ ェアを活用 す るた めに は,や は り現 在 の ポ ピ ュラー なマ イ ク ロプ ロセ ッサ ー と,ア ッバ ー ド
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コ ンパ テ ィブル で なけれ ば い けな い。 も ちろん ユ ーザ ーを た くさん 抱 え込 む必 要が あ る
。 しか し,そ

れ だけ で はい け ない と思 い ます。 もっと高 いパ フォー マ ンスの マ イ クロ プロセ ッサ ーを開 発 しない と

い けな い。 それ か ら,た く さん の トラ ンジ スタ ーが イ ンテ グ レー トされ る よ うに な ります と
,将 来 は

CMOSで な けれ ば な らな いで あ ろ う。 そ うす る と,　CMOSに 適 した特 殊 な回路 あ るいは ア ーキ テ

クチ ャー とい うよ うな ものが必 要 に な るか もしれ ませ ん。 もちろん こうい う問題,著 作 権 の問 題 もい

ま騒 が れ てお りま す。

　 そこ で,こ うい う最 近,日 本 で 新 しい マ イク ロプ ロセ ッサ ーを開 発 しよ う,ジ ャパ ニ ーズ オ リジ ナ

ル の,日 本 の 新 しいマ イ ク ロプ ロセ ッサー をつ くろ うとい う試 みの 一 つが これ で ご ざい ま す
。

　 これ は 日本 電気,NECコ ーポ レー シ ・ンに な っ ていま すが,こ れ は 日本の ほか の,　NEC以 外 の

会 社 で も同 じ よ うな ことが行 わ れ てい る と私 は思 い ま す。 ただ ,私 が ただ い ま知 ってい るのは,こ れ

しか知 らない か らです 。 こ うい う新 しい ア ーキ テ クチ ャーの もの をつ くる予 定 にな ってお りま す。

　 これ は16ビ ッ ト,こ れ は32ビ ッ トで ご ざい ます 。

　 た とえば ど うい うと ころが 新 しいか とい い ます と,こ れ は インテ ルの8088の ア ップ ワ ー ドコ ンパ

テ ィブルの大 き さだ と。 デー タバ スを二 つ使 い ま して,こ のALU ,ア リス メデ ィ ック ・ア ン ド ・ロ

ジ ック ・ユ ニ ッ トに こ ち らか らデ ー タを入 れ る
,こ ち らか ら入 れ る,こ れ を同 時に 入 れ る こ とが で き

ます。 そ うい うよ うな方 法 で た と えば ス ピー ドを早 め てい く。 それ か ら,こ この エ フ ェクテ ィブア ド

レ スの ジ ュネ レ一 夕ー とい うの が あ ります。 これ も従 来 の 回路 よ り もは るか に短 くて いい
。 た とえば

こ うい う方 法 で高速 化 を図 る。 こ うい うのが1例 で ご ざい ます 。

　 もう一 度,こ の 話 で あ ります が,も ちろ ん私 ど もは ただ1社 だ けで や6た の で は,十 分 広 い ユ ーザ

ー を確保 す る ことがで きま せん
。 それ か ら,ソ フ トウ ェア を新 し く開発 して くれ る人 た ちが た くさん

要 りま す。 そ うい う ことでぜ ひ と も,こ れ はNECの み な らず,日 本 の い ろい ろな会 社 の マ イ クロプ

ロセ ッサ ーにつ い て も,ぜ ひ皆 さん 方 と一 緒 に御相 談 を して,開 発 を して い きた い と思 い ます。

　 以上 で ござい ます 。

　 柳 井 主 査 　 　どう もあ りが と うご ざい ま した。

　 以 上 で 日本側 の 参 加者 の 方 々か ら幾 つか の コメ ン トを追 加 させ てい ただ い た わ けで ござい ます。 こ

の ほか に,わ が国 で か な りこ うい う半 導 体関 係 で進 ん でい るのは光 関係 の デ ィバ イ ス,レ ー ザー を初

め と して オ プ トエ レ ク トロニ ック デ ィバ イス,な い しは先 の話 として は インテグレー トレーザーオプティッ

ク ス とい う もの を対 象 に した よ うな研 究 とい うの もか な り行 わ れ てお りま す。 この点 に つ きま しては

時 間 の関 係 もご ざい ます し,参 加 者 の 関係 もござい ま して,御 紹 介 い た しか ね ま したけ れ ど も,大 体

の こ とは ドソ ッ側 の 方 も御 存 知だ と思 い ます ので,そ の辺 も含め て これ か らの デ ィス カ ッシ ョンの種

に してい ただ きたい と思 い ます。

　 ど う もあ りが と うご ざい ま した 。

　 じ ゃあ,あ とル ーゲ さん の方 で ち ょっ と コンダ ク トしてい ただ きたい と思 い ます が,場 合 に よ って
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は ドイ ツ側の 方 に何 か ち ょっ とコ メ ン トを追 加 してい ただ く こ とが あれ ば です が 。

　 ル ーゲ 主査 　 　た く さん コ メ ン トは あ るん です けれ ど も,と い うの は非 常 に大 きな トピ ックで す の

で,い ろい ろ言 い たい こ とは あ ります。 片 岡先 生 は3次 元 の こ とに つ い てお っ しゃいま した し,私 も

これに は関与 してお ります 。 ウ イ ッス ラー先生 もそ うです し,来 月 は そち らをお 尋 ねす る こ とに な っ

て お ります 。 それか らX線 に関 しま して も興 味の あ る と ころで す し,そ れか らスケ ー リン グの問 題 も

言 及 され ま した。

　 私 自身 は コメ ン トしま せ ん で,ほ か の方 が コメ ン トが あ るか 聞 い てみ た い と思 い ます 。 そ して最 後

に 日本側 か ら少 しサ ゼ ッシ ・ンをい ただ きたい と思い ます。 それ か ら,ス ピー カーの 方 々か ら もい ろ

い ろ御 意 見 をい ただい て,ど の分 野 で協 力が で きるか を考 え てみ たい と思 い ます 。 それ は ガル プル ヒ

トさん も提案 が 出 ま した し,ロ ー レ ンツ さん もあ りま した し,シ ェー ドリヒ さん,エ ン グル さん も何

か提 案 ご ざい ます か 。

　 私 の コメ ン トとい た しま して は,マ テ リアル サ イエ ン ス,材 料科 学 の 方 とそれ か ら,エ ン ジニ ア リ

ングに分 け られ る と思 うん です け れ ど も,そ して その 中 にX線 も材 料科 学 の一 部 ですか ら。 これ を一

つ の もの として ま とめ ま して,デ ィ バイ スの コ ンセ プ ト,た とえ ば マ イ クロ プ ロセ ッサ ーの よ うな分

野 とい うの はデ ィバ イス コ ンセ プ トと して ま とめ られ ます し,そ れか らデザ イ ン コンセ プ トとい うも

の もあ る と思 い ます 。 これ は東 芝の 方 々が お っ しゃ った よ うな もの です けれ ど も,つ ま りCMOSの

デ ザ イ ンを もっ と追 求 す る とい った よ うな こ とが で きる と思 い ます。 したが って,こOj　 3つ の分 野 で

分 け られ るん じ ゃな い で し ょうか。

　 ロー レンツ　 　ー つだ け追 加 した いん で す。

　 (フ ーゲ ル トと通訳 は 言 って いま す。)

　 ル ーゲ先 生 に追 加 で す。 提案 を出 したい んで す けれ ど も,こ の提 案 とい うの は ガル ブル ヒ トさん が

も うす でに提 案 した こ となん で す けれ ど も,こ れ に関 して もう少 しつけ 加 え たい と思 い ます。 と申 し

ます の は,次 の よ うな理 由が あ るか らです 。

　 す べ ての 主要 国 に お きま し ては現 在,新 しい コ ミュニケ ー シ ョン,通 信の イ ン フ ラを つ く ってい る

最 中 であ ります。 この構 造 とい うの は,世 界 的 な規 模 で オー プ ンな ス トラ クチ ャーにす べ きだ と思 っ

てお ります。 そ して,い ろい ろ な国 々とい うの は世 界 中の 規格 化,標 準 化 をめ ぐって働 くべ きだ と思

ってお ります 。 っ ま り,こ の オー プ ンス トラ クチ ャー を実 際 に実 現 す るため の標 準 化が 必要 と考 えて

い るわけ で す。

　 しか し,基 本 であ りま す け れ ど も,基 本 とい うの は もちろ んICで あ ります 。 い わゆ る公 衆 ネ ッ ト

ワー ク用 のICで あ ります 。 しか し,い わ ゆ る プラ イベ ー トな,専 用 回 路 に 関す るICも 必 要 であ り

ます 。 た とえばLILSPIBXと い った よ うな もの なん で す け れ ど も,そ れ か らま た端末 の装 置 も

すべ てそれ で あ ります 。

　 ガル ブル ヒ トさん も御提 案 な さい ま した よ うに,こ の分野 での 協力 が 必要 とお考 えで し ょうか 。す

一102一



なわ ち,標 準化,規 格 化 の問 題 なん で す けれ ど も,バ ス,こ の提 案 され てい る大 きな コ ミュニケ ー シ

ョン シ ステム に関 す る標 準化 に つい て協 力 が で き る とお考 えで し ょうか。 す なわ ち,第2の 標準 化 の

目標 とい た しま して は,ツ ール とイ ンタ ー フ ェー スの もので す。 す なわ ち,セ ミカ ス タムICの ツー

ル とイン ター フ ェー スに 関 して も標 準化 が 必要 だ とお 考 え で し ょうか。

　 そ して第3番 目の分 野 は,可 能 性 では あ ります け れ ど も,世 界 的 に有効 な標 準 化が で きるか ど うか

とい うこ と,す なわ ちイ ンタ ーア クテ ィブ ビデ オテ ク ス トに 関 し ま して,い ろい ろ な こ とが 提 案 ざれ

てお ります けれ ど も,こ れに 関 し て世界 的 な標 準 化が で きる とお 考 えで し ょうか 。

　ぜ ひ この 点に 関 して 日本 側 の コメ ン トをい ただ きたい ん ですが 。

柳 井主 査

ローレンツ

柳 井主 査

ローレンツ

柳 井主 査

直 ちに これ に つ いて の何 か御 返事 をい たす 必要 は あ ります か し ら。

ノ ーo

デ ィス カ ッシ ョンの中 で,で は 申 し上 げ たい と思 い ます 。

提 案 に 関す る追 加 事項 で したの で。

そ れで は ル ーゲ さん,い ままで 出 て きたい ろい ろなお話 の 中か ら,ド イツ側 で お考

　えに な って,ど ん な問 題 が共 通 の ミュー チ ュアル イ ンタ レス トとして取 り上 げ られ そ うか,ま ず ドイ

、

　ツ側 で ピ ックア ップ してい ただ け ません か。

　 　ル ーゲ 主 査 　 　や は り分 け て考 え る方 が い い と思 うん です けれ ど も,じ ゃあ項 目 とい う こ とで,ト

　 ピ ックとい うこ とで 申 し上 げ ます 。

　 　で は,私 個 人 の考 えで,議 長 としての 発言 では あ りませ ん 。私 といた しま しては,3次 元 の シ リコ

　 ンの層 を挙 げ たい と思 い ます 。 とい うの は,私 もこれ に 関 し て は 経 験 が ござい ます し,い ろ い ろ ト

　 ラン ジス タ もつ く って まい りま した。CMOS等 い ろい ろつ くっ てまい りま したの で,そ して私 ど も

　 リーク リスタ ラ イゼ ー シ ・ンの方 法 も開 発 い た しま した。私 自身 は イ オ ン注入 に つ い て研究 を してお

　 りま す。

　 　それ か らま た,シ ンク ロ トロンの操 作 に 関 しま して も協 力 で き るか ど うか考 え た方 が い い と思 うん

　です けれ ど も,た だ,チ ェ ックを まず しな くては い けま せん 。 とい うの は,こ の 件 とい うの は私 の研

　究所 だけ で行 って い る こ とで はeざ い ませ んで,い わ ゆ る5社 だ と思 うん で す けれ ど も,5社 の ドイ

　ッの会 社 と一 緒 に協 力が 現 在,な され てい るか らです 。

　 　た だ少 な く と もゴ ール,目 標 に つ い て述べ ます。 目標 とい うの は シ ンク ロ トロ ンをつ く ります。 そ

の径 が大 体1.6メ ー トル です。 つ ま り半 径が σ8メ ー トルで す。 この よ うな シン クロ トロ ンを ソフ ト

　エ ック ス レイ用 につ くりたい と思 い ます 。 これ は リソグ ラ フ ィーの ための もので す。 これ は とって も

お もしろ い分 野 だ と思 い ます。 ただ,私 個人 だ けで これ を し まし ょ うと提案 す る こ とは で きないん で

　す 。 ほか の人 が絡 ん で ます か ら。

　 　ま た,第3の 協 力 の分 野 とい た しま して は,昨 晩 の デ ィナーで 申 し上 げ ま した よ うに,イ ンチ グ レ

　ー トされ だ三次 元 のICと,そ れか らセ ンサ ーの 技 術 です 。 とい うの は,こ の分 野,シ リコ ン とい う
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の はエ レク トロ ンホー ルの ム ー ブの 媒体 だ け に使 われ る もの で は な く,シ リコ ンとい うの は ほか に も

用 途 が あ ります 。す なわ ち,湿 度,圧 力,温 度 な どを 測定 す るの に適 当 な もの です 。 そ して,マ イ ク

ロメカ ニ ク ス とい うのが 新分 野 と して育 ってお ります。 マ イ ク ロメカ ニ ク スと呼 ばれ てい る もん なん

です け れ ど も,こ うい った新 しい分 野が あ ります ので,私,全 面 的 に賛 成 です 。

　 す な わ ち,イ ンテ グ レー トされ た多 機 能 イ ン テグ ヒー トセ ンサ ー,そ して信号 処 理 プ ロセ ス,特 に

1990年 代 に 向 けた こ うい った もの を一 つ の その協 力分 野 と して考 え たい と思 い ます 。 これ は あ くま

で も可能 性 なんで すけ れ ど も,ど うで し ょうか,ど なた か メモ してい た だけ たで し ょうか,私 が 申 し

上 げた こ とを。

　 菅 野 私 は,そ れ で は ち ょっ と概念 的 な分類 につ いて述 べ たい と思 い ます。 ち ょっ と概 念 を

分 類 して み ま したの で。

　 い ま までの 討論 を分 類 して み ます と,協 力 の可 能 性 とい た しま しては,基 礎 的 な プ ロセ ステ クノ ロ

ジー に関 す る分野 とい うのが 一 つ あ るの で はな いか と思 わ れ ます 。 その 中 で も特 に何人 か の方 が 議論

を され たの が,エ ック スレ イ リソ グ ラフ ィーの 分 野で あ りま して,こ れは ドイ ツ側 で も共 同 研 究 が 行

わ れ て い る とい うお 話 で あ ります し,日 本 で も電 子技 術 総 合研 究 所 で あ りま す とか,高 エネ ル ギ ー

研 な ん か の 装 置 を使 い ま して,エ ッ ク ス レイ リソ グ ラ フ ィー の研 究 が行 わ れ て お ります 。

　 さ らに,ソ ウル で は あ りませ ん けれ ど も,強 力X線 発 生装 置 を使 った研 究 とい うの も行 われ てお り

ますの で,ソ ウルの方 法 が適 当で あ るか ど うか,あ るいは回 転 ターゲ ッ ト型 のX線 発 生 装置 を使 うの

が適 当で あ るか ど うか とい うよ うな こ と も含 め て,エ ック ス レイ リソグ ラ フ ィー とい うの は,一 つ集

中 的 に今 後協 力が で き る大 きな テー マ では ない か と思 い ます。

　 その ほか に,先 ほ ど小 田 川 さ んか ら御 提案 が あ りま した よ うな,も っ と広 い 基本 的 な プ ロセ ス技 術

につ い ての コラボ レ イ シ ョン もで きるか もしれ ませ ん し,そ れ か らい まル ーゲ先 生 と片 岡 さん か らお

話 が ござい ま した よ うな,3次 元 の シ リコ ン レイヤ ー とい うの も一 つの テ ー マか と思 い ます 。

　 それか ら二番 目の大 きな トピ ック スは,や は りスタ ン ダー ダ ィゼ ーシ ・ン,特 に 国際 的 な標 準化 の

問題 で あ りま して,恐 らく大部 分 の 方 が共 感 を持 た れ るだ ろ うと思 われ るの は,マ イク ロプ ロセ ッサ

ー の標 準化 とい うこ とで.こ れ は ガ ル ブル ヒ トさんか らの御 提 案 もござい ま した し,日 電 の石 立 さん

か らの 御提 案 もあ りま し て,現 在,汎 用の マ イク ロ プ ロセ ッサー の使用 がか な りア メ リカ中心 に動 い

てい る とい うこ とが 多 い とい う ことを考 え ます と,日 本 とヨー ロ ッパで や は り御 相 談 を し て,マ イ ク

ロプ ロセ ッサ ーな り,そ うい う もの の標準 化 を図 る とい うこ とは,十 分 に意 味 が あ るだ ろ うと思 われ

ます 。

　 それ と若 干関係 が あ ります け れ ど も,特 に カス タムLSIの デ ザ イ ンツー ル であ ります とか,イ ン

ター フ ェー スを含 め ま して,そ うし た カ スタ ムLSIの 設計 方 法,デ ィザ イ ンメ ソ ドロジー に関す る

標準 化 とい います か,双 方 で の規格 をで きる だけ合 わ せ るとい うこと も十 分 に意 味 が あ るん で はない

か と思 わ れ ます 。
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　 その 中 に は,小 田川 さん が さ っ き言 わ れ ま した シー メ ンスでECLテ ク ノ ロ ジーが 非 常 に 強 く,

日本 側 でCMOSの テ ク ノ ロジーが 強 い とい う ことを上手 に利 用 す るとい うの も一 つ の方 法 だ と思 い

ます し,そ れか ら項 目 と しては余 り大 き くないか もしれ ませ ん けれ ど も,さ っ き私 が 申 し上 げた回 路

電 圧 の標 準 化の 問題 とい うの も,ド イツ と日本 で両 方 で御 相談 す る価 値が あ るん では ない か と思わ れ

ます 。

　 それ か ら新 しい研 究分 野 とい た しま して,ル ーゲ 先生 が お っし ゃ った い まの セ ンサ ーの問 題 は,こ

れ は 日本 で は特 に先 ほ どお 話が あ りま し た電 子技 術総 合 研 究所 の片 岡部長 が中 心 に な って,非 常 に 大

規 模 な研究 が 行 われ て い る分 野 で もあ りま すの で,こ の分 野 は まだい ろい ろ な可能 性 を検 討 す る基 礎

的 な段 階 にあ る と思 い ます か ら,学 問 的 な レベ ルで の共 同 とい うの は十分 に可 能 な んで は ないか とい

う気 が い た します 。

　 い ま皆 さん の御 意見 を伺 いなが らご く簡 単 に ま とめ てみ ます と,こ うい うこ とに な る と思 うん で す

が,こ れ に さ らに つ け加 え るべ き もの をお っ しゃ ってい た だけ れば つ け加 え ます。

　 柳 井 主 査 　 　ど う もあ りが と うご ざい ま した。

　 エ ン グ ル 　 　私 もち ょ っとま とめ てみ よ うと思 っ たん で す。私 もま とめ てみ ま した。私 な りに ま

とめ た もの も,や は り大 体,先 生 の と似 てお ります 。少 し私 の区分 けの仕 方 は そ ち らの もの とは ち ょ

っ と違 って い るん です けれ ど も,小 田川 さんが お っ し ゃった こ となん です けれ ど も
,16メ ガ ビ ッ ト

の 製造 方法 が ど うい うふ うに な るの か まだ わか ってお りません 。16メ ガ ビ ッ トメ モ リーの 方 なん で

す けれ ど も,つ ま り範 囲 を広 げ た方が い い と思 うん です 。

　 X線 の リソグ ラ フ ィーを少 し拡 大 い た しま して,こ れ は一 つ の可 能 性 と して と らえ ま して,最 も可

能 性 の高 い もので あ るわ け なん です けれ ど も,も う少 し範 囲 を広 げ た らよろ しい ん じゃない で し ょ う

か。 す な わ ち,こ れ に対 抗 す るよ うな方法 が 出 て くるか もしれ ませ ん ので ,そ れ を入 れ る余地 を残 し

てお きたい と思 い ます。

　 菅 野 これ は い わゆ る非 常 に有 望 な技 術の 一 つ とい うこ となんで す け れ ど も。

　 エ ン グ ル 　 　私 は分 け方 を ち ょっ と変 え たわ けで す。私 の分 け方 とい うの は,4メ ガ ビ ッ トメ モ

リー とい うの は,.特 に も うす でに 進展 が され てお ります の で,も う少 し何 らか形 が は っき りした上 で,

す な わ ち 市場 に導 入 直 前 にな った よ うな と ころでは協 力 で きる と思 うんで す けれ ど も,16メ ガビット

の方 はま だ まだ時 間 が あ ります 。4メ ガ ビ ッ トの 方 は もう時 間 が ない か もしれ ませ ん けれ ど も
,16

メ ガ ビッ トの方 は ま だ時 間的 余裕 が あ ります 。特 に 日本 につ い ては
,い ろ い ろ な メー カーが 競合 して

い るわ け なん です け れ ど も,競 争 が 厳 しい とい うこ とは よ く知 っ てお ります けれ ど も
,個 々の企 業 も

し くは メ ー カー とい うの は リソー スが十 分 に ない か もしれな いわ け で
,す な わ ち次 世代 の 問題 を取 り

扱 えない か もしれ ない ん じゃな いで し ょ うか。 た とえば,シ ー メ ン ス とフ ィ リ ップ スの間 に は4メ ガ

ビットRAMに 関 しま しては協 力 が で きなか ったか も しれ ない けれ ど も
,将 来 は16メ ガ ビッ トに 関 し

て協力 が で きるか もしれ ませ ん。 そ して,日 本の 企 業間 で もこうい った協 力 が 可能 に な るの では ない
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で し よ うか 。

　 つ ま り,16メ ガ ビ ッ トで の協 力 とい うの は これが機 動 力 とな りま し て,日 本 の企 業 は非常 に競争 は

厳 しいん で すけ れ ど も,そ の基 本 的 な研 究分 野 にお い て は競 合 の 垣根 を取 り払 い ま して,共 同 して行

え る こ とが で きるの で は ない か と思 ったん です けれ ど も。

　 このX線 の リソグ ラ フ ィーに 関 しま しては,も う少 し全般 的 な枠組 み で と らえ たい と思 う'んで す。

す なわ ち,エ キ ュイプ メ ン トデ ベ ロ ップ メ ン ト,装 置 の開 発 とい った よ うな大 まか な言葉 で ま とめ た

い ん です が,い か が で し ょ うか。X線 リソ グ ラフ ィー で は な く,も う少 し全般 的 な枠 組 み で ま とめ た

いん です けれ ど も。

　 トー マ ス先 生 もお っし ゃ ってい ま し た よ うに,コ ンパ ク トシ ン クロ トロンで あ りますけ れ ど も,こ

の シ ンク ロ トロ ンに関 しま して,可 能 性 を述 べ られて い ま した。 す な わ ち試 作 の段 階 なん です けれ ど

も,85年 末 まで に試 作 で きるの では な いか,そ して 日本 企業 も これ に協 力 とい う形 で参 加 で き るの で

は な いか と思 ってい ます 。 この よ うな こ と も トー マ ス さん が 述べ てい ま した の で,こ れ を少 し拡 張 し

ま して,他 の分 野 に まで 広 げ た らよろ しいん じ ゃな いで し ょ うか 。す なわ ち,ほ か の装 置 の開 発 に ま

で範 囲 を広 げた い と思 うん で す けれ ど も,い か が で し ょうか。

　 最 後に,標 準 化,規 格 化 の 問題 なん です けれ ど も,私 も同 じよ うな もの を 出 しま し た。 電 圧 です と

か,そ れ か らテ レ コ ム の 標 準 化 で す と か,こ うい っ た こ と を私 も考 え て み ま し た 。 これ は ガ ル ブル ヒ

ト さ ん が お っ し ゃ っ た こ と で あ り,ド ク タ ー ロ ー レ ン ス もお っ し ゃ っ て い ま し た 。

　 そ れか ら,2項 目追 加 した いん です けれ ど も,一 つは 二=一 デ ィバ イ ス,そ れ か ら現 在 の デ ィバ イ

スの 限界 とい った よ うな ことにつ い て,そ して第2番 目に 追加 したい 項 目は,ス ーパ ー ラテ ィス構 造

の分 野 で あ ります。現 在,す ば らしい研 究 が シ ュツ ッ トガル トで行 われ てお りますの で,や は りこの

分 野 も大 い なる協力 が 期待 で きます 。

　 したが い ま して,私 は この業界 用 の16メ ガ ビッ トメ モ リーか ら基 礎 研 究 に橋 をか け る とい う形 で,

私 は ま とめ てみ たわ け です 。

　 菅 野先 生 の方 は も う少 しワ イ ドな リス トに したい と思 うん です け れ ど も,そ し て残 り時 間 を使 い ま

して,別 に決 定 を しな くて もい いわ けで,現 実 に ど うい った可能 性 が あ るの か ま とめ てい きたい と思

い ま す。 そ して,そ の優 先順 位 だ け を決 め たい んです け れ ど も,す なわ ち,そ の ウエ ー トづ け を残 り

の 時 間で行 っては いか が で し ょ うか。

　 それか らも う一 つ 言 い忘 れ たん で す けれ ど も,も う一 つ重 要 な点が あ りま す。 これ は ア メ リカで言

え ば 「西 部 を 目指せ 」とい うこ とにな るんで すけ れ ど も,す なわ ちNECは 「西 部 を 目指せ 」とい う

こ とで,マ イク ロプ ロセ ッサ ーに現 在,力 を傾 けて い らっ しゃ るわ け な ん です け れ ど も,先 週,私,

NECに 伺 った んで す けれ ど も,そ の と き こ うい った お話 を伺 い ま した。 つ ま り,ジ ー メ ン スの こと

を言 ってい るわ けで は ない ん です け れ ど も,そ の ジー メ ン スの研 究所 も現 在,32ビ ッ トのPP4の 研

究 を して い ます 。
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　 したが って,こ れ も一 つの協 力 の可 能 性が ある と思 うん です けれ ど も,標 準 化 だけ で な く,将 来の

動 向 を見 定 め て,も う少 しよ りバ ラ ンスの とれ た,均 衡の とれ た もの を目指 して い きたい と思い ます 。

つま り,現 在 の と ころ アメ リカ との結 びつ きが と って も強 過 ぎるんで すけ れ ど も,で きれ ば将来 は バ

ラン スの とれ た関 係 に したい と思 ったわ け で,一 方向 だ け,い ま は ワ ンウエ ーで行 わ れ て い るの を ツ

ー ウエ ーに したい と思 ってい るわ けであ ります
。

　柳 井 主 査 　 　私 の個 人 的 な意 見 だ けを ちょ っ とつ け加 えさ せてい ただ きます 。

　 それ はエ ン グル先 生 が い まニ ューデ ィバ イス とい う概 念 を導 入 され たわ け で ご ざい ます けれ ど も,

ニ ュー デ ィバ イ ス とい うもの の中 に,現 在,皆 さんが 二 己一 デ ィバ イ スと言 っ てや ってお られ るの は,

どち らか とい うと トラ ンジ ス タだ とか 真 空管 だ とか い う昔 か らあ る ア クテ ィブエ レメ ン トの フ ァン ク

シ ・ンを新 しい形 で実 現 す る とい う考 え方 が ち ょ っ と強過 ぎる よ うに思 うん です 。現 在,使 わ れ てい

るデ ィジタル ロジ ックサ ー キ ッ トの基 本 的 な フ ァンク シ ョンは,単 な るス イ ッチ で しか な いん で す。

スイ ッチ とい う もの を見 た と きに は,二 つ の接 点 間 を導体 で つ な ぐ とい うだ け なん です 。 です か ら.

そ うい う観 点 か らニ ューデ ィバ イス とい う もの を考 えな きゃいけ な い面が多 い とい う ことが一 つ。

　 それか ら もう一 つ は,こ れ は マ イク ロ プ ロセ ッサ ー等の スタ ン ダ リゼー シ ョン なんか に 関連 す る,

あ るい は ニ ュー アー キ テクチ ャー に も関 連 す る よ うな こ とで すけ れ ど も,そ うい うシ グナ ルの 処理 と

い う もの を考 え た場合 に,そ れ じゃあ何 が本 当に 必要 なデ ィバ イ スの ファ ンク シ ・ンなの か。 それ を

ニ ュー デ ィバ イ ス を考 える場 合 には先 に考 え てい ただ きたい 。ニ ューデ ィバ イ スを考 え る場 合 に は そ

れを 先 に考 えてい ただい て,ニ ューデ ィバ イス を考 え出 していた だ くとい う こと もや っ てい ただ きた

い よ うに 思 い ます 。

　 将来 の 夢 の よ うな ことを ち ょっ とこれに加 え ます と,人 間 の脳細 胞 の持 ってい る フ ァン ク ション,

それ が で き る よ うなデ ィバ イ スが あれ ば,そ れだ け で ネ ッ トワー クは組 め るはず です か ら,わ れ われ

が 必 要 とす るネ ッ トワ ー クは組 め るはず な ん です が,そ ん な もの までいか な くて も,そ の 中 で基本 的

な幾 つか が 実現 され てい れば,そ れ で組 まれ た ネ ッ トワー ク とい うの に対 して は,ニ ュー アー キテ ク

チ ャーが 考 え られ,よ りシ ン プル な構造 の ものが で き得 る可能 性が あ るの で,要 す るに ネ ッ トワー ク

の 側,あ るい は フ ァ ンクシ ョン,ネ ッ トワー ク とい うの は,そ の フ ァンク シ ョンの側 か ら見 て何 が欲

しい か とい うフ ァンクシ ョン を出 し,そ れ を実 現 す る よ うなニ ュー デ ィバ イス を考 え る とい う方 向 も,

私 は と ってい た だ きたい と,こ うい うふ うに思 っ てい ます 。

　 私 が 申 し上 げ たの は ただ希 望 で ござい ます ので,ニ ュー デ ィバ イス とい う言 い 方 の中 で取 り上 げ て

い ただ け ば よろ しい と思 い ます。
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10.4　 ま と め

柳 井 主 査 　 　この辺 で ひ とつ優 先 順位 をつ けてみ てい ただ け ます か。

　菅 野 とに か くまず 確 認 してお きた い ことは,順 番 は別 と しま して,い まの5つ の 分 野 に分

か れ るだ ろ う。1つ は基礎 的 な プ ロセ ス技 術 とい うこ と,2番 目は標準 化 とい う問 題,そ れ それか ら

3番 目はセ ンサ ー,そ れか ら4番 目 は現 在 あ る素 子 の動 作 限界,そ れ か ら5番 目が新 しい デ ィバ イ ス

とい う こ と で,そ の 中 に は ス ー パ ー ラ テ ィス デ ィバ イ ス も含 め た り.い ま 柳 井 先 生 の お っ し ゃ っ た 新

しい フ ァンク シ ョナル デ ィバ イ ス も含 め る とい うこ とで,大 体5つ に分類 で き るとい うふ うに考 え て

よ ろ しい ん じゃな いか と思 い ます が,も しそれ で よ ろ しか った らその 後,順 番 をつ け る。

　 柳 井 主 査 　 　ルー ゲ さん,よ ろ し ゅうご ざい ます か,そ れ で。

　 ルー ゲ主 査 　 　 yes,

　 柳 井 主 査 　 　ガル ブル ヒ トさんか らち ょ っ とコメ ン トを。

　 ガル プ ル ヒ ト　 　 6番 目を つけ 加 えた い と思 いま す。 これ は 自動 化 を製造 す る とい うこ とであ りま

す 。 さ もな けれ ば,も っ と深 い ところ まで は行 くこ とが で きな い と思 い ます 。

　 ル ーゲ 主査 　 　非 常 に よい 点 で ある と思 い ます。 フ ァ ブ リケ ー シ ョンプ ロセ スの 自動 化 を つ け加 え

る ことは,よ い こ とだ と思 い ます。 アメ リカの カ リ フ ォル ニ アで始 ま りま したル ー ルが あ ります 。 フ

ル バキ ュー ムプ ロセ ス,真 空の プ ロセ ス とい う もの が あ ります 。 これ は ベ ー シ ックセ ル の設 計 の新 し

い分 野 で あ ります 。 この ル ー ルはす なわ ち50平 方 ミリメーター以上 の チ ップは,十 分 な歩 どま りを持

って生 産 す る こ とが で きな い とい う ことで あ ります 。 これ は 前の レクチ ャラ ーが 言 った こ とであ りま

すけれ ど も,先 ほ ど御指 摘 が あ りま した よ うに,た しか先 生 の発表 の 中 だ った と思 い ます け れ ど も,

16M,64Mは200～300平 方 メー トル,平 均 で あ る とい うこ とで あ ります け れ ど も,そ れ では ど

うした らよいか 。 そ うします と,そ の プ ロセ スを変 え なけ れば な らな い。 プ ロセ ス自体 が ダ ス トー

粉 じん を つ くってい る とい う ことで,こ れ が大 きな 問題 とな ってい るわ けで あ ります 。 企業 の方 々は

これは協 力 で きる分 野か ど うか とい うこ とをチ ェ ック してい ただ く必 要 が あ る と思 い ます け れ ど も,

それか らよい 協力 とい た しま しては,新 しい 分野 を切 り開 く上 で協力 が で きる と思 い ます 。

　 60年 代 の ころ デンマーク,そ れか らアメ リカに行 きま して,.イ オ ン注 入 の開 発 をや りま した。 そ し

て,こ の イオ ン注入 が 技術 の 基礎 とな った わ けで あ ります。 わ れ われ,3次 元 レ イヤ ーに っ きま して

話 を してお ります 。実 験 の結 果 を お話 に な りま したが,私 ど も も実験 の結 果 があ ります 。 で は,ど う

い うふ うにそ れ を解 説す るか とい うこ とにつ きま して,こ の 点に つい て協力 を開 始す る こ とが,非 常

に よいわ けで あ ります 。 コ ン ピ ュータ で設計 す る場 合 に,そ れ では ど うや って設 計 す るか とい うこ と,

ど うや って3次 元 にす るか とい うこ と,ス ピー ドを ど うす るか とい うこ と,そ うい うこ とが協 力の 始

ま りで あ る と思 い ます 。
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　 ガ ル ブル ヒ ト　 　 オー ト ミゼ ー シ ョンの 中 に エ ン ジニアの 夢 とい た しま し て,写 真 の比較 をい た し

ました。 写 真 一 非常 に むず か しい時代 の写 真 と,そ れ か ら もう]つ は カメ ラで あ ります け れ ど も,

もうた だ シャ ッター を押 せ ば写 真が 出て くる とい うよ うな もの も出 て きてお ります 。 です か ら,タ イ

プ イ ンをい た します と,そ うす る と即座 にゼ ロ ック スコ ピーの よ うに な って出 て くる,そ の よ うなI

Cが で きた ら ど うか とい うよ うな ことを考 えてい るわけ で あ りま す。 ゲー トア レイ1～2の メ タルゲ

ー トア レイ とい った よ うな もの を使 いま して
,そ して よい解 像 度 を持 ったプ リン トを実 現 す るこ とが

で きるの で は な いか とい うよ うな こと も考 え てい るわ けで あ りま す。 それか ら,自 動 化の ア ッセ ンブ

リー ライ ン,プ ロセ ス全 体 を 自動 化す る とい うよ うな こと,そ れ を私 ど もは入 れ たい と思 い ます 。

　 柳 井 主 査 　 　小田 川 さん とか石 立 さんは 多少意 見 が あ るか も しれ ない け ど,非 常 に いい面 が あ る

ん じゃな い で し ょ うか。

ゴーボ レー シ ・ンが で きる面 が 非常 に多 いん じゃ ない か と思 い ます。 それ を いか に組 み合 わ せ るか は,

もう企業 その ものの問 題 です けれ ど も,フ ァンダ メ ンタル な技 術 をつ く り上 げ てい くとい うこ とは,

コーポ レー トで きる と思 い ます ね 。

　 田 　 　 中　 　 こ こで私 が 申 し上 げ たい の は,コ ーポレーシ ・ンの,国 の間 の コー ポ レー シ ・ン と企業

の間 の コーポ レー シ ョン と,ち ょっ と区 別 し て考 えな い と混 乱 が起 こるの で はな い で し ょ うか。 こ こ

で決 め る ことは,企 業 の こ とをで は なか なか 決 め られ な い とい うこ とは あ ります 。企 業 を制 約す る こ

とは少 しむずか しい か もしれ ませ ん ね。

　 菅 野 ここで は決 め るこ とはで きな くて,こ の幾 つか の テ ーマに つ い て.協 調 を図 ってい く

い ろん な方 法 で の協 調 を図 る可 能 性 を探究 す る。 田 中先 生 が お っ し ゃるよ うに,政 府 間 の協 力 とい う

話 と企業 間 の協 力 とい う話 は それ ぞれ別 の次 元 の 問題 だ と思 い ます か ら,こ こで は協 力 の可 能性 の あ

る テーマ を リス トア ップす る。 き ょう とと ころで きるの は その程 度 だ ろ う と思 い ます。

　 柳 井 主 査 　 　きょ うや る話 は菅 野 さんが い ま言 わ れ た程度 で,ど うい うもの な ら協 力が で きそ う

か。 具体 的 に今 度,協 力 す る方 法 は テ ーマ ごとに違 っ て くる と思 い ますん で,そ うい うこ とはま た来

年 に向 け て考 えてお い て,来 年 の デ ィス カ ッ シ ・ンの と ころで も う一 遍 デ ィスカ ス し直 す とい うふ う

に考 えた方 が ベ タ ー じ ゃな いか と思 いま す。

　 それ と同時 に,や は りこ こで出 て くる もの は,エ ン グル先生 の お っ しゃ るガ イ ドライ ンで ご ざい ま

して,そ の ガ イ ドラ イ ンに従 って,た とえ ば企業 間 の 協 力の場 合 に は もう企業 同 士 で二 そ の ガ イ ドラ

イ ンに従 うか 従 わ ないか は企 業 の 独 自性.独 自判 断 に任 せ た 方が よろ しい と私 も思 い ます。

　 そ うす ると,な か なか リフ ァイ ン ドされ た優先 順 位 を つけ るこ とはむず か しい と思 いま す ので,大

体 の優 先順 位,そ れ ぐ らい をつ け させ てい ただ く,そ ん な ことでル ーゲ先 生,エ ン グル先生,よ ろ し

ゆ うご ざい ます か。大 体,ア プ 同一 キ シメ イ トな優 先 順位,プ ラ イオ リテ ィー をつ け てい た だ く。 だ

か ら,1番 が2つ あ って もい い と,こ うい うよ うなつ もりでです ね 。

　 エ ン グ ル 　 　 個 人的 な意見 で 申 し上 げ る とす れ ば,大 体 手 を挙 げ てい ただ い て,何 人 の方 が それ
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が い いか とい うのは いか が で し ょ うか 。

　 柳 井 主 査 　 　投 票 とい うよ うな形 が 一番 簡 単 だ と思 うん です けれ ど も,項 目 を出 し てみ て,こ う

い うや り方 は ど うです,全 部 同 じに な った ら困 っ ち ゃ うけ ど。

菅 野 その場合 には.た とえ ば い ま6テ ー マ あ ります か ら.お1人 が3回 しか手 を挙 げ られ

ない とい うよ うなル ール をつ くっておか ない と,全 部手 を挙 げ る とみ ん な同 じ答 えに な っち ゃい ます

か ら。　 (笑 声)

　 ガ ルブ ル ヒ ト　 　 次の コメ ン トを ち ょっ と申 し上 げ た い と思 い ます 。

　御 存 じの よ うに技 術 は非 常 に急速 に進 ん でお ります 。 ま た1年 半,ま た1年 後,ま た何 年か 後,会

うと,ま た会 わ な いか もわ か りませ ん。 わ れ われ の話 は つい ていけ な くな って しま うか もわ か りませ

ん。 です か ら,む しろ2つ か3つ,こ の リス トの 中か ら選 び ま して,そ して1年 待 つ とい うこ とな し

に,大 体 の と ころで合 意 を し,迅 速 な行動 を と ってい くとい うの はい かが で し ょうか 。私 自身,2つ

選 ぶ とい た します と,16メ ガ ビ ッ トメ モ リー テ クノ ロ ジー,そ し てマ イク ロ コ ンピ ュー タの標 準化 と

い う2っ の項 目を選 び た い と思い ま す。

　 菅 野 そ うい う細 か い ア イテ ム にっ い てや りますか,そ れ と も大 きな… …。

　 ガ ル ブル ヒ ト　 　 それ か ら3番 目は リソ グ ラフ ィー を と りたい と思 い ます。 レー ザ ー,エ ックス レ

イその他 です。

　 菅 野 い まお っ しゃ った よ うな.わ りに 小 さ な こ うい う具体 的 な ア イテ ムに つい ての こ とを

議 論す るの か,あ るい は い ま6つ に分 類 した大 きな分 類 の項 目につ い て協力 で きるか ど うか とい う こ

とを御 意 見 を伺 うか,そ れ に よ って大 分,話 が 違 い ます 。

　 エ ン グ ル 　 　 私 は ち ょっ と短 く.ド イ ツ側 の そ れ ぞれ の ワ ーキ ン ググル ー プが,デ ィナ ーで昨夜

話 した こ とにつ い て申 し上 げ たい と思 いま す。 この こ とが ガル ブル ヒ トさん がい まお っ しゃ った こと

に つい ての答 え に もな ると思 うん で す けれ ど も,私 た ちは来 年 の ミー テ ィングが開 か れ るまで ただ待

っ てい る,座 って い る とい うこ とで は な くて,わ れ われ が達 成 い た しま した結 果 を それ ぞれ の議長 に

よ って,た とえば柳 井 先生 です とか 私 が審 査 い た しま して,そ して個 々 に コ ンタ ク トを と り,科 学者

あ るい は業 界 とコ ン タク トを とって,わ れ われ が言 った ことに つい ての 先 方 の 観 点 とい う ことを聞

きたい と思 います 。 そ して,ド イツ に9月 に ま たい らっ しゃ る,あ るい は私 が'8月 に 日本 に また来 る

とい った よ うな と きに.さ ま ざま な意見 の 交換 を行 い ま して,イ ン ターセ クシ ・ンを探す とい う形 に

い た しま し て,連 続 して意 見の 交換 を行 い,先 ほ ど言 いま した よ うな,何 もしない とい う よ うな こ と

が起 こ らない よ うに したい と思 い ま す。

　 とい うの も,い ま こ こで決定 す る とい う こ とは で き ないか らです 。 これ は必 ず し も皆,優 先順位 に

ここで投 票す る とい うこ とでは な くて,私 自身 の 意 見 として 申 し上 げ て い るわけ で あ ります けれ ど も,

この業 界 の パ ー トナ ーの 方 々 に と りま して,非 常 に 関心 の あ る もの は ど うい う ものか とい うことを伺
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い たい わ けで あ ります。

　次 の ミーテ ィン グは ドイツ で開 かれ る とい う こ とを私,申 し上 げ ま した。 そ して,政 府 の2人 の代

表者 が 指 摘 した こ と とい た しま し ては.政 府 とい た しま して は,た だ その 恵 みを与 え る とい うよ うな

こ とだけ で あ りま して,政 府 の援助 に よ って.政 府 が道 を開 き ま して,双 方 の国 の協 力 を スム ーズ に

して い く もの で あ る とい うわ け であ ります。 それ ぞれ の組織 の 間 で の,た とえば お見 合 いの 仲人 の役

割 りを果 たす よ うな形,そ れが 政 府 で ある とい う ことを言 ったわ け であ ります。

　 です か ら,わ れわ れの役 割 り.機 能 とい うの は,こ れ らの活 動 を奨 励す る とい う こ とで あ り,こ れ

が私 の答 え であ り,協 力 は国 と国 で あ る とい うよ うな ことで は ない と思い ます。 とい うの は,別 に 日

本株 式会 社.ド イツ株式 会 社 とい うもの は ない わ け であ ります 。 わ れ われ は両 方 と も西 側 の ブ ロ ック

の 国 で あ ります の で,そ れが で きない ことは ない と思 い ます。

　菅 野 は い,賛 成 い た し ます。 　 　 　 　 　 　 `

　柳 井 主 査 　 　皆 さん,よ ろ しゅ うご ざい ます か。 大体 い ま エ ン グル先 生 めお っ し ゃった よ うな方

向 で.来 年へ 向 け て仕事 を進 め て い った らい かが か と思い ま すん で,そ れ では プ ラ イオ リテ ィー伺 う

こと も,時 間 もあ りませ んか ら,8月 ない し9月 に は またエ ング ル さん と打 ち合 わせ す る こ と もで き

ます ので,そ れ ま でに 日本 側 は 日本側 の 委員 の方 と御 相談 して,あ る程度,話 を集 約 してお く。 それ

か ら,ド イツ側 は ドィッ側 でエ ングル さん を中 心 に考 えをあ る程 度,集 約 してお い てい ただ いて,ま

ず8月 に エ ングル先 生 とその 辺の す り合 わ せ をや ってみ て,そ して それを ま た フ ィー ドバ ック しま し

て,9月 末 か10月 に私 ドイ ツへ ち ょっと行 きますの で,も う一 遍,エ ングル先 生 とす り合わ せ をす

る とい うよ うな プ ロセ スで,テ ー マを選 ん で い くとい うよ うな方 向 を とってみ た い と思 い ますが,よ

ろ し ゅ うご ざいま すか 。

　 ル ーゲ 主 査 　 　 yes,

　菅 野 じ ゃあ これ私,こ の 後のセ ッシ ョンで御説 明 す る と き,も うち ょっ と整理 して御 提案

させ てい ただ くこ とに… …。　 　 　 　 、

　柳 井 主 査 　 　ル ーゲ 先生,も うこれ で時 間が 過 ぎて しまい ま し た。 ち ょ うど20分 で あ りますので

これ で終 えま して全体 会 議 に移 りた い と思 い ます が,よ ろ しゅ う ご ざい ますか 。

閉　　会
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11.全 体 会 議(ll)

11.1　 各 分 科 会 報 告

柳 井 議 長 　 　それ では,ち ょっ と時 間が お くれ ま したが,大 体 皆 さん,お 集 ま りの よ うで ご ざい

ますの で,午 後の 全体 会 議 を これ か ら開 かせ て い ただ きたい と思 い ます。

　 まず 最初 に,各 分科 会 か らの御報 告 をお願 い したい と思 い ます 。

　時 間が余 りeざ い ませ ん の で,1分 科 会 当 た り10分 程度 で御報 告 をいただ きた いと思 い ますが,ま

すが,・ま ず は最初 に,ニ ュー メ デ ィア分 科 会か らの御 報告 を,レ ポ ー タ ーの大 越先 生 に お願 い いた し

ま す。

　大 越 た だ い ま御 紹 介 い た だ きま した東京 大 学 の大 越 で ござい ます 。

　 第1分 科 会,ニ ェー メデ ィア分科 会 の 討議 を御 報告 を させ てい た だ き ます。

　 第1分 科 会 で は,1時 か ら3時 まで の2時 間,討 議 を いた しま した。3時 か ら約20分 間 で最 後 の

ま とめ をい た しま した。 本 日の私 の 報告 は,そ れ に従 い ま して 前半 で全 体 の議 論,後 半 で は どの よ う

な課 題 が将来 継 続 して検討 す べ き課 題 と して出 され たか,そ の御 報 告 を 申 し上 げた い と思 い ます。

　 それ で,ス ピー チ は初 め に キ ー ノー トア ドレスが2つ ご ざい ま して.日 本 か らは 電電 公社 の戸田 さ

ん,ド イツ側 か らは テ レ フ ォ ンバ ウ&ノ ル マル ッ ア イ トの ドク ター ・プ ラン クか らござい ま した。

　 その 後,準 キ ー ノー トア ドレス とい た しま してNHKの 沢辺 さんか ら,高 品位 テ レ ビジ ョンの開 発

につ い てのお 話 が あ りま し た。

　 その 後,約8件 の 細 か な,い ろ いろ な方 の御 意見 の御 発 表 が あ った わ けでC"ざ い ます。

　 お話 は,全 体 と して私 な りに整理 い た します と,大 きく分 け て3つ の トピ ックが あ った よ うに思 わ

れます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '

　 第1は,公 衆電 気 通信 網 に かか わ る問 題 で あ りま す 。 それ も将来 の ことで あ りますか ら もうち ょっ

と別 の言 い方 をい た しま す と,ISDN－ イ ンテ グ レイ テ ッ ド ・サ ー ビセ ーズ ・デ ジタ ル ・ネ ッ ト

ワー ク とい う言 葉 に集約 で き る と思 います 。

　 2番 目は,い わ ゆ るイ ンハ ウ ス ・ネ ッ トワー ク,あ るい は別の 言 葉 で言 い ます と,LANで あ ります。

小 規模 な将 来志 向 型 の通信 網 であ ります 。

　 3番 目に,た また ま両 国で大 変 高 品位 テ レ ビジ ・ンに つい ての 御関 心 が高 か ったた めに これが か な

り話 題に な っ たの で ご ざい ます。

　 皆 様 に御 関心 の あ りそ うな こ とを ピ ック ア ップい た しま して,そ れ ぞれ 簡 単 な コメ ン トを させ てい

た だ きた い と思 い ます 。

　 戸田 さんか らは,日 本 のISDNで あ ります とこ ろのINS.い わ ゆ るイ ン フ ォメ ー シ ョン ・ネ ッ
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トワー ク ・シ ステ ムが1984年 に運 用 を開 始 す る 一 こ と しで あ ります けれ ど も.そ れ に 向か ってい

ろ いろ な準 備 が行 わ れ てい る こと,並 び に将 来 の展 望 の お話 が あ りま した。

　 一 方 で,ド イツのISDNに つ きま しては プ ラ ン ク博 士か ら,電 話 とテ レ ック スが1985年 か ら90

年 に統 合 され て,ま ず第1段 階 のISDNと な るで あ ろ う と。 さ らに.そ れ に無線,レ イデ ィオ ・ウエ

イブ ズ,サ テ ライ ト等 が統 合 され て.1990年 代 に いわ ゆ る交代 期 のISDNと なる で あ ろ うとい う

お話が あ りま した。

　 われ われ 日本 の関 係者 が よ く知 ってお りますBIGFONと い う計画 は,い わば この 第2期 目の大

型 のISDNの プ ロ トタ イ プ とい うふ うに理解 され ます 。

　 2番 目に,イ ンハ ウ ス ・ネッ トワークあ るい はLA[Nに 関 しま しては,ド イ ツ側 の お話 とい た しま し

て,私 ど も 日本 の者 に は大 変 興味 の あ った こ となん です け れ ど も,1900年 に.当 時 の皇 帝 の 命令 で,

それ ぞれ の私 有 され てい る敷地 内 で は,一 切 の通 信 は 自 由で あ る とい うこ とが決 め られ て お りま した

そ うで ご ざい ま して,そ れで ドイ ツの イ ンハ ウ ス ・ネ ッ トワー クが 大変 進 んだ の で あ る とい うお話 が

あ りま した。

　 それ が,将 来,も っ と統 合 され たネ ーシ ・ン ワイ ドの ネ ッ トワー クに どの よ うにつ な げ られ るカ),

その際 の プ ロ トコー ルの問 題 が大 変重 要 で あ る とい う御 指 摘 があ りま した。

　 日本 か らは,LANに 関 しては,光 フ ァイバー ネ ッ トワー クの使 用 が 非常 に 目立 つ。 諸外 国 よ り も多

い とい う御 報 告 が あ りま した。

　 最 後 に,高 品位 テ レ ビジ ・ンにつ きま しては,ま ず 日本 か らは,沢 辺 さんの 方か ら,研 究 が 開 始 さ

れ たの は1970年 で あ る とい うこ とか ら説 き起 こ しま して,最 近 に至 るまでの 研究 の お 話 が あ りま し

た。 日本 で の一応 の標 準 を決 め た とい うお話,そ れ か らATT,ITTで もこれ を取 り上 げ よ うと し

てい る とい うお 話 が あ りま した。

　 一方,ド イツ側か らは,や は り高 品位 テ レビ ジ ・ンに大 変 関心 を持 ってい る とい う こと,現 在,テ

ユー ブ1つ の投 射型 の方 向 で開 発 を進 め てい る とい うお話 が あ りま した。

　 実 は時 間 が あ りま せん の で,ご く概 略 しか お話 しで きない のが 残念 で あ ります け れ ど も大 体 この よ

うな 議論 が あ りま して,最 後 に,そ れ で は次回 以降,ど の よ うな問題 を取 り上 げ よ うか とい うことに

つい て の議 論 を した わ けで あ ります 。

　 これ は,皆 さん か ら大 変活 発 な御 意見 が 出 ま した 。現 在,私 は ビ ュー グラ フの シ ー トに持 ってお り

ます け れ ど も,こ こに9つ の ア イテ ムが上 が ってい ます 。 ち ょっ とこれ をお 見せ い た しま して,御 説

明 し て,そ の 後,こ れ を どの よ うに措置 す べ きか,わ れ わ れが考 え てい ると ころ をお話 し申 し上 げ た

い と思 い ます。

　 　 　 　 　 　 　 　　 (ス ラ イ ド に よ り 説 明)

ご く簡単 に申 し上 げます 。
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　 1つ は ス タ ン ダ ー ド ー エ ク ス ポ ー ト,イ ンポ ー ト とあ り ます が.今 後 国 際 的 に 二=一 メ デ ィア の

仕 事 を 拡 大 し て い け る問 題 点 で あ り ま す 。

　 2番 目 に,ア ク セ プ タ ン ス ・ ア ン ド ・オ ブ ・ニ ュ ー メ デ ィア,両 方 の 国 一 ド イ ツ 並 び に 日本 に お

い て ニ ュ ー メ デ ィア が 一 般 公 衆 に よ っ て ど の よ うに 受 け 入 れ られ る か,ど の よ うに 使 わ れ るか と い う

こ と を研 究 し て は ど うか 。

　 3番 目 に,PABX－ プ ラ イ ベ ー ト ・ア ン ド ・オ ー ト マ テ ィ ッ ク ・ブ ラ ン チ ・エ ク ス チ ェ ン ジ,

い わ ゆ る 構 内 交 換 で あ りま す が,パ ー サ ス ラ ン,ロ ー カ ル エ リ ア ・ネ ッ トワ ー ク,こ れ が 今 後 ど の よ

う な競 合 関 係 に な る で あ ろ う か 。

　 4番 目 に,ハ イ デ フ ィニ シ ・ン ・テ レ ビ ジ ・ ン,高 品 位 テ レ ビで あ りま す 。

　 5番 目 に,セ キ ュ リ テ ィ ・イ ン テ グ リテ ィ ・オ ー セ ン テ ィ ・ シ チ ュ エ ー シ ョナ ル ・プ ラ イ バ シ ー と

書 い て あ りま す 。 セ キ ュ リ テ ィに 関 連 し た 問 題 を考 察 して は ど うか 。

　 6番 目}ζ,サ ブ ス ク ラ イ バ ル ・ユ ー ジ ン グ ・オ プ テ ィ カ ル ・フ ァ イ バ ー ズ ・フ ァ イ バ ー を使 う こ と

が どれ だ けの 利点 が あ るか。 これ はい ろい ろ議論 の あ ると ころで あ りま して,あ る段 階か ら銅の針 金

の技 術 に変 わ って い くであ ろ うとい うこ とは わか っ てい るわ け であ ります けれ ど も,ど の よ うな速 さ

で それが行 われ るであ ろ うか 。

　 それか ら,7番 目に,イ ンテ ィグ レィ テ ッ ド ・オ プテ ィック ス並 び に コ ヒー レ ン ト・オプテ ィカル

・コ ミュニ ケ ー シ ョン,こ れ は最 近,ヘ テ ロ第2光 通 信等 の名 前で 呼 ばれ てい る技 術 で あ ります けれ

ど も,こ の よ うな最先 端 の光 通信 関 連 の技 術 を研 究 してみ て は ど うか 。

　 8番 目に,セ オ リテ イカル ・モ デ リング ・マ ンマ シ ンイ ンタ ー フ ェイ ス ・ア ン ド・ラ ン ・ビフ ォー

・スタ ンダー ゼ ィシ ョン。標 準 化 が行 わ れ る前 のLAN並 び に マンマシンインタ ー フ ェイ スに 関す る理

論 的 な議論 で あ ります 。

　 最 後 に イン フ ラ ス トラクチ ャー,特 に ア ンダー グ ラ ウ ン ドネ ッ トワー ク。 日本 で はCATVネ ッ ト

ワー ク等 が 架空 線 で構 築 され よ うとす る傾 向が あ ります が,御 承 知 の とお り ドイツ で は,最 初 か ら全

部地 下 であ ります 。 この あ た りで は,お 互 い に 一 とい い ます か.わ れ われが 学 ぶべ き点 が多 いの で

は ない か とい う ことで あ ります 。

　 この よ うに 全部 で9つ の ア イ テムが 挙 が りま した 。

　 私 ど もの了解 で は,で きれ ば2つ,3つ,4つ ぐ らい とい う ことで.こ れ につ きま し ては6月 中 ぐ

らい に両 方の 国 の委 員 が考 えを ま とめ て.そ れ を両 者 の委 員 長,チ ェアマ ン同士 が手 紙 で御 連絡 を取

って.も うち ょ っと しぼ るとい う ことが,現 在 の私 ど もの分 科 会の 考 え で ご ざい ます。

　 ち ょう ど,い ま10分 にな りま し て,以 上 で 終 わ らせ ていた だ きます。

　 御 静 聴 あ りが と うご ざい ま した。　 (拍 手)

　 柳 井 議 長 　 　それ では,引 き続 きま して コ ン ピ ュー タ分科 会 の御 報 告 を,レ ポ ー タの相 磯先 生 に

お願 い い た します 。
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　 相　 　磯 　 　慶 応大 学 の相 磯 で ご ざい ます。

　 それ で は,コ ン ピ ュータ分 科 会 につ きま して御報 告 申 し上 げ ます 。

　 今 回 は時 間 が大 変短 い とい うこ と もござい ま して,各 国の研 究 開発 に関 して オーバ ー ビ ュー をす る

とい う ことを主 な目的 に い た し ま した。多 くの 時 間 を それ に割 きま して,そ れ を踏 ま え て次 回 の フ ォ

ー ラム とい うこ とを検 討 すべ きか とい う課題 を抽 出す る ことを いた しま した
。

　 まず,各 国か らキ ー ノー トス ピーチ としま し て,1件 ず つ御 報 告 がCざ い ま した。

　 日本 側 か らは,電 総 研 の柏 木部 長 さんか ら通産 省 の ナ シ ョナル ・プ ロジ ェク トの概 要 に つい て報告

が ご ざい ま した。

　 す でに1966年 か ら,通 産 省 は イ ンフ ォメ ー シ ョン ・テ クノ ロ ジーの た めの ナ シ ・ナル ・プ ロジ ェ

ク トを幾 つか 行 ってお ります が,特 に コン ピュー タに 関連 した もの に関 し て,そ の概 要,そ の研 究 の

目標,そ れか らその成 果,そ して現在,進 行 中の プ ロ ジェ ク トに 関 しては,そ の現 状 を御 報 告 い ただ

きま した。

　 ドイ ツ側か らは,プ リ ッチ ュ さん か ら,け さ,ト ー マ ス部 長 さんの お話 が ござい ま したが,そ れ に

関 連 し て,ド イツの コ ンピ ュー タに関 す る研 究開 発の 体 制,そ して どうい うと ころ に力 を入 れ てい る

か とい う話 を伺 い ま した。

　 ご く簡 単に御 報 告 申 し上 げ ます と,ド イ ツ側 と しま して は.'ま ず マルチ ・ネ ッ トワ ーク,そ してソ

フ トウェ ア ・オ リェ ンテ ッ ドなニ ュー コ ンピ ュー タ ・アー キテ クチ ャ,そ れか ら現 実的 な ソ フ トウエ

ア ・テ クノ ロジー に関 す る課 題 に つい て集 中 的に 研究 を してい る とい うこ と。

　 加 え て,シ ペル スキ先 生か ら.実 際 の プ ロジ ェク トグル ープ に関 して御 報 告 が ご ざい ま した。

　 1っ は,ニ ュー コン ピュー タ ・アーキ テ クチ ャの グル ー プ。

　 2つ 目 は,ハ イパ フ ォー マ ン スなニ ュー メデ ィカル コ ン ピュー テ ー シ ョンに関す る研 究 グルー プ。

　 3番 目が,エ ク スパ ー トシステ ムの デザ イン並 び にディベロプメン トの た めの メソ ドロジー に関 す る

研 究 。

　 4番 目が,現 在 の ソ フ トウエ ア ・テ クノ ロジーの研 究。

　 5番 目が,パ タ ー ン並 びに イメ ー ジ ・プ ロセ ッ シブに関 す る研 究 。

　 6番 目が,VLSI・CAD/CAMに 関す る研 究 。

　 そし て7番 目が,ナ チ ュナル ・ラ ンゲー ジ ・アン ダ スタデ ィン グに関す る研究 。

　 こ うい う実 際の プ ロ ジ ェク トグル ー プが現 在 あ る とい うことが報 告 をされ ま した。

　 その 後,各 出席 者 が.5分 ぐ らいの 間 に,そ れ ぞれ の立場 で,そ れ ぞれ の 国 の実情 を御 報 告 い ただ

きま した 。

　 日本側 か らは,ま ず新 世代 コン ピ ュータ技 術開 発機 構 研究 所 の渕 所 長 さん か ら,第5世 代 コ ンピ ュ

ー タの現 状
,特 に ご く最 近開 発 され ま した シーケ ン シ ャル ・イ ン フルエ ン スマ シン並 び に リレー シ ・

ナル ・デ 一 夕ベ スマ シンに関 連 した御 報告 が ござい ま した。
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　川 合 さんか らは,ソ フ トウエ ア ・テ クノ ロ ジーの 問題 の解決 の た め に ど うい う こ とを してい るか と

い う話 が ござい ま した。

加 え て岸田 さんか らは,そ の ソフ トウエ アの テ ク ・ ・ジー をいか に トラ ン スフ ・一す るか・ その た

め に どん な努力 を払 ってい るか とい う御報 告 が ご ざい ました。

一 方,・ 二 ・ 一助 らは高 士 通の 罐 さんか ら商 用 計算 機 の現 状 ・ これ は現 在 の 昧 の スーパ

ー コン ピ ュー タの 開発 を含 め た お話 が ござい ま した。

　 そ し て,日 立 の 浦 城 さ ん か らは,日 本 に お け る オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン.つ ま り 日 本 の オ フ ィ

スの作 業 の効 率 を上 げ るため に どうい うこ とを してい るか とい う話 が ご ざい ま した。

　 加 えて,私 が,日 本 の イ ン フ ォメー シ ・ン ・テ クノ ロ ジー と 日本 の 大学 の教 育研 究 との関 係 を簡 単

に御 報 告 申 し上 げま した。

　 同 じよ うに,ド イツ側 か ら も,出 席 者 の方 々 か ら,ド イツ側 で検 討 してい る並 列処 理 に関 す る重 要

な問 題点,そ してフ ォール ト トラン トコ ン ピ ューテ ィングの重 要性.そ れか らさ らに現 状 の 技術 と将

来 の技 術 との融 合 の問 題 とい う よ うな こ とに つ い てお話が ご ざい ま した。

　 印象としましては 一 これは私どもの出席者の柏木 さんの御意見でございますが,日 本の研究開発

とい うの は,大 分 先 の ことを研 究 を してい るの が多 い 。つ ま りイ ンダ ス トリーを,企 業 を引 っ張 って

い くよ うな研究 が多 い一方,ド イ ツ側 の研 究 は.そ うい う面 もござい ます け れ ど も,現 実 的 な立場 で

問題 を と らえ てい る研 究開 発 も含 まれ てい る とい うよ うな印象 をお 話 しい ただ きま した。

　 最 後に,そ れ らを踏 ま えま して,で は,ど うい うこ とを両国 間 で検 討 す るか とい うデ ィス カッ ン ヨ

ンに 入 りま したが.残 された時 間 が 大変 短 くて,残 念 な が ら結 論 は ま とま りませ ん で した。

　 しか し,次 の よ うな意 見が 出 され ま した。

　　1つ は,ま ず情 報 交換 が大 変 重要 だ。 そ の情報 交換 をす るこ とに よ って,共 通 の テ ーマ が 出て くる

の で,も う少 し情報 交換 を したい 。

　 同時 に,テ ー マを設定 す るに 当 た って,ニ ュー テク ノ ロジー に焦点 を 当 て るの か,あ るい は大 学 の

研 究の よ うな もの に 当 てる のか.あ るい は現 実的 な問 題に 当 てるの か,そ の 辺 を も う少 し討 議を した

方 が い いの か もしれな い。

　　そ うい うよ うなお話 が ござい ま し て,結 局一 応 候補 と しては.一 般 的 な人が 興 味が 持 てる よ うな.

理解 しや す い よ うなテ ーマ を まず 選 ぶ と.いうの も1つ の例 なの で は ない だ ろ うか とい う ことで.た と

　え ばマ ンマ シ ン ・イ ンター フ ェイ ス,フ ォー ル ト トラ ン トコン ピ ュー テ ィング,コ ン ピ ュー タ ・ア ー

　キ テ クチ ャ,あ るい は隠れ た問題 として,ま だ 国際的 な スタ ンダ ー ドの標 準 化の 委員 会 が取 り上 げ て

　いな い重要 な課題 を,前 もって両 国間 で検 討 す る とい うよ うな こと もよろ しい の では ない だ ろ うか と

　い うよ うな話 が ご ざい ま し た。

　　以 上 の よ うな ことで,結 局,結 論 は 因 ませ ん で したけ れ ど も,そ の よ うな例 を まず 頭 の中 に入 れ て,

　 この 後,ド イ ツ側 は シペ ル スキ先 生,日 本側 は元 岡先 生 の 間 で取 りま とめ を して いた だ く とい う こと
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に な りま した。

　 以 上,簡 単 に第2分 科 会の 御報 告 を申 し上 げ ま した。　 (拍 手)

　 柳 井 議 長 　 　ど う もあ りが と うご ざい ま した。

　 それ では,引 き続 きま して半導 体 分科 会 の御 報告 を,レ ポー タの菅 野先 生 か らお願 いい た します。

　 菅 野 東京 大学 の菅 野 で ござい ます。

　 半導 体 関係 の分 科 会 で は,や は り同様 に ドイ ツ側 と日本 側 か らそれ ぞれキ ー ノー トス ピー チが ござ

い ま した。

　 最初 に 田中 先生 か ら,半 導体 産 業 の特 殊 性,た とえば グ ロー ス レー トが 非 常 に速 い問 題 で あ ります

とか,技 術 開 発 が非 常 に急 速 に進 ん で い る状 況等 につ い てお話 が ご ざい ま して,特 に 日本 に おけ る半

導体 技 術 の研 究開 発 状況 につ い ての お話 が ござい ま した。

　 続 きま して,ド イ ツ側 か らガル ブル ヒ トさん が,こ れ も半導 体産 業 の一般 的 な技 術 的 な傾 向 で ござ

い ます が,そ れ に つい て お話 が ご ざま した後,特 に ヨ ー ロ ッパ にお け る半 導体 産業 の 状 況 ,特 に特 異

性 とい う もの に つ い ての お 話 が ご ざい ま した。

　 その 後,日 本 側 の 参加 者 か らそれ ぞれ 簡 単 な シ ・一 ト トー クが ご ざい ま して,高 橋 先 生 か ら,ス ー

パ ラ イテ ィスを使 っ たデ ィバ イ ス,特 に ウエ フ ァーに対 し て垂直 方 向 に電 流 を流 す よ うな デ ィバ イ ス

とい うのが.光 集 積 回路 との可 能 性 も考 え て,]つ の 興味 あ る研 究対 象で あ る とい うお 話が ご ざいま

して,そ れ か ら電総 研 の 片 岡 さん か ら,特 に3次 元ICの 問題 につ きま して,こ れは 日本 で行 われ ま

した試作,実 験 の 結果 も含 め てプ レゼ ンテ ー シ ョンが ござい ま した。

　 それか ら,日 本 電気 の 石立 さん か ら,日 本 に おけ るマ イク ロプ ロセ ッサ ーの研 究 開 発状 況 の過 去 に

おけ る実 態 と現 状 が ど うで あ るか,将 来 ど うい うふ うな こ とが予 測 され るか 。特 に 日本 電 気 の例 を挙

げ られ ま して,標 準的 な マ イ ク ロプ ロセ ッサ ー として,日 本 電気 が 独 自の開 発 を進 め てお られ る とい

うお話 が ご ざい ま した。

　 東芝 の小 田 川 さんか ら,大 容量 の メモ リー チ ップの プ ロセ ステ クノ ロ ジーの トレン ドと特 にセ ミカ

スタ ムIC,特 にCMOSで ご ざいますが
,　CMOSを 使 いましたセ ミカ スタ ムLSIの 重 要 性 とい うも

の に つい ての お 話 が ご ざい ま した 。

　最 後に.私 が,CMOS,NMOSの スケーリングダウン の ことを申 し上 げ ま して,サ ー キ ッ ト ・ボ ル

テー ジの スタ ン ダーゼ イシ ・ンが,重 要 で あ る とい う ことを申 し上 げ ま した。

　 それ で,本 日の主 た る目的 が,日 独両 国 で ど うい うコ ラボ レー シ ョンが で きるか とい うこ とが重 要

な問 題 で ござい ます の で,後 の時 間 を使 い ま して,幾 つ かの テ ーマ にっ いて,候 補 の テ ーマ を挙 げ た

わ け でCざ い ます。 それ を若干 ビュー グ ラフで もってお 目に かけ ます ど,1つ は基 礎 的 な プ ロセ ステ

クノ ロ ジー で ご ざい ま して,こ れ は 先ほ ど もご ざい ま した大容 量 メ モ リーの テ クノ ロジ ー とい うだ け

で はな くて,一 般 的 な フ ァインパ ター ン リソ グ ラ フ ィの こと も含 め てで ご ざい ますが,例 と しては リ

ソグ ラフ ィとい うの が1つ 挙 げ られ るだ ろ うと思 い ます。
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その うち特 にxレ イの リソグラ。,に 関 しま して は,ド イ ツにお きま して,べ ・ シー等 で ソー ル を使

い ま したXレ イ リソグラフィの研 究 が5社 共 同 で進 め られ てい る とい うこ とで ご ざい ます し,日 本 にお

きま して も電子技 術 総 合研 究 所 の ソー ル を使 い ま した り,あ るい は高 エ ネル ギ ー物 理 研 究所 の ソー ル

を使 ってXレ イ リソグラフィーの研究 が進 ん で お ります の で,こ うい うXレ イリソグララィなんかは,も し

可能 で あれ ば1つ の重 要 な共 同研 究 の テ ー マに な るで しょ うとい うの が大 方の 御 意見 だ った と思 い ま

す。

　 さ らに.そ れ はXレ イ リソグラフィとい う,単 に エ ッチ ン グな り,あ るい はパ タ ー ン トラ ン スフ ァー

の技 術 だ け では な くて,そ うい う もの に関連 した装 置 を開 発す る とい うこ とに ま で発展 させ るべ きで

あ ろ うとい う御意 見が ご ざい ま した。

　 それか ら,2番 目の例 とい た しま しては,た とえば 先 ほ ど片 岡 さん か らプ レゼ ンテ ー シ ・ンが ご ざ

い ま した3次 元 のICと い う こ とで それ の テ ク ノ ロジ ーの問 題に つ い て も,共 同研 究 の 可能 性が あ る

'

の では ない か。特 にい わゆ る3次 元ICで のデ ザ イ ンの 問題 とい うの は,将 来 に と って非常 に重 要 な

問題 に な るで あ ろ う と。現 在,デ ィバ イス を2次 元 に並 べ る,そ の デザ インだ けで も大 変 な思 い を し

てい るわけ で あ ります か ら,そ れ を さ らに も う1つ デ ィメ ン シ ョンを ふや して3次 元 にす る とい う こ

とは,こ れ か ら非 常 に重 要 な問 題 に な るだ ろ うと。

　 さ らに16メ ガ ビッ トの メ モ リーの テ クノ ロ ジーに 関 しま しては,こ れ が ち ょ うど光 を使 ってや る

技 術が むずか し くて.多 分Xレ イリソグラフィとい う ことが可 能性 と して考 え られ る最初 の メモ リー チ

ップだ ろ うとい うこ とで.]6メ ガ ビ ッ トの メモ リーの テ クノ ロ ジーに 関 しま して も可 能 性が あるの で

は ない か とい う ことが 話題 に な りま した。

　 2番 目 に,製 造 過程 の 自動 化 の 問題 で あ りま すが,こ れ は もち ろん量 産工場 にお け る自動 化 とい う

問題 は,個 々の企業 の問題 で あ りま して,企 業 間の む ずか しい 問題が あ る とい う ことは 当然 予 測 され

ますけ れ ど も,そ うで はな くて,そ うい う自動 化 を行 う上 で の もっ と基 礎的 な 面 につ い ては 協力 の可

能 性が あ るので は ない か。 た とえばす べ ての プ ロセ ス を真空 の 中 に閉 じ込 め て行 うとい うよ うな プ ロ

セ スは,も しそれが 可能 に な ります と,現 在 われ わ れが持 ってい るプ ロセ ステ ク ノロ ジ ーな りエ ク ィ

プ メ ン トな りを大幅 に変更 す る必要 が あ るわ け であ ります か ら.こ うい う新 しい問題 に関 しては,共

同 し て検 討 す る可能 性 が あ るの で は ない か と思 われ ま す。

　 それ か ら,現 在,特 にシ リ コンの デ ィバ イ スに関 しま して,そ の 寸法 とい うの を どん どん小 さ くし

てい った らば,ど うい う性 能 が得 られ て くるか 。 ま た,小 さ くしてい くこ とに伴 い ま して.電 源 電圧

の 問題 もござい ます し,性 能 自身 が どの よ うに変 化 して い って,ど こに リ ミッ トが あ るか とい う こと

は,こ れ は か な りア カデ ミックな問 題 で ござい ます し,十 分 に協力 の 可能 性が あ るの では な いか と思

われ ます

　　さ らに,エ レク トロニ ク ス とメ カニ ク ス との結 合 とい うよ うな ことを考 え ます と,そ こに1つ の セ

　ンサ ー とい うの が重 要 な デ ィバ イ スに な るわ けで ござい ます し,こ れ に関 しま しては,日 本 にお きま
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して も電総 研 を中心 とし てセ ンサ ー に関 す る研究 が集 中 的 に行 わ れ てい るわ けで ござい ます の で,そ

うい うセ ンサ ーに 関す る研究 とい うの は,1つ の 協力 の 可能 性 の あ るテー マ だろ うと思 われ ます 。

　 さ らに,も うち ょっ と従来 の ゲ ー トとい う観点 だ け では な くて,シ ステム リク ワイ ァメ ン トか ら出

て くる と ころの 機能 とい う もの を従 来 の よ うな方 法 で はな くて実現 す る新 しい フ ァン ク シ ・ナ ル ・デ

ィバ イ ス とい うよ うな ものが 考 え られ ないだ ろ うか。 これ は全 く新 しい分野 で ご ざい ます し,ア カデ

ミ ックな分 野 で ご ざい ます か ら,十 分 に共 同研 究 の で きる可 能 性 が あ るの で はな いか と思 わ れ ます 。

　 それ か らさ らに,少 し実際 的 な こ とか も しれ ませ ん が,国 際 間 の共 同 と して重要 な問題 として は,

ス タン ダイゼ ー シ ・ンの 問題 が ご ざい ます。従 来,特 に汎用 の マ イク ロプ ロセ ッサ ーな りに関 しま し

ては,そ の仕 様 とい うの が ア メ リ カを中心 に して行 われ て きたわ け であ ります け れ ど も,日 本 と ドイ

ツ,両 方 合 わせ ます と,世 界 じゅ うの マ ーケ ッ トに お いてか な りの シ ェアを持 つ わけ で ござい ます し,

マ イク ロプ ロセ ッサ ーの標 準 化 とい う問題 に つい て,日 独両 方 で協 議 す る価 値 は十分 に あ るの で はな

いか と思 われ ます 。

　 それ か ら,先 ほ どち ょっ と申 し上 げ ま した カス タムLSIの 問題 に つ きま して は,現 在各 国,各 企 業

で もって それ ぞれ 独 自に デ ザ イ ン ・メ ソ ドロ ジー とい うのが 開発 され てい るわ け で ご ざい ますが,そ

の デザ イ ンの ツー ル であ ります とか,イ ン ター フ ェイ ス とか に関 しま して,や は り標 準化 す る必 要 が

あ り,そ れ に両 国 間 で それ を協 議 して進 め る ことは十 分 に価 値 が あ るであ ろ うと。

　 それか ら,先 ほ どのCMOS,NMOSに 関 しま して も,スケ ー リ ング タウ ンし てまい ります と,回 路

電圧 が必 然的 に下 が る こ とに な ります が,現 在 のTTLコ ンパ テ ィビ リテ ィ とい う もの を ど こで 振 り

切 るか とい う ことが重 要 な問 題 で あ りま して,こ れ はな か なか1企 業,あ るい は1つ の国 だけ で行 う

こ とは非 常 にむ ず か しい わ けで あ りますか ら,国 際 的 な協議 が有 効 であろ うと思 われ ます 。

　 さ らに テ レコ ミュニケ ー シ ・ンの エ ク ィプメ ン トな ん か につ きま し て も,こ うい う標 準 化 とい うの

が進 め られ るの が好 ま しい とい う議 論 が され ま した。

　 それ で,重 要 な問 題 は,こ うい う共 同 とい うこ との テ ー マ を挙 げ るのは結 構 な んで すが,ど うや っ

て進 め るか とい う問題 が一 番 重要 な問 題 であ りま して,政 府 間 で とい うこ と も もらうん考 え られ るわ

けで あ ります けれ ど も,い ろい ろ とむず か しい問題 もあ る と思 い ます し,個 々の企 業 の間 での ネ ゴー

シエ ー シ ョンに よ るコ ラボ レー シ ョン とい うのが1つ 考 え られ るだ ろ うと思 わ れ ます 。

　 先 ほ ど,終 わ ってか らエ ン グル先 生 か ら も御 忠告 い た だい た ん ですが,日 本 と ドイツ で もって この

よ うな協 調関 係 を進 め てい くとい うこ とが.ほ か の国 々に対 して.ほ か の国 々を疑 心 暗鬼 に追 いや る

とい うの が ない よ うにわれ わ れ とし てはや は り配 慮 す る必 要が あ るだ ろ うと思 わ れ ます。

　 半導 体 の グル ー プの方 で は,幸 い に しま してチ ェアマ ンを して い らっしゃい ま す エ ングル 先生 と柳

井 先生 が 一 特 に柳 井先 生 は 日本 側 の半 導体 の グル ー プの 主 査 で もあ るわ け で ご ざい ます の で,両 先

生 の 間で もっ て この 協 調 を具体 的 に どの よ うに進 め た らいい か とい うことにつ い て,今 後,お 話 し合

いが続 け られ る こ とに な ってお ります。

　 　 　 　 　　 ＼
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　幸 い に して両先 生 と も,こ と しの 夏 に.双 方 に訪問 され る御 予 定 が ござい ます そ うで ご ざい ます の

で,秋 ぐらい まで に は,具 体 的 に どの よ うに進 め た らいいか とい う方式 に つ い て何 らか の 合意が で き

るの では な いか とい うこ とを期 待 してい る次 第 で ご ざいます 。

　 以上 で ご ざい ます。　 (拍 手)

　柳 井 議 長 　 　ど う もあ りが と うご ざい ま した。

11.2総 括 討 議

柳 井 議 長 　 　以上 で各 分 科会 の 御 報告 をい ただ い たわ けで ござい ます が.こ れ か ら総 括討議 に入

りたい と思 い ます 。時 間 も大 して ご ざい ませ ん けれ ど も,何 か い ろい ろ,こ れ に関 して コ メ ン トが ご

ざい ま した ら,い ただ きたい と思 い ます 。

　 まず,チ ェアマ ンで あ りま す エ ン グル先生 か ら何 か ござい ます か。

　エ ン グル議 長　 　 い まの と ころ,私,申 し上 げ たい こ とは,私,驚 い てい るん で あ ります けれ ど も,

い ろい ろな トピ ックが,非 常 に 時間 が 短か か ったに もかか わ らず 出 て きた とい うこ とです。 これに よ

って,し か るべ き優秀 な方 々が お集 ま りに な ってい た とい う証拠 だ と思 い ます。

　 将来 は,こ うい った話 題 の中 か ら若 干 の選 択 をす る とい う役 割 りを果 た さ なけれ ば な らな い と思 い

ま す 。

　 何分 に も資源 は限 られ てお ります の で,そ れ を使 って と りあ えず ボー ル を ころ が し ていか なけ れ ば

な りませ ん 。 それ で なけ れば,歴 史 とい うこ とに な って しま って,な か なか将来 を遠 くまで一緒 に 見

通 しな が ら仕 事 をす る とい うこ とは不 可能 に な りま し ょう。

　 柳 井 先生 と私,こ の ボ ー ル を ころが し続 け な けれ ば な りませ んが,私 ど もとし ま して もぜ ひそれ ぞ

れ の グル ー プの議長 の 方,ま たは こ こに来 てお られ る方 々の メ ンバ ー,ま た その属 し てお られ る組 織

の 皆様 に も,こ の協 力が 実 を結 ぶ よ うに御協 力 を賜 りた い と思 い ます 。　 (拍 手)

　 柳 井 議 長 　 　あ りが と う ござい まし た。

柳 井 議 長 　 　 御 参加 の皆 さん か ら,何 か また シ ョー トコメ ン トが ご ざい ま した ら,ど うぞ。

各 分 科 会 で,ド ィ ッ側 の 議長 を され た先生 方 か らお 話 を伺 ってみ た らい かが か とい うこ と もござい

ます の で,ま ず 第1分 科 会の プロフェッサ ー ・パ ー ク,何 か ご ざい ま した ら.ひ とつ御 感 想 な り御 意 見

を お願 い したい と思 いま す。

　 パ ー ク　 　議 長,御 指名 をい ただ きま して,ど う もあ りが とうご ざい ます 。
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　 申 し上 げ たい と思 い ますが.こ この サ プ グル ー プは共通 の問題 を泡 え てい た と思 い ます。 どの サ ブ

グル ー プ も非 常 に多 くの トピ ックが 出 た よ うであ ります 。

　 私 ど もの グル ー プで も特 に問題 が あ ったわ けで.一 番 重要 な問題 を選 ぶ とい うこ とが な か なか で き

ませ ん で した。 ほ か の グル ー プ も同 じだ った と思 い ます 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 私 ど も,や は りい ろい ろな問題 を,こ れ か ら何 週間 か の 間に検 討 しま し て,何 らか の 優先 順位 をつ

け なけれ ば な らな い と思 い ます。 その際 に は,日 本 側 及 び ドイツ側 の代 表 団の 間 で よ く意思 の疎 通 を

しま して,か な り数 を しぼ り込ん だ トピ ックを選 ん で,こ れを一緒 に研 究 す る とい うこ とに しな けれ

ば な らない と思 い ま す。 そ うしませ ん と.大 変 数 の多 い トピックを それ ぞれ の分 野 で選 ん で しま って,

実 際 に は何 も詳 し く成 果 を挙 げ られ な い とい うこ とに な りかね ません 。私 ど もの グル ープ で も,2つ

か3つ,本 当に 協 力 し てや って い け る もの を選 び た い と思 います 。

　 それで,2っ の 種類 の 問題 が あ る と思 い ま す。

　 まず最 初 の グル ープの 問題 は・ 直 接 に・何 とい い ま し ょう か・科 学 面 一 サ イエ ンテ ィフ ィ ックな

分 野 に属 す る もの,そ れ か ら もう1つ の グル ー プの 問題 は ユーザ ー にかか わ る もの,こ うい うふ うに

分 け る こ とが で き る と思 い ます。 ,

　 で すか ら,こ の よ うな グル ー プ分 け を して最 初 の グル ご プの問題 は,た とえば私 ど もの グル ー プで

は,集 積 光回 路 で あ る とか,あ るい は コ ヒー レン トな光 の伝送 だ とか,こ うい った もの は基 礎 的 な科

学的 な問 題 です ね 。

　 それ か ら,も う1つ 別 の グルー プ とし ては もっ とユー ザ ーに直接 関係 した,た とえば 標準 化 の 問題

であ るとか,ロ ー カ ルエ.リアネ ッ トワニ クで あ る とか,そ うい った ものが入 る と思 い ます。

　 それ で,こ の 次 に は2つ グル ー プを分 け ま して,1つ はサ イエ ンス向 きの グル ー プ,も う1つ は ユ

ーザ ー関係 問 題 向 きの グルー プ とい うふ うに してや っ てい った らいか がか とい うふ うに 考 え てい ます
。

そ して,そ れ ぞれ トピ ックを しぼ り込 ん で い けば いい と思 い ます。

　柳 井 議 長 　 　ど うもあ りが と うご ざい ま した。

　 それ で は,引 き続 きま して プロフェッサー ・シペル スキ さん か ら,ひ とつ … …。

　 シ ペル ス キ　 　あ りが と うご ざ い ます 。

　私 ど もの グル ー プの プ レゼ ンテ ー シ ・ン,レ ポ ー トか らお わか りの とお り,い ろい ろな側 面 か ら問

題が 論 じ られ,ま た コ ン ピュータ の 複雑 性 か ら考 え ま して も,パ ー ソナル コ ン ピ ュー タか らスー パ ー

コン ピ ュー タ,そ れ か らテ クカル な問題,そ れ か らマ ンマ シンの側 面,い ろい ろ な問 題 が討 論 され た

わ け であ ります。

　 そ こか ら引 き出 され た結論 とい うの は,何 らか の 形 で お互 いに知 り合 ってか ら,小 グル ー プを形 成

して各 問題 を検 討 し てい く,そ して次 の会 議 の準 備 を す る こ とが 必 要 であ る とい うこ とが論 じ られ た

わけ で あ りま す。

　 さて,ど うい うテー マ を選 択 すべ きか とい う問 題 です が,一 方 で は,そ の 問題 が 企業 の関 心 を 引 く
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よ うな もの で なけれ ば な らな い とい うこ と,そ れか ら研 究 機 関の 関心 を も引 くもの で なけれ ばな らな

い こ と。 そ こか ら暗 黙 に出 て くる問題 と して,実 際,企 業 とその機 関の 間 で ど うい うテ ーマ に関 して

の研 究 が な され てい るか とい うこ とが 出 て きま す。

　 それ か ら,将 来 の 問題 を検 討 す るに当 た って,こ れ は通 常 の特 別 の専 門課 題 を持 った会 議 では な く

て,両 国経 済 に とっ て重要 な 問題 を扱 う会 議 だ とい うこ とを認識 しなけ れ ばな りませ ん 。 です か ら,

この 日独情 報 技術 フ ォー ラムか ら,何 らかの 形 で一 般 国民 に対 す る影響 力 とい う ものが 出て こな けれ

ばな らな い と思 うわ けです 。

　 ど う もあ りが と う ござい ま した。

　柳 井 議 長 　 　 ど う もあ りが と う'eざ い ま した。

　 それ では,引 き続 きま して プ ロフ ェ ッサー ・ル ーゲ さん か ら,半 導体 の分 科 会 の ことに つ きま して

何か 一 あ るい は全 体 的 な こ とで もよろ しゅ うご ざい ます が,お 話 をお願 い します。

　 ル ー ゲ 　 　柳 井先 生,ど う もあ りが と うご ざい ま す。

　 私 ど もの討 議の 初 め にわ か った こ となん です けれ ど も,非 常 に注意 を要す る とい う こ とが わか りま

した。 す な わ ちサ ブ ジ ェク トを選 ぶ に当 た りま しては.余 りに も短期 的 過 ぎます と,た とえば開 発 で

す とか,製 品 化 を 目 前に備 え てい るよ うな もの に 関 し ては短 期 的過 ぎる と思 っ たわけ で す。 この 分野

は非常 に 急速 な展 開 を見 せ て い る もの です の で,特 に半 導体 とい うの は発展 が 目覚 しい わ けです 。

　 したが い ま して,菅 野 先生 が お っし ゃい ま した よ うに,私 ど もとい た しま しては.い ろ い ろな トピ

ックに つい て考 え てみ ま した。 そ して,相 互 に関 心 の あ る分 野 を決 め てみ まし た。 そ して,い わ ゆ る

ギ ブ ・ア ン ド ・テ イ クで 働 い てい け る よ うな,そ して 日本 と ドイ ツが お 互い が貢 献 し合 え る よ うな.

そ して研 究 所 間 で研 究が で き るよ うな トピ ックを見 つ け よ うとい た しま した。

　 そ し て,私 ど もが い ろ い ろ識別 した トピ ック とい た しま しては,た とえば企 業側 が 持 つ関心 事 もあ

ります 。 出発 点 とい た しま し ては向 こ う6年 で,も し くは向 う5年 ぐらい で始 ま るよ うな もの,そ れ

か らま た企業 的 な関 心 事 とい た しま しては,10年 後に始 ま るよ うな もの に関 して も関 心 が あ るか もし

れな いわ け で す。 です か ら,い ろい ろ期間 が ま ちま ちなん です け れ ど も,ワ ー クシ ョップ で は非常 に

広 範 な範 囲 を扱 い ま した。 そ して,将 来 出 て くる よ うな企 業 間 の特 に半 導体分 野に お け る関心 事 に つ

い てい ろ い ろ話 し合 ったわ け で あ ります。 これ だ けで す。

　 どう もあ りが と うご ざい ま した。

　 柳 井 議 長 　 　ただ い ま3人 のチ ェアマ ンの 方 か らい ろ い ろお話 を伺 っ たわ け で ござい ます が.そ

の ほか に参 加の 方 か ら何 か ござい ま した ら,コ メ ン ト等Cざ い ま した ら.ひ とつ御 自由 に お願 い した

い と思 い ます が ……。

　 先 ほ ど来.第1分 科 会 の ニ ューメ デ ィアの 方,あ るい は第3分 科 会の 半導 体 の菅 野先 生 か ら,今 後

の進 め 方 の具 体的 なお話 が ち ょ っと出 ま したん です が,幸 い,先 ほ ど菅 野先 生 か らお話 が ご ざい ま し

た よ うに,エ ン グル先 生 は,こ の8月,日 本 に来 られ ます。 私 も.9月 末 か ら10に か け て ドィッへ
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行 か な けれ ばい け な い用 事 もござ いま すの で,エ ングル先 生 と,2回 にわ た って,こ の 問題 に つい て

御 相 談す る機 会 もご ざい ます の で,そ の間 に 日独 そ れぞ れで分 科 会 関係 の方 々 一 少 し拡 大 してい た
　 　 　 　 へ

だい て もよろ しい と思 うの で ござい ます が ・一 で,今 後,協 力関 係 を進 め てい く よ うな 問題 を も う少

し煮詰 め ていた だ く とい うよ うな こ とをや ってい た だい た らいか が か と。

　 と りあ えず8月 に 向 け て,先 ほ ど,ニ ュー メデ ィアの大 越 先生 か らは,6月 ぐ らい を目途 に とい う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

お話 が ご ざい ま した。大 体 そん な感 じで よろ しい と思 うん で すが,何 か それ ぞれの ワー ク シ ョップの

範 囲 内で御 検 討 をい ただ きま して,そ の結 果 を受 け た形 で,エ ン グル先 生 と私 とで,8月 に で も,口

頭 でい ろ い ろ御 相 談 をす る と。 これ を ま た フ ィー ドバ ックい た しま して,日 本側,ド イ ツ側 で再検 討

を加 えて,私,今 度10月 に参 ります の で 一9月 末 か10月 にな りますが,そ の ころ に参 りますの

で,そ の ときに,大 体 来 年 の問 題 の しぼ り込 み とい うこ とを してみ た らいか がか と,こ ん なふ うに考

えてお ります 。

　 この 辺 につ きま して は,エ ングル先生 の御 意 見 ご ざい ま した ら,ど うぞ。

　 あ るい は,フ ロ アの 方 の 御意 見 も含 め ま して…… 。

　 エ ン グ ル 　 　 基 本 的 に は この よ うに行 ってい きたい と思 ってお ります。

　 す な わ ち個人 的 な お話 を させ てい ただ い た 後に,こ の よ うに し よ うではな いか と思 っ たわ けで,私

もこれ に同意 で あ ります 。

　 柳 井 議 長 　 　 　トー マ ス先 生,ど うぞ。

　 トー マ ス 　 　ど う もあ りが と うご ざい ま した。

　 先 ほ ど申 し上 げ ま した よ うに,政 府 とし ては介入 はい た し ませ ん。 す なわ ちど うい っ た種 類の 討 議

が,こ の フ ォー ラムの 後に 出 て くるかに 関 しま して介 入 は一 切 い た しませ ん。

　 しか し,そ の手 続 上 の 問題 を ち ょっとお 聞 きした いん です が,よ ろ しいで し ょうか,議 長 。

　柳 井 議 長 　 　は い 。

　 ト ー マ ス　 　 この3つ の ワー ク シ ョ ップが あ る わけ で,そ れ ぞれ非 常 に重 要 で す。 そ して共 通 の

理解 を持 つ とい うこ とが大 変大 切な わ けで,テ ーマ につ いて共 通 の 理解 を得 る こ とが大 切 です。 き ょ

うは部 分的 に しか話 が つか なか ったわけ で す。 グルー プ に よ って は非常 に よ く提起 され た テ ーマ を し

ぼ り込 む ことが で きま した し,ほ か の グル ー プは も う少 し時 間 が必 要 だ とい うこ とにな ったわ けで す 。

　 しか し,こ の テー マ の提 起の 問 題 であ ります けれ ど も,6週 間以 上 はかか らな い方 が いい と思 い ま

す。 と申 します の は,こ の 段階 に い きます と,両 国 に とっ て必 要 な こ とは,お 互 い に連 絡 を と りま し

て,こ こに出 席で きなか った人 た ちの こ と も考 え て,こ の 人 た ちに も,こ の フ ォー ラム で どん な こ と

があ ったの か,お 知 らせ す る必 要が あ る と思 うんで す。 それか らま た,企 業 の方 に もニ ュー スを伝 え

るとい った よ うな こ とが 必・要 だ と思 い ます 。

　 そ して,ど の テー マが1番 支 持 を得 るのか と,そ して企 業側 の 支援 が一 番厚 か ったテ ー マは何 で あ

るか を決 め るこ とが必 要 だ と思 い ます 。 テ ーマが10と か15あ る とか,そ うい う数 は全 然 問題 じ ゃな
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い んで す。

　 た とえば 日本 側 が最 終 的 には4つ に しか な らない か もしれ ない。 そし て.ド イ ツ側 も4つ 出 して く

るか もしれ ない。 その うち,2っ がお 互 い に興 味が あ るとい うことに な るか もしれ ませ ん 。

　 で すか ら,ま ず手 続 的 な問題 とい た しま して,各 学会 と業界 を巻 き込 ん だ,そ し て,た とえば ドイ

ツの場 合,今 回,す べ ての 学会 と産業 が 出席 してい るわ けで は ないの で,ま ず こ こで 明 らか に してお
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

きたいの で す。

　 6週 間 とい う期 間 を設 け ま して,テ ー マを もう少 し詰 め てい きた い と思 うんで す けれ ど も,い かが

で し よ うか 。

　 そ して,こ の間 の 時間 を使 い ま して,関 係 者 に話 し合 い を しま して,エ ン グル先 生が また 日本 に い

らっ しゃい ます ので,そ の と きには ドイ ツか らの見 解 を ま とめた い と思 ってお ります 。 その ころまで

に は,日 本 側 の意 見 もま とめ て おい て ほ しい と思 ってお りま す。

　 そ して,こ うい った行 き来 を い た しま し て遅 くと も10月 に は,非 常 に は っき りと した形 で テー マ

を煮 詰 め,そ して ど うい った人 々が ど うい った企 業 が参 加 す るのか とい うこ とを詰 め てい きたい と思

ってお ります。 これ が非 常 に重 要 です 。
'

　 とい うの は,私 ど もが ドイツで,そ の 企業 に対 しま して,特 に私 ど もが考 え る とこ ろの 関 連 してい

る企業 の 方 に打 診 をい た します。 す なわ ち多分 あ な たの とこ ろに関 係が あ るの で,参 加 した くはな い

です か とい うふ うに呼 びか け を したい と思 い ます 。 そ して,余 り関 心が ない とい うこ とに な りました

ら,も ち ろん参 加 しな くて よ ろ し.いとい うこ とに なる わけ です 。

　 しか し,,熱 狂的 な支持 が あ るの で あれ ば,説 得 いた しま して,ぜ ひ 日本 側 に も同 じ よ うな トピック

を取 り上 げ てい ただ きたい とお願 いす る と思 い ます。

そ れか ら,次 の手 続 とし ては ・ ンセ ンサ ・をつ くる ・ とで・10月 に コ ンセ ンサ スに至 るわけ ぽ り

ます 。 そ して,そ の ころ に は広範 な基 盤 が で きてい るわけ です の で,次 の フ ォー ラム を 目指 し まして

働 い てい くこ とに な る と思 い ます。

　 そ し て,今 回の フ ォー ラム は非 常 に成 功裡 で 有意 義 だ った と思 ってお ります け れ ど も,次 回 もこの

よ うに有 意義 なフ ォー ラムに な る こ とを期 待 し てお ります。

　 両 国 に と って,今 回 の フ ォー ラムは非 常 に有 意 義 で した ので.こ の手 続 上 の 問題 と して申 し上 げま

した。

　 柳 井 議 長 　 　ど う も あ りが と うござ いま した。

　 た だい ま トー マ ス先 生 か らお話 の ご ざい ま した ことに つ きま しては,わ れ われ の考 えて い る.あ る

い は エ ングル先 生 と御 相談 した点 と もほ ぼ一致 して お りま すの で.た だ いま の 手続上 の 問題 とい うの

は,御 希 望 の線 に 沿 え るの で は ないか とい うふ うに考 え てお ります。

　 お っ し ゃる とお り,こ れ は 日本側 とい た しま して,全 企 業 の方 々に御 参加 をい た だい たわ け では ご

ざい ませ ん ので,当 然,ド イ ツ側 で い ま トー マ ス先 生 が お話 しに な りま した よ うに,日 本側 に おい て
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も,も う少 し参 加 者,あ るい は関係 者 との 協 議 を加 え ま して,そ して テー マを しぼ って い った方 が よ

ろ しい ん じゃない か と思 ってお ります 。

　 その た めに6週 間以 上 とい うお話,も っ と もなお話 で ござい ます ので,6月 中 ぐ らい に とい う大 越
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ト

先 生 の お話 も,大 体 その辺 の御意 向が入 って い るの で はなか ろ うか と思 い ます 。あ るい は7月 で も結

構 なん でCざ い ますか ら,そ れ で勘 定 い た します と2ヵ 月 以上 の 時 間 はあ る と思 い ま すの で,そ の 間

に 一 もっ と も夏休 み が多 分 お あ りな の で,8月 とい うあれ を置 きます と,7月 は余 り使 えないの か

もしれ ませ んが,い ず れ に いた しま して も,6週 間以 上の 時 間 は十分 取 れ るの では な いか と思 い ます 。

その 間 に,日 本 側,ド ィッ側 で,こ の辺 を,企 業 を含 め て十分 御検 討 したい と,こ うい うふ うに思 い

ます 。

　 8月 の と きに大 体 詰 め ま し て,そ の 後,9月 末 か10月 初 めに,私,参 りま すの で,そ の ときは6

週 間 一 その期 間 とい うの は6週 間 ぐ らい に な るか もしれ ませ ん が,こ れ はセ カ ン ド ・プ ロセ スなの

で,そ の 辺 は トー マ ス先生 の お っし ゃる よ うな線 に大 体い け るの じ ゃない か と思 うん で ご ざい ます が ,

この点 は,ト ーマ ス さん,よ ろ しゅ う ござい ます か。 ち ょっ とお伺 い します が …… 。』

　 トー マ ス 　 　はい。

　 柳 井 議 長 　 　それ で す とコ0月 ぐ らい に は大 体問 題 を しぼ り込 ん で,そ して来 年 の会合 に向 け て,

い ろん な準備 が で きるん じゃない か と,こ うい うふ うに思 い ます 。

　 それ で は.ほ か に何 か お話 しに な りたい こと,あ るい は御意 見 ご ざい ます で し ょうか。

　 元 岡 これか らわれ われ が選 ぼ うとし てい るテ ー マの 性格 の 問題 なん です け れ ど も,こ の フ

ォー ラム が政 府 ベ ー スの フ ォー ラ ムで あ る とい うこ とを考 えます と,や は りそ れ ぞれ選 ば れ るテ ー マ

が 国全 体 に とって関 心 の あ るよ うなテ ーマ であ るべ きなの か。 それ とも,わ りあい イ ンダ ス トリーが

興 味の あ るテ ーマ とい うか っ こ うで選 びます と,国 と して選 ぶの とか な り性格 が 違 った もの にな っ て

くる よ うな気 がす るん です け れ ど も,ど うい った立 場 か らテー マを選 ぶか とい うこ とにつ い ては,全

体会 議 で あ る程度 の方 向 づけ を して い ただ くの が いい ん じ ゃないか と思 い ます が … …。

　 柳 井 議 長 　 　どう もあ りが とう ござい ま し た。

　 ただ い まの御 意 見,こ の 点 につ きま して は 日本 側 と しては,通 産 の どな たか か ら少 し御返 事 を い た

だ きたい と思 い ます が,そ の 前に 発想 の最 初 が ドイ ツ側 の科 学 技術 省 の方 か ら出 てお りますの で.科

学 技 術省 の 方 の方 か ら先 に,そ の 辺の 考 え方 をお伺 いす る とい うことで よ ろ しゅ う ござい ま しょ うか 。

日本 側 の方 は よろ し ゅ うご ざい ますか 。

　 それ で は,先 に トー マ ス さんか ら,い ま元 岡先 生 か ら御 質 問 の 出 ま した よ うな,テ ーマ を選 ぶ と き

の性格 といい ます か,こ の問 題 の 性格 とい う もの につ いて のお考 え方 を ち ょ っとお願 いい た し ます 。

　 ト ー マ ス　 　 2つ の 側 面が あ る と思 い ます。

　 1つ は,政 府 と民 間企 業 の次 元,2番 目 には時 間的 な側 面 が あ ります。長 期 的 な開 発 の ため に は,

た とえ ば第5世 代 の コン ピ ュー タ,こ れ は政 府主 導型 の開発 で すが,短 期 的 には 民間 企 業 の ものが あ
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ります 。私 は,政 府 主導 の方 に賛 同い た します けれ ど も,政 府 が テ ー マを選 ぶべ きで あ る と,政 府 の

影 響 力が大 で あ るべ きで あ る とい うの で あれ ば,こ れ は私 は賛 成 しか ね ます 。

　 とい うのは,基 本 的に は フ ォー ラムの 概念 と しては,非 常 に企業 の 興味 を引 くよ うな テー マ,つ ま

り企業 が これ か ら10年,15年 存 続 してい くため に は,今 日か らそ うい う問題 を検 討 してい かな けれ

ばな らない よ うな問 題 を検 討 すべ きだ と思 うわ け です 。

　 もちろん多 くの 場 合,企 業 は2～3年 先 を見 て,2～3年 存続 し よ うと,そ うい う視野 で考 えて い

るか も しれ ません 。10年,15年 の 視 野 で考 え ていないか もしれ ませ ん。 それ は 優先 順位,プ ラ イオ

リテ ィの 問題 だ と思 い ま す。 も う何度 も出 ま した よ うに,こ こ2～3の 近 視眼 的 な テー マ を選ぶ べ き

で はな い と思 い ます 。 しか し なが ら,企 業 の 興味 を引 か な い よ うなテ ー マ を取 り上 げ るべ きで はな い

と思 い ます。

　 です か ら.こ の2つ の 集合 を合 わ せ ま してその 合致 す る とこ ろが,ま さにわ れわ れ の欲 してい る分

野 で あるわ け です 。

　 ニ ュー メデ ィアの グルー プ,そ れか ら半 導 体 の グル ー プは,そ の よ うな幾 つ かの テー マ を見 きわ め

たわ けで す。 コ ン ピュー タの グル ー プ も,あ と1時 間 ほ どあ れ ば,何 らか の分 野 を見 きわ め るこ とが

で きたの で は ないか とい うふ うに 思 うわけ です 。

　 こ こはむず か しい と思 いま す。 とい うの は 日本 側が 非常 に合 理 化 され た アプ ロー チで プ レゼ ンテ ー

シ ・ンをな さっ た。 ドイツ側 で は モザ イクの よ うな形 でプ レゼ ンテ ー シ ・ンを行 った とい うこ とで す

か ら,た だ,あ と1時 間 あ れば 中 の コ ンセ ンサ スが得 られ たか と思 い ます 。

　 ですか ら,将 来 志向 型 の テ ー マを選 べ るで あ ろ う と。 しか も,企 業 や科 学者 に と って も関心 が あ る

テ ー マを選べ る とい う ことに関 して は,私 は楽 観 してお ります 。

　 柳 井 議 長 　 　ど う もあ りが と うご ざい ま した。

　 元 岡先生,よ ろ し ゅ うご ざい ますか 。

　 元 岡 基 本的 に は,い まお っし ゃ るこ とは よ くわか ります 。

　 これ は1つ の例 と考 えてい た だい て いい ので す けれ ど も,ド イ ツ側 も新 しい国 の プ ロ ジ ごク トとい

うの を幾 つか お 始 めに な った。 日本側 も幾 つか 国 の プ ロ ジ ェク トが あ るわけ です 。 そ うします と,恐

ら く ドィ ッ側 の プロ ジ ェ ク トとい うの は,ド イツ政府 と企業 との 間で 協議 が行 われ て,そ して最 も興

味 の あ る大 事 な もの とい うことで,そ の テ ーマが 選 ばれ てい る と考 え る と、現 に 日本 で 取 り上 げ られ

てい る,具 体的 に言 い ます と,コ ン ピ ュー タの場 合 で あ ります と,フ ィフス ・ゼ ネ レー シ ・ン ・コン

ピ ュー タの プ ロジ ェク トと,そ れ か らスーパ ー ・コ ン ピ ュー タのプ ロジ ェク トです が,ド ィッ側 に も

それ に見合 った幾 つ か の プ ロ ジ ェク トが あ る。 そ うす る と,そ の範 囲内 で 協力 を考 えれ ば,客 観 的 に

見 て国 として重 要 で あ る と両 国 が考 え て い るテ ーマ で あ り,か つ民 間 も,そ れに対 して関心 を持 って

い る テー マで あ る とい うふ うに 考 え られ るわ け です けれ ど も,そ れ につ い て何 か お考 えが お あ りで し

た ら,伺 い たい と思 い ます 。
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　 トー マ ス さん,ひ とつ 何 か,い まの御 質 問 とい い ます か,あ れに対 して御返 事 は …… 。

　 トー マ ス　 　 は い,ち ょっ とど うして も抑 え切 れな い欲 望が あ るんで すけ れ ど も,ぜ ひ テー マ と

して取 り上 げ ま し て,私 と して考 え る と ころ の一 番興 味 深 い テーマ は何 で あ るか,申 し上 げ たいの で

す けれ ど も,こ こは ち ょっ と抑 え る こ とに します 。

　 で,次 の こと を申 し上 げ たい と思 い ます 。

　 つ ま り,次 の こ とは必要 ない ん です。 す なわ ちす べ ての3っ の グル ー プが,次 の フ ォー ラ ムに そろ

って参 加 す る必要 は ない と思 い ます。

　 た だ,そ の テ ー マ とい た しま しては,1つ の テ ー マ といい ます か,い ろ い ろな テー マ を もちろん 見

きわめ るこ とは重 要 で あ ります。 つ ま り非常 に よ く定義 され て い るギ ブ ・ア ン ド ・テ イクの ベ ー スが

で き てい るわ け です 。 これ が第1。

　 そ して,第2の 私 の 印象 なんで すけ れ ど も向 こ う2～3年 にお きまして,第5世 代 の コ ン ビ=一 夕

に関連 したテ ー マ,こ れ を多分 見 つけ る ことに な る と思 うん です けれ ど も,2～3年 後に は ギ ブ ・ア

ン ド ・テ イ クの ベー スに ち ゃん と乗 る と思 います 。現 在 は ,ま だ ち ょっ と不十 分 で,非 常 に ア ンク リ

アな ポ イ ン トが ある わ けで ,す べ てが 明確 に あ らわ れ てお りません。

　 しか し,他 の 分 野 に お きま して は,こ の 共通 の理 念 とい いま すか,共 通 の関 心事 とい った ものが も

うす でに あ らわ れ てい る と思 い ます 。 したが い ま して,現 実 的 なサ ゼ スチ ・ン を申 し上 げ たい の です

け れ ど も,残 りの2つ の ワー ク シ ・ ップの 方は 非常 に よ く定 義 され たテー マを もうす で に提 示 な さ っ

てい ます。 シペ ル ス キ先生 です とか,元 岡先 生 が一 緒 に な りま して,2～3点 ,す なわ ち何 か共 通 の

関心 を見出 せ る よ うな点が あれ ば,そ れが見 きわ め る こ とが で きれば,そ して その 共 通の 利 害が あ る,

共 通 の関 心 が あ る とは っ き りす れば,そ の テ 三マ に沿 って仕事 をすれ ばい いん です 。 で すか ら,現 在

の と ころ で深 く詰 め る必要 は毛頭 な いわ け です。

　 元 岡 コ ン ピ ュー タの グル ー プが テー マ を見 つ け るの に困 ってい る,テ ー マが ない とい うこ

とを申 し上 げ て い るの で はあ りませ ん。逆 に テ ー マが た くさんあ り過 ぎて ,そ の うち どれ を選べ ば い

いかの 基 準 が な いか ら,そ れの基 準が 欲 しい とい うこ とで言 ってい るの で あ りま し て,先 ほ ど相 磯 先

生 の報 告 の 中 に もあ ったわ け です が,フ ォール トレ ラン トの シ ステム であ る とか ,マ ンマ シ ン・イ ン

ター フ ェイス の問 題 で あ る とか,ス ーパ ー コ ン ピュー タの利 用 とい うよ うな こ と も話 題 に のぼ ってお

ります し,そ れか らパ ラレル プ ロセ ッシ ン グ,そ れ か らLANの ゲー トウェイの 問 題等 ,た くさんの 提

案が あ るの で,そ の点,ち ょっ と誤解 され な い よ うにお願 い したい と思い ます 。

　 柳 井 議 長 　 　多 少 話 の行 き違 い もあ った よ うで ご ざい ますが,大 体,元 岡先生 の 方 とし て も,ト

ー マ ス さんの お考 えに な ってい る こ とは おわ か りに な
った と思 います し,そ れ か らその趣 旨で,そ の

テ ーマ を今 後 も う少 し詰 め てみ る とい うこ とを,い また くさん あ り過 ぎるので ,そ れ をむ しろ,あ る

考 え方 を は っ き りさせ て詰 め てみ る とい う ことを お っ しゃ ってい る と思い ます の で,そ れ で本 日の と

ころは よ ろ しいん じゃな いか と思 い ますが ,い かが で ござい ま しょ うか。 一 よろ し ゅ うご ざい ます
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か 。

　 じゃ,ほ か に何 か コメ ン トござい ます で し ょ うか 。

　 よ ろ しけれ ば,大 体 本 日の 全 体会 議 を これ で終 ららせ てい ただ きたい と思 い ますが,最 後に ち ょっ

と簡 単 な ごあい さつ を させ て いた だ き ます。

11.3全 体 ま と め

　柳 井 議 長 　 　本日,非 常に短い時間でございましたけれども,皆 様,非 常に御熱心に御討論いた

だ き,御 協力 い ただ きま し て,フ ォー ラム の予 定 を企 画 どお り終了 す る ことが で きま した こ とを,心

か らお礼 申 し上 げ ます 。

　 き ょ う行 い ま した討議 を もとに い た しま して,私 な り多 少 の感 想 を述べ させ てい ただ きま して,全

体 の ま とめ といた したい と思 い ます。

　御承知のとおり世界の経済社会の状態は,今 日のいわゆる高度情報化社会と,こ ういうものに向け

ま して,新 し く動 き出 してお るわ けで ご ざいま すが,本 日,そ の中 で もい ろい ろ議 論 を いた だ きま し

た半 導体,コ ン ピ ュー タ,ニ ュー メデ ィア と,こ うい う もの を初 め と しま した情報 技 術 の新 しい技 術

革 新 とい う もの が今 後の 世界 経済 再 活 性化 を図 る意 味 で は原動 力 に な って まい る こ と と思 い ます し,

それか らそれ に 伴 いま して,社 会 のい わ ゆ る情 報化 を うなが しま して,人 間 性 の豊 か な社 会 建設 に役

立 って い くん じ ゃな いか とい う ことを考 えて お りま す。

　 特 に:け さほ ど も申 しま した よ うに,日 本 と西 ドイツの両 国 とい うの は,そ れ ぞれ情 報 化 の促 進 に

非常 に 積極 的 に取 り組 ん で お りま し て,世 界 全体 の 情報 化の ため に お互 いに 協力 し て それ を進め てい

くこ とが 必要 で あ るの で はな いか と存 じます 。

　 先ほどからの分科会の報告でもおわか りのとお り.日 独両国の技術分野における活動はきわめて活

発 で ご ざい ま して,今 日ま で に も高 い技 術 成 果 を上 げ てい る とい うこ とがお わか りい た だけ たか と思

いま す。

　 日本と西独は同じ自由主義経済のもとにありまして,情 報技術分野においても,そ の競争原理を最

大限 に発 揮 させ'てい くこ とが 非常 に重 要 で あ るか と思 い ます し,ト ー マス さんか ら もお話 が ござい ま

した よ うに,保 護 主 義 に偏 りが ちな ところ もあ る とい うよ うな ことが ございま すが,そ(D点 に っ きま

しては,日 独両 国 と もオー プ ンマー ケ ッ トを目指 して ・非 常に 積極 的 に動 い てい るわ けで ござい ます 。

　 今 後 と も両 国の 協 力 に よっ て,そ の 辺 を積 極的 に 進 め てい きたい と思い ます。

　 特 に基 礎的 な分 野 にお きま しては,両 国 はお 互 い に相互 的 な 関係 に ご ざい ます ので ・今 後 も緊密 な

協力 関係 を持 つ こ とが で きる面が 非常 に多 い ん じゃな いか と思 い ます 。

　　 こ うい う意 味 で,今 回 や りま した よ うな フ ォー ラ ムの形,あ るい はそれ をエ クスバ ン ドして・拡 張
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い た しま して,相 互 の 研 究開 発 の成 果の 交 流 を図 ってい くとい う ことが 必要 で な いか と存 じます 。

　 き ょう,今 後の検 討 課 題に つ い て,各 分科 会 で御 検 討 い ただ きま したわ けで ござい ます が,非 常 に

たく さんの テ ーマ を それ ぞれ お 持 ちの よ うで ござい ます。 先 ほ ど もお話 しい た しま した よ うな こ とで ,

もう少 し詰 め てい た だ きま して,10月 ぐらい を 目途 に来 年 の フォーラムに向 け て問題 を集約 で きます

よ うに努 力 してま い りたい と思 い ますが,こ うい う成果 が得 られ ま した こ とを,私 とし て も大変 うれ

しく存 じ てい る次第 で ござい ま す。

　 この 点 に つ きま して,エ ン グル議 長 と も,先 ほ ど来,お 話 しし てお ります の で,恐 ら く来 年 に向 け

て,い い ま とめ の形 が で きて くるの で はな いか とい うこ とを期待 してお ります。

　 次 回は,明 年,西 独 の方 で開催 され る とい うこ とにな ってお りますの で.ま た皆 様 とお会 いで き,

さ らに有意 義 な 討論 に発 展 して ま い ります ことを大 変 楽 しみ に してお ります 。

　長 い間,大 変 あ りが と うご ざい ま した。

　 これで,ご あ い さつ の方 は終 わ らせ てい ただ きます が,来 年 の 時 期の ことに つ きま して多 少 何か お

話 が ご ざい ま した ら,あ るい は トーマ ス さん,あ るい は エ ングル 議長 か らで もお 話 しい ただ けれ ば と

思 い ますが ……。　 　　 　 　 .　　　 　 　 　 ,

　 エ ン グル議長 　 　 提案 と して は,ハ ノーバーフェアの 前 後 とい う提 案が 出て い ます。 こ こに出席 した

参 加者 が参 加 で きる よ うに とい う意 味 です。

　 それ か ら,ド イ ツの イ ー スタ ーの 時期 が ご ざい ますの で,い まは っき りした考 えは ない んです が,

この 目標 に向 か って努力 したい と思 い ます。 日本 側 の コ メ ン トもい ただ きた い と思 い ます。

　 この 方向 で よ ろ しいか ど うか,こ れは 重要 な問 題 で あ る とお 考 え になれ ば 一 もち ろん イー ス ター

の時 期 を変 え る ことはで きませ ん け れ ど も(笑 声),こ れ は カ レ ンダー でセ ッ トされ て しま ってお り

ます け れ ど も,何 らかの形 で,こ の周 りに妥 協策 を探す とい うこ とが 可能 だ と思 い ます 。御 意見 が あ

れ ば,伺 い た い とい うふ うに思 い ま す。

　 まず 日に ちを決 め たい と思 い ま す。 つ ま りハ ノー バ ーの フェアの 前 とい う御 意 見 が い ま出 ま したが,

企業 側 の問題 として.そ の フェアの 前 には忙 し く,後 に な って くた びれ て しま うとい う問題 が あ ります。

ですか ら,ど ち らにせ よ問題 が あ る ことには変 わ りない ん です けれ ど も… …。

　 日本 側 か らの お考 えを伺 い たい と思 い ます。 これ は非常 に重要 だ とお 考 え にな れば,そ れ を指 摘 し

てい た だ きたい と思 い ま す。 あ るい は,も う少 し指 定 して,美 しい と ころに閉 じ込 め て や るべ きで あ

るとい うふ うに お考 えに な るか,そ の ハ ノー バ ーの フェアの時 期 は非 常 に忙 しい わ け です か ら,私 と し

ては,こ の時 期 では な くて,も う少 し静 か な環 境 の中 で会 議 を行 ないた い と思 って い るわけ です け れ

ど も,そ れ は個人 的 な私 の 意 見 です が,も う少 し御 意 見 を求 め ま し て,い ま即座 に決定 す る とい うこ

とは で きませ ん か ら,で きな い 立場 に あ ります の で ・… ・・。

　私 の 方 か ら も,閉 会 の辞 を少 し申 し上 げたい と思 い ます 。

　全 く異 な った トピ ック を挙 げ たい とい うふ うに思 い ます 。非 常 に短 い んで す が,一 日,非 常 に 勤勉
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に仕 事 を しま した。 です か ら,レ セ プ シ ・ンで 楽 しん でい た だ きた い とい うふ うに思 い ます。 この レ

セ プシ ・ンの機 会 に,お 互 い に個 人 ベ ー スでお 知 り合 い にな ってい た だ きたい とい うふ うに思 い ます 。.

　 「行 き ま し ょ う」とい うふ うに申 し上 げて閉会 に し たい と思 い ます。

　 あ りが と うご ざい ま した。

　 柳 井 議 長 　 　レセ プ シ ・ンを用 意 してお ります。 大体5時30分 ごろ か ら,会 場 は昼 食 と同 じ場

所 で行 な い ますの で,ご ゆ っ く り御 歓 談い ただ きた い と思 いま す。

ど う もあ りが とうご ざい ま した 。

午 後5時13分 閉 会

以　　上
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